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			異世界の役所でアルバイト始めました①

			硝子町玻璃

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			プロローグ

			　

			少年と始まり

			　

			少年と悪霊

			　

			少年と異世界

			　

			少年と石像

			　

			災厄の再来

			　

			少年と精霊

			　

			少年とドラゴン

			　

			少年と小さなドラゴン

			　

			新たな魔王

			　

			間章・少年と雨

			　

			少年と狐

			　

			少年と共同作業

			　

			少年と魔王

			　

			少年と酔っ払い

			　

			少年と魔王の誓い

			　

			間章・魔王と囚われの王子

			　

			少年とオーガ

			　

			少年と宝石店

			　

			少年と妖精姫

			　

			少年が持ってきた扉

			　

			少年と召喚獣

			　

			少年と男

			　

			エピローグ

		

	
		
			　

			プロローグ

			　

			　美しい花々が咲き誇(ほこ)る緑の大地を舐(な)め取るのは、灼(しやく)熱(ねつ)の炎(ほのお)だった。残されたのはすべての生命が喰(く)い尽(つ)くされた後の黒(くろ)焦(こ)げの土だけ。

			「かかれ！　人間どもと奴(やつ)らに加(か)担(たん)する他の種族も皆殺しにしろ！」

			　異(い)形(ぎよう)の者たちが、殺(さつ)気(き)を撒(ま)き散(ち)らして前方から攻め込んで来る軍勢へ向かっていく。人間にはない黒い蝙蝠(こうもり)の翼、頭部から生えた角、口角からはみ出た鋭(するど)い牙(きば)。魔族と呼ばれる種族だった。

			　その目はぎらぎらと血走っており、目の前の敵を射殺せんばかりの殺(さつ)気(き)を放っていた。

			　だが、大量の魔族を前にしても、銀色の鎧(よろい)と兜(かぶと)を纏(まと)った兵士たちの目には恐れの色は浮かんでいなかった。彼らを迎(むか)え撃(う)つべく、剣を、太陽を覆(おお)い隠(かく)す曇(どん)天(てん)へと掲(かか)げ咆(ほう)哮(こう)を上げる。

			「行くぞ！　我らの命はあの方にすべて捧(ささ)げろ！　我らの役目は世界最後の希望のための道を、切り開くことだ！」

			　死をも恐れぬ上官の高らかな宣言が周囲の空気を震わせたと同時に、兵士たちは魔族へ向かって走り出す。両者が互いの軍勢へと駆(か)けていき、ぶつかり合う。

			　それによって引き起こされるのは、断(だん)末(まつ)魔(ま)の響(ひび)き渡る殺(さつ)戮(りく)だった。人間の兵士の剣が魔族の首を撥(は)ね飛ばし、心臓を貫(つらぬ)く。魔族の牙(きば)が、角が兵士の鎧(よろい)を破(は)壊(かい)して、守られていた生身の体を抉(えぐ)っていく。仲間を殺された者が怒りに突き動かされて、殺した敵の命を奪ったと思ったら、その敵の仲間に殺される。

			　血の匂いと絶(ぜつ)叫(きよう)の充満する戦場を、少し離れた場所で見守る影があった。

			　それはまだ十代の少女だ。白銀に輝(かがや)く鎧(よろい)をその華(きや)奢(しや)な痩(そう)身(しん)に纏(まと)い、仄(ほの)かに光を灯(とも)している剣を持つ彼女の表情は、憂(うれ)いに満ちていた。だが、おぞましい光景から目を逸(そ)らそうとはせず、まっすぐ見(み)詰(つ)めていた。数(すう)奇(き)な自分の運命に立ち向かうかのように。

			　そんな少女を一歩下がった場所で見守っていたのは、黒髪の若い男だった。無表情でいようとはしているようだが、少女の様子を窺(うかが)う菫(すみれ)色(いろ)の瞳(ひとみ)は切なげに揺(ゆ)れていた。

			「……辛(つら)いなら見る必要なんてないんじゃねぇの。ある程度、魔族の連中を蹴(け)散(ち)らしたら呼ぶから、お前は体力温(おん)存(ぞん)しておけよ」

			「ううん、私は平気。それに……見ておかなきゃ駄(だ)目(め)なような気がするから」

			　気(き)丈(じよう)に振(ふる)舞(ま)う少女の黒髪が生暖かい風に靡(なび)く。男は遠くで繰り広げられている戦いをぼんやりと眺(なが)めていた。圧(あつ)倒(とう)的(てき)な力を持っているはずの魔族と、この戦争で最後となるであろう戦いに魂(たましい)も肉体も捧(ささ)げた人間。きっと大勢の死人が出る。そんな光景を、少女には見せたくなかった。

			　彼女も、きっと自分も同じ末(まつ)路(ろ)を辿(たど)る。自分はどうでもいい。この希望の少女を守ると決めたときから、いつ死んでもいいと思っている。

			　だが。

			「私、後悔してないよ。皆のために戦えること」

			「………………」

			「最初はすごく怖(こわ)かったし、早く帰りたいって思ってたけど、今はみんなのために頑張って勝たなきゃって思ってるから」

			　だから、あなたもそんな顔をしないでよ。そう言いながら微笑(ほほえ)む少女に、男は「ああ」と生返事をしながら、戦場の向こうに聳(そび)え立つ城を睨(にら)み付ける。あの場所に行けばすべてが終わるのだ。すべてが、終わる。

			　自分たちがこの世界の頂点に相応(ふさわ)しいという傲(ごう)慢(まん)な思想の下、人間を中心とする他の種族に牙(きば)を向けた魔族の王にして、この戦争の元(げん)凶(きよう)である『魔王』。

			　魔王を殺す唯(ゆい)一(いつ)の力を持った、持ってしまったがために世界最後の希望と奉(まつ)り上げられ、『勇者』の名を手に入れた少女。

			　この二人のどちらかが死ねば戦争は終わる。未来で待っているのは恐(きよう)怖(ふ)や憎(ぞう)悪(お)の失われた平和な世界か、魔族の支配(はい)下(か)に置かれた暗(あん)鬱(うつ)な世界か。どちらなのかは自分にも分からなかったが、できれば前者であって欲しいと心から願った。

			　そして、また温かな緑の世界で、この勇者がただの少女として微笑(ほほえ)んでくれたら、とも。

		

	
		
			　

			少年と始まり

			　

			　雲の量が少なく薄青ばかりが目立つ空だった。各地の気温も初(しよ)夏(か)を思わせる高さで、薄(うす)着(ぎ)であったり、半(はん)袖(そで)で出歩く人々の姿が目立つ日である。

			　沖(おき)田(た)町(ちよう)も例外ではなく、閑(かん)静(せい)な住宅街ではあらあら暑いわねぇ奥さん、そうねぇ夏かしら、という会話が聞こえてくる。コンビニやスーパーではアイスがよく売れた。大きな事件も起こらず、いつものように時間が緩(ゆる)やかに過ぎていく。

			　一匹の猫が、公園の木に登ったはいいが、降りられなくなってしまった。涼(すず)しい場所を求めて数メートルはある巨木の頂上付近まですいすい行って、動けなくなってしまったらしい。

			「あー、こりゃあ、どうしようもねぇな」

			　助けを求めてか細く鳴いている猫に気付いて、近所の住人が集まるものの、猫がいる場所まで届く梯(はし)子(ご)はどこの家にもなかった。猫が勇気を振り絞(しぼ)って降りてくるのを待つしかないかと話していると、公園の前を通りかかった少年が木に近付いてきた。この暑さにもかかわらず、黒いブレザーを着た高校生である。シャツのボタンは一番上まで留めてネクタイもしっかり締(し)めている。見ているだけで暑苦しい格(かつ)好(こう)だった。

			「どうかしましたか？」

			「木の上に佐(さ)々(さ)木(き)さんのところの猫が登っちゃって、降りられなくなってるのよ」

			「まあ……猫って登るのは得意でも、降りるのが苦手みたいですからねぇ」

			「あら、総(そう)ちゃん、行ってくれるの？」

			　暑さなどまったく感じていないような涼(すず)しげな表情で、何の躊躇(とまど)いもなく木を登り始めた高校生に驚(おどろ)く者は誰もいない。そういえば、この子は昔から木登りも得意だったわねーぐらいの反応しか見せなかった。何の装(そう)備(び)もなしに落ちたら明らかに危険な高さまで到達しても、だ。

			　二分ほどで猫が縮(ちぢ)こまっているところまでやって来た高校生は、足場が危(あや)うい枝の上に立つと、わずかに屈(かが)んで両手を前の方に伸ばす。その先には彼をつぶらな瞳(ひとみ)でじっと見(み)詰(つ)める猫。

			「ほら、もう大(だい)丈(じよう)夫(ぶ)だから、おいで」

			　穏(おだ)やかで優しい声とは裏(うら)腹(はら)に無表情のまま語りかけながら、高校生が猫をそっと抱き上げようとする。猫は抵抗せず身を任せようとしていた。

			　そのときだった。

			「こらぁぁぁぁぁぁぁ!!　危ないからさっさと降りろ!!」

			　怒(ど)号(ごう)の主は沖(おき)田(た)町(ちよう)の交番の警官だった。別件で出動中に公園が騒がしいので様子を見てみれば、高校生が木の頂上付近の枝の上で立っているのが見えて、叫(さけ)んだようだ。それは警官としては正しい行動ではあったのだが、もう一匹、木の上にいる存在にとっては間違いだった。

			「フミャアアアアアア!!」

			　突然の怒(ど)鳴(な)り声に驚(おどろ)いた猫が反射的に起き上がり、その拍(ひよう)子(し)に枝から落下してしまったのだ。あんなに怖(こわ)がっていたのにちゃんと受け身が取れるのかと、野(や)次(じ)馬(うま)から上がる悲(ひ)鳴(めい)。高校生が後を追うように自ら飛び降りたことで悲(ひ)鳴(めい)はさらに大きくなる。

			「お、おい！　しょう……ね、ん……」

			　数メートル上から落下する高校生に警官が青ざめるが、その声は風船のようにしぼんでいく。そりゃそうである。

			　飛んだ直後に素早く猫へと手を伸ばして抱き締(し)め、トン、と音を立てて普通に両足を付けて着地する光景を見たら、声も出なくなるだろう。

			　トン、って何だ。無事に着地できたとしてもドスン、という擬(ぎ)音(おん)ではないのか。トンは軽すぎだろう。

			　さすが、よくやった。近所の人々からは拍(はく)手(しゆ)の嵐。

			　目の前で起きた光景に固まる警官へ、高校生は小(こ)刻(きざ)みに震える猫を守るように抱き締(し)めたまま、人差し指を自分の唇の前に置いた。

			「駄(だ)目(め)ですよ。この子びっくりさせては」

			「びっくりしたのはこっちだ！　あんな飛び降り方があるか！」

			「僕、佐(さ)々(さ)木(き)さんの家に猫送ってきますね。この子も早く佐(さ)々(さ)木(き)さんに会いたいでしょうし」

			「そっちから話振っておいて、人の話を聞く気ゼロだと!?」

			　たった今、木の上からのダイブを見事決めた張本人とは思えないような痩(そう)身(しん)の少年は、警官の困(こん)惑(わく)など知ったこっちゃないとでも言うように、そのまま公園から出て行く。警官は唖(あ)然(ぜん)としながらも、目の前に聳(そび)え立つ巨木を見上げた。

			「よくこんな物に登ったな……」

			　解散する人々の安(あん)堵(ど)の声に警官の呟(つぶや)きが混じる。あんな体を鍛(きた)えていないような高校生が。どうやらこの町では有名人のようだが、最近こちらに配属になったばかりの警官には、何者かが判別できない。

			　度(ど)胆(ぎも)を抜(ぬ)かれた少年の存在に驚(きよう)愕(がく)していると、まだ残っていた老(ろう)婆(ば)が警官に深々と頭を下げた。

			「お巡りさん、ありがとねぇ。あの猫ちゃんのために来てくれたんでしょう？」

			「いいえ、不(ふ)審(しん)人(じん)物(ぶつ)がこの辺りをうろついているとの通報を受けて、見回っていたんです」

			「まあ、物(ぶつ)騒(そう)ね。どんな怖(こわ)い人なの？」

			　怯(おび)えた表情を見せる老(ろう)婆(ば)に、警官は「怖(こわ)くはないと思うんですがね」と慌(あわ)てて言った。訝(いぶか)しげに眉(まゆ)をひそめながら。

			「変なコスプレをした若い女が、ぶつぶつ呟(つぶや)きながら町を徘(はい)徊(かい)しているらしいんですよ……」

			　説明をした後に警官は思った。

			　それでは、普通に怖(こわ)い不(ふ)審(しん)人(じん)物(ぶつ)であると。

			　老(ろう)婆(ば)は「とっても怖(こわ)いわねぇ」とリアクションした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			『未経験者・学生大歓迎！　異世界の役所で働いてみませんか？　優しい先輩と上司があなたを優しく優しく指導します！』

			「……なんて紹介文で人が来るわけあるかぁ！　何でこんなチラシを作ったのよ。私の馬(ば)鹿(か)馬(ば)鹿(か)馬(ば)鹿(か)―――――!!」

			　大量のチラシをアスファルトの地面に叩き付けて、ヘリオドールは絶(ぜつ)叫(きよう)した。時刻は午後四時で場所は住宅街。買い物帰りの主婦が彼女へ生暖かい視線を送りつつも、関わりたくないのか足早に通り過ぎていく。変質者に構っている暇(ひま)などなく、早く夕飯の支度をしなければならないのだ。

			　主婦がヘリオドールを不(ふ)審(しん)人(じん)物(ぶつ)扱いした原因は、外見にもあった。

			　ピンと空に向かって立っている黒いとんがり帽(ぼう)子(し)と、この暑いのに全身を隠(かく)した菫(すみれ)色(いろ)のローブ。髪は暗い色調の服装とは対照的に鮮(あざ)やかなピンク色をしており、両目はトパーズを思わせる金色だった。誰もが見(み)惚(と)れるような美しい魔女。そんなのがここにいるのである。

			　ここは遊園地や演劇の舞台ではない。何の変(へん)哲(てつ)もない、ただの住宅街だ。

			　髪をピンク色に染めてカラーコンタクトまで付けた女性が魔女のコスプレをしていると思ったら、前(まえ)触(ぶ)れもなく叫(さけ)び出してチラシを道端に叩き付ける。誰だって引くだろう。避(さ)けるだろう。いくら美女だとしても、どうしましたかと尋(たず)ねる勇気はない。

			　その場に崩(くず)れ落ちたヘリオドールに視線を向けても、声をかける猛(も)者(さ)はこの閑(かん)静(せい)な住宅街には存在しなかった。

			　ちなみに、髪も目も生まれつきこの色だ。

			「だいたい、どうして私がこんなことしなくちゃならないのよ……」

			　少し前までは、こんな魔法や魔物が存在しない世界にまで来て勧(かん)誘(ゆう)をしなくても、いくらでも応募者はいた。むしろ、職員の誰かが辞めて空席ができるのを待っていたくらいだ。

			　それが新しい所長になった途(と)端(たん)、この有り様である。

			「あんのクソエロジジィが……!!」

			　老若男女問わず愛されてきた、穏(おだ)やかで優しい前の所長のありがたみがよく分かる。強大な魔力を誇(ほこ)り、数年前までは城で大臣として働いていた新所長は、とんだスケベジジィだった。

			　女性職員の胸や尻を撫(な)でたり揉(も)んだりは、日(にち)常(じよう)茶(さ)飯(はん)事(じ)。シャワー室を覗(のぞ)きに来たり帰宅しようとする職員の家に、指導したいと言って押しかけることもある。

			　被害は女性職員だけではなく、男性職員も被っていた。社内恋愛が発覚すれば自分が面白くないので、若くてモテそうな男にさりげない嫌(いや)がらせを繰り返した。

			　結果、まともで外見の良い職員は次々と退職していった。

			　これはまずい。危機感を覚えた古(ふる)株(かぶ)メンバーが所長に注意した。

			　すると、「所長のわしに逆らうの？　ん？」だ。殺意が芽(め)生(ば)えたヘリオドールが首を絞めようとするのを仲間たちが必死に止めた。誰も所長を上司だとは思っておらず、死んでくれと願っていた。

			　止めたのは、所長が本気を出したら、ヘリオドールでも敵(かな)わないと知っていたからだ。返り討(う)ちに遭(あ)うだけならまだしも、謀(む)反(ほん)を起こした罰(ばつ)として、えげつないことをされるかもしれなかった。

			　今では、役所に残っているのはヘリオドールなどの所長の嫌(いや)がらせセクハラに対抗できる術(すべ)を持つ者、年配の職員、それとスケベ心満(まん)載(さい)で所長を尊敬し、数少ない女性職員に手を出そうとして返り討(う)ちに遭(あ)っている喪男ぐらいだ。

			　所長は所長で、自分が原因なのに、「若いピチピチの女の子が欲しいのぅ。募(ぼ)集(しゆう)するのじゃ！」と言っている。二十三歳のヘリオドールの怒りは再び頂点に達した。

			　求めている人材は若い女性だけではなく、男も含まれている。そう、あの所長に対抗できるような精神力の強い男が。

			　そんなわけで、ヘリオドールは単身こちらの世界にやって来て募(ぼ)集(しゆう)をかけていた。だって元の世界で男に募(ぼ)集(しゆう)をかけても、所長の名前を聞いただけでみんな逃げていくのだ。近寄ってくるのは、職場でのセクハラが認められていると思い込んでいる変態ども。

			　どうせ死にはしない職業だ。あちらの世界、『アスガルド』のことは少しずつ教えていきながら、仕事も教えていけばいい。と思っていたのだが、現実は非(ひ)情(じよう)だった。

			「何が『頭大(だい)丈(じよう)夫(ぶ)ですか？』よ……何が『現実と妄(もう)想(そう)の区別がつかないんですか？』よ……ついてるわよぉ……」

			　この世界『ウトガルド』の人間には、アスガルドのことを理解する気など毛頭なかったのだ。ハローワークに申(しん)請(せい)しようとすれば、ヘリオドールの格(かつ)好(こう)を見て門(もん)前(ぜん)払(ばら)い。街中でビラ配りをすれば笑われて、妙な男たちにはナンパをされる。

			　魔法も魔物もこの世界ではフィクションに過ぎないのだ。誰もヘリオドールの話を真剣に聞いてくれる者はいなかった。

			　現実は非(ひ)情(じよう)で、さらに彼女を追い込んでいく。

			「おーい、そこを動くんじゃないぞ！　そこのコスプレ女！」

			　通報されたのである。怪しい人物から市民を守るために、警官が駆(か)け付けてきた。

			　こちらの世界用の服装にするべきだったと後悔しても遅い。買ってみたはいいが、ダサすぎてクローゼットに封(ふう)印(いん)していた、芋(いも)ジャージの偉(い)大(だい)さに今さらながら気付く。

			　一方、警官はヘリオドールの姿を見て絶句していた。「魔女が現代に蘇(よみがえ)った」等の通報を受けたはいいが、いるわけないだろと半(はん)信(しん)半(はん)疑(ぎ)だったのだ。

			　そしたら、本当に美女が呪(じゆ)詛(そ)のようなものを唱(とな)えながら徘(はい)徊(かい)しているのである。数十分前にはとんでもない身体能力を持った少年に出会った彼にとって、今日は凄(すご)い日だった。

			「ちょっと交番に来て、話聞かせてくれる？」

			「べ、別に何も悪いことなんてしてないじゃない！　近寄ってくる男を火(か)炎(えん)魔法で丸焼きにしたわけじゃあるまいし」

			「その思考がまず怖(こわ)いな！　何をしたとかじゃなくて、あんたの存在自体が怖(こわ)いって通報が来てるの！」

			「存在自体が怖(こわ)いって、好きな服装で外歩いてて、何が悪いのよ!?　人を、全(ぜん)裸(ら)で町練(ね)り歩いているような露(ろ)出(しゆつ)狂(きよう)と一緒にするな！」

			　警官 vs.不(ふ)審(しん)人(じん)物(ぶつ)の口論。「○○警察24時」とかいうテレビの特番で使われそうな図である。テレビ画面の上部には、「平和な住宅街に現れた魔女！　開き直って警官に罵(ば)倒(とう)の嵐！」とテロップが表示されるのだ。

			「これが私の仕事着なの！　あんただってその青い服着て仕事してるんでしょう!?　同じじゃない！」

			「お前のは完全にコスプレだろう！」

			　延(えん)々と続くと思われる罵(ば)倒(とう)の応(おう)酬(しゆう)のなか、彼らの前にある一軒家から中年女性が心配そうに出てくる。その腕(うで)の中には、すやすやと眠る飼い猫。猫が木の上から降りられなくなって騒ぎになったと聞いてハラハラさせられたあとは、警官と魔女の激しい言い争い。彼女にとって、今日は大変な日である。

			　彼女に続いてもう一人、玄関に姿を見せた。見事猫を救出してくれたお礼として、お菓子をごちそうになっていた人物だった。その手には、あと一口で食べ終わりそうな醤(しよう)油(ゆ)せんべい。

			「佐(さ)々(さ)木(き)さん、どうしました？」

			「あの綺(き)麗(れい)な女の人が職質を受けているみたいなのよ……」

			「まあ……そういう格(かつ)好(こう)してますからねぇ。でも悪い人には見えませんけど」

			「そうよねぇ」

			「何とかしてみます」

			　その人物は残りのせんべいを口に放り込み、咀(そ)嚼(しやく)しながら二人の下へ向かった。眠っていた猫がパチリと目を開き、恩(おん)人(じん)を応援するようにニャアと一鳴きした。

			　その間もヘリオドールと警官の言い争いはヒートアップしていた。彼らの言葉からは「不(ふ)審(しん)人(じん)物(ぶつ)」、「通報」という話題が消え、「ファッションセンス」や「仕事着」などの単語ばかりが聞かれるようになっていた。

			「だいたいだな、そんなコスプレみたいな格(かつ)好(こう)が仕事着の職場なんて限られてくるぞ。ほれ、言ってみろ。どこで働いているんだ？」

			「そ、それは」

			　ここまで全否定されると、違う世界にある職場と正直に言っても納得してくれないだろう。「馬(ば)鹿(か)にするな」と、さらに火に油を注(そそ)ぐ結果になりそうだ。冷静さを取り戻したヘリオドールは焦(あせ)った。

			「彼女のその服装は僕の趣味なんです」

			「え？」

			　ヘリオドールは声のするほうを向いた。そこにいたのは、こちらの世界の学生だった。星のない夜空の色を閉じ込めたような漆(しつ)黒(こく)の瞳(ひとみ)と、そよ風によってわずかに揺(ゆ)れる柔(やわ)らかそうな黒髪。黒いブレザーに包まれた、ヘリオドールよりも少し高いくらいの痩(そう)身(しん)。まだ幼さの残る顔を飾(かざ)る、感情の読めない涼(すず)しげな表情。

			　見知らぬ少年に固まる魔女の横で、警官が「あっ」と叫(さけ)ぶ。忘れるはずがない。先ほどの猫事件の英(えい)雄(ゆう)だった。

			「少年、お前、このコスプレ女と知り合いなのか」

			「知り合いどころか……」

			「どころか？」

			　わざとらしく一呼吸置いたあと、少年は二人の度(ど)胆(ぎも)を抜(ぬ)く発言をかました。

			「僕の恋人です」

			「恋人!?　こんなのが!?」

			「あんた、こんなのって失礼にもほどがあるでしょ！　あと、あんたは何言って……ふがっ」

			　少年は、素早くヘリオドールの口を塞(ふさ)いだ。そうして変人カップルを交互に見ている警官に説明を始めた。

			「僕ものすごいオタクなんですよ。それで魔女とか魔法少女がすごく大好きでして、いつか恋人にコスプレしてもらいたいなって思っていたんです。それで今日は物(もの)凄(すご)い頼み込んで、この格(かつ)好(こう)で僕に会いに来て欲しいってお願いしてしまって……」

			「お前、そんな顔して、とんでもないへんた……いや、そうならそうと、仕事着だとか変な言い訳をしないで、早くそのことを言ってくれればよかったのに」

			「そうしたら、僕が恋人にこういう格(かつ)好(こう)をさせる気持ち悪い男だと、知られてしまうと思ったからじゃないでしょうか？　この人優しいので……」

			　まったく恥ずかしむ様子もなく物(もの)凄(すご)い勢いででまかせを並べる少年に、ヘリオドールは混乱していた。

			　なぜ、この少年は見ず知らずの不(ふ)審(しん)人(じん)物(ぶつ)を、こんな手の込んだ嘘(うそ)を付いてまで助けてくれようとしているのか。一つの結論に辿(たど)り着いた頃には、ヘリオドールの頬(ほお)は紅(こう)潮(ちよう)しきっていた。

			（ま、まさかこの子、私に一(ひと)目(め)惚(ぼ)れしたんじゃないでしょうね……）

			　有り得る。そうでなければナンパ以外の目的では声をかけられず、避(さ)けられまくっていた自分を助ける理由などない。

			　顔を茹(ゆ)で蛸(だこ)のようにして少年を見(み)詰(つ)めるヘリオドールを、警官は恋人に見(み)惚(と)れていると勘(かん)違(ちが)いして溜め息をついた。

			「まったく……次からは家の中だけにするんだぞ」

			「ありがとうございます」

			「そっちの彼女も！　彼氏の手(た)綱(づな)ぐらいちゃんと握(にぎ)っておけよ！」

			　ヘリオドールがぐるぐると考えているうちに、話は終わってしまっていたようだ。最後に「リア充は時々凄(すご)いことをやらかすから怖(こわ)いんだ」と捨(す)て台詞(ぜりふ)を吐(は)きながら、警官は去って行った。

			　危機は去った。少年はヘリオドールの口からそっと手を離して、謝(しや)罪(ざい)の言葉を告(つ)げた。

			「すみません。苦しい想いをさせてしまって」

			「だ、だ、だ、だ、大(だい)丈(じよう)夫(ぶ)よ！　うん、ほら、この通り！」

			「……本当に大(だい)丈(じよう)夫(ぶ)ですか？」

			　両(りよう)腕(うで)を振り回して叫(さけ)ぶ魔女の顔を、少年が覗(のぞ)き込んだ。それは、意識しまくっている今のヘリオドールの状態を、悪化させるだけだった。

			「ぎゃあああああああああああああああああああああああ！」

			「あ」

			　ばさばさ。ヘリオドールの手から力が抜(ぬ)け、チラシはすべて落ちた。

			　魔女と少年は、無言でコンクリートの地面に散(ち)らばる紙を見た。見ていても紙が勝手に浮き上がってくるわけではないのだが。ただ、いろいろありすぎてヘリオドールの活力は底を尽(つ)いてしまった。

			　私は何をやっているのだろう……アスファルトに散(ち)らばった大量の手作りチラシを見下ろして、魔女は溜め息をついた。

			　そんな彼女を我に返らせたのは少年だった。しゃがみ込むと、チラシを拾い始めたのだ。

			「あ、ありがとう……」

			「いえ。僕も脅(おど)かせてしまってすみませんでした」

			「そんなことないわよ。助けてくれたし……」

			　ヘリオドールもしゃがみ込むと、アスファルトに散(ち)らばった大量の手作りチラシを拾った。帰ろう。失意のまま、チラシをまとめようとした時だった。

			「学生でも役所で働かせてくれるんですか？」

			「へ……」

			「あと、顔色もちょっと悪いですね。脱(だつ)水(すい)症(しよう)状(じよう)起こしかけているんじゃないでしょうか」

			「う、うん。確かに暑いと思ってたけど」

			　確かにローブは中に熱がこもって暑いが、そんなこと魔女や魔術師なら当然だ。と言っても暑いものは暑い。少年は、鞄(かばん)からペットボトルを取り出した。

			「これ、まだ開けていないんでどうぞ」

			「え、いいの？」

			「はい」

			　少年が無表情のまま差し出したスポーツドリンクを、ヘリオドールは一気飲みした。こっちに来てから何も飲んでいなかった。五百mlペットボトルが、あっという間に空になる。

			「生き返ったぁぁぁ……！　じゃなくて!!」

			「？」

			「あんた今、さりげなくチラシの内容に触(ふ)れてなかった!?　まさかあんた……！」

			「僕、働いてみたいんですけど」

			「マジで!?」

			　ヘリオドールは空になったペットボトルを握(にぎ)り潰(つぶ)しながら、期待と困(こん)惑(わく)の入り交じる声で叫(さけ)んだ。

		

	
		
			　

			少年と悪(あく)霊(りよう)

			　

			　まさかの志望者の登場に、思わずその場で小(こ)躍(おど)りしてから数分後。一つ気になることがあったので、ヘリオドールは少年に尋(たず)ねてみた。ヘリオドールが踊っている間、少年は空になったペットボトルをゴミ箱に捨(す)てに行ったり、近所の野良猫と睨(にら)めっこをしたりと、時間を潰(つぶ)していた。

			「働きたいって言ってくれるのはかなり嬉(うれ)しいけど、あんた本当に信じてるの？」

			「え……まさか時給これだけ高いって書いてあるのに、実際はタダ働きなんですか？　まさかブラック企業……」

			　少年は口を手で押さえ慄(おのの)くような反応を見せた。表情に変化がない分、からかわれてるような気分になり、ヘリオドールは声を荒らげる。

			「うちの職場は一番上の人間以外はクリーンな環境よ。失礼な！　私が言いたいのは魔法とか魔物とか、いわゆるファンタジーな世界を本気で信じてるのかってこと！」

			　ヘリオドールの言葉に反応したのは少年ではなく、擦(す)れ違った学生数人だった。コスプレ女が真剣な表情をして、ファンタジーがどうのこうの喚(わめ)いているのだ。当然の反応ではある。

			　くすくすと聞こえる笑い声に、ヘリオドールは頬(ほお)を赤らめた。その気になれば、あんな生意気そうな連中なんて魔法で叩き潰(つぶ)せるというのに。ウトガルドでは魔法の使用を禁じよう、と言い出した偽(ぎ)善(ぜん)者(しや)はいったい誰だ、と歯(は)軋(ぎし)りをした。

			　しかし、一緒にいた中年女性から「そうちゃん、その人……」と窺(うかが)うような視線を向けられると、自分がやはりとんでもなく浮いた存在であると自覚した。別な意味で頬(ほお)を赤らめる魔女に、少年は笑いも呆(あき)れもせず、相変わらず表情を変えずに首を傾(かし)げてみせた。

			「魔女さんが住んでいる世界って、魔法とか魔物だけじゃなくて、精(せい)霊(れい)とか妖(よう)精(せい)もいるんですよね？　僕よく見てますよ」

			「何言ってんのよ。こっちの世界には精(せい)霊(れい)も妖(よう)精(せい)も棲(す)んでいないわよ？」

			「あっ、ほらあの電柱の陰にも妖(よう)精(せい)がいます」

			　少年の指差す方向、つまり電柱の陰。首が千切れそうになっている全身血まみれの男が、ヘリオドールと少年を睨(にら)んでいた。ちなみに、膝(ひざ)から下が透(す)けている。

			　この世の生者への恨(うら)み妬(ねた)みがしっかり凝(ぎよう)縮(しゆく)された、熱(ねつ)視(し)線(せん)。それを目の当たりにしたヘリオドールは絶(ぜつ)叫(きよう)した。

			「ぎゃああああああ、幽霊!?」

			「魔女さんの世界も、こんな感じにファンタジーなんですよね」

			「ファンタジーじゃなくてホラーだろうが!!」

			　実際、幽霊は精(せい)霊(れい)や妖(よう)精(せい)と大して変わりはない。向こうの世界でもよくいる。しかし、不(ふ)意(い)討(う)ちで見せられると、さすがに驚(おどろ)く。ただ、新人を勧(かん)誘(ゆう)しに来ただけなのに、こんな禍々しいものを目撃してしまうとは。

			　とは言うものの、幽霊が見えるということは、少年はある程度魔力を持っているようだ。それなら別の世界で働いてみませんかなんて、電波な宣伝に食い付くのも分かる気がする。

			　あ、いや、分からない。他の人間のヘリオドールに対する反応を考えると、この子は普通ではない。

			「あんた、どうしてこの仕事したいって思ったの？」

			「時給が普通より高いし、学生でも大(だい)丈(じよう)夫(ぶ)って書いてあったので……」

			「……………………へぇ」

			　もっと注目するところがあっただろうに。とりあえず金が貰えるなら他は気にしないらしい。なりふり構っていられないように感じられる。ヘリオドールは少し少年のことが心配になってきた。スポーツドリンクを常備できるくらいの余裕はあるようだが。

			「どうしてそんなに金にこだわるの？　家計が苦しいの？」

			「家に生活費を入れたいっていうのが一番ですけど、さっきのオタクって話、あれは本当なんですよ。漫画やゲームを買い揃えるにはお金が必要で」

			「あ、ああ、じゃああれはあながち嘘(うそ)じゃあないのね……」

			　なるほど、オタクは金を消費する人種である。

			「あと、先日まで働いていたコンビニが閉店してしまったんで」

			「ふぅん。不(ふ)況(きよう)で？」

			「僕がレジを打っていたら銃(じゆう)を持った男が十人くらい入ってきたんです。強(ごう)盗(とう)です」

			「ご強(ごう)盗(とう)!?」

			　軽いノリで話す内容ではない。

			　銃(じゆう)はヘリオドールのいる世界でも強力な武器とされている。魔力を使わずに遠くにいる敵へダメージを与えられるのだ。生身の人間が喰(く)らったら、一発でも致(ち)命(めい)傷(しよう)となる。

			　そんな危険な道具を持った奴(やつ)らが十人。ここは日本ではなかったのかと、ヘリオドールは確かめたくなった。

			「あんた、よく生きてたわね……」

			「奇跡でした。レジの横にモップを立てかけておいたおかげで、それを武器にして彼らを倒すことができたんです」

			「たお……!?」

			「でも、その際、店内が撃(う)たれて穴だらけになってしまったんです。何とか犯人たちを制圧したあと、警察を呼んだんですけど、店長には避(さ)けられてしまって。店を滅(め)茶(ちや)苦(く)茶(ちや)にされて、相当怒っているようでした。店はもう営業できないからと、閉店になってしまいました」

			　それ、怒ってるんじゃなくて怖(こわ)がっていたんじゃ。ヘリオドールは店長に同情した。

			　普通の少年だと思っていたら、モップ一本で銃(じゆう)を持った大勢の男を倒す、恐るべき戦闘能力の持ち主だったのだ。犯人たちよりよっぽど怖(こわ)い。かくいうヘリオドールも、目の前の少年に恐(きよう)怖(ふ)を抱いていた。

			「残念です……」

			　そのときのことを思い出しているのか、少年はしょんぼりとしていた。無表情だったが、何となく落ち込んでいるようだった。きっと強(ごう)盗(とう)に遭(そう)遇(ぐう)したことによる恐(きよう)怖(ふ)ではなく、コンビニが閉店したことに対する無念の気持ちだろう。

			　とんでもない化け物を連れてきてしまった。確かに所長に対抗できそうな男は欲しいと考えていたが、あくまでも精神的な面での話である。誰も、モップで銃(じゆう)に立ち向かっていく学生を捜(さが)していたとは言っていない。

			「魔女さん」

			「は、はい!?」

			「？　あなたのほうが年上なんですから、敬語じゃなくていいですよ。それと今、僕たちはどこに行こうとしているんですか？」

			　ヘリオドールと少年は、先ほどからずっと住宅街を歩き続けている。ファンタジーな要素などどこにも感じられなかった。疑問に思ったらしい少年に、ヘリオドールは先ほどより優しい声で答えた。

			「で、出入口に向かってるの。私たちがいる世界と、この世界の境目」

			　ヘリオドールは、完全に少年に萎(い)縮(しゆく)していた。アスガルドで〝黄(おう)金(ごん)の淑(しゆく)女(じよ)〟と呼ばれる名の知れた魔女でも、魔法が使えないこちらではただの女だ。対して隣には、死闘を潜(くぐ)り抜(ぬ)けた強(きよう)豪(ごう)。いつ逆(げき)鱗(りん)に触(ふ)れて、叩きのめされるか分からない。

			　ひょっとしたら、草むらに連れて行かれて乱暴される、なんて展開もあるかもしれないのだ。そこまで考えて、ヘリオドールは重大な事実に気付く。気付いてしまった。

			（というか、あのスポドリだってこの子のだったじゃない！　まだ封あいてなかったのを、私一気飲みしちゃったわよ……）

			　今になって、ヘリオドールは自らの行動を悔(く)いた。ずっと無表情でいるのは、もしかしたら怒っているからなのかもしれない。

			　向こうに着いたら、飲み物だけでなくいろいろと奢(おご)らせていただこう。今月の財布がピンチなのは、承知の上。できるだけ彼を怒らせないようにして、職場に連れて行かなければならない。

			「ほら、ここよ。境目があるのは」

			　ヘリオドールが足を止めたのは、古びた洋館の前だった。家主は、数年前に別な場所に引っ越してしまっている。なので、ヘリオドールは密(ひそ)かにここに『扉(とびら)』を作って二つの世界を行き来していた。

			「ここ僕の家の近くです」

			「そ、そう……それはよかったわね」

			　境目の扉(とびら)は玄関のドアに擬(ぎ)態(たい)させてある。普通の人間なら絶対に開けられない仕組みになっているので、無(む)闇(やみ)に扉(とびら)が開かれることはない。ヘリオドールは、懐(ふところ)から銀色に輝(かがや)く鍵(かぎ)を取り出す。異世界を繋(つな)ぐ扉(とびら)を開閉するためのそれは、アスガルドでも一部の者しか持てない貴重な宝物だ。そのブレードの部分をノブに差し込む。

			　カチャ。施(せ)錠(じよう)が解除される音が聞こえた。

			「それじゃあ、開けるわよ」

			「お願いします」

			　少年は丁寧に頭を下げる。怖(こわ)いんだかいい子なんだか分からないが、少し彼に対する恐(きよう)怖(ふ)が薄れた。今時のこちらの世界の学生は、皆こうなのかと思いながら、ヘリオドールはゆっくりと扉(とびら)を開けた。
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			少年と異世界

			　

			　魔法というものが存在しない世界では、代わりに科学技術が発達している。例を挙げると、部屋を暖めたり冷やす機械や、人を乗せて走る鉄の塊(かたまり)など。

			　なかでも面白いと思うのは、テレビゲームという玩(がん)具(ぐ)だ。最近は持ち歩きながらプレイできるものが増えたらしい。皆ふと時間が空いたときに機体を出して、ポチポチボタンを押している。

			　ゲームには種類もたくさんある。キャラ同士が闘(たたか)う格ゲーや、パズルを解いていくパズルゲー、可愛(かわい)い女の子と恋人になるのが目的のギャルゲー（男を攻略するゲームは乙女(おとめ)ゲー）などが存在する。あとは魔物を狩ることを主流とした狩りゲー。

			　一番人気はＲＰＧだろうか。そのジャンルの多くは、魔法が存在する世界を冒険して悪い敵を倒すというものだ。

			「どう？　あんたたちがフィクションだと思っていた世界は、実は本当に存在してたのよ」

			　木や石でできた家々が立ち並ぶ街中を歩く、様々な人間たち。剣や武器を背負った者や、ヘリオドールのようなローブを着た魔術師。尻尾(しつぽ)や獣(けもの)耳(みみ)を生やした人間と獣とのハーフである獣(じゆう)人(じん)。

			　車が存在しないこちらの主な移動手段は、馬車だ。人々の喧(けん)騒(そう)に混じって蹄(ひづめ)が地面を叩く音が絶えず聞こえる。

			「……すごいですね」

			　少年が、初めて驚(おどろ)いたような反応を見せた。それに気を良くしたヘリオドールは、ふふん、と鼻を鳴らした。

			「分からないことがあったら、何でも教えてあげる！」

			「あ、じゃあ魔女さんの名前、教えてください」

			「今の会話、全然関係ない!?」

			　だが、確かに呼び方がいつまでも「魔女さん」と「あんた」のままなわけにもいかない。少年の知りたいことは、ヘリオドールの知りたいことでもあった。

			（私の名前はヘリオドール・イエローべリル。私を知る者からは〝黄(おう)金(ごん)の淑(しゆく)女(じよ)〟と呼ばれているわ。得意な魔法属性は火。これでも王族の護(ご)衛(えい)隊にスカウトされたこともあるのよ……よし、これで行こう！）

			　ヘリオドールは、脳内で自己紹介文を完成させた。気合いをチャージして、いざ声に出そうとする――。

			　が、その前に少年が胸ポケットから学生手帳を出してヘリオドールに見せた。

			「女の人に先に自己紹介させるのは良くないので、僕からいきます」

			「えっ」

			「僕は天(てん)然(ねん)理(り)心(しん)高校一年の藤(ふじ)原(わら)総(そう)司(じ)です。好きな食べ物はカレーとオムライスとハンバーグ。嫌(きら)いな食べ物はありません」

			「……私はヘリオドール・イエローべリル。好きな食べ物はグラタンとチョコレートパフェ。嫌(きら)いな食べ物はグリンピースよ」

			　動(どう)揺(よう)したヘリオドールは、少年と同じレベルの自己紹介をした。

			　人はテンパると何を言い出すか、本人ですら予測できない。せっかく考えた自己紹介文が日の目を見ることはなかった。

			　それに、自分より年下の少年が「嫌(きら)いな物がない」と言ったのに、なぜ自分はグリンピースが「苦手だ」と、カミングアウトしてしまったのか……。

			「とにかく総(そう)司(じ)君！　あなたは今から私と役所に来てもらいます。働けるかどうかは、そこで私を含めた数人との面接を受けてから」

			「はい」

			　街で擦(す)れ違う人々の視線は、総(そう)司(じ)に向けられていた。この世界にはブレザーの学生服なんて存在しないので、当然と言えば当然だ。

			　ヘリオドールには魔女としてのプライドがあったので、ウトガルドでもずっと魔女の格(かつ)好(こう)だったが、肩身は狭(せま)かった。

			　総(そう)司(じ)にアスガルドの服を着せてやるべきだった、と少し後悔しながら、ヘリオドールはびくつきながら総(そう)司(じ)を見た。文化の違いなどまったく気にする様子もなく、ぼんやりとした表情でヘリオドールの後ろをついてきている。

			　普通、異世界に来たら、はしゃぐか戸(と)惑(まど)うかのどちらかの反応をするというのに……。この順応力、大物である。

			「着いたわ、ここよ」

			　五階建ての建物。この国は王族の城がある巨大都市ユグドラシルと、それを囲む三つの都市から構成されており、三つの都市にはそれぞれ役所が設けられている。

			　ユグドラシルは城の人間たちに管理されているが、他の都市はすべて役所の人間によって統(とう)括(かつ)されている。

			　住民リストの保管、都市の財(ざい)政(せい)管理はもちろん、冒険者向けの短期の仕事(クエスト)の申(しん)請(せい)やアイテムの鑑(かん)定(てい)も役所で行われる。他にも精(せい)霊(れい)・妖(よう)精(せい)の保護研究課、魔物の生態調査課などもある。時には、問題があるとされる地域への視察も行う。

			　要するに、総(そう)司(じ)たちのいる世界で言うところの、何でも屋の集まりだ。あちらにある役所に比べると仕事の種類は多く、時に視察に出向いた職員が大(おお)怪(け)我(が)をして帰ってくることもあるが。

			　ヘリオドールは、学生の総(そう)司(じ)には視察なんて絶対にさせるつもりはなかったが……無傷で帰ってきそうな予感がしても。

			「大きい建物ですね」

			「まあね。このウルド支部は他の二つに比べて規模も大きいし、城との繋(つな)がりも深いの。まあ、今はある理由で女性職員が激(げき)減(げん)して、けっこう大変なんだけど」

			「ある理由？」

			「とんだエロジジィが寄(き)生(せい)して……ん？」

			　入口付近で見知らぬ少女が四つん這いになっている。しかも涙目で。ふわふわとした長めの金(きん)髪(ぱつ)に翡(ひ)翠(すい)色の瞳(ひとみ)、長く尖(とが)った耳。それに加えて美しい顔立ち。自然を愛する種族、エルフの特徴である。
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			　何をしやがった、あの所長！

			　一瞬青ざめたヘリオドールだったが、すぐにエルフの少女は何かを探していると気付いた。

			「どうしたの？」

			「ひゃああああああっ」

			　ヘリオドールが声をかけた途(と)端(たん)、少女は奇声を上げながら四つん這いのまま尻をこちらへ向けて逃げた。

			　スカートを穿(は)いた状態で、何て大(だい)胆(たん)なポーズを。

			　真っ白な太ももが裾(すそ)から見えている。所長には見せられない際(きわ)どい光景だった。

			「別に怒っちゃいないわよ。私、ここの職員なの」

			「こ、こちらの？」

			「まあ、雑用係だけどね。何かお困りごと？」

			「あの私……ここで仕事がしたくて面接に来たんです」

			「どうして自分から、性の監(かん)獄(ごく)に飛び込むような真(ま)似(ね)を!?」

			　五ヶ月間募(ぼ)集(しゆう)をかけても、女性の応募なんて一件もなかった。少女はただ不思議そうな顔をしている。おそらく、今この役所がどんな状態か知らないのだろう。彼女には悪いが、せっかくの労働力を手放すわけにはいかない。

			「あ、あのでも、今、かんご…」

			「それで、どうしてこんな格(かつ)好(こう)をしてるの？　面接なら、受付に言えばすぐにできるのに」

			　ヘリオドールは自分の発言に突っ込まれないうちに、次の話題を切り出した。少女は、顔を真っ赤にして俯(うつむ)いた。

			　庇(ひ)護(ご)欲(よく)を超えて嗜(し)虐(ぎやく)心(しん)を掻(か)き立てられるような姿に、ヘリオドールは不安になる。男どもの絶好のカモになりそうなこの少女を、本当にこの役所で働かせていいのだろうか？

			「さっきドアから出てきた人とぶつかったときに、鞄(かばん)の中身を全部出してしまって……そのときにペンを落としてしまって……それであの……」

			「あー、なくしちゃったのね」

			　ペンなんて必要ない、とはとても言えなかった。地べたに四つん這いになってまで一生懸命探している少女の努力を、無(む)駄(だ)にするわけにはいかない。

			「大(だい)丈(じよう)夫(ぶ)よ。ちゃんとペン貸してあげ……」

			「僕たくさん持ってるから、一本貸します」

			　少女の前に黒ペンを差し出したのは、総(そう)司(じ)だった。羽ペンが主流のこちらでは、プラスチック製のペンは未知のアイテムだ。立ち上がった少女は、総(そう)司(じ)の手のなかにあるペンを見下ろして固まっていた。

			「あ、あの……」

			「黒が嫌(いや)なら他の色でもかまいません。あと香り付きとかラメ入りとかもありますが」

			　総(そう)司(じ)のペンケースから次々と出てくるカラフルなペンに、ヘリオドールは若(じやつ)干(かん)引いた。完全に女子高生のペンケースの中身だ。

			「僕も今から、ここで面接をするんです」

			「……そうなんですか？」

			「はい。一緒に受かって働けたらいいですね」

			「は、はい！」

			　もう駄(だ)目(め)だ。絶(ぜつ)望(ぼう)に打ちひしがれていた少女は頬(ほお)をほんのり赤く染め、何度も首を縦に振る。総(そう)司(じ)は総(そう)司(じ)で女子力の高いペンケースを学生鞄(かばん)にしまっており、少女の異変に気付いていない。

			（嘘(うそ)ぉぉぉぉぉぉおッッ!?　ペン貸してくれただけで好感度上がるとか、チョロすぎでしょうが！　こんなことで野郎を好きになってたら、あんたいつかエロゲとかエロ小説の主人公みたいな野郎に犯されるわよ!?）

			　えらい場面に出くわしてしまった。

			　総(そう)司(じ)たちの世界の文化に詳(くわ)しいヘリオドールは、開いた口が塞(ふさ)がらなかった。

			　よくいるのだ。こういう苦境に立たされてたり、あくどい輩(やから)に弄(もてあそ)ばれているところを主人公に助けられて、簡単に落ちてしまうヒロインが。そうして主人公を一(いち)途(ず)に想い続け、その献(けん)身(しん)的(てき)な愛情を利用して、主人公はここでは語れないようなことをヒロインに強要するのだ。

			　そしてヒロインは、羞(しゆう)恥(ち)に襲われながらも、大好きな主人公のためにあられもない姿を見せる。

			　総(そう)司(じ)がこの少女を手(て)籠(ご)めにしている場面を想像したヘリオドールは、首を横にブンブンと振った。頭のなかで思い描いた妄(もう)想(そう)を振り払うために。

			「ヘリオドールさん、どうしました？」

			「総(そう)司(じ)君！」

			「はい」

			「変なことはしちゃ駄(だ)目(め)よ！　あんたはまだ子供なんだから！」

			「はあ……」

			　突然そんなことを言われても、どう答えていいか分からなかったのだろう。総(そう)司(じ)は気の抜(ぬ)けた返事をした。

			「よぉ！　お二人は仲がいいみたいですけど、付き合ってんの!?」

			　まったく以(い)心(しん)伝(でん)心(しん)ができていない二人の会話を聞いていた通行人が、笑いながら揶(や)揄(ゆ)してくる。

			「は、はあ!?　な、何言って」

			「お付き合いしていません。今日会ったばかりですから」

			　総(そう)司(じ)は恥じらう様子など一切見せない。正しい答えではあるのだが、もう少し、照れるぐらいのリアクションは欲しかったと、ヘリオドールは虚(むな)しさを感じた。向こうで恋人だと言われたときの、あの衝(しよう)撃(げき)は何だったのか。

			　固まる魔女に追い打ちをかけるように、「ね？　ヘリオドールさん？」と総(そう)司(じ)が聞いてくる。

			　ヘリオドールは、「ぐっ……」と謎(なぞ)の奇声を上げた。

			　別にヘリオドールはエルフの少女ではないので、初めて出会った少年に本気で期待していたわけではない。そもそも年下、それも十代は好みのタイプから外れている。なので悲しくはない。

			　だが、それなりに容(よう)姿(し)には自信があったのに、こんなに簡単にフラグをへし折られたことが悔(くや)しかった。

			「そ、そうよ。私と総(そう)司(じ)君が会ったのは、今日が初めてなんだから、そんな恋人同士だなんて……だから安心していいわよ」

			「あっ、安心って……」

			　戸(と)惑(まど)いつつも少し安心した様子のエルフの少女に、ヘリオドールは力なく笑った。通行人の言葉に不安げに瞳(ひとみ)を揺(ゆ)らしていたのを、ちゃんと見ていたのだ。

			　十代は十代同士で、フラグを立てればいい。

			「あの……ヘリオドールさん、そろそろ入りませんか？」

			　空(くう)虚(きよ)感(かん)に囚(とら)われていたヘリオドールを、総(そう)司(じ)の声が引き戻す。

			「あ……そうね。こんなところにいたって、あんたたちが採用になるわけではないしね」

			「そういえば面接って、何聞かれるんですか？　私よく知らなくて……」

			「真(しん)剣(けん)白(しら)刃(は)取(ど)りができるか？　とかじゃないでしょうか？」

			「あんた、できないでしょうが！」

			「多分できますよ」

			　平(へい)穏(おん)な生活を送っているはずの高校生の口から飛び出すとは思えない、問題発言である。ヘリオドールが仰(の)け反(ぞ)る横で、エルフの少女が首を傾(かし)げながら口を開く。心なしか顔色が悪い。

			「あ、あの……役所ってそんな特技が必要な場所なんでしょうか……私、攻撃魔法とかあまり使えないんですけど、大(だい)丈(じよう)夫(ぶ)でしょか!?」

			「落ち着いてください。語尾が少しおかしいです」

			　魔女に詰め寄る少女は、本気で狼狽(うろた)えていた。この二人は特殊部隊にでも参入するつもりでここに来たのか。

			「ウトガルドから来た総(そう)司(じ)君はともかく、あんたまで何言っているのよ。ここは軍と違うんだから、基本的に、物理的な意味で強い弱いとかの要素は、必要ないんだからね？」

			「そうなんですか……よかった。家族からも変な噂(うわさ)を聞いていたので、やっぱりそうだったんだって……」

			「変な噂(うわさ)？」

			　少女が言うには、ウルドの役所で働く女性は、男性に後ろから抱き着かれたときに返り討(う)ちにできるくらいの体術が必要らしい。それに、男の気配に過(か)敏(びん)にならなければならない。その二つのうちのどちらも欠けていると、生きて帰って来られない。

			　そんな噂(うわさ)がエルフが住む森では広まっており、皆怯(おび)えて中心部には近付かないという。

			　外れているように見えて、当たっている。エルフの森は山奥に存在することから、そこに噂(うわさ)が行き着くまでに、事実の一部分が捻(ね)じ曲げられて伝わったようである。

			　そんな、死ぬようなことはない。女性としては、自分の身を守るのには苦労する毎日ではあるものの。

			　安(あん)堵(ど)している様子の少女に疑問を抱いたのか、総(そう)司(じ)が久しぶりに口を開いた。

			「どうしてそんな怖(こわ)い場所だと思っていたのに、役所で働こうと思ったんですか？　ええと」

			「あ、すみません。私、フィリアって言います。フィリア・リョースアルヴです。こちらで働こうと思ったのは、家族に勧められたからで……」

			「そんな物(ぶつ)騒(そう)な噂(うわさ)知ってんのに、ずいぶんと恐ろしい家族ね……ほら、行きましょう」

			　フィリアに同情しつつ、ヘリオドールは正面玄関の扉(とびら)をゆっくりと押した。

			　入ってすぐのところは受付になっているのだが、そこに長(ちよう)蛇(だ)の列ができていた。

			　受付の職員に用件を説明したあとに該(がい)当(とう)する課へ案内されるのだが、いくら捌(さば)いても人数が多すぎてキリがない。粗(そ)暴(ぼう)な冒険者を相手にすることも少なくなく、哀(あわ)れ受付職員の目は死んでいた。

			「凄(すご)い人ですね。人が……いえ、何でもありません」

			「何？　何か恐ろしい言葉を今言おうとしてなかった？　……フィリアちゃんは？」

			　もしかしてはぐれちゃいました!?　ヘリオドールは周囲を見渡したものの、美少女の姿は見当たらない。列を作らず、空いている空間でたむろっている住民もいるロビーで迷(まい)子(ご)になるということは、永遠の別れを意味する、とまでは行かなくとも、再会するにはこの人混みが解消するまで難しい。

			　ヘリオドールは天井を見上げた。そこには、複(ふく)雑(ざつ)な紋(もん)様(よう)が刻(きざ)まれた、半(はん)透(とう)明(めい)の結晶が浮遊している。

			「いざとなったらあれ使うしかないわね……」

			「なんですか、あの綺(き)麗(れい)な石」

			「通信器具。あれと対(つい)になっている器具に喋(しやべ)りかけると、あれから声が流れ出てくる仕組みになっているのよ」

			「……よくデパートで流れている、迷(まい)子(ご)を知らせる放送アナウンスみたいですねぇ」

			「いや、みたいじゃなくて、実際フィリアちゃんが迷(まい)子(ご)になっているじゃない」

			　総(そう)司(じ)は「？」と首を傾(かし)げ、ヘリオドールをじっと見(み)詰(つ)める。面接希望者の面倒ぐらい見ろ、とでもいいたいのかと、魔女は後ずさりした。

			「きゃっ！」

			　背後から可愛(かわい)らしい悲(ひ)鳴(めい)が聞こえた。振り向くとヘリオドールの背中に、フィリアがしがみついていた。

			「ぎゃあああああああああああああああああああああ!!」

			　女性の口から出たとは思えない、キレのある絶(ぜつ)叫(きよう)だった。それでもフィリアは、少し驚(おどろ)いた表情を見せただけで、魔女のローブを握(にぎ)り締(し)めたままだ。

			　儚(はかな)く可(か)憐(れん)な見た目とは裏(うら)腹(はら)に、耐(たい)久(きゆう)度があるようだ。

			「フィリアさんなら、ずっとヘリオドールさんの後ろに隠(かく)れていましたけど……気付かなかったんですか？」

			「それを早く言いなさいよ！　フィリアちゃんも！　人の背中に隠(かく)れているんじゃないの!!」

			「す、すみません！　私、人がたくさんいる場所が苦手で、気配を消していました！」

			「私からも気配を消してどうすんのよ！」

			　おまけに盾(たて)扱(あつか)いかい！　ヘリオドールは、フィリアに離れるように促(うなが)した。

			　総(そう)司(じ)がうん、うん、と納得するように一人で頷(うなず)く。

			「フィリアさんがヘリオドールさんを頼る気持ち、分かります。かっこいいですからねぇ」

			「そこ！　女性にかっこいいって褒(ほ)め言葉は、諸(もろ)刃(は)の剣(つるぎ)だってこと、覚えておきなさい!!」

			　ヘリオドールは、同じことを思っていたんですね、と言うように目を輝(かがや)かせるフィリアにも突っ込もうとしたが、やめにした。物(もの)凄(すご)く疲れた。

			　待(たい)望(ぼう)の新入職員が二人も現れたというのに、なぜ、ここまで疲(ひ)労(ろう)しているのか。原因はその彼らにあるのだが、今さらここまで来て手放すわけにはいかない。こうなれば、二人が思い描くかっこいい先輩らしく、魔女は腰に手を当てて凛(りん)とした声を出した。

			「ほら！　所長室に行って所長に挨(あい)拶(さつ)しに行くわよ！」

			「行きましょう、フィリアさん」

			「はい！」

			　素(す)直(なお)に付いて来る二人が、犬と猫に見えてきた。餌(えさ)を渡したらのこのこと付いてきた犬と、懐(なつ)きすぎている猫だ。そこまで考えてから、以前、自分はナンパしてきて張り倒した冒険者から「熊」と呼ばれたことを思い出して、ヘリオドールは凹(へこ)んだ。

		

	
		
			　

			少年と石像

			　

			　五階の一番奥に設けられている所長室。役所の頂点に立つ者の私室である。

			「ねぇ所長、ここで働きたいって可愛(かわい)い女の子が今日来るって話、知ってる？」

			　書類が積まれた黒(くろ)塗(ぬ)りの机の上に、女性が座っている。濃(のう)緑(りよく)色のローブを纏(まと)った小柄な老人は、「ムフフ」と怪しげな笑い声を上げた。

			「知っとるわい。エルフの美少女ちゃんなんじゃろ？　それも大人しそうな性格だとか。ええのぅええのぅ。男どもに囲まれてあれこれ要求されて、涙ぐみながら健(けな)気(げ)に応えようとするんじゃろ～？」

			「あらぁ、所長ったら酷(ひど)い。私よりその子のほうがいいのかしら？」

			「何を言っとる。ワシはリリスちゃんも大好きじゃよぉ」

			　その言葉に、リリスは嬉(うれ)しそうに微笑(ほほえ)んだ。腰まで伸びた滑(なめ)らかな栗(くり)色(いろ)の髪と、頭部に二つ付いた山(や)羊(ぎ)の角。柔(やわ)らかそうな巨乳と太ももを、異性にこれでもかと見せ付けるような布地の少ない服装。壮(そう)絶(ぜつ)な色(いろ)香(か)を放つリリスは、思い出したように口を開いた。

		

	
		
			[image: p046.jpg]
		

	
		
			「……あ、でもヘリオちゃんも、一人ウトガルドに行って、所長に太刀打ちできるような男をスカウトするんだ……って言ってたわよぉ？」

			「それも知っとる。だから役所の至るところに、そいつが入ってこれないように結界を張ってやったわい！　魔力を持たん向こうの世界の人間なら、絶対解けないような強力なやつをのぉ！」

			　得意気に笑う所長に、リリスは「まあ」と口に手を当てつつ微笑(ほほえ)んだ。

			「でも見てみたい気もするわぁ。所長でもかなわないような人」

			「そんな奴(やつ)、おるわけないじゃろう。この大魔術師より強い男なんぞ！」

			　高笑いをする所長。廊(ろう)下(か)からまた騒ぎ声が聞こえてきたのは、そのときだった。

			「あんた何やってんのよ、馬(ば)鹿(か)じゃないの!?」

			　ヘリオドールだ。声量のボリュームがでかすぎる。あの生意気な魔女にも、そろそろお仕置きしたほうがいいかもしれない。

			　所長が締(し)まりのない顔で涙ぐんで羞(しゆう)恥(ち)に耐える魔女を妄(もう)想(そう)していると、入口のドアがゆっくりと開いた。

			　見知らぬ少年が、大量の鎖(くさり)を持って部屋に足を踏(ふ)み入れた。

			「あの、これ触るとピリッときて危ないんで、持ってきたんですけど」

			「……ピリッと？」

			「はうッッ!?」

			　状況が飲み込めないリリスが首を傾(かし)げた。所長は鎖(くさり)を見るなり、青ざめてリリスの後ろに隠(かく)れた。

			「どうしたの、所長～？」

			「ちょ、ありえんありえん。あれ、ワシが張った結界の法具じゃぞ……!?」

			「あら！」

			　城で大臣を務めたほどの実力の魔術師が、本気で作った結界が、ピリッとする程度の効果しかなくて、危ないからといってすべて外された。

			　ありえない。少年が鎖(くさり)を躊躇(とまど)いもなく取り上げていく様子を目撃していた数人の職員も、所長室の周りへ集まる。

			「言っている側から来たようね……すごい人が」

			　唯(ゆい)一(いつ)、リリスだけは楽しそうに笑っていた。

			「総(そう)司(じ)君、あんた何やってんのよ！　何で平気な顔して、それ持ってんの!?」

			「やっぱり、これ持ってきちゃまずかったですか？」

			「まずくはないけど、私はあんたの心配をしてるの！　どこも具合悪くない？」

			「ええ」

			　黒髪の少年は、顔面蒼(そう)白(はく)のヘリオドールにそう答えた。やせ我(が)慢(まん)している様子は、まったくない。鎖(くさり)を観察しながら、隣にいるエルフの美少女に声をかける。

			「フィリアさん、これってそんなに危ないものなんですか？」

			「は、はい。すごく強い魔力を感じますし、普通は触ることもできないはずなんですけど……ええと……」

			「やっぱり危ないものなんですね。こちらにいる方に報告しましょう……」

			　総(そう)司(じ)は無表情で鎖(くさり)を手に持って所長の方へ近付く。一歩、一歩ゆっくりと。ひいい、と老人が引き攣(つ)った悲(ひ)鳴(めい)を上げても、お構いなしである。

			　感情が籠(こも)ってない、深(しん)淵(えん)の闇(やみ)を思わせる黒色の双(そう)眸(ぼう)に恐(きよう)怖(ふ)を覚え、所長はリリスの背後に隠(かく)れようとする。美女は老人に微笑(ほほえ)むと机から降りて、「どうぞ」と所長の背中を押した。

			「これ、危ないと思って持ってきました」

			「ふ、ふむ……ありがとう……」

			「僕は藤(ふじ)原(わら)総(そう)司(じ)と言います。あちらのお嬢さんはフィリアさんです。僕たち、ここで働きたいんですけど、面接はどこでしてるんでしょうか？」

			　総(そう)司(じ)が鎖(くさり)を落とすと、ベキッと床に亀(き)裂(れつ)が走った。後ろでヘリオドールが悲(ひ)鳴(めい)を上げた。

			「あ、ああ、面接……すまんのぅ、今は男性職員は満員……」

			「面接は必要ないわぁ。これ書いてちょうだい」

			　弱々しい老人の言葉を遮(さえぎ)ったのは、リリスだった。妖(よう)艶(えん)に微笑(ほほえ)み、総(そう)司(じ)とフィリアに紙を渡すと、ヘリオドールに手をひらひらと振った。

			「お手(て)柄(がら)よ、ヘリオちゃん。こんな可愛(かわい)い子たちをスカウトしてくるなんて、やるじゃない」

			「え？」

			　ヘリオドールの口から間の抜(ぬ)けた声が出る。

			「今、この子たちに渡したのは契(けい)約(やく)書(しよ)よ。うちは人数が足りないの。やる気があるなら即日採用」

			「ほ、本当ですか!?　わ、私たちやりましたよ、ソウジさん！」

			「そうみたいですねぇ」

			　フィリアは総(そう)司(じ)の顔を見てはにかむ。総(そう)司(じ)の顔にまったく感動の色がないことを除けば、試(し)練(れん)を乗り越えた恋人の図だ。

			　リリスだけでなく、廊(ろう)下(か)にいた反所長派の他の職員も拍(はく)手(しゆ)をしている。

			「よっしゃあああああああ……!!」

			　自分の苦労が実ったヘリオドールは、涙を浮かべていた。右手はガッツポーズだ。

			　唯(ゆい)一(いつ)面白くなさそうな顔をしていたのは所長だった。皺(しわ)だらけの顔は怒りに染まり、総(そう)司(じ)を睨(にら)み付けている。それに気付かないヘリオドールはリリスに耳打ちした。

			「でもいいの？　所長の許可なしに契(けい)約(やく)書(しよ)なんて渡しちゃって」

			「あらあら、怒ってるわねぇ。このままだと私、後であの人にエッチなお仕置きされちゃう」

			「とか言っておきながら、嬉(うれ)しそうなのは何でよ」

			「ほらほらぁ、心配するなら所長のほうにしなさい」

			　どういう意味、とヘリオドールがリリスに聞こうとしたとき、総(そう)司(じ)が所長に背を向けた。老人の掌(てのひら)に火球が生まれたのはその直後だ。

			（あのクソジジイ）

			　何か理由を付けて総(そう)司(じ)を攻撃するらしい。ヘリオドールが「逃げて！」と叫(さけ)ぶより先に、火の球が放たれる。

			「おっと」

			　総(そう)司(じ)の右手はそれをあっさりキャッチした。そして、火球を握(にぎ)り潰(つぶ)してしまった。あまりのショックに所長はその場に座り込んだ。

			　火傷(やけど)ひとつしていない手を顎(あご)に添え、総(そう)司(じ)が考える素振りを見せた。

			「ヘリオドールさん、平和なはずの役所に、どうしてこんなにたくさんトラップが仕掛けられているんですか？　スリリングにもほどがありますよ。楽しいからいいですけど」

			「い、いらない！　最後の一言いらない！」

			「やっぱり私も、体術を会(え)得(とく)していないと、この職場では生きていけないんでしょうか!?」

			「それはない！　と、とにかくあとは、この契(けい)約(やく)書(しよ)を書いて城に提出するだけだから」

			　ヘリオドールは顔をそむけた。こうなることを予想していたのか、リリスはふふっと微笑(ほほえ)む。

			　その後ろでは、すっかり心を折られた所長が膝(ひざ)を抱えていた。絶(ぜつ)望(ぼう)ぶりがもう凄(すご)い。

			「リリスちゃん……どうしてじゃ……」

			「だって、私的には男の子が入ってくるのは大歓迎だもの！」

			「小悪魔じゃのう、リリスちゃん……そんなとこも可愛(かわい)いのう……」

			　慈(じ)悲(ひ)など感じられないリリスの言葉に、所長はその体勢のまま真横に倒れた。

			　ちなみに、総(そう)司(じ)がフィリアに貸したペンは大いに役に立つのであった。

			　

			「まぁ、あんたはこの世界のことはまだ全然知らないだろうから、とりあえず私の助手として働いてもらうわよ。いろんな課の雑用役みたいなものなんだけどね」

			「ですね。この世界の文字とかもまだ分かりませんし。……そういえば、どうして僕、普通にこの世界の言葉、話せるんでしょうか？　翻(ほん)訳(やく)機を持っているわけでもあるまいし」

			「おっ、そこにやっと気付いた？」

			　ヘリオドールはニヤリと笑った。

			「あんたに渡した、アスガルドとウトガルドを繋(つな)ぐ鍵(かぎ)があるでしょ？　それにはこっちの世界の言葉と、あんたの言葉を自動翻(ほん)訳(やく)する魔法がかけられてるのよ……」

			「……………………」

			「人の話聞きなさい」

			　ヘリオドールは自分の話を無視して、あらぬほうを見(み)詰(つ)める少年の耳を引っ張る。何に気を取られていたのかと視線を追うと、ロビーの前に設置されたあるものに行きついた。

			　そこには、総(そう)司(じ)と同じ年代の少女の石像があった。その細く華(きや)奢(しや)な身は厳(いか)つい鎧(よろい)で包まれ、手には剣が握(にぎ)られている。勇ましい女剣士の出で立ち。

			　だが、石像の少女は剣を頭上に掲(かか)げているわけでもなければ、眼前の敵を狙うように刃(やいば)の切っ先を前へ向けているわけでもない。

			　剣の柄を両手で大事そうに握(にぎ)り締(し)めており、その瞳(ひとみ)は閉じられていた。静かながらもどこか悲しげな表情は、祈(いの)りを捧(ささ)げる優しき乙女(おとめ)のようだった。

			「ああ、あれね。あれは勇者様の石像よ。人間にとっては、神様みたいな存在なの」

			「勇者様ってことは、魔王もいたんですか？」

			「いたわよ。私が物心付く前に、勇者様に倒されたらしいんだけど」

			「……ずいぶん最近の話じゃないですか。何千年、何百年前の話だと思ってたら」

			　そう言いながらも、総(そう)司(じ)の視線は石像に注(そそ)がれている。

			「あんた、ああいう子がタイプなの？　オタクだとか言ってたけど勇者萌(も)えとか……」

			「いえ、ただ見ているだけで安心するというか」

			「それ好みなんじゃないの」

			　やっぱりオタクだこの子、と思いつつ、石像を見(み)詰(つ)める総(そう)司(じ)の穏(おだ)やかな表情に、ヘリオドールは口が緩(ゆる)みそうになる。半ば流されるようにして連れて来たが、楽しんでもらえるようなら何より。彼には、これから頑張ってもらわなければならないのだから。

			「よろしくね、総(そう)司(じ)君」

			「よろしくお願いします、ヘリオドールさん。フィリアさんも」

			「あ？」

			　背後を確認すると、またフィリアが怯(おび)えた顔でヘリオドールの背中にしがみついていた。

			「す、すみません、どこにいればいいか分からなかったんです……！」

			「堂々と胸を張って前を歩きなさい！　さっさと離れる！」

			「ひゃああああああ！」

			「はしゃいでますね、フィリアさん」

			　本気なのか、からかっているだけなのか、気の抜(ぬ)けた表情で同期となった少女を見守る総(そう)司(じ)に、ヘリオドールは不安になった。

			　異世界人を連れて来て、本当に正解だったのだろうか、と。

		

	
		
			　

			災(さい)厄(やく)の再来

			　

			　あらゆる生き物は命を、肉体を失ったあと、魂(たましい)だけの存在となる。そうして流れ着く先が天上の世界『ヴァルハラ』である。

			　ウトガルドで言うところの天国に辿(たど)り着いた魂(たましい)は転生を待ち、しばしの眠りにつく。いまだ、誰も足を踏(ふ)み入れたことはないものの、美しい花畑が広がる暖かな場所だと言われていた。

			　だが、無限に続く命のサイクルから外れる者も、少なからず存在する。命ある頃、残(ざん)虐(ぎやく)な行為を繰り返した罪深き者たちだ。彼らはヴァルハラの聖なる空間に立ち入ることができず、もう一つの死者の国へと誘(さそ)われる。

			　それこそが『ニヴルヘイム』と呼ばれている、静(せい)寂(じやく)の世界。ヴァルハラの『管理者』に拒(きよ)絶(ぜつ)された重罪人は、この場所で長い年月を経て罪を洗い流し、ようやく天上での眠りを赦(ゆる)される。

			　凍(こご)えるような、冷たく薄暗いこの世界を、人々は氷の世界と恐れた。悪さをする子供には「悪いことをしていると、ニヴルヘイムに連れて行かれる」と使われる。

			　だが、その世界に堕(お)ちた者のなかにも例外はいる。あまりにも罪のない命を奪いすぎた魂(たましい)は、罪を洗い流すことさえも赦(ゆる)されず、最下層にある牢(ろう)獄(ごく)に永遠に閉じ込められる。いくら罪を悔(く)いても二度と出ることは叶(かな)わず、そこで永(なが)い永(なが)いときを過ごす運命にあるのだ。

			　

			　二十年前、魔族と呼ばれる、高い身体能力と闇(やみ)の魔力を持った種族の一部が、人間たちに牙(きば)を剥(む)いた。その目的は、魔族によるアスガルドの支配。

			　彼らは、自分たちと比べたら寿(じゆ)命(みよう)も短く魔力も低い人間を軽(けい)視(し)し、一人の魔族の指示に従って破(は)壊(かい)と虐(ぎやく)殺(さつ)を繰り返した。

			　その魔族は、同族からも畏(い)怖(ふ)される存在として『魔王』と恐れられ、自身も、強大な力で次々と自分に歯向かう者を殺していった。そんな魔王に唯(ゆい)一(いつ)立ち向かう力を持った人間こそが『勇者』と呼ばれ、絶大な力を誇(ほこ)る聖剣の使い手だった。

			　多くの者が息絶え、大地が荒(こう)廃(はい)した世界を照らす、光のような存在。勇者は多くの人間や人間側についた魔族たちとともに魔王へと戦いを挑(いど)み、見事打ち勝ったのである。

			　魔王は肉体だけでなく魂(たましい)をも滅(ほろ)ぼされ、世界の脅(きよう)威(い)は跡(あと)かたもなく消えていった。

			　魔王側についた魔族の多くも命を落とし、その魂(たましい)はニヴルヘイムへと送り込まれた。

			　そして、最下層で永遠に終わらぬ幽(ゆう)閉(へい)を強いられた。その牢(ろう)獄(ごく)はアスガルド一の硬(こう)度(ど)を誇(ほこ)るオリハルコン製であり、いまだ逃げ出した者はいないとされてきた。

			　この日までは。

			「まずいぞ！　最下層からの脱走者だ！」

			　普段は重苦しいまでの静(せい)寂(じやく)に包まれているニヴルヘイムに響(ひび)き渡る、引き攣(つ)った叫(さけ)び。アンデッドの兵士たちが、一斉に最下層へと向かう。

			　その途中に立ち尽(つ)くしていたのは、一人の兵士。緊急事態だというのに、穏(おだ)やかな笑みを浮かべていた。

			「お、おい、どうして笑っているんだ。早くしないと脱走者が……」

			「脱走者呼ばわりするな。あの方はとても偉(い)大(だい)なお方だというのに……」

			「何？」

			「魔族は、この世界の頂点に立つべき優秀な種族なのだ。魔王様とともにそれを証明しようとしたあの方を、こんな薄(うす)汚(よご)れた場所に閉じ込めておくなど、この魔族の恥(はじ)晒(さら)しめ……！」

			　憎(ぞう)悪(お)を込めて罵(ののし)る兵士の手には、鍵(かぎ)があった。それを見た他の兵士たちは瞬(しゆん)時(じ)に理解した。彼が脱走の手引きをしたのだと。

			「恥(はじ)晒(さら)しはお前のほうだ……！」

			　ここで殺してしまっては、囚人の行き先の手がかりが一切得られない。必ず生け捕(ど)りにしなければならない。あんな狂った魔族どもを敬う狂信者が、まだいるとは思わなかった。

			　奥歯を食い縛(しば)りながら、兵士たちは仲間へと刃(やいば)を向けた。

			「はははははは！　ニーズヘッグ様、どうかこのゴミばかりが統(とう)括(かつ)する世界に混(こん)沌(とん)を……！」

			「や、やめ……」

			　兵士は自らの剣で首を引き裂くと、首から夥(おびただ)しい量の血を吐(は)きながら絶命した。

		

	
		
			　

			少年と精(せい)霊(れい)

			　

			　魔法も魔物も存在しない世界には、曜日という概(がい)念(ねん)が存在する。

			　そして、その日曜日に当たる日、ヘリオドールはウトガルドにある洋館の前に立っていた。しばらくしてやって来た黒髪に黒い瞳(ひとみ)の少年に、軽く手を振る。

			「おはよう、総(そう)司(じ)君。……って今日、学校だったっけ？」

			「今日は休みです」

			「じゃあ、何であんたブレザー着てるのよ……」

			　変わらない学校指定のブレザーに鞄(かばん)を肩にかけている総(そう)司(じ)の姿に、ヘリオドールは呆(あき)れた声で呟(つぶや)いた。日曜日ぐらい私服でいいじゃん。

			「いえ、職場でいろいろなトラップに遭(そう)遇(ぐう)したらと思って、いつも通り、鎖(くさり)帷子(かたびら)が仕込んである制服のほうがいいと判断しました」

			「あんた、どんな日常生活送ってんの？」

			「普通に高校生活を」

			　あの日から数日間は、ヘリオドールがウトガルドにやって来て、まだ知識の浅い総(そう)司(じ)にアスガルドのことを教えた。

			　総(そう)司(じ)は物分かりがよく、すぐに覚えた。それはいいのだが、ヘリオドールはどんどん総(そう)司(じ)のことが分からなくなっていった。

			　いつも持っている鞄(かばん)からは、なぜか人体模型の頭部や彫刻刀が出てくる。動物に好かれやすいのか、野良猫が群がってくる。不良の集団に出会えば、「沖(おき)田(た)町(ちよう)の神様だ！」とすごい勢いで逃げられる。

			　沖田とはこの町のことだ。沖(おき)田(た)町(ちよう)の神様・藤(ふじ)原(わら)総(そう)司(じ)。数百年前、ウトガルドにいた日本の人物を彷(ほう)彿(ふつ)とさせる通り名である。

			「とりあえず張り切って行きましょうか」

			「ぼけーっとした表情で、張り切りましょうって言われても」

			　ガラの悪い連中から神と恐れられているのだから、悪事を働いているわけではなさそうだ。初対面の人間にスポーツドリンクをあげたり、ペンを貸しているし。

			　ただ、何を考えているか分からないので少し怖(こわ)い。

			　

			　総(そう)司(じ)がアスガルドにやって来るのは今日で三、四回目になるが、総(そう)司(じ)はいつも珍しそうにあちこち見ている。街の住人や冒険者は、相変わらず珍しそうに異世界の少年を見ている。

			　なかでも一際総(そう)司(じ)が興味を示したのは、八百屋だった。店頭に置かれている、ウトガルドにはない野菜や果実が珍しいようだ。

			「どう？　何か欲しいなら買ってあげるわよ」

			「そうじゃなくて……」

			「？」

			「この世界には、代金を値切れといううるさい人がいなくて、平和なんだなぁと……」

			「そこか。あんたの着眼点おかしいでしょ」

			　疑問を向けるところがずれている。ただ、ヘリオドールも視察で日本の市場に行ったときは、客対店主の値切りバトルに圧(あつ)倒(とう)されていたが。あそこは戦場である。

			　それに比べたら、ずいぶん平和だろう。この都市中心部だけは。

			「この辺りは、ウルドのなかでも一番治安がいいわ。都市の実権を握(にぎ)っている役所と軍の施設もあるし、お店もたくさんあるから。でも、中心部から段々離れるにつれて寂(さび)れていくの。ウトガルドにあるスラム街と同じような地域が、たくさんあるのよ」

			「そういうところを助けてあげられないんですか？」

			「そうするだけの労力とお金が足りなくてね。前にも話したけど、この国はもともと財(ざい)政(せい)難(なん)で、他国に比べて目立ったところも名産物もないのよ。土(ど)壌(じよう)も悪くて植物が育ちにくいから、店で売ってる作物の半分以上が輸入品なの」

			　城下都市ユグドラシルに住む富裕層や、三都市の中心部に住む者はあまり不自由はしていない。その分、地方の人間たちは、その日食べるものにすら困るような暮らしをしている。

			　現在は、事態を重く見た城の人間たちが対策を協議しているものの、さっぱり進んでもいないようである。

			「この世界も大変なんですねぇ」

			「世界っていうか、国よ。この国……ノルン国は百年前からずっとこんな感じなの。王族は常に自分たちの生活しか考えてなくて、三つの都市のことは役所に丸投げ。おまけに、とんでもない男を所長に任命するんだから……」

			　ヘリオドールは森の奥に住む魔女の一族の娘だったが、この情勢を何とかしたい一心で、最初は城に就職しようとした。が、最終的には王族の護(ご)衛(えい)に回されてしまいそうになり、仕方なく役所に転職したのだ。そこで成績を上げて、ゆくゆくは国の政治を牛(ぎゆう)耳(じ)る城の大臣の座を狙っている。

			　そして、今は役所のクリーン化を目指して奔(ほん)走(そう)中の身だ。目指していたものと、だいぶ違う現実に時(とき)折(おり)凹(へこ)んでしまうが、国を変えるためにはまず地方から。そのためには、役所を整えてから……。

			　自分にそう言い聞かせながら役所に向かうと、数人の職員が入口の前にいた。

			「おっ、保護研究課じゃない。何かあったのかしら……」

			　職員は皆、浮かない表情をしている。

			「ソウジさん！」

			　唯(ゆい)一(いつ)、明るい笑顔を見せてくれたのは金(きん)髪(ぱつ)に翡(ひ)翠(すい)色の瞳(ひとみ)で、気配を隠(かく)すのが得意なエルフの少女だった。彼女は保護研究課の新人職員として仕事を始めていた。

			「お久しぶりです、フィリアさん」

			「はい！」

			　会えたのがよほど嬉(うれ)しいようだ。眩(まぶ)しいくらいの笑顔に、ヘリオドールは立ち眩(くら)みを起こしそうになった。十代とは、こんなに美しい生き物であっただろうか。

			　複(ふく)雑(ざつ)そうな表情の魔女に、他の職員が口を開いた。少し切なげに。

			「悔(くや)しいんすね、ヘリオドールさんも……」

			「ち・が・い・ま・す。あんたらこそ、自分たちのところに入ってきたとっても可愛(かわい)い新人が、他の男に夢中で面白くないんじゃないの？」

			「面白くないどころじゃないですよ～。フィリアちゃん、俺らにはあんなふうに笑ってくれませんし。仕事以外のことで話しかけようとすると、気配消して逃げちゃいますし」

			　皆賛同するように頷(うなず)く。総(そう)司(じ)と自分たちは何が違うのか真剣に考えているようだが、総(そう)司(じ)と付き合いが一番長いヘリオドールですら分からないので、考えるだけ無(む)駄(だ)である。

			「フィリアさんが入ったのは妖(よう)精(せい)・精(せい)霊(れい)保護研究課でしたっけ？」

			「はい。こちらにいる先輩の皆さんと森に行ってきたんです」

			「でも何かあったの？　いつもなら森に行ったあとは、みんな楽しそうにしてるのに」

			　ヘリオドールの質問に、職員たちは皆、溜め息をついた。

			「森が枯れ始めているんです」

			「え？　それって……」

			「精(せい)霊(れい)の数も、前回の調査のときより激(げき)減(げん)していた。これは異常だ……」

			　年配の男性職員の言葉に、ヘリオドールの顔が青ざめる。状況をいまいち理解していないのか、総(そう)司(じ)はフィリアに尋(たず)ねた。

			「あなたたちの部署は、妖(よう)精(せい)や精(せい)霊(れい)を保護したり生態を研究するのが仕事なんですよね？　それと森が何の関係が？」

			「……森は、たくさんの妖(よう)精(せい)と精(せい)霊(れい)の棲(す)みかでもあるんです。四大精(せい)霊(れい)のノームが土を、ウンディーネが水を綺(き)麗(れい)にしてくれます。綺(き)麗(れい)な土と水を使って森の妖(よう)精(せい)ニンフや木の妖(よう)精(せい)ドリュアスが多くの草木を育て、そこに動物や昆虫が集まることで豊かな森は生まれます」

			　妖(よう)精(せい)と精(せい)霊(れい)のおかげで、自然は保たれている。彼らがいるから人間たちは暮らしていける。

			　だが、近年ノルン国から妖(よう)精(せい)と精(せい)霊(れい)は姿を消しつつあるのだ。

			　理由には乱(らん)獲(かく)などが挙げられる。人間が彼らの有り難みを忘れて、自然を荒らしているからだろう。

			　精(せい)霊(れい)たちでは浄(じよう)化(か)できないゴミを森や川に捨(す)て、無(む)闇(やみ)に大量の木を伐(ばつ)採(さい)する。他国の生物を持ち込んだはいいが、世話をするのが億(おつ)劫(くう)になり、捨(す)ててしまう。それらは野生化してその地域にもともといた生物を補(ほ)食(しよく)していき、生態系が崩(ほう)壊(かい)していく。

			　そうしていくうちに、百年ほど前は多く存在していた妖(よう)精(せい)や精(せい)霊(れい)はいなくなってしまった。

			　彼らの生態にはいまだに不明な部分が多く、どこかに行ってしまっただけなのか、消(しよう)滅(めつ)してしまったのかは定かではない。

			　愛(あい)想(そ)を尽(つ)かしてしまったのだろう。ヘリオドールはそう思っていた。

			　作物が育ちにくい環境になってしまったのも、土の精(せい)霊(れい)ノームと、水の精(せい)霊(れい)ウンディーネがいなくなったことが大きい。

			　自然の宝庫と言われている森の崩(ほう)壊(かい)。それが何を意味するのかは、ノルン国の土地事情を知る者なら瞬(しゆん)時(じ)に分かる。

			「他の二つの都市でも減少傾向にあると報告が出ているが、今回の事態は異常だ。きっと何か原因があるはずなんだ。早くそれを調べなければ……」

			　保護研究課の職員は妖(よう)精(せい)霊(れい)を愛しており、また昔のように自然溢(あふ)れるウルドになって欲しいという願いを持っている。そんな彼らは、すぐ目の前にある危機に悔(くや)しげに表情を歪(ゆが)めた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ヘリオドールさん、大(だい)丈(じよう)夫(ぶ)ですか？」

			「んー？」

			「顔色が悪いです」

			「………………」

			　総(そう)司(じ)に指摘されても、ヘリオドールは肯定も否定もできなかった。先ほどの会話で受けたショックからも、まだ立ち直れずにいたのだ。

			　ノルン国からすべての妖(よう)精(せい)と精(せい)霊(れい)がいなくなってしまえば、全域は不毛の大地と化してしまう。農作物だけでなく、日常で使用する水も濁(にご)り汚れたものとなるだろう。

			「総(そう)司(じ)君は心配することはないわよ。私たちがいる中心部には、さほど影響は出ないから……」

			「ヘリオドールさんはそう言ってますけど、君はどう思いますか？　あ、やっぱり大変なんですね」

			「ん？」

			　ヘリオドールは、隣を歩く総(そう)司(じ)を見た。が、彼が話しかけている先には誰もいない。

			（え、誰と話してたの、この子……心のなかにいるお友達？）

			　ウトガルドの漫画には、心のなかにもう一人の人格が住んでいる作品が、たくさん存在している。向こうの中学生はそれをよく真(ま)似(ね)しているらしい。

			　総(そう)司(じ)は周りから見たら、大変痛ましい時期からまだ脱出できていないようだ。オタクだと自覚もしているようだし。こういう問題はあまり触(ふ)れてはいけないと聞いている。ヘリオドールは、新人のアルバイトに別の話題を振った。

			「そういえば、ひと通りうちの役所の課を回ってきたけど感想は？」

			「なんかエキセントリックだと思いました」

			「うん、それは前から私も思ってた」

			　職場に対する感想に使う表現ではなかったが、本当にそんな感じなのだ。

			　ウルドの住民のデータを保管しているはずの住民課が現在、実際に把(は)握(あく)しているのは、中心部の住民のみで、大部分の地域の住民についてはあやふやなのだ。一昨年末の大掃除で、大量の住民簿を誤(あやま)って焼(しよう)却(きやく)してしまったのが原因だ。慌(あわ)てて新たに住民簿を作成したのだが、中心部だけの人間だけで限界だった。

			　出生届や、身内による死亡届の窓口でもあり、多(た)忙(ぼう)な住民課が、地方に出向いて住民のデータを取り直すことは不可能に近かった。

			　財(ざい)政(せい)課、鑑(かん)定(てい)課は、とにかく一般市民に職員が怒られる光景が日常だ。

			　財(ざい)政(せい)課は、組合からこの切(せつ)迫(ぱく)した財(ざい)政(せい)難(なん)をどうにかして解決しろと怒(ど)鳴(な)られる。鑑(かん)定(てい)課は、冒険者がダンジョンから持ち帰ったアイテムの価値を調べるのが主な仕事なのだが、もっと高く見積もれ、と怒(ど)鳴(な)られる。

			　これが嫌(いや)で辞めてしまった、メンタルの弱い職員もいる。

			「ぶっちゃけ問題だらけなのよ、この役所は……」

			「そうみたいですねぇ」

			「前の所長も心労で倒れて、そのままぽっくり逝(い)っちゃったの。で、あのクソジジィが入ってきたんだけど……と、じゃあ今日は保護研究課のお手伝いでもするわよ。研究に使った道具の片づけとか、レポートの整理をしなきゃ」

			「あ、僕も行きたいと思ってました」

			　総(そう)司(じ)の言葉を聞いてヘリオドールの脳(のう)裏(り)に浮かんだのは、あのエルフの少女、わずか数日で課のアイドルになったフィリアである。

			「ふーん、フィリアちゃんに会いたいってわけ？」

			　ヘリオドールの声に棘(とげ)が混じる。

			「いえ、ちょっと頼まれごとをしてまして」

			　総(そう)司(じ)は自分の肩を見た。そこに何かが乗っているかのように。

			　まあ、怖(こわ)い。ヘリオドールは背中に冷たいものを感じて身(み)震(ぶる)いした。

			「……………？」

			　実際に、一瞬だけ冷たい風が吹いた気がした。

			　

			　妖(よう)精(せい)・精(せい)霊(れい)保護研究課は、重苦しい空気に包まれていた。すべての職員が大量の書物を読み漁(あさ)っている。森から彼らが消えた理由を調べているのだろう。

			　これは自分たちが入れるような空気ではない。思わず固まったヘリオドールを無視して、総(そう)司(じ)は部屋のなかにずんずん足を踏(ふ)み入れていった。

			「こら！　あんた空気を読みなさいよ！」

			「あ、こら！　いくらフィリアちゃんに好かれて、いるからって、やっていいことと悪いことがあるんだぞ！」

			「失礼します。ちょっと頼み事をされていましたので」

			　総(そう)司(じ)は誰もいない机の上にぽつんと置いてある、栓(せん)がされたフラスコを手に取った。それからまた見えない誰かに話しかける。全員が驚(おどろ)いた顔をして総(そう)司(じ)を見た。

			「あ、いますね。このなかにいる人を、出してあげればいいんですか？」

			「ちょっと総(そう)司(じ)君！　新しい職場でそんな醜(しゆう)態(たい)を晒(さら)したら……」

			「ソウジさん、見えるんですか!?」

			　ヘリオドールの慌(あわ)てた声を遮(さえぎ)ったのは、フィリアだった。

			「見えるって何が？」

			「フラスコのなかに、森にいたノームを一匹だけ拾って入れているんです。魔力が微(び)弱(じやく)で、エルフの私にしか見えないはずなんですけど……」

			「この羽を生やした人に教えてもらったんです。このなかに入ってる人が、『出してくれ』って叫(さけ)んでいるって」

			「すごい……風の精(せい)霊(れい)シルフまで見えて……え？　教えてもらった？」

			　フィリアはピシリと固まった。フィリアだけではない。その場にいた総(そう)司(じ)以外の全員の動きが止まった。

			「……どうしたんですか、皆さん」

			「どうしたもこうしたも……」

			「何であんた、精(せい)霊(れい)の言葉分かるのよ!?」

			　全員を代表して、ヘリオドールが叫(さけ)んだ。

			「……皆さん分からないんですか？　僕はてっきり、ヘリオドールさんからもらった鍵(かぎ)のおかげだと思ってたんですけど……」

			「分からないわよ！　分からないから保護研究課なんて部署があって、必死に調べてんのよ!!」

			　ヘリオドールが両手で総(そう)司(じ)の胸ぐらを掴(つか)んだ。

			「落ち着け、ヘリオドール！　新人の胸ぐらを掴(つか)むな！」

			「落ち着いてられるかああああああ!!　多くの魔術師の夢である、妖(よう)精(せい)や精(せい)霊(れい)との会話を、この新人はあっさり果たしたのよ!?」

			　新たに発見された少年の能力に、ヘリオドールは困(こん)惑(わく)していた。自分は、まさかダイヤモンドどころかオリハルコンの原石を、拾ってしまったのではないだろうか。

			「ソ、ソウジさん……ノームの言葉も分かるんですか？」

			「はい。『みんなを助けて欲しい』と言っています」

			「助けて欲しい？」

			　総(そう)司(じ)以外の全員が首を傾(かし)げた。

			「森にいる妖(よう)精(せい)や精(せい)霊(れい)が、恐ろしいモンスターに捕(つか)まっているそうです。今救出できるなら、まだ森を生き返らせることはできると……」

			「本当にそんなこと言ってんのかぁ？　俺らが森に行ったとき、モンスターの気配なんてなかったぜ」

			　異を唱(とな)えたのは男の職員だった。

			「そのモンスターは夜中にしか現れないそうです」

			「ふん。デタラメ言いやがって」

			　あからさまに馬(ば)鹿(か)にするような言い方に、ヘリオドールは、総(そう)司(じ)を庇(かば)うように前に出た。

			「あんた、総(そう)司(じ)君がデタラメ言ってるって思ってるの？」

			「当たり前じゃねーか。どんな高名な魔術師でも、精(せい)霊(れい)との会話なんて不可能だったんだ。それをこんなガキができるなんて、俺は思えねぇ」

			「……総(そう)司(じ)君は何考えてるか分からないし、怖(こわ)いところもあるけど、嘘(うそ)は付かない子よ」

			「落ち着け、二人とも！」

			　他の職員が制止に入る。男性職員が同(どう)僚(りよう)たちに向かって叫(さけ)んだ。

			「うるさい！　お前らだって、こんなガキの言葉なんて信じる必要なんてねぇからな！」

			「あんたはこいつと総(そう)司(じ)君、どっちの味方なの!?」

			　ヘリオドールは年配の職員へと詰め寄った。

			「お、俺は後輩の味方だ」

			「答えになってないわよ、この……ハゲ頭!!」

			「俺の毛(もう)髪(はつ)はまだ現役だよ!!」

			　年配の職員が頭部を平手ではたき、ヘリオドールの尖(とんが)り帽(ぼう)子(し)が吹っ飛んだ。それを拾って持ち主にそっ……と被せたのは、渦(か)中(ちゆう)の人物である総(そう)司(じ)だ。

			　ハラハラとした様子で、ヘリオドールと男性職員の口論を見守っていたフィリアを見習え、と言いたくなるほど、どうでもよさそうだった。

			「森に行けば、何かが分かるかも知れないのかな……」

			　フィリアは何かを決意したように、ぎゅっと細く白い手で拳(こぶし)を作った。

		

	
		
			　

			少年とドラゴン

			　

			　ウルド中心部の近くにある森は、現在数が減少しつつある『マナの地』の一つだ。マナとはアスガルドを漂(ただよ)う魔法の源であったり、魔物を構(こう)築(ちく)する元(げん)素(そ)である。

			　マナの地とは妖(よう)精(せい)や精(せい)霊(れい)が特に多く集まる土地のことで、常に空気は澄(す)んでおり、不(ふ)浄(じよう)なる力を持った魔物を一切寄せ付けない聖域のことである。

			　かつてはもっと存在していたのだが、多くの妖(よう)精(せい)と精(せい)霊(れい)が消えてしまった今、残っているマナの地は数えるほどしかなかった。

			「うわあ……すっごい真っ暗……」

			　森の入口でフィリアは硬(こう)直(ちよく)しきっていた。空にも森の向こうにも、暗(あん)鬱(うつ)な闇(やみ)が広がっている。よりにもよって星も月も出ていない暗い夜。何が出て来てもおかしくない。というよりも、何かが出ないとおかしい……。

			　今ならまだ引き返せる。自分は攻撃魔法を持っていない。魔物に襲われたらひとたまりもないのだ。

			「で、でも行かなきゃ……」

			　恐(きよう)怖(ふ)を抑(おさ)えてフィリアは前を向く。総(そう)司(じ)は、精(せい)霊(れい)が、『この森に棲(す)み着いた魔物に、仲間たちが捕(つか)まっていると話している』と言っていた。それを信じる者は誰もいなかった。仕方のないことだ。どんな聡(そう)明(めい)な魔術師でも、妖(よう)精(せい)霊(れい)の言葉を聞く術(すべ)は持っていなかった。

			　だが、フィリアは信じたかった。彼がデタラメを言っているようには思えなかった。

			　あの場で総(そう)司(じ)を庇(かば)ったとしても、誰も聞き入れてくれないのは分かっていた。だから、フィリアは夜の森を訪れたのだ。総(そう)司(じ)の言葉が真実であると証明するために。

			（でも本当に魔物が出たらどうしよう……私、逃げられるのかな……!?）

			　総(そう)司(じ)の言葉が真実だったときの対処法までは、フィリアは考えていなかった。

			　そんな彼女の背後に立つ、黒い影。影はゆっくりと、その手を伸ばしフィリアの肩を叩いた。

			「きゃあああああああああああああああああああ!!」

			「えっ」

			　絶(ぜつ)叫(きよう)するフィリアのすぐ後ろから聞こえてきたのは、落ち着いた同年代の少年の声だった。

			　聞き覚えのある声に、翡(ひ)翠(すい)色の瞳(ひとみ)に涙を溜めながら、フィリアは背後を振り向いた。

			　そこには、フィリアがここに来ることになった原因を作った人物。と、呆(あき)れた表情のヘリオドールがいた。

			「こんばんは、フィリアさん。驚(おどろ)かせてしまったようですみません」

			「ソウジさん……ヘリオドールさんもどうして？」

			「多分あんたと同じ理由よ。私も、この子の言葉が本当か確かめにきたの」

			「僕はモンスターを見に来ました。生で見れるチャンスかと思いまして」

			「この子は、ただ珍しいもの見たさね」

			　一番肝(かん)心(じん)な人物が、この有様である。ウルドの危機だというのに。溜め息をつくヘリオドールとは対照的に、フィリアは嬉(うれ)しそうに笑った。

			「来てくれてありがとうございます。ソウジさん！」

			「僕のほうこそ、お話を信じてくれてありがとうございます、フィリアさん」

			「ちょっと……私だって信じてんのに、どうして私にはお礼の言葉がないのよ」

			　ぶつぶつと文句を言いつつ、ヘリオドールは何もない空間から杖(つえ)を取り出して、呪(じゆ)文(もん)を唱(とな)えた。彼女の目の前に、白く丸い発光体が出現する。その目(ま)映(ばゆ)い光が、闇(やみ)に満ちていた森を照らす。

			　青葉を茂(しげ)らせていた木々は枯れ果て、地面に大量の落ち葉が散(さん)乱(らん)している。美しい花たちは萎み、草は茶色く変色していた。

			　何かが腐(くさ)ったような臭いが、鼻(び)腔(こう)に入り込む。生暖かい空気が、全身に纏(まと)わり付く。

			　そこに、マナの地と呼ばれていた頃の面(おも)影(かげ)は残されていなかった。先に進みながら、ヘリオドールは顔をしかめた。

			「酷(ひど)いってレベルじゃないわよ、これ。正直予想外……」

			「妖(よう)精(せい)さんも、精(せい)霊(れい)さんも、いません……」

			　フィリアが目を伏(ふ)せる。森に住まうエルフは、妖(よう)精(せい)や精(せい)霊(れい)との結び付きの強い種族だ。物心がつく前からいつも側にいたであろう彼らが、突然聖なる森から姿を消したのだ。

			　不安がる気持ちも分かると、ヘリオドールは慰(なぐさ)めるように少女の頭を撫(な)でた。

			　エルフのようにすべての妖(よう)精(せい)霊(れい)が見えるわけではないが、森で育った魔女であるヘリオドールも、自分の故郷ではないとはいえ、この惨(さん)状(じよう)に胸が痛んだ。

			　それと同時に、改めて不安を抱く。ここまで急速に森が死んでいくのはやはり、異常だった。

			「フィリアちゃん、やっぱりあなたは役所に帰ったほうがいいわ。どんな危険が待っているか、分からないのよ？」

			「私、ずっと前からこの森には遊びに来ていたんです！　ここの妖(よう)精(せい)さんや精(せい)霊(れい)さんとは、言葉が通じなくても仲良しで、ノームからは綺(き)麗(れい)な石をもらったり、ドリュアスには木の実をもらっていました。な、なのに、そのみんなが急にいなくなっちゃうなんて……」

			「大(だい)丈(じよう)夫(ぶ)ですよ、フィリアさん」

			　涙ぐむエルフの少女に声をかけたのは、ノームが入っているフラスコを持った総(そう)司(じ)だった。

			「ノームさんによると、みんなは急に現れた黒いモノに捕(つか)まってしまったらしいです。そして、まだ黒いモノは森のなかにいるようなので、それを何とかすれば、フィリアさんのご友人もきっと助けられますよ」

			「……はい」

			　三人のなかで、一番軽い理由で来た者の発言とは思えなかったが、元気付けるには、十分な力を持っていたのだろう。フィリアの表情に笑顔が戻る。

			　ヘリオドールは総(そう)司(じ)のほうを向いた。

			「でも、何なのよ、その黒いモノっていうのは」

			「ノームさんも詳(くわ)しくは知らないと言っています。ただ、その物体Ｘにみんなが吸い込まれていくのを、必死に逃げながら見たそうです」

			「物体Ｘって、気が抜(ぬ)ける名前ね……」

			「黒いモノ黒いモノ言い続けるのも、なんかアレなので」

			「黒いモノのほうがまだよかったわよ、なんか」

			　繰り広げられる夫婦(めおと)漫(まん)才(ざい)を中断して、ヘリオドールはじっと総(そう)司(じ)を見る。

			（この子、私でも見えないような精(せい)霊(れい)が見えて、しかも声も聞けるなんて……）

			　総(そう)司(じ)からは魔力がまったく感じられない。妖(よう)精(せい)霊(れい)を視(し)認(にん)できるのは高い魔力を有した魔術師か、妖(よう)精(せい)に近い魔力と体質のエルフ族だけだ。

			　所長の結界をあっさり破(は)壊(かい)したときといい、冷静に考えれば考えるほど謎(なぞ)は深まる。

			「こっちです。行きましょう」

			「は、はい」

			「フィリアさん、気を付けてください。足元に鮮(あざ)やかな青色の、いかにも有害そうなキノコが生えてます」

			「きゃあああああ！」

			　アスガルドの人間ですら怖れるような光景に、顔色一つ変えずに歩き出す少年の後ろ姿が、ヘリオドールはどことなく頼もしく見えてきた。目がおかしくなったのかと、ヘリオドールは慌(あわ)てて目を擦(こす)った。

			「この辺みたいです」

			　枯れ木に躓(つまず)いて何度も転びそうになったフィリアを見るに見兼ねたのか、彼女と手を繋(つな)いでいた総(そう)司(じ)が足を止めたのは、沼地の前だった。ヘリオドールは周りを見回し、神経を研(と)ぎ澄(す)ませて気配を探った。しかし、魔物の気配は感じない。

			「あの、本当にここみたいです。ノームがすごく怯(おび)えているんです……」

			　フラスコを見(み)詰(つ)めるフィリアの声は、わずかに震えている。少女にも、ノームが何かを恐れているように見えるらしい。

			　三人に緊(きん)張(ちよう)が走る。そんななか、男子高校生は、のんびりと沼のなかを覗(のぞ)き込んでいた。覗(のぞ)くだけでは足りず、頭を突っ込もうとしたので、慌(あわ)てたフィリアに止められた。

			「だ、駄(だ)目(め)です、ソウジさん！　危ないですよ！」

			「なかに何があるか気になったんで、つい」

			「……気になったからって、沼に顔を入れる馬(ば)鹿(か)がどこにいるのよ」

			　ヘリオドールに襟(えり)首(くび)を掴(つか)まれて沼から引き離されながら、総(そう)司(じ)はフラスコを見てぽつりと言った。

			「ノームさんが、沼のなかからみんなの気配がするって騒いでるんですけど」

			「え……」

			　その言葉が意味することにヘリオドールの思考が辿(たど)り着いたのは、沼の水が凄(すさ)まじい飛沫(しぶき)音を上げて噴(ふ)き上がる直前だった。いや、水が噴(ふ)き上がったのではない。

			　汚れた水のなかに潜んでいた『何か』が、浮上した音だった。

			　不気味なまでに静かだった森に次に響(ひび)き渡ったのは、その『何か』の咆(ほう)哮(こう)だった。怒り、悲しみ、恨(うら)み、憎しみを混ぜ合わせたような絶(ぜつ)叫(きよう)が、空気をビリビリと振(しん)動(どう)させる。

			　ヘリオドールもフィリアも、空気の震えとともに伝わってくる強大な魔力を感じ取っていた。

			　全身に纏(まと)わり付くようなおぞましい魔力の波動に、ヘリオドールは背(せ)筋(すじ)を凍(こお)らせた。

			（これはまさか魔族の……！）

			　ゆっくりと死(し)滅(めつ)していく森に似合わぬ、巨体。突(とつ)如(じよ)沼の中から姿を現した、全身を黒い鱗(うろこ)で覆(おお)われたドラゴンに、その場にいた全員が息を飲む。目を輝(かがや)かせているのは総(そう)司(じ)だけだった。

			「暗黒竜ニーズヘッグ……！」
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			　黒いドラゴンを眼前にして、ヘリオドールが呻(うめ)いた。一方、楽しそうに口を開いたのは総(そう)司(じ)だった。

			「すごい大きいですよ。写メ撮(と)りましょう、写メ」

			「馬(ば)鹿(か)！　あんた恐ろしいレベルで馬(ば)鹿(か)ね！　あれはニーズヘッグって魔物なのよ!?　パンダとは違うの！」

			「……ニーズヘッグって、そんなにすごいモンスターなんですか？　オオサンショウウオの仲間とかですか？」

			「そっちの世界の天然記念物と一緒にするな！　……総(そう)司(じ)君、あんた、魔王の話覚えてる？」

			「あ、二十年前、世界に恐ろしい魔王が現れて、世界征(せい)服(ふく)しようとしていたっていう」

			「そう。魔王は、自分に逆らう人間は皆殺しにして、世界を手に入れようとしたの」

			　無限の魔力を持った魔族の頂点に立ちし存在、魔王は、アスガルドを支配すべく、凶(きよう)悪(あく)な魔族、魔物を大勢率(ひき)いて世界を火の海に変えていった。

			　彼には、直(ちよく)属(ぞく)の部下が三体いた。

			　荒(あら)々しい狼(おおかみ)の怪物(モンスター)、フェンリル。

			　アスガルドをひと巻きできるほどの巨大な蛇(へび)、ヨルムンガンド。

			　狡(こう)猾(かつ)な暗黒竜、ニーズヘッグ。

			　魔王と彼らは世界征(せい)服(ふく)まであと一歩のところで、異世界から召(しよう)喚(かん)された『勇者』によって倒された。そして肉体を失い、死者の国ニヴルヘイムに永(えい)久(きゆう)に幽(ゆう)閉(へい)されている、はずだった。

			「どうしてこんなところに、こんな化物がいるのよ……!?」

			　勇者と魔王の戦いがあった時代、まだ幼かったヘリオドールは、彼らを本でしか見たことがなかった。

			　多くの人間を噛(か)み殺し、その死肉を喰(く)らったとされるドラゴンが今、ここにいる。なぜ倒されたはずの魔物がと考える前に、恐(きよう)怖(ふ)で足がすくみそうになる。ちらりと横を見れば、フィリアが腰を抜(ぬ)かして枯れ葉のクッションに座り込んでいた。

			『人間よ……なぜここに来た』

			　低く這うような声が、ニーズヘッグの巨大な口から聞こえてくる。ドラゴンは、知能が人間より高いとされている魔物だ。人間の言葉を理解できるのは当然だろう。

			　何かを言おうと口を開きかけたヘリオドールだったが、慌(あわ)てて口を閉じた。相手は、数多(あまた)の戦士や魔術師を葬(ほうむ)ってきた魔王の配(はい)下(か)だ。行動一つが命取りになる。

			『どうした。答えられぬか……？』

			「………………っ！」

			　三人全員が生(せい)還(かん)するためには、最(さい)善(ぜん)の選択をしなければならない。そして、それを考えるための時間稼(かせ)ぎも必要だった。

			　どうする。どうする。

			「喋(しやべ)った……」

			　そんななか、総(そう)司(じ)が口を開いた。ヘリオドールは凍(こお)り付いた。そりゃ、魔物の頂点に立つドラゴンなので喋(しやべ)るくらいはするだろう。

			　総(そう)司(じ)は魔物のいない世界の住人なのだ。こちらでの常識など、知ったこっちゃないだろう。

			　しかし、空気を読まないにもほどがある。「本物なんですか？」と、ニーズヘッグに近付く総(そう)司(じ)の目はいきいきとしていた。ヘリオドールが白目を剥(む)く。

			「いやあああああああああっっ、戻ってきなさい、総(そう)司(じ)君!!」

			「いや、だってさっきからノームさんが、『このドラゴンからみんなの気配がする』って言ってるんです」

			「え？」

			『ほう。貴(き)様(さま)、精(せい)霊(れい)の言葉が分かるのか……』

			　ニーズヘッグの、血のように鮮(あざ)やかな眼が総(そう)司(じ)に向けられる。血相を変えたヘリオドールが少年を庇(かば)うように前に立つと、杖(つえ)を暗黒竜へと向けた。自分がどうにかできる相手とは到底思えなかったが。

			　一方、フィリアは先ほどまではあまりの恐(きよう)怖(ふ)に全身を震わせていたが、今は不思議そうにニーズヘッグを見上げていた。

			「あのドラゴン……最初はすごく怖(こわ)いって思ったけど……」

			　確かに今も怖(こわ)いことは怖(こわ)い。だが、それとは別に、助けを求めるような叫(さけ)び声が聞こえてくるのだ。妖(よう)精(せい)と精(せい)霊(れい)だけではない。何かが、あの漆(しつ)黒(こく)の巨体のなかから必死に「助けて」と求めている。

			　総(そう)司(じ)は総(そう)司(じ)で、恐れる表情一つ見せずにニーズヘッグに質問を投げかけていた。

			「妖(よう)精(せい)さんと精(せい)霊(れい)さんはどこですか？」

			『フフ……フハハハハハハ！　森に棲(す)み着いていた妖(よう)精(せい)霊(れい)は、この私が喰(く)らってやったわ！』

			　ニーズヘッグが愉(たの)しそうに笑いながら答えた。

			「ヘリオドールさん、犯人はこの人ですよ。ん？　ドラゴンだから、人呼ばわりはおかしいですね」

			「そうね！　この流れで私も何となくそれは分かってたから、あんたもう黙(だま)って！　死んじゃうから！」

			『何だ、この小(こ)僧(ぞう)は……私が恐ろしくないのか？』

			　ニーズヘッグが怪(け)訝(げん)そうな顔で言う。自分の名を知らぬ者などおらず、誰もが畏(い)怖(ふ)しているはずなのに、まったく怯(おび)えの色を見せない。

			　ニーズヘッグは怒りを覚えるよりも先に、困(こん)惑(わく)を覚えた。そうこうしているうちに、総(そう)司(じ)は鞄(かばん)のなかから携帯電話を取り出していた。ニーズヘッグを撮影するつもりらしい。

			「あんた、マジで怖(こわ)くないの!?　それとも怖(こわ)すぎて、頭おかしくなったんじゃないの!?」

			　ヘリオドールが怒(ど)鳴(な)った。

			「だって……あれ、本当は、もうこの世界にもいなかったんですよね？　そんなレアな被写体を見逃すのは、もったいないじゃないですか」

			「なんでよー！　自分の命よりも貴重な一枚ってこと!?　向こうの世界の連中って、みんなこうなの!?」

			　目の前にいる脅(きよう)威(い)も忘れて力強くツッコむ魔女の言葉に、ニーズヘッグは鼻をひくり、と動かした。そういえば、さっきから少年から香ってくる風の匂いには、覚えがあった。あの、人間側の英(えい)雄(ゆう)と同じ匂いだ。

			『貴(き)様(さま)……まさか、あの人間の女と同じ場所から来たのか？』

			「はい？」

			　総司(そう　じ)は携帯電話を写真撮影モードにしながら、ニーズヘッグを見た。ヘリオドールも意味が分からず、ニーズヘッグへレンズを向けている少年の後頭部を、杖(つえ)で殴(なぐ)った。

			「……あの人間の女って誰？　総(そう)司(じ)君はつい最近、こっちに来たばかりで、あんたたちとは何の関わりも持っていないんだけど」

			『直接は、だろう。だが、その小(こ)僧(ぞう)は紛(まぎ)れもないウトガルドの人間……二十年前に私たちの計画を邪(じや)魔(ま)したばかりか、魔王までも手にかけた、忌(いま)々(いま)しい存在と同じ風を纏(まと)った人間だ！』

			　怒りの咆(ほう)哮(こう)が真夜中の森を震わせる。ニーズヘッグが大口を開け、総(そう)司(じ)目がけて喉(のど)の奥から紅(ぐ)蓮(れん)の炎(ほのお)を吐(は)き出した。

			「二人とも逃げて！」

			　我に返ったフィリアの叫(さけ)び声で動き出したのは、ヘリオドールだった。杖(つえ)を頭上高く掲(かか)げ、素早く詠(えい)唱(しよう)をする。

			「紅(くれない)に染まりし障(しよう)壁(へき)よ。地(じ)獄(ごく)の業(ごう)火(か)から、燃え逝(ゆ)く運命の民(たみ)を救いたまえ。――『焔(ほむら)隠(がく)しの盾(たて)』!!」

			　目の前に出現した赤い半(はん)透(とう)明(めい)な壁(かべ)が、向かってくる炎(ほのお)を堰(せ)き止める。行き場を失った炎(ほのお)は、周囲の木々や草花を飲み込んでいく。

			　美しいまでに紅(あか)いそれに命を奪われたら、後は灰になるだけだ。

			　焦(しよう)土(ど)と化した周囲の木に、ヘリオドールはごくりと息を飲む。あの炎(ほのお)に少しでも触(ふ)れたら、終わりだ。

			『ほう……人間でも、私の炎(ほのお)を防ぐ力を持つ者はいたか。だが、何度もその結界は張れるわけでもないだろう？』

			「う、うる……さい！」

			　嘲(ちよう)笑(しよう)するニーズヘッグを、ヘリオドールは荒(あら)々しい呼吸を繰り返しながら睨(にら)み付ける。ドラゴンブレスを防ぐために、ほとんどの魔力を使ってしまった。

			　あと、何度結界を張れるかという話ではない。もう一度、結界を張るだけで、精一杯だろう。それもニーズヘッグは分かっているはずだ。知っていながら、わざと分からない振りをして、獲(え)物(もの)が怯(おび)える様を見(み)詰(つ)めているのだ。

			　さすがは残(ざん)虐(ぎやく)な暗黒竜だ。寸前までに歩み寄っている『死』の気配に、魔女は口元を歪(ゆが)めた。

			　笑わなければやっていられない。先ほど、少年に「怖(こわ)すぎておかしくなったのか」と聞いたことを思い出した。

			『二十年前、私たちを敵に回したこの世界をじわじわと弱らせていき、それに絶(ぜつ)望(ぼう)する人間たちを笑いながら殺してやるつもりだったが、気が変わった』

			「どういうことよ……」

			『今すぐにでもアスガルドを破(は)壊(かい)してやる、と言っているのだ！　今の魔族の王は、使い物にならないと聞く。ならば私が新しい魔王となり、世界を手に入れてやろう……！』

			　ニーズヘッグが再び炎(ほのお)を吐(は)き出す。先ほどよりも明らかに威力が強い。ヘリオドールは瞬(しゆん)時(じ)に杖(つえ)を握(にぎ)り締(し)めた。震えそうになる声を張り上げることで誤(ご)魔(ま)化(か)す。

			「私は結界を張ってここを食い止めるから、フィリアちゃんは総(そう)司(じ)君を連れて逃げなさい！」

			「ヘリオドールさんは!?」

			「いいから！」

			　新人、特に総(そう)司(じ)はヘリオドールと関わらなければ、平(へい)穏(おん)にウトガルドで暮らせていた少年だ。こんなところで死なせるわけにはいかない。

			「紅(くれない)に染まりし障(しよう)壁(へき)よ。地(じ)獄(ごく)の業(ごう)火(か)から燃え逝(ゆ)く運命の民(たみ)を救いたまえ。――『焔(ほむら)隠(がく)しの盾(たて)』!!」

			　最後の魔力を使って生み出されたヘリオドールの対火属性の結界が、再び周囲を包み込む。

			　そして、魔女の背後から突然噴(ふ)き出した謎(なぞ)の白い煙(けむり)が、ニーズヘッグの吐(は)いた炎(ほのお)をすべて消(しよう)滅(めつ)させた。

			「「!?」」

			『!?』

			　ヘリオドールの結界で弾いたわけではなかった。白い煙(けむり)が、炎(ほのお)を消したのである。

			　まさか。

			　ヘリオドールは背後を振り向いた。

			「万が一に備えて、鞄(かばん)に消火器を入れておいていたんです」

			　そこには、消火器をかまえている総(そう)司(じ)の姿があった。ちなみに総(そう)司(じ)の鞄(かばん)は、どう頑張っても消火器など入らない大きさをしている。

		

	
		
			　

			少年と小さなドラゴン

			　

			『この私の炎(ほのお)が……いとも容易(たやす)く消されただと……!?』

			　ニーズヘッグは、何が起こったのか理解できていなかった。

			　吐(は)き出した炎(ほのお)は最大出力だった。あの異世界から来たという黒髪の人間を、確実に仕留めるためだ。なので、魔女がすべての魔力を振り絞(しぼ)って作りだした結界で止めようとしても、まったくの無意味。この場にいるすべての人間を、焼き払えるはずだった。

			　なのに、なぜ。

			「僕、消火器なんて初めて使いました。本当に消えるんですねぇ」

			　あんなちっぽけな人間に、あっさり炎(ほのお)が消されてしまった。ニーズヘッグは怒りと困(こん)惑(わく)の混じった咆(ほう)哮(こう)を上げた。

			　これは間違い。そう、何かの間違いに違いないのだ。あの少年が奇跡的にどうにかして消しただけだ。

			　奇跡は二度も起こらない。今度こそ焼き尽(つ)くしてやろうと、ニーズヘッグは少年へ炎(ほのお)を吐(は)くものの。

			「ちょっとやめましょうよ。山火事にでもなったらどうするつもりですか」

			　炎は、あの赤い物体から発射される白い煙(けむり)のようなもので、一瞬にして消されてしまう。何度吹いても、消されてしまう。

			（あれは、いったい何だ……!?　どんなものでも燃やす私の炎(ほのお)を、いとも簡単に消すなどありえん！）

			　人間が開発した法具だろうか。魔女が少年に「あんたそれおかしいでしょ!?　どうしてこんなに使いまくってんのに、全然中身なくならないの!?」と騒いでいるところを見ると、あまり公にはされてはいないようだ。

			　だが、その効果はあまりにも絶大すぎた。炎(ほのお)を吐(は)くために使用する魔力が、この『依(よ)り代(しろ)』から尽(つ)きかけている。

			　あんな強力な道具を自在に使いこなしている少年が、いったい何者なのかなど、考えている暇(ひま)はない。今、ニーズヘッグがすべきことはたった一つ。この場にいる魔女よりもエルフよりも先に、あの少年を殺すことだ。

			　たとえ相(あい)討(う)ちになったとしても、殺さなければならない。あいつを生かしたままにしておくのはまずい。

			　そう判断したニーズヘッグは、前足を少年へ振り下ろした。

			「ソウジさん、逃げてください！」

			　エルフが叫(さけ)ぶが、遅い。鋭(するど)い三つの爪(つめ)が少年の胴(どう)体(たい)を引き裂くほうが、早かった。早かったのだが、胴(どう)体(たい)を抉(えぐ)ったと思ったと同時に、爪(つめ)が粉(こな)々(ごな)に砕(くだ)け散(ち)った。

			『な……!?』

			「あんた……そういえば制服に何か入れてたんだっけ……」

			「はい、鎖(くさり)帷子(かたびら)です。万が一に備えて着込んできたけど、正解でした」

			『ぐううぅ……！』

			　炎(ほのお)も効かず爪(つめ)も破(は)壊(かい)されてしまう。ならば、噛(か)み砕(くだ)いて殺すしかないだろう。そう考えていると、少年が鞄(かばん)のなかから何かを取り出した。

			　奇妙な形をしたノコギリだった。外歯がチェーン状になっており、少年がボタンのようなものを押すと、それは物(もの)凄(すご)いスピードで回転を始めた。

			「ソ、ソウジさん？　その何か怖(こわ)そうな武器はなんですか？」

			「チェーンソーです。万が一に備えて鞄(かばん)に入れておいて正解でした。という、わけで」

			　不気味な武器を構えた少年に名前を呼ばれたニーズヘッグは、ビクリと反応した。

			　ピクリ、ではない。ビクリ、だ。それは明らかに、世界を燃やし尽(つ)くす力を持った暗黒竜が、恐(きよう)怖(ふ)という感情を持ち始めていることを意味していた。

			「炎(ほのお)を吐(は)き出せるなら、妖(よう)精(せい)さんと精(せい)霊(れい)さんも吐(は)き出してみましょうよ」

			『馬(ば)鹿(か)め……奴(やつ)らはもう私の腹(はら)のなかだ。体内から取り出すことなど、不可能に決まっているだろう！』

			「分かりました。それならせめて、今から僕を丸飲みしてくれませんか？」

			　とんでもない要求だった。さあ食え、と言わんばかりに両手を広げる少年に、半泣きの魔女とエルフがしがみついた。

			「ソウジさん、やめてぇぇぇぇぇぇ!!」

			「何で妖(よう)精(せい)霊(れい)の話から、あんたが喰(く)われなきゃならないのよ!?」

			「いえ、自分の意思で吐(は)き出せないなら、内側から出すしかないな、と思いまして」

			「……は？」

			「あの通り、ニーズヘッグさん、全身が硬(かた)そうだから、多分チェーンソーは入らないと思うんですよ」

			　分かる。ヘリオドールとフィリアは頷(うなず)いた。

			「だから、僕がニーズヘッグさんの体の中に入って内側からゴリゴリってやれば、妖(よう)精(せい)さんも精(せい)霊(れい)さんも脱出できます」

			　分からない。おまけにグロテスク要(よう)素(そ)満(まん)載(さい)の救出方法である。ヘリオドールとフィリアは首を横に振った。

			　つまり、ニーズヘッグの体内で、あの自動で動いているノコギリを使うというわけだ。少年の意図を理解した暗黒竜の顔は恐(きよう)怖(ふ)で引きつった。ドラゴンの胃(い)では、あらゆる生物を溶かす酸が分(ぶん)泌(ぴつ)されている。それを分かっていて喰(く)われようとしているのだろうか。

			『貴(き)様(さま)、本気か……!?』

			　喰(く)われるのを待っている少年は、ぼんやりと目の前のドラゴンを見上げていた。

			　それを見てニーズヘッグは思った。この人間は胃(い)酸(さん)のことなど分かってはいないと。だが、多分、顔色を変えずに体内から脱出すると。本能的にそう理解していた。

			　そのとき、自分はあのチェーンソーとかいう凶(きよう)悪(あく)な武器で体内をぐちゃぐちゃにされた挙げ句、穴を開けられてしまうだろう。

			「ニーズヘッグさんが来ないなら、僕から行きますからね。……ちくっとするかもしれませんが、我(が)慢(まん)してください、ね？」

			『ちくっとで済むわけないだろう!?』

			　少年を鼓(こ)舞(ぶ)するように一(いち)陣(じん)の風が吹き荒れ、その黒髪を揺(ゆ)らした。総(そう)司(じ)が植物の焼け焦げた匂いと異世界の風を纏(まと)わせて、ニーズヘッグへまっすぐ向かっていく。一歩一歩ゆっくりと歩きながら。

			　どうする気だ？　どうやって体内に入ってくるつもりだ！　ニーズヘッグにとって人間は餌(えさ)で、この状況は単純に考えれば喜ばしいはずだ。なのに、この少年は恐るべき毒(どく)物(ぶつ)にしか見えなかった。

			　いくら考えても、何を仕掛けてくるか想像がつかない。ただ、ニーズヘッグに都合が悪いことが起きるというのは、何となく理解できる。

			　早く逃げなくては、と頭では考えているのに、恐(きよう)怖(ふ)で体が動かない。

			「あっ」

			　総(そう)司(じ)の奇妙な声に、ニーズヘッグは我に返った。少年は木の枝に躓(つまず)いて、その場に転んだ。

			　おそらく、一度きりしかないチャンスである。安(あん)堵(ど)に浸(ひた)るのは後でいい。ニーズヘッグは少年が立ち上がるより先に、そのドラゴンからしたら小さな体を踏(ふ)み潰(つぶ)そうと、前足を出した。

			　総(そう)司(じ)の持っていたはずのチェーンソーがないことに気付いたのは、持ち主が再び「あっ」と声を発したときだった。

			「すみません。受け身を取ることを優先して、チェーンソーが……」

			　まったく申し訳なさそうに聞こえない総(そう)司(じ)の声は、涼(すず)やかな破(は)壊(かい)音に掻(か)き消された。総(そう)司(じ)が転倒した際に手放したチェーンソーは、ニーズヘッグの首の付け根目がけて飛んでいった。

			　そして、首に埋め込まれていた黒い宝石を、チェーンソーが砕(くだ)いた。

			　パキン。

			『ぎゃああああああああっっ!!』

			　ニーズヘッグが悶(もだ)え苦しみ、巨体が白く発光する。

			「この感じ……」

			　フィリアが、翡(ひ)翠(すい)色の瞳(ひとみ)を大きく見開く。ヘリオドールもフィリアも感じていた。

			　先ほどまでは感じられなかった『彼ら』の強いエネルギーが、白く輝(かがや)くニーズヘッグから漏(も)れ出しているのを。

			　この森に棲(す)む妖(よう)精(せい)と精(せい)霊(れい)の、聖なる魔力だ。

			『お、おのれまたしても……！』

			　一際強い光が周囲を包み込み、あまりの眩(まぶ)しさに耐えきれず、フィリアは瞼(まぶた)を閉じた。

			「え……」

			　再び瞼(まぶた)を開いたフィリアは、目の前の光景が信じられず、もう一度瞼(まぶた)を閉じてから開いて、感(かん)嘆(たん)の声を上げた。

			「森が戻ってる……！」

			　枯れ果てていたはずの植物が息を吹き返し、緑がどこまでも広がる。満開に咲き誇(ほこ)る美しい花々。淀(よど)んでいた空気は清(すが)々しいものに戻り、優しい風が吹いている。

			　沼があった場所には澄(す)み切った泉(いずみ)が広がっていた。ニーズヘッグの炎(ほのお)に焼かれたはずの植物も、精(せい)霊(れい)の力によって再生していた。

			　もう見ることはないと思っていた森の姿を前に、フィリアの顔に笑顔が浮かぶ。ヘリオドールの目には涙が浮かんでいた。ヘリオドールが慌(あわ)てて視線を逸(そ)らすと、何か小さくて黒い物体を抱き抱える総(そう)司(じ)の姿があった。

			　黒いドラゴンだった。

			「それ……ニーズヘッグ!?　捨(す)てなさい、早く！」

			『ち、違うよ！　オイラはニーズヘッグなんかじゃないよ！』

			「え」

			　パタパタと小さな手を振るドラゴンに、ヘリオドールは固まった。総(そう)司(じ)が「ニーズヘッグさん、多分これじゃないですかねぇ」とフラスコをかがげた。なかには、半(はん)透(とう)明(めい)の黒いトカゲが入っている。

			「え、トカゲじゃないの、そいつ」

			『この人間め！　誰がトカゲだ』

			「あ……あのムカつくドラゴンだわ」

			「やっぱりそうでしたか。あの大きなドラゴンが消えたときに、この小さなドラゴンの側にいたので捕(つか)まえてみました」

			　ヘリオドールは、フラスコのなかのニーズヘッグを眺(なが)めた。肉体そのものは、すでに滅(ほろ)んでいるようだ。今の暗黒竜は魂(たましい)だけの存在で、力の弱い魔族に憑(ひよう)依(い)して操(あやつ)っていたらしい。

			「いい気味ねぇ……あんだけ見下してた人間に見下される気分は、どうかしら？」

			『ぐっ……』

			　悪魔のような笑みを浮かべるヘリオドールに、元暗黒竜は悔(くや)し気に呻(うめ)いた。

			「ヘリオドールさん、悪役っぽいですねぇ」

			「あんたに言われたくないわよ！　こいつの体のなかに入って切り刻(きざ)むって言ったときのあんたの顔、無表情でめちゃくちゃ怖(こわ)かったんだから！」

			「でもよかったですよ。僕、本気でやってたら、この子死んでましたから」

			　総(そう)司(じ)は、小さなドラゴンの背中を優しく撫(な)でながら言った。するとドラゴンは「もっと」と言うように、総(そう)司(じ)の胸へと頬(ほお)を擦(こす)り付けた。

			『オイラはね、ニールって言うんだ。お父さんもお母さんも小さな頃に他の魔族に殺されちゃって一匹で生きてたんだけど、一週間くらい前、餌(えさ)を探しているときにあのトカゲに出会ったんだ。それで黒くて綺(き)麗(れい)な石をもらったんだけど、そしたら急に体の自由が利かなくなっちゃって……』

			　総(そう)司(じ)の手のなかにいるニールの瞳(ひとみ)からは、次第に透(とう)明(めい)な涙があふれ出す。ぐすぐすと泣きながら説明するニールの頭を、フィリアが撫(な)でた。

			「総(そう)司(じ)君のチェーンソーがその石を壊したおかげで、ニーズヘッグはこのドラゴンに憑(ひよう)依(い)できなくなって戻ったってことかしら？」

			『ふん』

			「………………」

			『そ、そうだ！　その石でそこのチビを操(あやつ)っていた！　人間にしてはずいぶんと頭が働くではないか！』

			　無言で見下ろしてくる総(そう)司(じ)に、ニーズヘッグはあっさりと白(はく)状(じよう)した。最後に悪態をついたのは、わずかに残るプライドからか。

			　ヘリオドールは無言で総(そう)司(じ)を見た。総(そう)司(じ)は「？」と首を傾(かし)げた。

			『ごめんなさい……オイラのせいでみんなが……』

			　ニールが泣きそうな声で言う。

			「君のせいじゃありませんよ」

			「はい、ソウジさんの言う通りです。妖(よう)精(せい)や精(せい)霊(れい)も、あなたは悪くないって言ってるでしょう？」

			『う、うん……ありがとう』

			　総(そう)司(じ)とフィリアの言葉に、ニールは擽(くすぐ)ったそうに笑ったあと、ルビーのような紅(あか)い瞳(ひとみ)で総(そう)司(じ)を見上げた。

			『ソウジお兄ちゃん！　オイラ、ソウジお兄ちゃんに何か恩(おん)返(がえ)しがしたい！』

			　総(そう)司(じ)は首を横に振った。

			「恩(おん)返(がえ)しって、僕、消火器で火を消したことくらいしかしてませんよ。あと未(み)遂(すい)とはいえ、君に穴開けようとしましたし」

			『でも、オイラが助かったのはソウジお兄ちゃんのおかげなんだ！　何でもするから！』

			「はあ」

			　総(そう)司(じ)がヘリオドールを見る。ヘリオドールは、口パクで「あんたが決めなさい」と言った。

			　魔族とは言え、まだ幼いドラゴンはすっかり総(そう)司(じ)に懐(なつ)いてしまっている。やはり総(そう)司(じ)がニールの処(しよ)遇(ぐう)を決めるのが、一番いい。

			「じゃあ、ニール、うちの役所で飼いませんか？」

			「なぬっ!?」

			　と思っていたら、衝(しよう)撃(げき)の提案をされた。

			「あんた……そりゃ善良なドラゴンは山や人里の守り神をしてるのもいるけど、だからってペットにするなんて聞いたことないわよ!?」

			「正確には職員です。この子を保護研究課に入れるんですよ」

			「どういうこと？」

			「ドラゴンは妖(よう)精(せい)さんや精(せい)霊(れい)さんの言葉が分かるんですよね？　だったら、この子がいれば何かと便利になるかと思うんですけど」

			　確かにそれは名案だ。保護研究課の一番の悩みは、妖(よう)精(せい)霊(れい)の言語が分からないことだった。人語も喋(しやべ)れるニールが通訳になれば、様々なことが解明される。

			　土地の汚(お)染(せん)の謎(なぞ)も解決できるかもしれない。今まで独りで生きていたニールにも、居(い)場(ば)所(しよ)ができて一(いつ)石(せき)二(に)鳥(ちよう)だ。

			「でも、それではあんたは何の得もしないのよ」

			「得ならたくさんしましたよ。生のドラゴンは見られたし、子供のドラゴンも抱っこできたし、僕、普通の人では絶対できない体(たい)験(けん)ばかりしてるんじゃないですか？」

			「あんたが普通じゃないわよ！」

			　こんな小さなドラゴンじゃ、背中に乗って飛ぶこともできないだろう。もう少しよく考えて、総(そう)司(じ)自身の利益になるようなことを提案すればいいのに、とヘリオドールは思った。

			　でも、初対面のヘリオドールに飲み物をあげたり、フィリアにペンを貸したり、ウトガルドの住人にしてみれば得体の知れない精(せい)霊(れい)とすぐに仲良くなって、頼みを聞いたりする少年だ。仕方ない。

			「私も保護研究課で働いているんです。よろしくお願いします、ニールちゃん」

			『うん、オイラ頑張るよ！』

			　考えてみれば、あのニーズヘッグの炎(ほのお)を防ぐために魔力を使いすぎたのだ。安(あん)堵(ど)したと同時に、全身から力が抜(ぬ)けてしまった。ヘリオドールはその場に座り込んだ。

			「ヘリオドールさん」

			　そんなヘリオドールの前に、総(そう)司(じ)がしゃがみ込んだ。

			「……何よ」

			「疲れているみたいなので、役所まで送っていきます」

			「い、いいわよ。立てないこともないから！」

			　気恥ずかしくてヘリオドールは、根性で立ち上がった。だが、すぐにまたへたり込んでしまう。気力でどうにかなるものではないようだ。

			「あの……やっぱり」

			「へ、変なことしないでよ？　いい？」

			「しませんから」

			　文句を言いながらも、ヘリオドールは総(そう)司(じ)の背中におぶさった。少し癖(くせ)のある黒髪が頬(ほお)に当たって、擽(くすぐ)ったい。

			　まだ会ってからそんなに経ってもおらず、何よりこちらが庇(ひ)護(ご)するべきはずの年下の少年だというのに、ずいぶんと安心する背中だ。決して大きくはないのだが、不思議とドラゴンとの戦いで疲(ひ)弊(へい)していた心が凪(な)いでいく。

			「……変な子なのに、何かムカつくわね」

			　胸の奥のざわつきを紛らわせるように、ヘリオドールは被っていた尖(とんが)り帽(ぼう)子(し)を総(そう)司(じ)の頭に被せた。

			「ヘリオドールさん？」

			「似合っているんじゃないの？　見てないけど」

			「……ありがとうございます」

			　本当に疲れた。総(そう)司(じ)の言葉を聞きながら、ヘリオドールはゆっくりと瞼(まぶた)を閉じた。

			　そして、甘いとは言えないが、妙な雰囲気の流れる二人の様子を眺(なが)めていた、エルフの少女に抱かれた子供ドラゴンが、首を傾(かし)げる。

			『フィリアお姉ちゃん、羨(うらや)ましいの？』

			「そ、そんなことありません！　わ、私はその……」

			　ニールからの無(む)垢(く)な疑問に、フィリアは可(か)哀(わい)想(そう)なくらい頬(ほお)を赤く染めながら、何とか弁(べん)解(かい)しようとした。

		

	
		
			　

			新たな魔王

			　

			　アスガルドの極北に位置する大陸がある。大地はどこも荒(こう)廃(はい)しており、木一本生えていない。空は常に分厚い雲に覆(おお)われ、太陽の光が地上に届くことはない。

			　辺りには瘴(しよう)気(き)が満ちており、無防備な人間が一歩足を踏(ふ)み入れれば、精神に異常を来(きた)し、肉体は一瞬で朽(く)ち果ててしまう。この劣(れつ)悪(あく)な環境で生きていられるのは、アスガルドのなかでもたった一つの種族だけである。魔物と近い体質を持った、魔族だ。

			　魔族の棲(す)む大陸『ラグナロク』。その荒れ果てた大地に、古城が静かに聳(そび)え立っていた。かつて世界を掌(しよう)握(あく)しようと企(たくら)み、人間との戦争によって甚(じん)大(だい)な被害を被った、悪(あつ)鬼(き)の住(すみ)処(か)である。

			　勇者によって魔王が倒されたあと、城は取り壊されると思いきや、現在は新たな持ち主によって管理されていた。

			　臙(えん)脂(じ)色の絨(じゆう)毯(たん)。

			　美しい装(そう)飾(しよく)のされたシャンデリア。

			　宝石のちりばめられた玉座。

			　何もかもが美しい王の間。ここにかつて君(くん)臨(りん)していた、同族にとっても忌(い)まわしき魔族の王はもういない。代わりに玉座に腰を置いていたのは、新たな『魔王』。

			「それで逃げたニーズヘッグの行方(ゆくえ)は掴(つか)めたのか？」

			　強い意志を窺(うかが)わせる凛(りん)とした声でそう尋(たず)ねたのは、黒いドレスを身に纏(まと)い、腰まで伸びた長く炎(ほのお)のように紅(あか)い髪を、ポニーテールにした女性だった。その表情は凛(りん)としたもので、柘榴(ざくろ)色の瞳(ひとみ)はまっすぐ前を見(み)詰(つ)めていた。

			　玉座の前に片(かた)膝(ひざ)を突いているのは、ニヴルヘイムの兵士たちだ。彼らは表情を強(こわ)張(ば)らせながら、王へと視線を向ける。あの暗黒竜を、死者の国から逃したのだ。

			　脱走の手助けをした兵士が自殺に使用した剣には魔法がかけられており、魂(たましい)すらも滅(ほろ)びてしまっていた。

			　手がかりはまったくないとされていた。ところが、思わぬところから情報が飛び込んできたのである。

			「それが、ノルンで捕(ほ)獲(かく)されたとの情報が入ってきています」

			「ノルンで？」

			「はい。なんでも幼生のドラゴンに憑(ひよう)依(い)していたところを捕(と)らえられたそうです。今は首都ユグドラシルの城にいるとか……」

			「そうか……」

			　女性の瞳(ひとみ)に憂(うれ)いの色が浮かぶ。それを見た兵士たちは口々に叫(さけ)んだ。

			「申し訳ありません、レイラ様！　今回の件は私たちの責任です！」

			「罰(ばつ)を受ける覚悟はしております！」

			「落ち着け！　私はお前たちを責めるつもりはない。兵士のなかに旧魔王派がいることは予想できたはずなのに、そこまで頭が回らなかった私に責任がある」

			　レイラと呼ばれた女性は、緩(ゆる)く首を横に振った。

			「しかし……世界を手に入れようとしても、大勢の犠(ぎ)牲(せい)者と無数の悲しみが生まれるのだというのに、なぜそのことに気付けずにいるのだ……」

			「……レイラ様は」

			　沈痛の表情を見せるレイラに、兵士の一人が柔(やわ)らかい声で言う。

			「レイラ様はやはり、人間との戦いを望んでいないのですね……」

			「そうだ、と言えば、お前はこのような脆(ぜい)弱(じやく)な魔王を軽蔑するか？」

			「そのようなことは決してございません。私たちも、レイラ様と同じ気持ちだからです」

			「……ありがとう」

			　嘘(うそ)でもそう言ってくれて嬉(うれ)しい。レイラはまた溜め息をついてから、天井を見上げた。

			「私は強大すぎる魔力を持っていたせいで、二十年前までこの城の地下牢(ろう)獄(ごく)に監禁されていた。持っていただけならよかったのだが、戦いを拒んだがために、囚(とら)われた」

			　誰も傷付けたくない。誰も殺したくない。そんな子供の叫(さけ)びを聞く魔族はいなかった。

			　冷たくて暗くて狭(せま)い部屋にずっと押し込められていたときのことを思い出すと、今でも体が小(こ)刻(きざ)みに震え、吐(は)き気を催(もよお)す。

			　ようやく出してもらえたと思えば、同じ境(きよう)遇(ぐう)の魔族の子供たちと一緒に、外に連れ出された。そこで看(かん)守(しゆ)から言われた言葉は、「魔族なら魔族らしく戦って死ね」だった。

			　このとき、魔王を倒すべく勇者がこちらに向かっていると、初めて知らされた。レイラたちの役目は、その勇者の体力を少しでも減らすことだった。

			　いくら強い魔力を有していても、子供たちでは勇者には勝てるはずはない。だから、せめて魔王が有利になるために働いてこい。まだ幼い子供たちも、魔族というだけで戦争の駒(こま)になることを強要されたのだ。

			　身長三メートルの大男で、巨大な剣でどんな敵も切り裂き、嘲(あざ)笑(わら)う化物。それが、看(かん)守(しゆ)の話していた勇者だった。

			　皆震えながら勇者が来るのを待った。ある者は涙も流れなくなり、ある者はすべて諦(あきら)めたような瞳(ひとみ)をしていた。

			　そして。

			「私は再び魔王と名乗ることにした。魔族の王として、魔族を平和へと導(みちび)くために。あの恐ろしい時代が訪れぬように」

		

	
		
			　

			間章・少年と雨

			　

			　幼い頃に父親を病で亡くし、祖母と母と姉と四人で暮らしていたフィリアにとって、男性とは未知なる存在だった。女であるフィリアと違って、がっしりした体付きに低い声で力持ち。そんな彼らが妙に怖(こわ)い存在に思えて、自分から男性に話しかけることはなかった。

			　嫌(いや)というわけではない。どう接していいか、分からなかったのだ。

			　街を歩いていると、いろんな男たちが笑顔で話しかけてくる。フィリアは会話の練習と思うのだが、そのたびに男たちは母や姉の攻撃魔法によって撃(げき)退(たい)されていた。

			　祖母に至っては、山姥(やまんば)のような形(ぎよう)相(そう)で男たちを投げ飛ばしていた。エルフのなかでも特に美しい容(よう)姿(し)をしているフィリアに邪(よこしま)な欲望を持ち、男が寄ってきていたとは、本人は知らなかった。

			　祖母と母と姉からそのことを明かされたときは、かなりショックだった。

			　そうはいっても、フィリアも年頃の娘である。今のうちに異性との交流の仕方を覚えないのは少しまずい。フィリアが妖(よう)精(せい)や精(せい)霊(れい)と遊んでいる間、祖母と母と姉は真剣に話し合った。

			　議論の末、フィリアを役所で働かせてみようということになった。国の直(ちよく)属(ぞく)の機関なら、公(こう)私(し)混(こん)同(どう)をしない、誠実な男性が多く勤めているはずだ。体術などを学ばなければ生き延(の)びるのは難しい、などという血なまぐさい噂(うわさ)はあるものの、まずはフィリアをそこで慣れさせようという作戦だった。

			　世間に少し疎(うと)いエルフ一家は、その職場が爛(ただ)れた状態にあると知らず、巷(ちまた)では〝性の監(かん)獄(ごく)〟と呼ばれている役所に箱入り娘を行かせることを決意した。フィリアも家族の思いに応えるべく、役所への就職を決めた。ちなみに最初は、人と関わることの少ない精(せい)霊(れい)研究家になるつもりだった。

			　まだ若く純(じゆん)粋(すい)な美少女は、そんな理由でウルドの役所に就職した。穢(けが)れた道に走らないため。

			　

			　そして、フィリアは現在、穢(けが)れた道を爆走していた。

			　

			　現在進行形で混乱している最中の、エルフの美少女。顔は真っ赤に染まり、瞳(ひとみ)は涙で潤(うる)んでいる。小柄で細い体は、ふるふると小(こ)刻(きざ)みに震えていた。

			「まだ降ってますね」

			　明らかに様子のおかしいフィリアに気付いていないのか、総(そう)司(じ)は外を眺(なが)めていた。分厚い灰色の雲から、無数の雨(う)絃(げん)が地上へ叩き付けられている。激しい水音は、当分雨がやまないことを示していた。

			　つまり、それまではここから出られないということだ。この、大きめなベッド、ピンク色の小(こ)瓶(びん)が数本置かれている、机以外は何もない部屋からは。

			「そ、そうですね……」

			　一つしかないベッドには、総(そう)司(じ)が腰かけている。長い間歩いていて足は疲れていたが、彼の近くにいることなどできず、フィリアは壁(かべ)際(ぎわ)まで避(ひ)難(なん)していた。のだが。

			　壁(かべ)に頭を当てていると、隣の部屋からの音声がわずかに聞こえてしまい、フィリアは声にならない悲(ひ)鳴(めい)を上げた。

			　ビタン、と大きな音を立てて壁(かべ)から離れたフィリアを案じてか、総(そう)司(じ)がいつもよりもさらに穏(おだ)やかな声をかけた。

			「フィリアさん、大(だい)丈(じよう)夫(ぶ)ですか……？」

			「大(だい)丈(じよう)夫(ぶ)です！　全然大(だい)丈(じよう)夫(ぶ)ですから！」

			　作り笑顔を浮かべるフィリアは、とても大(だい)丈(じよう)夫(ぶ)そうには見えなかった。それでも本人が大(だい)丈(じよう)夫(ぶ)と言っているんだし、と思ったのか、総(そう)司(じ)はそれ以上は詮(せん)索(さく)しようとはしなかった。

			　今のフィリアにとって、それは救いだった。この混乱の原因を知られるわけには、いかないのだ。

			　だが、この状況が解決するのかと言ったら、それは別問題だ。隣の部屋では、今も元気に励(はげ)んでいて、この部屋には総(そう)司(じ)とフィリアしかいないのだから。

			（どうしようどうしようどうしようどうしよう……!?）

			　女の淫(みだ)らな喘(あえ)ぎ声と男の切羽(せつ　ぱ)詰まった声に、それと何かがぶつかり合う音。

			　それが何か分からないほどフィリアは無知ではなく、保護研究課のアイドル的な存在のエルフの少女は、自らの浅はかな行動を呪(のろ)った。

			　ほんの少しだけ沸(わ)き上がった好奇心に抗(あらが)えず、壁(かべ)に耳を当ててみると、クライマックスを迎えに男女二人の声が聞こえた。一応、就職する前に姉から英才教育を受けていたので、そういった知識は身に付けている。

			　しかし、それを実際に見聞きしてスルーできるほど、経験値を積んでいるわけではない。

			　恐る恐るベッドのほうを見ると、総(そう)司(じ)はのんびりと窓の外を眺(なが)めていた。その感情の読めない横顔を見(み)詰(つ)めているうちに、フィリアの頬(ほお)は紅(こう)潮(ちよう)していく。

			　保護研究課の職員からは「虚(うつ)ろな表情をしている」と言われているが、フィリアにとっては総(そう)司(じ)は大きな存在だった。男らしさはないものの、綺(き)麗(れい)な顔立ち（フィリア考）。常に自分よりも他人のことを優先してくれる優しさ（フィリア考）。時(とき)折(おり)見せる、不思議な強さ（フィリア考）。

			　その何もかもがフィリアを惹(ひ)き付ける、幻(げん)想(そう)的(てき)な少年。そんな総(そう)司(じ)と、どうにかなりたいわけではない。隣にいるだけで、幸せな気分になるのだ。

			　なのにどうして、こんなことになってしまったのだろう。その場に蹲(うずくま)って絶(ぜつ)叫(きよう)しそうになっていると、総(そう)司(じ)の視線がフィリアへ向けられた。

			「……フィリアさん」

			「は、は、はい!!」

			「すみませんでした。こんなことになってしまって」

			「こんな……!?」

			「床じゃ冷たいですよ。こちらへどうぞ」

			「ひゃい!?」

			　総(そう)司(じ)に手招きされた瞬間、フィリアは奇声を上げた。保護研究課の先輩たちの言葉を思い出す。

			『ソウジだって男だから、気を付けろ』

			『性欲なんてまったくありません、みたいな顔している奴(やつ)に限って、実は……って野郎が多いんだからな』

			『フィリアさん、実は僕……とか言って、いきなり押し倒してくるかもしれないぞ』

			　つまり、男だから今、隣の部屋でやっているような行為にも興味がある。それは男なのだから、仕方ない。フィリアも女なのだから、仕方ない。

			　だが、フィリアは総(そう)司(じ)とそうなることなど一度も想像していなかったし、怖(こわ)くて受け入れられない。いくら相手が総(そう)司(じ)でも、恐(きよう)怖(ふ)が拭(ぬぐ)えなかった。

			（どうしよう……でも言う通りにしなかったら、嫌われちゃう。この宿屋に入ろうって言ったの私だし……）

			　先輩たちのアドバイスが、逆にフィリアを追い込んだ。総(そう)司(じ)を、夢見る少女なら誰もが憧(あこが)れる白馬の王子様のように慕(した)っていただけなら、ここまで動(どう)揺(よう)しなかっただろう。男の恐ろしさを聞いていたせいで、側にいる人物が男であると、必要以上に意識してしまっていたのだ。

			　フィリアの顔から赤みが引いて、逆に青ざめていく。嫌われないためにはやはり、彼に従うしかないだろう。震える足でゆっくりゆっくりベッドに近付いて、総(そう)司(じ)の隣に座る。

			　明らかに小動物のように怯(おび)えている少女を、さすがに放(ほう)置(ち)しておけないと思ったのか、総(そう)司(じ)が首を傾(かし)げて尋(たず)ねる。

			「？　フィリアさん、どこか具合が悪いんですか？」

			「そ、そんなことないです……！」

			「でも顔色があまり良くないですよ。……道案内なんて頼んで、すみませんでした」

			　頭を下げる総(そう)司(じ)に、フィリアは困(こん)惑(わく)する。

			　今日、総(そう)司(じ)は住民課からお使いを頼まれた。頼まれたものは、ウルドの中心部から少し離れた街の店に売っており、総(そう)司(じ)の道案内役としてフィリアが選ばれたのだ。

			　街に行く途中、大好きな人と二人きりで出かけられることを、内心喜んでいたフィリアを嘲(あざ)笑(わら)うかのように、突然降り出した豪雨。傘(かさ)を持っていなかった二人は、慌(あわ)てて雨宿りできる場所を探した。

			　その際、擦(す)れ違った男から「お嬢ちゃんたち、あそこ入ったらどうだい？」と案内されたのが、この店である。フィリアはその男の言葉に従い、建物を観察している総(そう)司(じ)を半ば無理矢理引き連れてなかへ入った。

			　おかしいと思ったのは、その直後。フロントでどの部屋にするか聞かれ、よく分からずに空室を選んだあとに、店員がニヤリと笑いながら総(そう)司(じ)へこう言ったのだ。

			『兄さん、淡白(たん　ぱく)そうな顔しといてやることやるんだねぇ』

			『はい……？』

			　総(そう)司(じ)は困(こん)惑(わく)していたが、結局二人は部屋に入った。

			　その後、鍵(かぎ)を渡されて部屋に向かう途中に聞いた喘ぎ声や、ベッドが軋む音に、フィリアは確信した。ここが『そういう』ことをする店であると。

			「雨やみませんねぇ」

			　二人並んでベッドの上に座ること数分。フィリアは落ち着きを取り戻しつつあった。総(そう)司(じ)へ抱いていた恐(きよう)怖(ふ)心もなくなっていた。

			　それは震えるフィリアに総(そう)司(じ)が声をかけたり、体にシーツを巻いてあげたりと優しくしてくれたおかげだ。

			　そこに、性欲は一切絡んでいなかった。

			「ソウジさん……あの……ごめんなさい……」

			「はい？」

			「私、ソウジさんのこと勝手に怖(こわ)がってました……」

			「……何のことか分かりませんが、今はもう僕のこと怖(こわ)いって思ってないなら、かまいませんから」

			　そう言いながら、総(そう)司(じ)は少しだけ濡れた鞄(かばん)のなかから白いものを取り出した。それは、柔(やわ)らかい紙で作った人型の人形のようだった。頭部らしき丸めた部分に、目と鼻と口が描かれていた。

			「何ですか、それ？」

			「てるてる坊主です。雨が降って欲しくないときに、窓際に吊(つ)るすと効力を発(はつ)揮(き)するんです」

			「ソウジさんの世界に存在する、呪(のろ)いなんですね。初めて見ました……」

			「結構効くんですよ。多分、首を斬(き)られないように皆必死なんだと思います」

			　一瞬、恐ろしいワードが聞こえた気がしたが、フィリアは聞き流すことにした。黙(だま)って、窓際に紐で『てるてる坊主』を吊(つ)るす総(そう)司(じ)の後ろ姿を見(み)詰(つ)める。

			　総(そう)司(じ)は、再びベッドに腰を下ろして鞄(かばん)のなかに手を突っ込んだ。その顔は、ほんの少しだけ真剣そうだ。

			（そういえば、ソウジさんの笑ったところ、見たことないなぁ……）

			　笑顔どころか、喜(き)怒(ど)哀(あい)楽(らく)の一切を顔に出さない。かといって無愛(あい)想(そ)なわけでもない。顔に出さないぶん、行動や言葉で優しさを表現する人だった。

			　何か深い事情でもあるのだろうか。考えれば考えるほど、心配になってくる。

			「あ、あった……」

			　そう言いながら総(そう)司(じ)が取り出したのは、青い小さな帽(ぼう)子(し)だった。毛糸で編まれて、温かそうだ。だが、フィリアには少しサイズが小さいような気がする。

			「フィリアさん、これニールに渡しておいてくれませんか？」

			「ニールに？」

			「はい。前に僕が編み物をすると話したら、何か作って欲しいとねだられまして……とりあえず帽(ぼう)子(し)にしてみました」

			「そうなんですか……って、え!?　編み物!?」

			　総(そう)司(じ)が編み物。初耳である。驚(おどろ)きながらも、フィリアは渡された毛糸の帽(ぼう)子(し)を見た。綺(き)麗(れい)に編まれている。フィリアの祖母は編み物が趣味で、よくマフラーや手袋を編んでくれたが、同じくらい上手かもしれない。

			「僕、けっこう、こういうのも好きでやってるんです。編み物の他に、羊(よう)毛(もう)フェルトにもはまってます」

			「ヨウモウフェルト……ですか」

			「ふわふわの羊の毛を、針(はり)で刺して丸めて、人形とかを作るんです。例えば、こんなのとか」

			　総(そう)司(じ)が鞄(かばん)から取り出したのは、掌(てのひら)サイズの茶色い猫と白い兎(うさぎ)の羊(よう)毛(もう)で作った、人形だった。

			（可愛(かわい)い……！）

			　とても羊(よう)毛(もう)で作ったとは思えない、ぬいぐるみのような愛らしい見た目の猫と兎(うさぎ)。それを作ったのが総(そう)司(じ)。作者と作品から放たれる癒(いや)しの波動に、フィリアは目を輝(かがや)かせた。

			　総(そう)司(じ)は少しだけ首を傾(かし)げると、掌(てのひら)の上の二匹をフィリアへ差し出した。

			「……よかったら、もらってくれませんか？」

			「いいんですか!?　あ……えと、こんなに可愛(かわい)いものを……」

			「どうぞ。彼らも、フィリアさんが持っていたほうが喜ぶと思いますから」

			　ふわりと軽い質感の人形が、フィリアの小さな掌(てのひら)にそっと置かれる。この子たちは宝物に決定だ。

			　フィリアは愛(いと)しげに、猫の頭を人差し指で撫(な)でた。

			「あの、ありがとうございます！　大切にします……！」

			「いえ、喜んでもらえて僕も嬉(うれ)しいです」

			「そんなソウジさ……」

			　人形から総(そう)司(じ)へ視線を向けたフィリアは、そこで言葉を止めた。頭から湯(ゆ)気(げ)が出るのでは、というくらい顔が赤く染まっていく。

			「ソ、ソウジさん今、今一瞬だけっ、わら、わらっ……」

			「藁(わら)？」

			　口をパクパクさせる美少女に、総(そう)司(じ)は首を傾(かし)げるのだった。

		

	
		
			　

			少年と狐(きつね)

			　

			　お母さん、元気ですか？

			　私ヘリオドールは元気です。毎日役所のなかを全力疾走しているおかげで、魔女なのに脚に筋肉がつき、後輩からかっこいいと言われました。できれば、美人と言われたかったです。

			　さて、今少しだけ触(ふ)れましたが、雑用係としていろんな部署のお手伝いをしている私にも、後輩というか、部下みたいな子ができました。総(そう)司(じ)君という男の子です。二十年前にこのアスガルドを救った勇者と同じ、異世界ウトガルドからやって来ました。

			　そのせいか、いろいろと凄(すご)い子です。うちの所長の結界を素(す)手(で)で破(は)壊(かい)しやがりました。妖(よう)精(せい)霊(れい)が見えるだけでなく、会話もできます。あと、ドラゴンを舎弟にしました。

			　その総(そう)司(じ)君がウルドの役所に入ってから三週間が経ちますが、とっても助かっています。鑑(かん)定(てい)課では、冒険者たちが持ってきたいろんなアイテムを運ぶのが私たちの仕事ですが、総(そう)司(じ)君が重いものを持ってくれるのです。男が二人がかりで運ぶような巨大な石を、一人で持っているのを見たときは絶句しました。

			　妖(よう)精(せい)・精(せい)霊(れい)保護研究課では、ここのペットになったドラゴンと一緒に妖(よう)精(せい)霊(れい)から話を聞いて、それを職員に伝えています。総(そう)司(じ)君は、保護研究課のお姫(ひめ)様(さま)的な存在のフィリアちゃんに好かれているので、行くたびに入らないかと勧(かん)誘(ゆう)されています。

			　総(そう)司(じ)君には、向こうの世界の『学校』という施設で朝から夕方頃まで過ごしたあとに、こっちに来て数時間仕事をしてもらっています。

			　そして、週に二日間学校がない日があるので、いつもよりこの二日間は仕事の時間が長めです。土曜日と日曜日という日らしいです（向こうでは曜日というものが存在するのです）。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ウトガルドで言うところの土曜日、雑用係の二人は住民課にいた。

			「仕事前にヘリオドールさんから教えられてはいましたけど、こっちの世界には本当にいろんな人がいるんですね」

			　本棚の前で、総(そう)司(じ)はペラペラと住民簿を捲(めく)りながら言った。いつもと変わらない抑(よく)揚(よう)のない声にも聞こえるが、そこにはわずかな驚(おどろ)きが滲(にじ)み出ている。

			　隣で住民簿の整理を行っていたヘリオドールは、得意気にふふん、と鼻を鳴らした。自分が何かをしたわけではないが、このような反応をする総(そう)司(じ)はあまり見たことがなく、楽しかった。

			「こっちの世界じゃ、動物と人間の混(こん)血(けつ)なんて当たり前なのよ。あんたたちの世界でキャーキャー騒がれてる猫耳や兎(うさぎ)耳(みみ)なんて、普通よ、普通」

			「そうなんですか。あ、この鳥(ちよう)翼(よく)族とかは鳥の翼を持ってて、飛ぶこともできる人たちでしたっけ」

			「そうそう。水に濡れると下半身が魚になってしまう種族は、こっちでも人魚族って呼ばれてるけどね」

			　ウルドの中心部だけでも、獣(じゆう)人(じん)の数は非常に多い。地方から、様々な夢を求めてやって来るのだ。

			「獣(じゆう)人(じん)も、その種族ごとに能力が異なっているわ。例えば狼(おおかみ)やライオン、熊とかの獣(じゆう)人(じん)は、生まれつき力が強いからパワー主体の冒険者に向いているの。飛行能力を持つ鳥(ちよう)翼(よく)族はシルフと、水のなかを自在に泳げる人魚族はウンディーネと密接な繋(つな)がりを持つから、魔術師や錬(れん)金(きん)術(じゆつ)師に向いてたりとか」

			「そういえば、リリスさんって頭から角が生えてますよね。バッファローの獣(じゆう)人(じん)なんですか？　それか羊とか……」

			「ファーストチョイス、ゴツいな!!　……リリスは獣(じゆう)人(じん)じゃなくて魔族のハーフ」

			　魔族のハーフは、純血の人間や獣(じゆう)人(じん)と比べると、長命だ。サキュバスと人間の混(こん)血(けつ)であるリリスの実年齢を知っているのは、彼女が大のお気に入りの所長くらいだろう。

			　以前リリスに年齢を聞こうとした男性職員が、仮眠室に連行されて、数時間後、瀕(ひん)死(し)の状態で発見された事件があった。それも全(ぜん)裸(ら)で。精力を吸い尽(つ)くされたらしい。女性に年齢を聞いてはならないのだと、男たちは震え上がっていた。

			「ちなみにこの住民課にも、一人獣(じゆう)人(じん)がいるわ。最近まで城のほうに出張してたから、あんたはまだ会ったことないと思うけ……」

			「どうも、新人君」

			　背後から総(そう)司(じ)の肩を叩いたのは、やや長めの黒髪の青年だった。その頭部には獣の耳。住民課に在(ざい)籍(せき)しているという獣(じゆう)人(じん)だろうか？

			　青年は、目を丸くしている総(そう)司(じ)に優しく微笑(ほほえ)んだ。

			「無茶苦茶なことばっかりしている新人がいるって聞いてたけど、物静かそうじゃないか。もっとごつい男を想像してたんだけど、拍(ひよう)子(し)抜(ぬ)けというか……」

			「ご期待に応えられずすみません」

			「謝らないの、総(そう)司(じ)君。で、あんたはこの子に何しようとしてんのよ、オボロ」

			　総(そう)司(じ)を庇(かば)って前に出てきたヘリオドールに、オボロはくくっ、と喉(のど)の奥で笑った。

			「いやね、あの変態所長の心をへし折ったとかっていう新人なら、うちのでくの坊も何とかしてくれるんじゃないかなって思ったわけ。別に、彼を利用してどうこうってわけじゃないから安心してよ」

			「あの……意図して折ったというわけでは」

			「何か腹(はら)の立つ言い方ね……で、でくの坊っていうのは？」

			「ほら、あそこで職員に無理難題押し付けている、馬(ば)鹿(か)ですよ」

			　オボロが指を差したのは、住民課の奥、課長のデスクだった。そこでは困り顔の職員と困り顔の課長が、口論している最中だった。

			「どうして急にそんな話になったか、教えてください！」

			「お、落ち着いて……わしも君には申し訳ないと思ってるんだよ……ね？」

			「ね、じゃありません！　提出が間に合わなくなって僕に押し付けるって、どういうことですか。もっと早く、こうなるってことは予測できなかったんですか？　あんた、ここに何年いるんですか」

			「い、いや、でも、本当に申し訳ないとは思ってるんだよ……ね？　ここは上司命令だと思って……ね？　言うこと聞かないと、わしも君の成績下げなくちゃならないし……ね？」

			　初めは職員が課長に文句を言っているのだと思ったが、課長の言葉からして、そんな単純な話でもないようだ。悔(くや)し気な表情を浮かべる同(どう)僚(りよう)に同情するように、他の職員が視線を向けるが、課長がそれに気付くと、皆一斉に逸(そ)らした。

			「どうして皆、そんな顔をするんだろう……ね？　上司にあんまり逆らうようだと、ワシもけっこう考えなくちゃいけないんだけど……ね？」

			　課長はおどおどしているように見えて、口元は笑っている。何とも、嫌(けん)悪(お)感を掻(か)き立てられる笑顔だ。様子を窺(うかが)っていたヘリオドールは、「うえっ」と声を上げた。

			「そういや、あの親父ってあんなんだったわね……でくの坊っていうか、クズだわ」

			「いつもあんな調子で、仕事を全然しないんだよ。仕事は他の職員で何とかやってるんだけど、うざいからどうにかしてくれない？　あのおっさんに、戦力として期待はしていないんだよ。もう無理なら無理で、とっととうちの課から追放して欲しいのさ」

			「できるかしらね～……あいつって所長と仲いいのよ。所長には何言っても無(む)駄(だ)だと思うし、本人に言ってもあんな感じに、のらりくらりと躱(かわ)されるわよ」

			　唇を尖(とが)らせる魔女に、オボロは大げさなくらい深い溜め息をついた。

			「だから所長も敵(かな)わないっていう噂(うわさ)の新人君、呼んだんじゃない。ちょっと考えなよ、おばさん」

			「誰がおば……!?」

			　まだ二十三歳なのに。思わず大声を上げそうになるヘリオドールの口を塞(ふさ)いだのは、総(そう)司(じ)だった。「室内ですから」という冷静な言葉付きだ。

			「ん……ああ、ヘリオドールちゃん、久しぶりだ……ね？」

			　そうこうしていたら、課長に気付かれた。仕方ないので近付くと、課長は嬉(うれ)しそうな笑顔を浮かべている。この男はヘリオドールがお気に入りだった。

			　気持ち悪い。背(せ)筋(すじ)を震わせながら、ヘリオドールは助けを求めるようにオボロのほうを向いたが、そこには彼の姿はなかった。課の入口で爽(さわ)やかな笑みを浮かべて、手を振っている。逃げやがった。

			　頑張ってね。そんな言葉が聞こえてくるようである。

			「ヘリオドールさん、頑張ってください」

			　部下からの激(げき)励(れい)に、魔女は気合を入れて、にやにや笑う変態に向き合った。

			「実は僕がユグドラシル城に出張に行ってるあいだ、住民課はかなり忙しかったんだよ……ね。課長がいなくなるのは、思ったよりダメージがでかくて……さ」

			「で？」

			「月に一度、城に提出しなければならない書類の整理も全然終わってなかったんだ……よね」

			　ちらりと課長が見たのは、自分の机の隣の机だった。大量の書類が積み上がっており、決して小柄とは言えない課長の背をゆうに超える高さまで、到達していた。

			　まさかこれを、とヘリオドールがぽかんと口を開ける。成り行きを静かに見守っていた職員も知っていたようで、驚(おどろ)くことはなく、気まずそうな様子で自分の仕事を再開した。

			　奇妙な沈(ちん)黙(もく)のなか、総(そう)司(じ)がいつもと変わらぬテンションで尋(たず)ねた。

			「これを、あの職員さんに何日でやらせるつもりだったんですか？」

			「二日ぐらい……だよ？　彼ならそれぐらい大(だい)丈(じよう)夫(ぶ)だと思った……し」

			「はあ」

			「終わるわけあるかぁ!!」

			　ヘリオドールが怒(ど)鳴(な)り声を上げた。あの量の書類をすべて部下に押し付けようとしていたのだ。これはたとえ相手が上司だとしても、怒っていいレベルだ。

			　ヘリオドールがすっと目を通す。本来は課長がすべて記入する、重要書類だった。

			「これはあんたの仕事じゃないの。せめてちょっとぐらいやりなさいよ！」

			「忙しくて……ね？　それに部下は上司を支えるのが当然だ……し」

			　課長は誰とも視線を合わさず、ずっと目を泳がせている。自分には責任はないと主張したいらしい。課長になる前、仕事を溜め込んだまま街に出て遊び呆ける悪(あく)癖(へき)があったようだが、まだ治ってなかったようだ。本当にこの役所は人選ミスが酷(ひど)い。

			「んー……でも何か気分転換ができれば、やる気が出てワシでもやれるかもしれない……ね」

			「あ？」

			「ヘリオドールちゃん、この仕事ワシにやって欲しいなら、デートしてくれないか……な？」

			「いやよ」

			　ヘリオドールは返した。仕事はやってもらいたいが、それとこれとでは話が別なのだ。さすが、所長とのマブダチだと、魔女の顔は苦虫を百匹噛(か)み殺したように渋くなった。

			「一回くらいいいよ……ね？　それだけで住民課の職員たちの負(ふ)担(たん)も軽くなるんだし……ね？」

			「あんたが最初から頑張ればいいでしょうが！　どうして、私がこの課の命運を握(にぎ)ってるような流れになってんのよ!?」

			　そう抗議しつつも、職員たちの目はヘリオドールへと注(そそ)がれていた。この人が課長とデートしてくれれば仕事は減る。そう言いたげに。

			　各課のサポートが仕事。つまり、課長のやる気を起こさせるためのデートも仕事のうち。諦(あきら)めの境地でＯＫしようかと、ヘリオドールが思ったときだった。

			「これ何ですか？」

			　総(そう)司(じ)が不思議そうに手に持っているものを見下ろす。一冊の本だった。革のカバーがかけられており、タイトルは分からないが、それを見た瞬間、住民課の課長の顔色が変わった。

			「そ、それは駄(だ)目(め)だ……よ!?　早く返して……ね!?」

			「総(そう)司(じ)君、それどこで見付けたの？」

			「この課長さんの机の横に落ちてました。課長さんの私物でしょうか？」

			「か、か、返し……て！」

			　課長が真っ青になって総(そう)司(じ)へと飛びかかる。その拍(ひよう)子(し)に、総(そう)司(じ)は本を宙に放ってしまった。飛んでいった先はヘリオドールの手のなか。

			　手に取ってしまえば、読みたくなるのが人間という生き物である。何気なくページを捲(めく)り、魔女は凍(こお)り付いた。

			「ヘリオドールさん、人の本は勝手に読んじゃいけませんよ」

			「いいのよ、総(そう)司(じ)君。これは本じゃなくて、そのおっさんの日記だから」

			「日記なら、なおさら読むのはまずいんじゃないですか？」

			「そうねぇ、どのページも今日はあの子が可愛(かわい)かったとか、あの女の子とあんなことこんなことしたいなぁとか、部下はいつまで経っても役立たずだとか、もっと働いてもらわないと遊びに行けないとか、書いてあるんだものね。読まれたら大変よねぇ」

			「思い切り中身、言ってますけど……」

			　日記の中身をすべて暴(ばく)露(ろ)された課長の顔面は大変なことになっていたし、職員たちの顔面はもっと大変なことになっていた。日頃から我(が)慢(まん)していたものの、こうはっきり言われると、堪(かん)忍(にん)袋(ぶくろ)の尾が切れてしまったようだ。

			　重苦しい雰囲気のなか、「そんなに課長さんを困らせてはいけませんよ」と、唯(ゆい)一(いつ)擁(よう)護(ご)の言葉をかけたのは総(そう)司(じ)だった。

			「でも、日記にこっそり書いていないで、ちゃんと言いたいことがあるならはっきり言ったほうがいいですよ。そうでなければ、自分の気持ちが相手に伝わることはありませんから」

			「え……」

			「さあ、はっきりと大声で言いましょう。自分は何も悪くないと。上司の尻(しり)拭(ぬぐ)いをするのは部下であると……」

			　課長がぎょっとした顔で、総(そう)司(じ)を直視した。否定するように首を横に振りまくるが、少年の猛(もう)攻(こう)は静かに続く。

			「人間、正直になるのが一番ですよ。自分の殻(から)に閉じ籠(こも)もったままでは何も変わりません。今こそ立ち上がるときだと思いませんか？」

			「ワ、ワシだってそこまでは思ってない……よ!?　ワシの大切な部下にそんな酷(ひど)い扱いするわけが……」

			　何とか言い繕(つくろ)おうとするものの、大量の呆(あき)れた視線が課長に突き刺さっていった。

			「それでは、課長……」

			「すまなかった！」

			「はい？」

			「悪いのはワシだ！　君なら何でもできるから楽をしようと思って、書類をやらないで遊びに行ってたんだよ！　この通り謝る!!　だからもう、こんな辱(はずかし)めはやめてくれぇぇぇぇぇぇ!!」

			　いつもぼそぼそと話す課長が、こんな大声で叫(さけ)ぶのは初めてのことだった。先ほどの羞(しゆう)恥(ち)プレイがよほど堪(こた)えたのか、顔は茹(ゆ)で蛸(だこ)のように真っ赤になっていた。

			　その様子を見ていた総(そう)司(じ)が呟(つぶや)いた一言に、ヘリオドールは震(しん)撼(かん)した。

			「辱(はずかし)めって、いったいどうしたんですかね？」

			「あんたの、えげつない羞(しゆう)恥(ち)プレイに決まってるでしょうが」

			「僕は、あの人が自分は悪くないって言おうとしてるのに、言えなさそうだったから、促(うなが)しただけですけど。急に意見が変わりました……ね」

			「あんた、分かっててやったの？　それとも天然？　どっちにしても怖(こわ)いけど」

			　平然とした表情からは、故(こ)意(い)なのか過(か)失(しつ)なのか判別できない。真っ向から咎(とが)めても、のらりくらりとかわしそうだったあの課長には、一番いい方法だったのかもしれないが。

			　しかし、やはりこの少年がたまに見せる静かな狂(きよう)気(き)は、ヘリオドールにとって恐(きよう)怖(ふ)以外の何物でもなかった。

			　とは言ったものの、助かったと感謝しているのも事実。もう少しであの男とデートをする羽目になるところだった。

			「あの、総(そう)司(じ)君。一応言っておくわね。あり……」

			「さすが、新人君！　やってくれたね！」

			　ヘリオドールの言葉を遮(さえぎ)ったのは、先ほど逃走したと思っていたはずのオボロだった。満面の笑みを浮かべて、総(そう)司(じ)の両手をしっかり握(にぎ)っている。邪(じや)魔(ま)されたような気分になり、ヘリオドールは総(そう)司(じ)に負けず劣(おと)らずの無表情で、二人を引き剥(は)がした。

		

	
		
			　

			少年と共同作業

			　

			「では始めましょう」

			　自分たち以外誰もいない、長机と椅子だけが並ぶ室内に谺(こだま)する総(そう)司(じ)の声。直後、机の上の大量の紙が、強風に煽(あお)られて宙に浮かぶ。

			　魔力をさほど持たない人間から見れば、何事かという光景。平然と書類の処理を始めた総(そう)司(じ)とは対照的に、ヘリオドールは呆(ぼう)然(ぜん)と頭上を見上げていた。

			　そのあまりにも小さな体に、強大な魔力を秘めた可(か)憐(れん)な種族・妖(よう)精(せい)。背中から小さな羽を生やした小さな少女たちが、総(そう)司(じ)の指示を受けて紙を仕分けしていた。

			　机の上には、自分の体と同じ大きさのハンコを持った妖(よう)精(せい)が二体、眼(め)鏡(がね)をかけてでき上がりの書類を待つ妖(よう)精(せい)が二体いた。

			（妖(よう)精(せい)に仕事を手伝わせるなんて、聞いたことがないわよ……）

			　魔力を持っていないくせに妖(よう)精(せい)霊(れい)と会話ができるのは知っていたものの、彼らをこんなふうに使うとは、考えもしなかった。妖(よう)精(せい)霊(れい)を服(ふく)従(じゆう)させられるなら、もっとマシな活用法があるはずだ。地味な作業を手伝わせるのは、はっきり言って無(む)駄(だ)だ。無(む)駄(だ)遣いだ。

			「ヘリオドールさん？　さっきからボーッとしてますけど、どうかしましたか？」

			「凄(すご)いと思ったのよ。妖(よう)精(せい)が人間にこんな形で手を貸すところなんて、初めて見たから」

			「僕を手伝いに任命してくれるのは嬉(うれ)しかったんですけど、まだ新人の僕では作業が遅くて、ヘリオドールさんの足を引っ張ると思ったんです。それで、どうしようかと妖(よう)精(せい)さんたちに相談したら、手伝ってくれることになりました」

			「保護研究課に行ったと思ったら、妖(よう)精(せい)を借りてたのね……」

			　ヘリオドールは溜め息をつき、数十分前のことを思い出した。

			　

			『じゃあ、このでくの坊が溜め込んだ書類の始末は君たちに任せるね！』

			　オボロの口から飛び出したその一言は、彼の爽(さわ)やかな笑顔でも相(そう)殺(さい)できない衝(しよう)撃(げき)があった。

			　君たちに任せるとは、いったい全体どういうことか。つい無言になって胸倉を掴(つか)んできた魔女に、オボロは臆(おく)する素振りも見せず、説明を始めた。

			　でくの坊を何とかしろとは言ったが、仕事をやらせるようにしろとは一言も言っていない。ただ課長席で踏(ふ)ん反り返っているのを見ているだけで腹(はら)が立つので、一度あの図太そうな精神を再起不能になるまで叩き折って欲しかった。

			　でくの坊に仕事なんぞ望んでいない。どうせ普段やらない仕事をやらせても、遅くて話にならない。住民課の仕事にも慣れているヘリオドールのほうが、何倍も使える。

			　だからお願い。

			　要約すると、そんなことを言われてしまっては、ヘリオドールも断れない。

			　それどころか、仕事を評価されて、上機(き)嫌(げん)になって引き受けてしまった。膨(ぼう)大(だい)な量だというのに。

			「最初から、この仕事は私たちにやらせるつもりで、単にあんたを使って課長を凹(へこ)ましてやりたかっただけなのよ、あの狐(きつね)は」

			「僕をですか？」

			「あいつはあんたに興味を持っているのよ。ニーズヘッグを捕(つか)まえた張本人として」

			　ウルドの森の妖(よう)精(せい)霊(れい)を大量に喰(く)らっていた暗黒竜は、すぐにユグドラシル城に引き渡された。その際の混乱を、ヘリオドールはよく覚えている。

			　誰もがフラスコのなかに入っている黒トカゲを見て顔を恐(きよう)怖(ふ)で歪(ゆが)め、逃げ出した者までいた。優秀な魔術師ですら言葉を失い、後ずさりをする始末。

			　自分たちがどれほど恐ろしい魔物を相手にしたのか、改めて思い知ったヘリオドールの足はかくかくと震えた。

			　魂(たましい)だけの存在とはいえ、魔王直(ちよく)属(ぞく)の配(はい)下(か)。

			　城の人間は「このことは絶対に口外しないように」と、告(つ)げて、ニーズヘッグとともに去って行った。オボロはどこから情報を得たのか分からないが、このことを知っているようだった。

			「そういえば」

			「何よ？」

			「ニーズヘッグさんはどうなるんですか？」

			「さあ。城に連れて行かれてからどうなったかは、私にも知らされていないわ。多分、このことは所長も知らないと思う」

			「そうなんですか……魔王さんとかが取り返しに来そうな感じもしますけどね」

			　ばさっ。

			　ヘリオドールは、持っていた書類を落とした。何と恐ろしいことを、さらりと言うのだ、この少年は。

			　ユグドラシル城が今回の件を伏(ふ)せているのは、それが民(たみ)に知られ、混乱を招かないようにするためだというのに。

			「……でもね、その話も案外ないとは言い切れないのよ」

			「どういうことですか？」

			「新しい魔王がいるの」

			　勇者によって、虐(ぎやく)殺(さつ)を繰り返していた魔王が滅(ほろ)ぼされたあと、魔王の軍隊の本拠地であり、魔族の棲(す)む大陸であったラグナロクでは、長いあいだ混乱が続いていた。

			　偉(い)大(だい)なる魔王の意志を継いで、もう一度人間へと戦いを挑(いど)もうとする過激派と、悪の権(ごん)化(げ)である魔王からの支配から逃れるべきだと説く穏(おん)健(けん)派(は)との争いは、十五年が経とうとしても収まることはなかった。

			　仲(ちゆう)裁(さい)という名の穏(おん)健(けん)派(は)の援(えん)護(ご)に入ろうとした人間の国々も、ラグナロクに満ちる瘴(しよう)気(き)によって介(かい)入(にゆう)することができずにいた。

			　事態が動いたのは五年前。その頃になると、過激派のなかからも二十年前に犯した同族の罪の重さ、戦争の愚(おろ)かさに気付く者も現れるようになった。時の経過が、彼らから闘(とう)争(そう)心(しん)を静かに奪っていったのである。

			　勢力を増やした穏(おん)健(けん)派(は)は、荒(こう)廃(はい)したラグナロクの統一を図るため、魔族の導(みちび)き手になる指導者を立てた。自分の脅(きよう)威(い)ともなりうる魔力を有していたために、魔王に幽(ゆう)閉(へい)されていた魔族が選ばれた。

			　そして、その指導者は、自らを『魔王』と名乗ったという。

			「そいつは魔族を総(す)べる王として『魔王』って名乗っているみたいだけど、ほとんどラグナロクからの情報が得られない人間にしてみれば、イマイチ信用できないのよ。過激派だとか穏(おん)健(けん)派(は)って話も実は全部ガセで、あの大陸にいる魔族は全員戦争を起こそうとしてんじゃないか、って噂(うわさ)もあるくらいだし」

			「大変ですねぇ」

			「でしょ？」

			「いえ、魔王さんが」

			　総(そう)司(じ)が書類を妖(よう)精(せい)から受け取りながらした返答は、意外なものだった。

			「全部本当の話で、その魔王さんが平和を目指して頑張っているなら、人間に信用されていなくて大変だなって」

			「……私だって信用したくないわけじゃないわ。人間の国に住んでいる魔族だってたくさんいるし、人間にだってどうしようもないクズ野郎がたくさんいるって、分かっているし」

			「クズ野郎って、そこまで言わなくても……」

			「あんたは変なところで純(じゆん)粋(すい)そうだから言っておくわよ。この世の中には、絶対に好きになれそうにもない奴(やつ)が大勢いるの。例を挙げるなら、まずうちの役所の所長でしょ、住民課の課長でしょ。……そんでもって、あの狐(きつね)」

			　ヘリオドールが、脳(のう)裏(り)にこの大仕事を押し付けた人物を思い浮かべていると、ドアが数回ノックされて、静かに開いた。入ってきのは、エルフの少女だった。

			「あの……ソウジさん、調子はどうでしょうか？」

			「フィリアさんが妖(よう)精(せい)たちを貸してくれたおかげで、進んでます」

			「え……？　妖(よう)精(せい)さんにお仕事を手伝ってもらってたんですか？」

			　妖(よう)精(せい)と一緒に仕事をしていた総(そう)司(じ)に、フィリアが困(こん)惑(わく)に満ちた声で聞いた。

			　だが、すぐに「そういえば」と憂(うれ)いの表情を浮かべた。

			「さっきまで、森の妖(よう)精(せい)霊(れい)の調査をしていたんですけど……」

			「また何かあったんですか？」

			「いえ、あの黒いドラゴンがいなくなってから、森にはまた妖(よう)精(せい)霊(れい)が増え始めました。それは大(だい)丈(じよう)夫(ぶ)なんですけど……」

			「……フィリアさん？」

			　どこか顔色の悪い少女の顔を、総(そう)司(じ)と総(そう)司(じ)に纏(まと)わり付いていた妖(よう)精(せい)が心配そうに覗(のぞ)き込む。

			「皆、何かに怯(おび)えているみたいなんです」

			「怯(おび)えているって……またニーズヘッグみたいなもんがいるかもしれないってこと？」

			「そこまでは分かりません。でも、皆それでどこかに隠(かく)れちゃって、気配があっても、全然姿を見せてくれないんです。私も、何か恐ろしいものが来るかもしれないって不安で……」

			　襲いかかる恐(きよう)怖(ふ)に耐えるように拳(こぶし)をぎゅっと握(にぎ)るフィリアを前に、ヘリオドールは思案する。エルフは妖(よう)精(せい)霊(れい)と近い体質をしている。彼らの不安を感じ取ったのだろう。

			　彼女たちの恐れているものは何なのだろう？

			　あることに思い至ったヘリオドールは、顔面蒼(そう)白(はく)になって頭を抱えた。

			「ヘリオドールさん、どうしました？」

			「あのね……それ、もしかしてニーズヘッグを取り返しにきた魔王とかじゃないかな……って思ったのよ」

			　半笑いを浮かべるヘリオドールに、続く言葉は出てこなかった。総(そう)司(じ)はいつも通りの無表情で黙々と仕事をしているが、フィリアは凍(こお)り付いていた。

			「……あくまで、もしかしてって話よ」

			　ヘリオドールは、盛大に後悔した。

		

	
		
			　

			少年と魔王

			　

			　昼時になると、ウルド中心部のレストラン街や露店街は大きな賑(にぎ)わいを見せる。人の波に押し流されないように正面から歩いてくる冒険者を避(さ)けつつ、ひたすら前に向かって歩いている人物に、周囲の人間たちの視線が注(そそ)がれる。

			　後頭部で一つに束ねている真(しん)紅(く)の髪と、柘榴(ざくろ)色の双(そう)眸(ぼう)。そのスタイルのよい肢(し)体(たい)を包み込んだ漆(しつ)黒(こく)のドレス。美しい女性に異性は見(み)惚(と)れ、同性は羨(せん)望(ぼう)と嫉(しつ)妬(と)の眼(まな)差(ざ)しを向ける。

		

	
		
			[image: p141.jpg]
		

	
		
			　女性は注目されていることを知ってか知らずか、いやおそらく知らずに、目を細めて溜め息をつくのだった。

			「ふむ……」

			　彼女の名はレイラ。ラグナロクを治める魔族の頂点に立つ存在であり、第二の『魔王』。この街のど真ん中を歩く美女が、世界を恐れさせている存在だと分かったら、中心部だけでなく、ノルンの国全体がパニックになるだろう。

			　それほどまでに、魔王の存在は脅(きよう)威(い)だった。

			　そのことをレイラは知っていた。なので、魔族だと分からないようにその膨(ぼう)大(だい)な魔力を制御し、ただの魔力の弱い人間のフリをしていた。他の魔族とは違い、角や翼は生えていない。擬(ぎ)態(たい)の準備はそれだけで十分だった。

			　さて、レイラがわざわざ城を抜(ぬ)け出して、このウルドの街に来たのにはれっきとした理由がある。ニヴルヘイムから脱走した、暗黒竜ニーズヘッグの安(あん)否(ぴ)を確かめるためだ。

			　兵士たちは魔王直々に動いてもらうのは申し訳ないと顔色を変えたが、今回の件は自分に大きな責任があると、レイラは考えていた。

			　それに、レイラは人間の世界については疎(うと)かった。

			　幼少時代はずっと先代魔王によって幽(ゆう)閉(へい)されて、戦争が終わったあとも穏(おん)健(けん)派(は)とともに過激派と戦い、魔王になってからは、大陸内で起きている内乱を抑(おさ)えるために尽力していた。

			　まともに人間が統(とう)括(かつ)する国に訪れるのは、おそらくこれが初めてである。

			　瘴(しよう)気(き)に満ちた空気が当たり前だと思っていた魔族の王は、穢(けが)れのない清(せい)浄(じよう)な風を流れる大地に、驚(おどろ)きを隠(かく)せずにいた。昔に比べると減少してしまったらしいが、緑も多く、川や湖の水は透(とう)明(めい)で澄(す)んでいる。

			　なかでも何より驚(おどろ)いたのは、活気のある街の風景だ。このノルンの国には、首都ユグドラシルを囲む形でウルド、ヴェルダンディー、スクルドの三都市が存在する。

			　三都市では、辺境のほうではラグナロクと変わらない質(しつ)素(そ)な生活をしているようだが、中心部になると雰囲気ががらりと変わる。武具屋、飲食店、魔法具店など様々な店が立ち並び、それに引き寄せられるように多くの人々が集まっている。人間だけではなく、エルフ、獣(じゆう)人(じん)、さらに魔族までもがいる。

			　何もかもが、魔族だけの大陸とは違いすぎた。

			　レイラは、ウルドの町並みを真剣に観察していた。見習う点はあまりに多い。

			（しかし、のんびりと観光している場合でもないな……）

			　美しき魔王の唇から漏(も)れる、溜め息。その原因は現在、彼女が置かれている状況にあった。

			　ニヴルヘイムの兵士やレイラの部下である魔族たちは、レイラを一人でノルンに行かせるわけにはいかなかった。ニーズヘッグの件は、レイラをおびき寄せる罠(わな)、という可能性もある。同行させて欲しいという、部下からの懇(こん)願(がん)を断れなかったレイラは、数名を引き連れていくことにした。

			　ところが、今レイラは単身でウルドの街を練(ね)り歩いている。陰から部下が見守っているような微笑(ほほえ)ましいこともない。正(しよう)真(しん)正(しよう)銘(めい)の一人ぼっちであった。

			　さらに言えば、目的地はユグドラシルであり、ウルドなどではなかった。

			　つまり、どういうことか。迷(まい)子(ご)である。

			　人間にもっとも恐れらている魔族の王は絶賛迷(まい)子(ご)中だった。

			　部下とともに人間に擬(ぎ)態(たい)してユグドラシルに来ていたはずなのに、レイラだけがウルドに迷い込んでいた。ニーズヘッグのことをすっかり忘れていたわけではないのだが、生まれて初めてやって来た賑やかな街に、心ここに在らずな状態になってしまっていたのだ。すっかりとまではいかなくても、暗黒竜を少しだけ忘れていたのである。

			　レイラほどの魔力の持ち主であれば、部下の気配を探り出し、見付けることなど容易(たやす)いのだが、それには魔力を使わなければならない。つまり魔族だと知られてしまう。

			　魔王であると気付かれなくても、力の強すぎる魔族は畏(い)怖(ふ)される。不用意に民(たみ)を怯(おび)えさせることは避(さ)けたいレイラは、魔力を使わずに部下と合流する手段を探していた。

			　ユグドラシルへの戻り方も分からず、地図すら持たずに。

			　彼女は正気である。

			「疲れたな……少し休もう」

			　しかし、いくら強(きよう)靭(じん)な肉体を持つ魔族といえども、体力を消(しよう)耗(もう)すれば疲(ひ)労(ろう)するのは当たり前だ。レイラは広場に設置された赤いベンチに腰を下ろした。広場の中心には、剣を持ち祈(いの)りを捧(ささ)げる少女の像がある。ずいぶんと手入れがされているようだった。

			　その小さな体で魔王を打ち破った、伝説の勇者。勇者の像はラグナロクでも多く作られたが、過激派によって破(は)壊(かい)されてしまい、ほとんど残っていない。

			　レイラは穏(おだ)やかな笑みを浮かべる。何という美しく荘(そう)厳(ごん)な姿なのだろう。勇者と初めて出会ったときのことを思い出した。

			　勇者は、魔王の配(はい)下(か)に命令されて戦おうとしたレイラたち魔族の子供を決して傷付けようとはしなかった。それどころか、優しく微笑(ほほえ)みかけてくれた。

			　自分もあんなふうになりたいと、魔族でありながら勇者に強い憧(あこが)れをレイラが抱くようになったきっかけにもなった。

			　自分の希望が、人間の国ではこうして残されている。そんな嬉(うれ)しさに頬(ほお)を綻(ほころ)ばせている美女に、周りの男たちは呆けた表情で見(み)惚(と)れた。大陸一つを支配(はい)下(か)に置いている、魔王だとも知らずに。

			「ん？」

			　レイラの眉(み)間(けん)に皺(しわ)が寄った。不(ふ)遜(そん)な眼(まな)差(ざ)しを向けていると悟(さと)られたのかと、男たちは身構えたが、彼女はそれどころではなかった。鼻(び)腔(こう)に入り込んだ『匂い』に意識が奪われていた。

			（この風の匂いは……）

			　ベンチから立ち上がり、走り出す。疲(ひ)労(ろう)などすっかり吹き飛んでしまった。匂いのする方向へ向かって、ひたすら足を動かす。

			　あの勇者が纏(まと)わせていたのと同じ、風の匂い。また会えるかもしれないという期待に、鼓(こ)動(どう)が速まる。

			　その人物は、勇者の像の前で立ち止まった。

			「待ってくれ！」

			　レイラの視界に飛んできた黒色。夜の色をした髪から香る風の匂いに、衝動的に手を伸ばした。

			　その瞬間、黒髪の持ち主が背後を振り返った。そして、二十年前と同じひどく優しい笑顔をレイラに向けて――。

			　

			「え？」

			　

			　夜色の瞳(ひとみ)がレイラに向けられた。しかし、その顔は笑みなど浮かべておらず、わずかに驚(おどろ)いた表情を見せている。しかも、目の前にいたのは少女ではなく、少年。

			　レイラは我に返って、彼に触(ふ)れようとしていた手を引っ込めた。どうしたのだろうと、自分の掌(てのひら)を見下ろす。『向こう』の世界の住人が、たまにこちらにやって来るのは知っている。勇者としてこちらに『無理矢理』連れて来られた、あの少女ばかりではないのだ。

			　異世界の住人なのだから、異世界の風の匂いを持っていたとしてもおかしくはない。

			　なのに、どうして自分は匂いを嗅(か)ぎ取った瞬間、彼女だと思い動き出したのか。レイラは自身の衝動に困(こん)惑(わく)した。

			　困(こん)惑(わく)しているのは、人違いをされた少年も同じだろう。落ち着いた表情ではあるが、黒(こく)曜(よう)石(せき)のような瞳(ひとみ)は見開かれ、レイラを凝(ぎよう)視(し)している。

			「あの……」

			「あ、ああ、すまない。知り合いと勘(かん)違(ちが)いしてしまった」

			「そうですか」

			　会話がそこで途切れた。しかし、機(き)嫌(げん)を損(そこ)ねたわけではないようだ。次の言葉が見付からないレイラを、「具合、悪いんですか？」と気遣ってくれた。それは低すぎない穏(おだ)やかで静かな声で、不思議な心地よさを感じた。

			　同じ異世界の人。『彼女』との共通点はそれだけでしかないのに、少年から目が離せなかった。その少年は勇者の像をじっと見上げている。他の者はちらりと見るだけで終わりなのに、彼は、彼女に特別の関心を持っているように見える。

			　何かの偶(ぐう)然(ぜん)かと思いながら、レイラは少年の隣に立つと、ほんの少し微笑(ほほえ)んだ。

			「そんなにこの像が気になるか、異世界人の少年」

			「気になると言いますか……見ていると落ち着くというか」

			「そうか、落ち着くか。私も一緒だ」

			「……どうして僕がこの世界の人ではないと、分かったんですか？」

			　首を傾(かし)げる少年に、レイラは「匂いが違う」と答えた。すると、少年が自分の腕(うで)の匂いを嗅(か)ぎ始めたので、レイラは吹き出した。知的で冷(れい)徹(てつ)なイメージの漂(ただよ)っていた美女の笑顔に、街の人々はほう、と息をつく。

			「体(たい)臭(しゆう)の話をしているのではない、安心しろ。それにお前自身は、匂いがそんなにしない」

			「歩き回っていたんですけどね……」

			「歩き回っていた？」

			「僕、迷(まい)子(ご)なんです」

			　仲間だ。レイラは瞬(しゆん)時(じ)にそう思った。同志に会えた感動に握(あく)手(しゆ)を求めそうになり、踏(ふ)み止まる。迷(まい)子(ご)同(どう)盟(めい)など組んで、喜ぶ者は誰もいないだろう。そんなネガティブな同(どう)盟(めい)、誰も組みたくもない。

			「先輩とお昼ご飯を食べに来たんですが、人が多すぎてはぐれてしまったんです」

			「そうだな！　この街はあまりにも人が多い！　迷っても仕方ないぞ！」

			「……そういうあなたも、もしかして誰かとはぐれましたか？」

			「あ、ああ……」

			　興奮気味に賛同したのがまずかったのか、すぐに見破られてしまった。

			「人間の……いや、この国に来るのは初めてでな。連れとユグドラシルに来ていたのだが、いつの間にか別の都市にまで、歩いて来てしまっていた」

			　ちなみにユグドラシルからウルド中心部までは、徒歩では数時間かかる距離だ。歩きすぎだったし、どうして気付かなかったのかと、会話を聞いていた誰もが内心でツッコミを入れた。

			　少年は何食わぬ顔で、「よくありますよね、そういうこと」と答える。

			「そ、そうだ、少年。迷(まい)子(ご)同士、ともにどこかの店で休(きゆう)憩(けい)でもしないか？」

			「え？」

			「お前の代金は私が払おう。だから、お前がお勧めする喫(きつ)茶(さ)店(てん)に連れて行って欲しいんだ。私はこの街に来たばかりで、詳(くわ)しくないからな」

			　いわゆる逆ナンに、男たちが素早く反応する。あのひょろ長い少年のように、自分も勇者の像の前に立っていたら、美女からのお誘(さそ)いを受けていたかもしれない、と歯ぎしりをする者もいる。多分、それはないだろうが。

			　そんな無(む)駄(だ)な妄(もう)想(そう)に耽(ふけ)っていた男たちだったが、突(とつ)如(じよ)、背後から感じた殺(さつ)気(き)に身をぶるり、と震わせた。まさか魔物か!?　振り返ると、そこにいたのは、ピンク髪の上に黒い尖(とんが)り帽(ぼう)子(し)を被り、濃い紫のローブを纏(まと)った魔女だった。

			　紅(あか)い髪の女性と張り合えるほどの美しい顔は、無表情だ。少年も表情が乏(とぼ)しいのだが、タイプが違う。

			　少年は、たとえるなら水のように緩(ゆる)やかで穏(おだ)やか。魔女は、氷のように冷たく張り詰めていた。杖(つえ)を握(にぎ)る手は、ぷるぷると小(こ)刻(きざ)みに震えている。

			「すみませんが、先輩を捜(さが)さなくてはいけないので。それに、僕もまだこちらの世界には来たばかりで、お店はあまり詳(くわ)しくなくて……」

			「私がいいお店知ってるわよ、総(そう)司(じ)君」

			　優しいが、どこか棘(とげ)を含んだ声。総(そう)司(じ)の肩を軽く叩きながら、ヘリオドールが微笑(ほほえ)む。ただし目は笑っておらず、レイラを睨(にら)みつけている。

			　戦いばかりが起きていたラグナロクで生きてきた魔王は敵意を向けられているとすぐに分かった。大きな騒ぎにならないように軽く受け流す。

			「ああ、お前か。この少年の連れというのは。すまない、彼が気に入ったので、少し借りていたぞ」

			「か、借り……？」

			　空気が凍(こお)り付いた。吹き荒れる風も強い冷気を伴(ともな)っている。

			　ヘリオドールの口元がひくつくのを、レイラは不思議そうに見ていた。彼女は彼女なりに丸く収めようとして、妙な言い訳などせずに、少年と話していた理由を正直に伝えた。それが、火に大量の油を注(そそ)ぐどころかぶち込む真(ま)似(ね)に相当することなど、知る由(よし)もなかった。

			　自分が選んでウトガルドから連れてきた部下が他の女に気に入られ、借りられていた。その状況に無性に苛(いら)立(だ)ったヘリオドールは、部下の腕(うで)に抱き着いた。「ヘリオドールさん、どうしたんです」という声など無視だ。

			「大(だい)丈(じよう)夫(ぶ)よ。この通りちゃんと返してもらったから」

			「……なぜ、抱き着く必要がある」

			　今度はレイラが不(ふ)機(き)嫌(げん)になった。少年が他の女に密着され、私物扱いされていることが気に食わない。少年の言葉を聞く限りでは、彼も本意ではないらしい。

			「少年の嫌(いや)がることをするな」と、レイラは二人を引き剥(は)がすと、彼を自分の後ろに隠(かく)した。

			　周囲の気温がさらに下がったことは言うまでもない。

			「……私の部下を返しなさい」

			「……断る」

			　まさに一触即発。誰だ、「美女二人に会えてラッキー」と抜(ぬ)かした馬(ば)鹿(か)は。とんだ修(しゆ)羅(ら)場(ば)ではないか。

			　二人の静かな睨(にら)み合いにより、どんどん下がっていく気温。このままでは雪が降るのではと野(や)次(じ)馬(うま)も無言で見守るなか、救世主は現れた。現れたと言っても、ずっとここにいて、かつ修(しゆ)羅(ら)場(ば)になった原因の人物であったが。

			「二人とも疲れて、苛(いら)々しているんですよ。どこかお店で休みましょう。ね？」

			「私のために喧(けん)嘩(か)なんてしないで！」と、男二人で取り合いになっているヒロインのようだった。

		

	
		
			　

			少年と酔っ払い

			　

			　ウルド中心部に謎(なぞ)の寒波を齎(もたら)した三人は、結局近くのレストランに入り、少年に食事をご馳(ち)走(そう)することになったのだが。

			「おっ、あんたいつもヘリオドールちゃんと一緒に仕事してる奴(やつ)か！　俺の店に来てくれるなんて嬉(うれ)しいねぇ」

			「あの可愛(かわい)いエルフちゃんとはどんな関係なんだよ!?　あの子が好きな奴(やつ)は職場の同期って噂(うわさ)があるけど、それお前のことだろ！」

			「リリスとかいうべっぴんさんにでっかいおっぱい押し付けられてんのに、どうでもよさそうな顔で仕事してやがって！」

			　店に入るなり、店員やら客やらに、質問攻めにされる総(そう)司(じ)。

			　赤面するヘリオドールの横で、レイラは絶句した。この少年、とんだプレイボーイらしい。少なくとも三人と関係を持っているようだ。

			　こんな清(せい)廉(れん)潔(けつ)白(ぱく)のような顔しておきながら、この堕(だ)落(らく)ぶり。裏切られたような気分である。

			「お前、何股かけているつもりだ！」

			「してません」

			「し、しかも全員職場の女とは……どうなってるんだ、お前の職場は!!」

			「だからしてませんってば」

			　総(そう)司(じ)に何らかの幻(げん)想(そう)を抱いていたレイラが、ショックを受けた様子で詰め寄っている。

			「あんたたち！　総(そう)司(じ)君をうちのエロ所長なんかと同じにしないでよ！」

			　ヘリオドールはヘリオドールで、総(そう)司(じ)を庇(かば)う発言をする。自分も、彼のハーレムのメンバーにされていることはスルーして。

			　動(どう)揺(よう)しているレイラを哀(あわ)れに思ったのか、黙(だま)って珈琲(コーヒー)を飲んでいた男性の客が、苦笑しながら口を開いた。

			「あー、気にすんな気にすんな。その坊やは誰にも興味を持っちゃいないよ。可愛(かわい)い女の子とか美人さんに好かれてるだけで、本人にそういう気はないんだから」

			「ほ、本当か!?」

			「はい、僕は恋愛は十八歳になってからと決めているので、女の人はそういう目で見ないようにしています」

			「そうだったのね……」

			「そうか……」

			　ほっと安(あん)堵(ど)の溜め息をつくヘリオドールとレイラ。少しだけ残念だという気持ちもあった。ヘリオドールは、すぐにその思考を、首を横に振って追い払ったが。

			　レイラは沸き上がってくる疑問を解消すべく、その男性客に質問を投げ掛けた。

			「そういえば、ソウジをよく知っているようだが、彼は有名な人物なのか？」

			「ああ、こいつは役所の人間だからな。最近入ってきたみたいなんだが、妙に強くて何を考えているか分からないってところが、女受けしてるようなんだ」

			「変なこと言わないの！」

			「役所の……」

			　役所は、ノルンの三都市にそれぞれ設置されており、都市の実権を握(にぎ)っているとされる機関だ。ユグドラシルの要が城であるなら、三都市の要は役所。それほどまでに重要な場所だった。

			　レイラは空いているテーブル席に座った総(そう)司(じ)を、じっと観察した。

			（ニーズヘッグのことを何か知っているだろうか……）

			　レイラは総(そう)司(じ)の隣に座ろうとしたが、先にヘリオドールがその席を取った。

			「………………」

			「………………」

			　仕方なく、レイラは総(そう)司(じ)の向かい側の席に座った。

			　そこでも冷たい沈(ちん)黙(もく)が生まれた。それを何とも思っていないのか、総(そう)司(じ)が口を開く。

			「どうしました、レイラさん？」

			「いや」

			　まさか、とレイラはわずかに体を強(こわ)張(ば)らせる。総(そう)司(じ)はすでに、自分の正体に気付いているのではないだろうか？　分かったうえで、知らない振りをして近付いてきたとしたら。

			　確証は持てない。あの不思議な感覚を齎(もたら)した出会いも、作り物だとは考えたくはなかった。

			「総(そう)司(じ)君、食べたい物、飲みたい物、何でも頼んでいいわよ。先輩として奢(おご)ってあげる」

			「さあ、ソウジ。好きなものを選んでいいぞ。さっき言った通り、私が奢(おご)ってやろう」

			「あ、大(だい)丈(じよう)夫(ぶ)です。自分のぐらいは自分で払いますから。この狼(おおかみ)の心臓とマンドラゴラと海(うみ)蛇(へび)の目玉のミックスジュースっていうのをお願いします。名前からして美(お)味(い)しそうなので」

			　美女二人からのアプローチを華(か)麗(れい)に受け流して、総(そう)司(じ)は注文した。そのメニューに青ざめたのは、オーダーを聞いていた店員だった。口を手で押さえ、厨(ちゆう)房(ぼう)へ駆(か)けていく。

			「て、店長ぉぉぉぉぉ！　ついに禁断のジュースを注文した猛(も)者(さ)が現れました!!」

			「ソウジ!?　何でこんなもんを飲みたいだなんて思ったんだ!?」

			「総(そう)司(じ)君!?　あんたこんなグロテスクな飲み物が好きなの!?」

			　もし、総(そう)司(じ)が自分のことに感付いているとしたら、そのときはどうすればいいだろう？

			　店内が総(そう)司(じ)のおぞましい注文に慌(あわ)てふためいているなか、レイラはひたすら考えていた。

			　そして、レイラはゆっくりと口を開いた。揺(ゆ)さぶりをかけるために。

			「ソウジ、一つ質問をしてもいいか？」

			「何でしょう？」

			「ノルンにやって来たばかりのときに聞いたが、二十年前に勇者に倒されたとされる魔王が蘇(よみがえ)った、という話は知っているか？」

			「え？」

			　質問の内容に目を見開いたのは、ヘリオドールだ。どうして今、ここでそんな話が。

			　だが、レイラは構わず続けた。

			「噂(うわさ)では、かつてよりも強い魔力を持っていると聞く……この世界を恐(きよう)怖(ふ)に陥(おとしい)れた悪(あつ)鬼(き)が再び現れるなんて、私は恐ろしいと思う。……ソウジはどう思う？」

			　レイラの魔力は本物だ。彼女が戦いを望まないのは敗北の恐(きよう)怖(ふ)からではなく、争いそのものの拒(きよ)絶(ぜつ)による。その気になれば、この店にいる者たちの命を一瞬で奪うことくらい簡単だ。

			　総(そう)司(じ)がレイラの正体に気付いているなら、目の前にいる女が自分の生(せい)殺(さつ)与(よ)奪(だつ)を握(にぎ)っていると分かっているはずだ。その事実を改めて突き付けてみれば、多少はその表情も崩(くず)せるのでは。

			　レイラはそう睨(にら)んでいた。

			「会ってみないと分かりませんよ」

			　しかし、総(そう)司(じ)の表情に変化はなかった。

			「会うのは怖(こわ)いとは思わないか？」

			「僕は会ってみたいです。魔族の人たちを一つにするために頑張っていると、聞いていましたから」

			「……ソウジ、魔王は世界を魔族が支配するために、人間たちを皆殺しにしようとした存在だ。その名を継いだ者が善良な王とは、私は思えない」

			　それは、むしろ自身に対しての言葉でもあった。時々思うのだ。自分はこうして悪(あつ)鬼(き)の名を受け継いだが、魔族は変われるのだろうかと。これで本当によかったのかと。

			　いつしか道を間違え、先代のように人間たちへ憎(ぞう)悪(お)を向けて、同じ過(あやま)ちを繰り返したりしないのかと。

			「それに、仮にその新たな魔王が本当に魔族をあるべき未来へと導(みちび)き、人間たちとも戦いたくないと考えているとしよう。だが、戦いを望む者もいまだに存在する。お前はどう思う？」

			「皆が同じ考えを持っているわけではないから、仕方ないんじゃないですか。認められるように頑張っていけば、少しずつ魔王様の気持ちを共感してくれる人も増えていきますよ、多分」

			「多分か」

			「僕もどうなるかは分かりませんから」

			　総(そう)司(じ)の言葉には迷いがない。思ったことをそのまま言っているのだろう。

			　レイラの瞳(ひとみ)は、その言葉を聞くにつれて輝(かがや)きを増していった。

			「……どれだけ長い時間がかかると思う？　その間に魔族が暴走して人間に戦いを挑(いど)んだら、すべてが水の泡(あわ)だぞ」

			「そうならないように何とかするのも、魔王様の仕事ですよ」

			「なるほど、手厳しい」

			「あなたを支持してくれる方々と連(れん)携(けい)を取って、危なそうな人たちを見張って……と、すみません。あまり詳(くわ)しくないのに、いろいろでしゃばってしまいました」

			　深々と頭を下げる総(そう)司(じ)に、レイラは首を横に振る。どこか吹っ切れたような笑みを浮かべていた。

			「いや、いいんだ。いろいろとためになったよ。そうだな。王というのは、やることもたくさんあるな……その者を信じてくれる同志のために、弱気になってはいけない……」

			　レイラは穏(おだ)やかな表情で総(そう)司(じ)を見る。

			　その雰囲気に顔を顰(しか)めつつ、部下の考えに耳を傾けていたヘリオドールは自分を恥じていた。魔王だから、と言って怖(こわ)がり、忌(き)避(ひ)するばかりで深く考えていなかったことを。

			（ん……でも今の会話……）

			　その違(い)和(わ)感(かん)の理由に気付いたのは、乱暴にドアが開けられる音が店内に響(ひび)いたと同時だった。

			　入ってきたのは、屈(くつ)強(きよう)な体格の三人の冒険者だった。酒を飲んでいるのか、全員顔が真っ赤で、口からアルコール臭い息を吐(は)いていた。

			　酒の臭いに店員は一瞬顔をしかめたが、すぐに接客用の笑みを顔に貼り付けた。

			「いらっしゃいませ。空いている席に……」

			「いいぜ、俺らはこの親子と同じテーブルで。いいよなぁ、美人さん？」

			　三人は店員の前を素通りして、まだ幼い息子と食事をしていた女性のテーブル席に、息子を無理矢理どかして座る。

			　女性が子供の名前を叫(さけ)びながら立ち上がる。額に切り傷が刻(きざ)まれた男がニヤニヤ笑いながら、彼女の細い右肩を掴(つか)んだ。左肩は丸坊主の男が掴(つか)む。切り傷男と同じ、笑みを浮かべていた。

			　店内に不(ふ)穏(おん)な空気が流れた。

			「私の子供に何をするんですか！　離して！」

			「何言ってんだよ、せっかく俺らが来てやったってのになぁ」

			「そうそう。俺たち、アンタらのボディーガードになってやろうかなぁ～って、話してたんだぜ？」

			「報(ほう)酬(しゆう)はいらねぇよ。ただ、アンタがいろいろしてくれた……ぶほぉっ！」

			　ペシン、と乾いた音が店内に響(ひび)き渡り、男たちの笑い声も止まる。女の右肩を掴(つか)んでいた切り傷男の頬(ほお)へ、目を吊(つ)り上げた息子が丸めたメニュー表を投げ付けた。

			「お母さんを離せ！　早く店から出ていけ!!」

			「ああ？　俺たちも客なんだぜぇ？　帰れだなんて、ひでぇこと言うじゃねぇか」

			　背中に巨大な斧(おの)を背負った男が、子供の手首を掴(つか)む。それを見ていたレイラは立ち上がった。しかし、若い店員がレイラを押し止めた。

			「ストップ！　彼らに近付いてはいけません」

			「何を言っているんだ！　あのような下(げ)衆(す)な輩(やから)を放っておくつもりか!?」

			「彼らはこの辺では有名な冒険者なんです。普段から乱暴なんですが、酒を飲むと、ああなって手が付けられなくなってしまうんです。止めようとしても、みんな返り討(う)ちに遭(あ)ってしまいまして……」

			　男たちは嫌(いや)がる母親の体をまさぐり、母親を必死に助けようとする子供をテーブルに押さえ付ける。レイラはその光景をじっと睨(にら)み付けた。

			　ここで自分が怒りに任せて魔法を使えば、その膨(ぼう)大(だい)な魔力が放出されてしまう。それによって正体がばれる可能性もあった。悔(くや)しいが、魔法を使うわけにはいかなかった。

			「あんな奴(やつ)ら、店のなかじゃなかったら叩きのめしてやるのに……！」

			　ヘリオドールも動けない。魔法を使うには狭(せま)く、下手をすると他の客に危(き)害(がい)を与える可能性が高い。

			「離して！　息子を離しなさい！」

			「おっ、この母ちゃん、なかなか胸でかいじゃねぇか。揉(も)めばもっと大きくなるんじゃねぇの？　ギャハハハハハ」

			「お母さん……！」

			　斧(おの)男がじたばたと動く子供の顔を観察する。そして、舌なめずりをした。

			「坊主にゃ興味ねぇけど、てめぇみたいな、まぁまぁ綺(き)麗(れい)な顔してる奴(やつ)は、変態に売れば、高値で買い取ってもらえそうだからなぁ……」

			「いや……やめて……」

			　二人の男に押さえられて身動きの取れない母親が、目に涙を浮かべながら首を横に振る。前に出ようとしたヘリオドールとレイラを、店員が止める。

			「お気持ちは分かりますが、落ち着いて……」

			「何言ってんのよ、このいくじなし！」

			「魔女の言う通りだ！　何もしなかったら、あの親子はどうなるか分かっているのか!?　ソウジ、この店員を押さえ……」

			　レイラとヘリオドールはそこで気付いた。先ほどまでメニュー表をのんびり眺(なが)めていた少年の姿が、ないと。

			「あのー」

			　そして、緊(きん)迫(ぱく)する店内に間の抜(ぬ)けた声がひびいた。いつの間にか、総(そう)司(じ)は男たちが陣(じん)取(ど)るテーブルの前に来ていた。

			　右手に、明らかに人間が口を付けてはいけないような色をした、飲み物入りのグラスを持って。

			「ずいぶんと酔っているようですが、大(だい)丈(じよう)夫(ぶ)ですか？」

			「ああ？　何だテメェ……」

			　斧(おの)男が子供から手を離して総(そう)司(じ)の前に立つ。２メートル以上あるその男の前では、それなりに背が高い総(そう)司(じ)も小柄に見える。

			　苛(いら)立(だ)つ斧(おの)男は、総(そう)司(じ)の胸ぐらを掴(つか)もうとする。

			　直後、斧(おの)男は驚(きよう)愕(がく)で顔を歪(ゆが)めた。総(そう)司(じ)にその手を掴(つか)まれたからだ。掴(つか)まれたことに驚(おどろ)いたのではない。掴(つか)まれた手がまったく動かないのだ。ひと回り小さい少年に、凄(すさ)まじい力で押さえられていた。

			「!?　な、テメェ……！」

			「酒の飲みすぎはよくありません。気持ち悪くなって吐(は)いてしまわないうちに、早くこれを飲んで酔いを醒(さ)ましてください」

			　総(そう)司(じ)が差し出したのは、注文をした瞬間、店員を戦(せん)慄(りつ)させ厨(ちゆう)房(ぼう)に悲(ひ)鳴(めい)を響(ひび)かせた、例のミックスジュースだった。いや、最(も)早(はや)ジュースと呼ぶ存在なのだろうか。グラスに入っていたのは、赤茶色のゲル状の物体だった。

			　吐(は)き気を催(もよお)すようなおぞましい臭(しゆう)気(き)を放ちながら、ピクピクと独りでに動くそれは生物のようだった。

			　総(そう)司(じ)は片手で男の手を掴(つか)んだまま、男の口元へジュースをゆっくりと運んでいく。

			「や、やめろ！　毒を飲ませようとするんじゃねぇ!!」

			「毒ではありません。一口味見してみたら、とてもまろやかな味がして美(お)味(い)しかったです。見た目に誤(ご)魔(ま)化(か)されているだけです」

			「ふざけんじゃねぇ、この味覚音(おん)痴(ち)野……」

			「さあ、遠慮せずにどうぞ」

			　総(そう)司(じ)が斧(おの)男の手を離す。代わりにその場でジャンプして斧(おの)男の後頭部を掴(つか)み、壁(かべ)に男の背中を叩きつけながらグラスを口へ押しつけた。

			　躊(ちゆう)躇(ちよ)した様子などなかった。その場を見守っていた店員は、声にならない悲(ひ)鳴(めい)を上げた。隣のテーブルにいた客が、ガタガタと恐(きよう)怖(ふ)で体を震わせる。

			「んぐおおおぉ～～～～～～～～～～～～～!!」

			「お酒を飲みたい気持ちは分かりますが、ここでさらに飲みすぎると二日酔いになります。ここは我(が)慢(まん)して、ジュースを飲んで体を冷やしてください」

			「こんのクソガキ！　俺の仲間になんつーことしやがる!!」

			　切り傷男が椅子から立ち上がり、腰に差していた剣を抜(ぬ)いて総(そう)司(じ)に斬(き)りかかる。レイラが「逃げろ！」と叫(さけ)ぶが、総(そう)司(じ)が後ろを振り向いたときには、すでに凶(きよう)刃(じん)は少年へと迫っていた。

			　が、切り傷男だけでなくヘリオドールやレイラ、この店にいる者たちは気付かなかった。

			　総(そう)司(じ)がジャンプしたときに、彼のズボンのポケットから小さくてカラフルな球体が、ポロポロと落ちていたことを。

			　それらは床に落ちたと同時に、凄(すさ)まじいスピードで天井付近まで跳(と)び跳(は)ねていった。球体は照明の金具の部分に当たり、次は店の置物である壺(つぼ)に命中する。その勢いのまま、球は切り傷男に向かって飛んでいき、突然の衝(しよう)撃(げき)に、切り傷男は剣を離した。

			　そして、球体が最後にぶつかったのは、切り傷男の股(こ)間(かん)だった。

			「ひぃぃぃぃぃぃぎゃいああああああああああああああ―――――――――ッッッ!!」

			　断(だん)末(まつ)魔(ま)の叫びが店内に響(ひび)き渡る。子供が喜びそうな小さくて綺(き)麗(れい)な色の球体が股間に命中した切り傷男が、口から泡(あわ)を吹いて倒れる。

			「うぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぅぅぅぅぅぅ」

			「あれ？」

			　グラスの中身をすべて飲んだ斧(おの)男は、顔面蒼(そう)白(はく)になって口を押さえてトイレへ駆(か)け込む。

			　数秒後、聞こえてくる嘔(おう)吐(と)する声に総(そう)司(じ)は首を傾(かし)げるのだった。

			「あんなに美(お)味(い)しいものをモドしてしまうなんて、よっぽど酔っていたんですかね……」

			「お前、味覚は正常か？　つーかよ、この球、何だ？」

			　客の一人が引き攣(つ)った表情で、床に散(ち)らばる小さな球を指差す。触る気にはなれなかった。

			　すると、総(そう)司(じ)はポケットのなかから同じものを取り出した。それを床に落としてみると、総(そう)司(じ)の膝(ひざ)の辺りまで跳(と)び跳(は)ねた。

			「これはスーパーボールと言って、ゴムでできたおもちゃのボールです。こんなふうに弾力性があって、大きく跳(は)ね返るんですよ」

			「男の股(こ)間(かん)を狙い撃(う)ちするような、おっかねぇおもちゃがあってたまるか!!」

			「いえ、たまたまポケットに入れていたのがジャンプしたときに落ちてしまって、それがたまたまこの男の人の股(こ)間(かん)に命中したようです。申し訳ないことをしてしまいました」

			　ひくひくと痙(けい)攣(れん)している切り傷男に合(がつ)掌(しよう)した総(そう)司(じ)は、真横から飛んできた複数の風の刃(やいば)、鎌(かま)鼬(いたち)に気付いた。残りの一人、丸坊主男の放った魔法だ。まともに喰(く)らえば一瞬で切り刻(きざ)まれてしまう風の魔法。

			　総(そう)司(じ)は「ちょっと借ります」と言って客からステーキ用のナイフを借りた。

			「ひっ……！」

			　不(ふ)意(い)討(う)ちの魔法攻撃なら倒せると考えていた丸坊主男は、恐(きよう)怖(ふ)と絶(ぜつ)望(ぼう)が混じり合った悲(ひ)鳴(めい)を上げた。二人の仲間を犠(ぎ)牲(せい)にして大量の魔力を注(そそ)いで生み出した鎌(かま)鼬(いたち)は、総(そう)司(じ)を切り刻(きざ)む前にナイフで切り裂かれてしまっていた。

			　実体を持たない風魔法に武器、しかもあんな安物のナイフが通用するはずがないのに。

			「嘘(うそ)、だろ……」

			「酔っ払ってるからと言って、無(む)闇(やみ)に魔法を使ってはいけません。待っててください。今、酔い醒(さ)ましの飲み物を……」

			「いやあああああああああああそれだけはやめてぇぇぇぇぇぇぇえ――――――!!」

			　命の危機を感じた丸坊主男はその場に座り込んだ。完全に戦意を喪(そう)失(しつ)していた。

			　総(そう)司(じ)は恐(きよう)怖(ふ)で震えている丸坊主男を見て、首を縦に振った。

			「あ、酔いが醒(さ)めたようですね。よかったです」

			「え……」

			「すみませんが、あなた魔術師さんなんですよね。この人に回復魔法をかけてくれませんか？　僕はトイレに駆(か)け込んだ人の介(かい)抱(ほう)をしますから」

			　そう言ってトイレへ向かった総(そう)司(じ)を、丸坊主男は信じられないものを見るような目で見た。あの圧(あつ)倒(とう)的(てき)な実力差。おそらく彼は、まったく本気を出していなかった。

			　酔いに任せて女子供に手を出していた自分たちのような輩(やから)など、あの少年にとってはゴミのような存在のはずだった。虫けらのように、殺してしまえるはずだった。

			　なのになぜ殺さず、一度は返り討(う)ちにした者たちを助けようとするのか。

			「どうして……」

			「まだ分からないのか、下(げ)衆(す)」

			　総(そう)司(じ)の意図が理解できず呆(ぼう)然(ぜん)とする丸坊主男の前に立ったのは、レイラだった。

			「なぜ、ソウジが普段から暴れ回り、皆を苦しめているお前たちを見逃そうとしているのか。私には分かるぞ」

			「何だと……」

			「ソウジは、お前たちにチャンスを与えようとしている」

			「チャンス？」

			　訳が分からないという顔の丸坊主男にレイラは頷(うなず)きながら、嗚(お)咽(えつ)が聞こえてくるトイレへ視線を向けた。

			「この店員から聞いた。お前たちは冒険者になる前は、家具職人を目指していたそうじゃないか。それを途中で挫(ざ)折(せつ)してしまったと」

			「う、うるせぇ！　テメェには関係ねぇだろうが！」

			「確かにソウジにも私にもないな。だが、ソウジは自分とは無関係で、その辺で野(の)垂(た)れ死んでもいいようなお前たちが放っておけないのだろう。他の者にとってはどうでもいいだろう存在のお前たちに、立ち直って欲しいと思っているんだ」

			　丸坊主男の目が大きく見開かれる。

			「だから、あえて一度叩きのめしてから助けた。お前たち三人に目を覚まして、立ち上がってもらうためにな！」

			「そ、そんな……あいつ……こんな俺たちのために……」

			　丸坊主男の瞳(ひとみ)に涙が浮かぶ。そうして、気絶したままの切り傷男へ、少なくなってしまった魔力を使い、癒(いや)しの魔法をかける。

			「馬(ば)鹿(か)だなぁ、あいつ……酒と力に溺(おぼ)れて、どうしようもなくなっちまった俺らを助けるなんて……」

			　鼻を啜りながら笑う丸坊主男に、店内が静まり返る。レイラは頬(ほお)を赤らめて自らの胸を押さえていた。

			「ソウジ……なんて強くて優しい男……」

			　いや、あんた絶対勘(かん)違(ちが)いしてる。

			　レイラと丸坊主男以外の者の心が、一つになった瞬間だった。

			　ヘリオドールの目は死んでいた。

		

	
		
			　

			少年と魔王の誓(ちか)い

			　

			「酔っ払って！」

			「酷(ひど)いことをしてしまい！」

			「申し訳ありませんでした!!」

			　後に『酔っ払い事変』と呼ばれることとなる惨(さん)劇(げき)から一時間後、平和を取り戻した店内には深々と頭を下げる三人の男がいた。目の前には、彼らに絡まれていた母子。

			　母親は口をぽかんと開けて固まっており、チョコレートパフェを食べている途中の息子のほうも、やはり固まっていた。

			　そんな彼らを、店側の人間と客たちは固(かた)唾(ず)を飲んで見守っていた。

			「あ、あの、もう大(だい)丈(じよう)夫(ぶ)ですから、私たち。そんなに謝らなくても……」

			「そういうわけにはいきません!!　俺らあのまま『あの人』が止めてくれなかったら、あんたたちを……」

			「いいよ、おじちゃんたち」

			「おじ……」

			　呆(あき)れた表情の息子の呼び名に、まだ二十代前半の三人は地味にショックを受けていた。だが、そんな大人の事情など露(つゆ)知らず、息子はチョコレートシロップが混ざった生クリームを堪(たん)能(のう)しながら笑った。

			「僕もお母さんもすっげぇ怖(こわ)い思いしたし、本当ならおじちゃんたちをぶっ飛ばしてもいいと思うんだけど、そんなことをしたら、『あの兄ちゃん』がおじちゃんたち助けた意味、なくなっちゃうからな！」

			「坊主……ほんとに悪かった。ほんとに……」

			「あーもー、泣くなよ！　泣いてんだったら、その何とか職人になるの頑張れよ！」

			「家具職人だよぉ、ちゃんと覚えとけ……!!」

			　号(ごう)泣(きゆう)する図体のでかい男三人に母親は軽く引いていたが、憤(いきどお)りは感じていないようだった。

			　大事にならなくてよかったと、店員と店主は顔を見合わせて笑った。それを見ていた客が不思議そうな表情で尋(たず)ねる。

			「な、ソウジって本当にこれ狙ってたのか？」

			「さあな。多分狙っていなかったんじゃないか」

			「はは……」

			「相変わらず何を考えているか分からない奴(やつ)だよ、あの少年は」

			　好き勝手に語る彼らだったが、一人の客の表情が曇(くも)る。

			「けどよ……ソウジにべた惚れしてた女も変わってたよな」

			「そうだな……すげぇべっぴんさんだったけどな」

			　

			「いつ来るんだ、魔王は!?」

			　ノルンが誇(ほこ)るユグドラシル城では、大臣らが顔面蒼(そう)白(はく)で狼狽(うろた)えていた。ラグナロクからニーズヘッグを取り返しに魔王が訪れる、という魔族の内通者による情報は何だったのか。

			　王族は別の場所へと避(ひ)難(なん)させ、宮廷魔術師は首都全体に結界を張り、魔族の気配を探り続けているというのに、それらしき人物はどこにも現れていない。

			　人間を欺くために偽(にせ)の情報を流していたのか、と考える者もいた。

			「くそ……魔族め、ワシたちを馬(ば)鹿(か)にしおって！」

			「どうする？　監視の範囲を広めて捜(さが)してみるか？」

			「この話を持って来たのは誰だ！　もっと詳(くわ)しく聞いてみろ！」

			　いつやって来るかも分からぬ脅(きよう)威(い)に皆が混乱する王座の間を、一人だけ冷めた目で眺(なが)めている者がいた。いや、一匹というべきか。

			　宙に浮かぶ球体のなかで、ニーズヘッグはふん、と鼻を鳴らす。魂(たましい)だけの存在とは言え、獰猛な魔物を封じる球体状の結界内での行動に、見張りの兵が顔を顰(しか)める。

			「何がおかしい、暗黒竜」

			「どいつもこいつも、魔王を恐れているんだな。あの平和ボケした王が、人間を滅(ほろ)ぼそうなどと馬(ば)鹿(か)な考えを起こすわけがないだろうに。貴(き)様(さま)らは踊らされていただけだ」

			「お前の言葉など信用ならん。肉体のように魂(たましい)まで消されたくなければ黙(だま)っていろ」

			「私はこの者たちを踊らせた覚えはないぞ」

			　そのとき、凛(りん)とした女性の声が、混乱が続く室内に響(ひび)き渡った。主のいない豪勢な椅子の横に、紅(べに)色(いろ)の髪の女が立っていた。
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			　いつからそこに、という言葉は出なかった。彼女から迸(ほとばし)る強大な魔力の気配に全身が震え出し、呼吸をすることもままならない。

			　この見(み)惚(と)れるほどの絶世の美女こそが、魔族の大陸からやって来た魔王であると、その場にいた全員が瞬(しゆん)時(じ)に理解した。

			　かつての主の名を名乗る女性へ、ニーズヘッグは、「まさか来るとは思わなかった」と驚(きよう)愕(がく)を隠(かく)しきれずにいた。自分は大罪者だ。ニヴルヘイムから脱走後は、今度こそ人間に殺されることになろうとも、放っておかれるのだとばかり思っていた。

			「まさか、私の力が必要になったとでも言うのか……!?」

			「いや、そんなことはない」

			　魔王はあっさりとニーズヘッグの言葉を否定した。ならばなぜ、ここに？

			　張り詰めた空気を変えたのは、突然の来訪者だ。何の前(まえ)触(ぶ)れもなく深々と頭を下げる。

			「同族が人間の国を再び苦しめたようだな……一族を代表して私が謝(しや)罪(ざい)しよう」

			「な……何を企(たくら)んでいる!?」

			「どういうことだ、魔王！　なぜ、このような脆(ぜい)弱(じやく)な種族に頭を下げる必要がある!?　気でも触(ふ)れたか!?」

			「企(たくら)んでもいないし、気も触(ふ)れていない。こうすることは決めていたからな」

			　逆に怯(おび)える城の人間と激(げつ)昂(こう)するニーズヘッグに、レイラは淡(たん)々と答えた。

			　柘榴(ざくろ)色の瞳(ひとみ)はまっすぐと前を見(み)据(す)えている。荘(そう)厳(ごん)ささえ漂(ただよ)わせる魔王の姿に、王座の間が静(せい)寂(じやく)に包まれる。だが、そこに重苦しさはなかった。皆、恐(きよう)怖(ふ)していたはずの一人の女に魅(み)入(い)られてしまっていた。

			「本当に……人間と敵対しないと誓(ちか)えるか？」

			　静(せい)寂(じやく)を打ち破ったのは、壮(そう)年(ねん)の大臣の問いかけだった。それに対してレイラは即答した。

			「約束だからな。『彼女』との」

			「……約束か。魔王ともあろう者が使うとは思えない、幼稚な言葉だ」

			　嘲(あざけ)るような言い方とは裏(うら)腹(はら)に、大臣は凪(な)いだ表情を浮かべる。他の者は彼の次の言葉を待っていた。ここで魔王と戦うのか、それともニーズヘッグをみすみすと魔族たちへと返すか。そのどちらかしか道はない。はずだった。

			「いいだろう。それならば我々は貴(き)殿(でん)の言葉を信じさせてもらう代わりに、こちらのニーズヘッグを人質に取らせてもらおう」

			「おい、何をふざけたことを言っている!?」

			　まさかの大臣の言葉にニーズヘッグだけでなく、兵士たちは狼狽(うろた)える。しかし、レイラだけは大して驚(おどろ)くこともなく、それどころか笑みすら浮かべていた。

			「そちらの要求を呑(の)むとしよう。恥ずかしい話だが、魔族のなかにはいまだに、かつての魔王に忠(ちゆう)誠(せい)を誓(ちか)う者が大勢いる。ニーズヘッグはその者たちにとって重要な存在だ。もし貴方(あなた)たちがニーズヘッグの魂(たましい)すらも滅(ほろ)ぼしたとなれば、旧魔王派の怒りの矛(ほこ)先(さき)は私にも向けられるだろう。そうなるのは避(さ)けなければならない」

			「そう。魔王殿、我々は貴(き)殿(でん)の行動ひとつで貴(き)殿(でん)を破滅へと導(みちび)くこともできる。ここでニーズヘッグを取り戻そうと強硬手段に出ようとすれば、私はこの命を犠(ぎ)牲(せい)にしてでも暗黒竜を連れて逝(い)きますゆえ」

			「……肝(きも)が据わっているな。いい目をしている」

			「何も罪のない『彼女』をこちらの世界に連れてきた人間たちの一人として、命は捨(す)てる覚悟はできている」

			　悲(ひ)壮(そう)的ですらある大臣に、レイラはふっと微笑(ほほえ)む。足元を軽く蹴った彼女の体は風を纏(まと)うかのように浮き上がり、人間たちをざわつかせた。

			「私はこの世界の秩(ちつ)序(じよ)を乱そうとは考えていない。『彼女』が守ろうとした世界であり、あの『少年』が気に入っているらしい場所だからな」

			「少年？　それは誰の……」

			　大臣の言葉が届くよりも先に、魔王の姿は白い霧(きり)に包まれた。霧(きり)が晴れたときは、麗(うるわ)しい女帝の痕(こん)跡(せき)はどこにも残されていなかった。

			　残ったのは呆(ぼう)然(ぜん)とするしかない城の人間たちと、自分の意思などまったく尊重されない形で魔族と人間との均(きん)衡(こう)を守る者となってしまった、ニーズヘッグだけだった。

			　

			「……そういえば、聞きたいことがあるんだけど。総(そう)司(じ)君、あんた、このあいだ会った赤い髪の女のこと、魔王って言ってなかった？」

			　ヘリオドールがそんなことを聞いたのは、昼休みに街へと出たときのことだった。唐(とう)突(とつ)な質問に、総(そう)司(じ)は黒い瞳(ひとみ)を丸くさせて「はい？」と少々間の抜(ぬ)けた声を出した。

			　焦(じ)らされているような気分になった魔女は、目を吊(つ)り上げた。

			「ほら！　あんた、レイラって女と魔王について話していたとき、『あなたを支持してくれる方々と連(れん)携(けい)を取って』って言ってたじゃない。それってつまり……」

			「……僕、そんなこと言ってましたか。レイラさんを魔王さん扱いしてしまったなんて、彼女に悪いことをしましたね」

			　ヘリオドールは、体中の緊(きん)張(ちよう)が一気に抜(ぬ)けていくのを感じた。無意識だったのかと。

			　そう思ったのだが、次の一言でヘリオドールは目を大きく見開いた。

			「もし、レイラさんが魔王さんだったら魔族は平和になるだろうなって考えて喋(しやべ)っていたら、レイラさんが魔王さん本人に見えてしまったんです」

			「はあ？」

			「どうしてそんなことを思ったんですかねぇ？」

			　首を傾(かし)げる総(そう)司(じ)に、魔女は吹き出すように笑った。

			「何言ってんのよ、総(そう)司(じ)君。そんなわけが……」

			「もし、私が魔王だとしよう」

			　その声は頭上から聞こえてきた。見上げると、爽(さわ)やかな青空をバックに、紅(あか)い髪に黒いドレスを纏(まと)った美女が舞い降りてきた。ヘリオドールが「げ」と苦い表情を浮かべて、総(そう)司(じ)を自分の背中の後ろに隠(かく)す。だが、レイラは後ろに回り込むと総(そう)司(じ)の手を掴(つか)んだ。

			「そうして魔族と人間の争いを止めようとしているとしたら、お前は私の味方でいてくれるか？　味方になる者が、お前しかいないとしても」

			「僕一人じゃなくて、他の魔族もいるんじゃないですか？」

			「まあな」

			「でも、僕はレイラさんの味方になりますよ。魔王様でも、そうでなくても」

			「……ずいぶんな殺し文句だな」

			　レイラは、頬(ほお)を紅(こう)潮(ちよう)させて笑った。街のど真ん中で繰り広げられる桃色のイベントに、擦(す)れ違う者たちの視線が向けられる。その好奇心旺(おう)盛(せい)な眼(まな)差(ざ)しに耐えきれなくなったのか、他に理由があるのか、ヘリオドールは二人を引き剥(は)がした。

			「恥ずかしいからさっさと離れなさい！　何さりげなく手握(にぎ)り合ってるのよ！」

			「ヘリオドールさん、どうしてそんなに怒って……」

			「目立ってるからに決まってるでしょうが！」

			　総(そう)司(じ)を叱りつつも、ヘリオドールの視線はやはりレイラに注(そそ)がれている。金色の瞳(ひとみ)のなかで揺(ゆ)らめいている炎(ほのお)に気付いたレイラは、確信した。この女は、なかなかの好敵手になるだろうと。

			「……ソウジ、もう一つ聞いていいか？」

			「何でしょうか？」

			「お前は十八歳になるまで恋はしないと言っていたな？」

			「はい。学業と仕事に専念した……」

			　レイラの両手が総(そう)司(じ)の襟(えり)首(くび)を掴(つか)み、自分のほうへ引き寄せる。ヘリオドールが横で「ああああああああああ!?」と絶(ぜつ)叫(きよう)しているのにもかまわず、レイラのふっくらと柔(やわ)らかな唇は、総(そう)司(じ)の頬(ほお)に押し付けられていた。

			「ソウジ、私はお前ほどいい男を見たことがない。お前がその歳になるのを待っていたら、他の女性に取られてしまうかもしれない」

			「あ、あ、あ」

			　ヘリオドールの唇から漏(も)れる謎(なぞ)の奇声をＢＧＭに、レイラは目を輝(かがや)かせて、たった今触(ふ)れた頬(ほお)を撫(な)でた。

			「お前と出会って、私はすべきことが二つできた。一つは私が本来すべきであったこと。そして、もう一つはお前を手に入れることだ」

			「……僕をですか」

			「お前の唇に触(ふ)れるのは、お前を手に入れてからにする。……さらばだ、ソウジ！」

			　総(そう)司(じ)からゆっくりと離れると、レイラは人混みのなかへと消えていった。目の前で行われた告白劇に呆(あつ)気(け)に取られている人々を、気にする様子はなかった。

			「……頑張ってください、レイラさん」

			「……頑張ってくださいじゃないでしょおおおおおおお!?」

			　姿の見えなくなったレイラに手を振る総(そう)司(じ)を、後ろから掴(つか)む手。振り返ると、物(もの)凄(すご)い形(ぎよう)相(そう)のヘリオドールが総(そう)司(じ)を睨(にら)み付けていた。

			「何よ、あんたはあの女のプロポーズを、受けるつもりなの!?　ねぇ!?」

			　顔面蒼(そう)白(はく)のヘリオドールは、懐(ふところ)からハンカチを取り出し、総(そう)司(じ)の頬(ほお)を拭(ふ)いた。もちろんレイラにキスされたほうである。力が強すぎるようで、その部分だけが赤くなっていく。

			「別に、そういうつもりではありませんけど……」

			「だって、頑張ってくださいって言ったぁ！」

			　詰(きつ)問(もん)するヘリオドールは、もはや涙目だった。

			「僕が応援しているのは、あの人の本来すべきことって言っていたほうで、プロポーズを受けるつもりはありませんから」

			「……本当？」

			「嘘(うそ)なんて付いても、何の得もないですし」

			　どこまでも冷静な総(そう)司(じ)に、ヘリオドールも落ち着きを取り戻す。同時に、どうして部下が他の女といちゃついているからと言って、自分がここまで苛(いら)立(だ)たなければならないのかと恥ずかしくもなった。

			「でも、どうやって断ればいいんでしょうかねぇ。僕、こういう経験がないものですから、対処の仕方が……」

			「そんなの、普通に無視すればいいじゃない」

			「レイラさんが嫌(きら)いってことでもないので、悲しませたくはありません」

			「……じゃあ、十八になったらお付き合いするってこと？」

			　むっとした様子でヘリオドールが聞くと、「さあ？」という答えが返ってきた。

			「そのときが来ないと、どうなるかは誰にも分かりませんよ」

			「達(たつ)観(かん)してるのね……」

			「だって、例えば、今はフィリアさんが好きだとするじゃないですか」

			「え」

			「でも、十八歳になったら、レイラさんとずっといたいって思うかもしれませんよ」

			　のんびりとした口調で話す総(そう)司(じ)に、ヘリオドールは無言だった。無言で総(そう)司(じ)の胸倉を掴(つか)み上げた。

			「何でよ」

			「何がですか」

			「何でその例えばの話に、私を登場させないのよ!?　別に嫉(しつ)妬(と)とかじゃないけど！」

			　誰がどう見ても嫉(しつ)妬(と)に満ち溢(あふ)れた問い詰め方である。もう少し続きそうな修(しゆ)羅(ら)場(ば)を見ていた見物人は、生暖かい眼(まな)差(ざ)しを魔女に送った。

			　登場させて欲しかったのだろうな、と。

			　そんなことを呟(つぶや)いてしまえば、攻撃が来そうなので心のなかだけで呟(つぶや)いたが。

		

	
		
			　

			間章・魔王と囚(とら)われの王子

			　

			　瘴(しよう)気(き)に包まれた魔族の大陸ラグナロク。その中心に聳(そび)える魔王城の一室で、顔を顰(しか)める美女の姿があった。

			　この城の主であり、魔王の名を継いだ魔族、レイラである。そこは彼女の私室で、今からティータイムと洒(しや)落(れ)込むところだったのだが、その主役である紅茶に問題があったのだ。

			「おい……この葉は何だ？　魔力が込められているようだが」

			　紅茶の葉が詰まった缶を手に取りながら、レイラが首を傾(かし)げる。ただの紅茶だというのに、微量の魔力を感じるのだ。

			「ああ、今日の葉は、先日、魔王様がノルンにお出かけになったときに購入したものです」

			「……私は買った覚えはないが」

			「魔王様のお供に付いて行った者たちが」

			　紅茶をティーカップに注(そそ)いでいたメイドは答えた。レイラは記憶を掘り起こす。

			　先日、レイラはあの国で出会った不思議な少年に自らの想いを伝えるために、再びノルンに赴(おもむ)いた。その際、兵士も数人が付いて行った。また、ユグドラシル城でよからぬ動きを察知したのかと。前回は、あろうことか、主を迷(まい)子(ご)にさせてしまうという大失態を犯したが、今度は必ず魔王を守り抜(ぬ)く。

			　そんな部下たちの情熱を受けて、レイラも同行を許可した。

			　その結果、兵士たちはレイラの想い人の存在を知るのだった。

			　レイラが街のど真ん中で、ソウジという人間の少年に熱烈な告白をしているとき、実は彼らも陰に潜んでいた。まさか、プロポーズまがいのことをするためだけに来たなどとは、予想すらしていなかった兵士たちは、レイラに謝(しや)罪(ざい)したのだが、魔王は「なぜ、お前たちが謝る？」と困(こん)惑(わく)していた。

			　今まで恋をしてこなかったからだろうか。レイラは、こういった方面に恥じらいを持っていなかったようだった。

			　それどころか、「あの少年、とても素敵だと思わないか」と惚(のろ)気(け)る始末。

			　魔族のために身を粉にして動いていた主に、必死に求める存在ができたことを、部下たちは驚(おどろ)きながらも祝福した。さらにレイラの初恋祝いとして、何か高価なものをプレゼントしてあげようとなり、こっそりウルドの街で購入していた物があった。

			　それが、これから振(ふる)舞(ま)われる紅茶、『安らぎの夢』と名付けられた品種である。

			　

			「そうか……彼らは私のために……」

			　普通なら余計なことをするな、と照れ隠(かく)しで怒(ど)鳴(な)るところだが、レイラは部下たちの献(けん)身(しん)的(てき)な態度に感動して涙ぐんでいた。怒らないのか、とメイドにほんの少しだけ、呆(あき)れられているとは知らずに。

			「しかし、魔力が込められているのはどういうことだ？　特別な効果があるというのか」

			「さあ……ただその名の通り、安らかに眠れる効能があるそうで、その店では一番人気の品物だったそうですが」

			「ふむ……」

			　気品ある模(も)様(よう)が描かれたティーカップに注(そそ)がれる、琥(こ)珀(はく)色の液体。鼻(び)腔(こう)に入り込む芳(ほう)香(こう)。なかなか上等な葉のようだが、それ以外に変わった部分はないように見える。

			「どうだ、お前も一緒に飲まないか？」

			「い、いえ、これは魔王様のための……」

			「構わない。飲み食いするのは、一人より誰かとともにしたほうが味がよくなるからな」

			　遠慮するメイドに、レイラは皿に盛り付けられた焼きたてのクッキーを差し出す。

			　親を魔王軍に殺され、自身はこの城の地下牢(ろう)に閉じ込められていたレイラは、同じ境(きよう)遇(ぐう)の仲間たちと食事をともにしていた。固く冷たい味のないパンばかりだったが、いつか外の世界に出ようと語り合いながら食べるそれは、不思議と美(お)味(い)しいと感じた。

			　今改めて口にすると、どうしてあの頃はこんなものをと思ったが、それは皆と夢を語りながらの食事だったからだと気付いたのは、最近だった。

			（そういえば、ソウジと食べた食事は、今までで一番美(お)味(い)しかったな）

			　いつか毎日一緒に、と妄(もう)想(そう)に耽(ふけ)っていたレイラは、そこでハッとした。メイドがどこか生暖かい視線をこちらに向けていたのだ。主としての威(い)厳(げん)に欠けた行為だったかと、焦(あせ)る。

			「だ、駄(だ)目(め)だっただろうか……」

			「そんなことはありません。部下に対しても優しさを忘れない魔王様に仕えることができて、私は光栄でございます」

			「それならば、なぜそんなすべてを諦(あきら)め切ったような目で私を見るのだ」

			「……魔王様は今、ソウジ様という人間の少年のことを考えていらっしゃいましたか？」

			　どうしてそれを。この女は、心を読み取る能力を持っているというのか。

			　そんな表情を浮かべるレイラに、メイドは数秒の逡(しゆん)巡(じゆん)のあと、理由を告(つ)げる決心をした。これは今後の主、いや主と例の少年との仲に関わる重要なことである。

			「思っていることがすべて声になって、出ておりました……！」

			　こんなこと言いたくはなかったが、言わざるを得ない。メイドの表情は苦(く)渋(じゆう)に満ちていた。

			　

			　漆(しつ)黒(こく)の雲が空を覆(おお)い尽(つ)くし、暖かな太陽の光の一切が遮(しや)断(だん)された世界。レイラは背後に大勢の部下を引き連れて、荒れ果てた大地を駆(か)けていた。目的地はもうすぐである。

			　迫りくる悪しき魔族に、レイラは掌(てのひら)から生み出した紅(ぐ)蓮(れん)の火球をぶつけた。上がる悲(ひ)鳴(めい)。立ち上がり、レイラたちを追ってくる者はいなかった。

			「すまない。許せ……！」

			　同族を傷付けることにより、レイラの心も傷付いたが、ここで立ち止まるわけにはいかない。ひたすら走り続ける。

			「魔王様！　見えました！」

			　部下の一人が叫(さけ)ぶ。つられるようにして前を見ると、古城が聳(そび)え立っていた。かつては美しい城だったと聞くが、城壁には黒い植物の蔦(つた)が絡まっており、その面(おも)影(かげ)は見当たらない。

			　正門には夥(おびただ)しい数の魔族が控えており、一斉にレイラたちへと襲いかかる。レイラの率(ひき)いていた兵士たちも、主を守ろうと、咆(ほう)哮(こう)を上げて大群へと向かっていく。

			「魔王様は早く王の間へ！」

			「そうか……ここは任せたぞ！」

			　躊躇(とまど)いつつも部下たちが切り開いてくれた細い道を駆(か)けるのは、彼らを信じているからだ。この城にかけられている、『呪(のろ)い』によって操(あやつ)られた魔族たち。そんな哀(あわ)れな彼らを救うには、呪(のろ)いを解くしか他に方法はない。

			　その方法とは、王の間で深い眠りに就いているとされる少年を目覚めさせること。少年とはこの国の王子であり、レイラが一目見て恋に落ちた初恋の人。

			　王子は趣味の機(はた)織(お)りをしている際、針(はり)に指を刺した。その針(はり)には王子に恋(れん)慕(ぼ)していた魔女の魔法がかけられており、彼は城とともに永遠に覚めぬであろう眠りの世界に、閉じ込められた。

			　レイラは王子を救うためにやってきた。呪(のろ)いを解いて目覚めさせ、彼を自らの伴(はん)侶(りよ)に迎(むか)えるために。

			「王子！」

			　辿(たど)り着いた王の間は赤い薔(ば)薇(ら)で覆(おお)われ、甘い花の香りに満たされていた。王座があるはずの場所には、黒い棺(ひつぎ)がぽつんと存在していた。レイラは棺(ひつぎ)を見ると、焦(しよう)燥(そう)感(かん)に駆(か)られるように走り出した。

			「ソウジ王子……ようやく会えた」

			　棺(ひつぎ)のなかに眠っていたのは、レイラが初めて愛した人。黒(こく)曜(よう)石(せき)を思わせる漆(しつ)黒(こく)の瞳(ひとみ)を隠(かく)す瞼(まぶた)が開かれる気配はなく、人形のように静かに眠り続けている。

			　眠る姿さえも愛(いと)しいと思うが、もう一度漆(しつ)黒(こく)の瞳(ひとみ)に自分の姿を映し、あの穏(おだ)やかな声で自分の名を呼んで欲しい。

			　レイラは王子の頬(ほお)を、壊れ物に触(ふ)れるように両手で優しく包み込んだ。ほんのりと温かい体温が、まだ彼が生きていることを教えてくれる。そのことに安(あん)堵(ど)しながら、そっと王子の唇へと自分の唇を近付けていく。

			「王子……いや、ソウジ……愛してる……」

			　王子の呪(のろ)いを解く方法は、ただ一つ。王子を心から愛する者からのキス。愛する王子を救えるという安(あん)堵(ど)と、おそらく彼のファーストキスを奪えるという歓(かん)喜(き)によって、レイラの頬(ほお)は紅(こう)潮(ちよう)していた。

			　互いの吐(と)息(いき)が、唇に触(ふ)れるほどの距離まで近付いたときのことだった。

			「ちょっと待った―――――!!」

			　レイラの後頭部に何か硬(かた)いものが直撃する。それは、王子が以前被っていた王(おう)冠(かん)だった。そんなものを持っている人物はただ一人しかいない。

			　レイラは、王の間の入口で仁王立ちしている彼女を睨(にら)み付けた。

			　よく目立つ、黒のとんがり帽(ぼう)子(し)とピンク色の髪。王子に眠りの魔法をかけた張本人だ。

			「貴(き)様(さま)か、魔女……！」

			　ここまできて邪(じや)魔(ま)するというのか。レイラは王子を抱いたまま、低い声で唸った。

			　魔族の頂点に立つ、偉(い)大(だい)にして畏(い)怖(ふ)すべき魔王。そんな存在を目の前にしても、魔女は恐れることなく、レイラに啖(たん)呵(か)を切った。

			「こんの魔王……！　人がせっかく魔法をかけて王子を守っているっていうのに、なに魔法を解こうとしてんのよ、ええ!?」

			「守るだと!?　王子をこんな目に遭(あ)わせておいて、何様のつもりだ！」

			「何様も何も、私は王子の使者よ！」

			　魔女が苛(いら)立(だ)ちを隠(かく)し切れない様子で叫(さけ)んだ。嘘(うそ)偽(いつわ)りがあるとは思えない剣(けん)幕(まく)に、レイラは動(どう)揺(よう)した。これはいったいどういうことだろうか。

			　魔女は、困(こん)惑(わく)ぶりを見て、魔王は何も知らなかったのだと確信して、説明を始めた。

			「王子はモテるのよ……たいしてかっこよくもないくせに、いろんなとこのお姫(ひめ)様(さま)から求(きゆう)婚(こん)されまくってんの」

			「さすがは王子だ」

			「さすがって何よ、さすがって。……で、当の本人は十八歳になるまで自分は結婚しないと言ってて、でも求(きゆう)婚(こん)はしつこい。そこで王子がその歳になるまでのあいだ、眠らせることにしたのよ。そうすれば、他の国からお姫(ひめ)様(さま)はやって来なくなるし、十八になればちゃんと結婚を考えるとも言ってたしね」

			　魔女も本意ではなかったのか、その顔には呆(あき)れが見えていた。レイラは少し彼女に同情した。

			「他国からの求(きゆう)婚(こん)は、そんなにしつこいのか……」

			「しつこいわよ。この国は弱小だし、その子と結婚しても、得なんてあんまりないはずなのに……」

			「ふむ、魔女。その悩みを解消する方法が一つあるぞ」

			「へ？」

			「私が王子を嫁(よめ)にもらえばいい」

			「何言ってんのよ、あんた!?」

			　魔女にしてみれば意味不明な提案だが、レイラにしてみれば名案だった。その相対する思考を持つ二人が同じ結論に辿(たど)り着くはずがないのだ。

			　レイラの柘榴(ざくろ)色の瞳(ひとみ)と、魔女の金色の瞳(ひとみ)が互いを強く睨(にら)み合う。

			「ふざけんじゃないわよ！　嫁(よめ)って、王子は男よ!?」

			「嫁(よめ)だろうが婿(むこ)だろうが、そう大差はない。心配することではないぞ」

			「心配するわ！　綺(き)麗(れい)な目をしながら、どうしてそんな頭おかしい発言できるの!?」

			「私の頭は正常だ。……それに王子が十八歳になったら、誰が起こすつもりだったんだ？」

			　その言葉に、魔女の体が硬(こう)直(ちよく)した。明らかに触(ふ)れて欲しくない話題に触(ふ)れられた反応だ。

			　レイラは眉(み)間(けん)に皺(しわ)を寄せた。

			「やはり貴(き)様(さま)……自分で王子にキスして、魔法を解くつもりだったな!?」

			「そ、そんなことないわよ！　自分でかけた魔法くらい、簡単に解除できるわよ！」

			「だったら今ここでやって見せろ！　できないなら、私が王子にキスをする！」

			「させるかー！」

			　

			「はっ」

			　レイラは目を覚ました。視界に広がっているのは、見慣れた寝室の天井。汗を掻(か)いていたようで、寝具はしっとりと湿っていた。室内はまだ薄暗く、夜明けは遠いようだった。

			「うむ……」

			　今まで見ていた夢を思い出しながら首を捻(ひね)る。いい夢だった気はするのだ。途中までは。あのライバルの魔女さえ登場しなければ、確実にハッピーエンドを迎(むか)えていたはずなのである。

			　柔(やわ)らかい唇を触(ふ)れ合うと、閉ざされていた瞼(まぶた)がゆっくりと開き、黒(こく)曜(よう)石(せき)の瞳(ひとみ)がレイラを見上げて、穏(おだ)やかな声が「レイラさん」と、少し寝(ね)惚(ぼ)けた声で呼ぶはずだったのだ。

			　レイラに「王子」と呼ばれて、普段は鉄仮面の如(ごと)く表情を封(ふう)印(いん)している顔に、優しい微(び)笑(しよう)を浮かばせてこう言う予定だったのだ。

			「僕のお嫁(よめ)さんに、なってください、魔王様」と。

			「ふふ……ふふふ……」

			　妄(もう)想(そう)しながら、レイラはニヤニヤする。夢のなかでは、嫁(よめ)でも婿(むこ)でも大差はないと豪語していたが、やはり自分は嫁(よめ)のほうが合っているだろう。

			　とは言え、とても幸せな夢が見れたのは、あの紅茶のおかげかもしれない。部下に感謝しつつ、レイラは今一度強く思った。

			「やはり、私の夫となる男は、ソウジ以外には存在しない……！」

			　魔王と人間という、種族を超えるどころか禁断の愛であり、苦難も多いだろうが、絶対に諦(あきら)めたりはしない。あの掴(つか)めぬ雲のような少年を、振り向かせてみせる。

			　魔族の恒(こう)久(きゆう)的(てき)な平和も、総(そう)司(じ)の心も、両方手に入れよう。魔王として。

		

	
		
			　

			少年とオーガ

			　

			　アスガルドでは、数多く存在する冒険者がダンジョンに潜ったり、旅をしている最中に、様々なアイテムを手に入れることがある。それは主に鉱物や魔物の部位だ。

			　ベテランの冒険者であるなら、それらを自分の手で細工して武器や防具を作り、魔物の肉で食べられる物なら、腐(くさ)らないうちに調理して食べてしまう。

			　しかし、大抵は武具や薬品を始めとする、多くのアイテムの材料を取り扱っている素材屋に売る。しかし、ここでちょっとした問題が発生する。

			　素材屋は持ち込まれたアイテムの価値を決めて、金を冒険者に支払う。

			　ところが、なかには本来の値段よりもかなりの低価格で引き取る悪徳業者も存在するのだ。そこでおかしいと気付いて売るのをやめる者もいるのだが、素材の価値に詳(くわ)しくないルーキー（初心者）の冒険者や気の弱い者は、泣き寝入りしてしまうケースも多い。

			　そこで、最近では国の直(ちよく)属(ぞく)の機関に素材の鑑(かん)定(てい)を行う部署が役所に設置されるようになった。まず、ここで鑑(かん)定(てい)を行い、その品物の値段を決めて鑑(かん)定(てい)証を発行する。それから鑑(かん)定(てい)証と品物を素材屋に持ち込んで、換金を行うというシステムだ。

			　素材屋は、冒険者の持ち込む戦利品が主な収入源になっている。他の店よりも利益を出すため、鑑(かん)定(てい)証に記された値段よりもわずかに高値に設定して、今後もご贔(ひい)屓(き)に、という店も少なくない。

			　少しでも金を多くもらいたい冒険者にとっては、当たり前の値段しかつけない店よりも、サービスしてくれるところのほうがいいのは当然だ。

			　鑑(かん)定(てい)が国の機関で行われるようになって、素材屋の経営事情も大きく変わった。が、役所も、けっこう苦労していたりする。冒険者が日々持ち込んでくる品物の多さに、毎日悲(ひ)鳴(めい)を上げているのだ。

			　鑑(かん)定(てい)専門部署、『鑑(かん)定(てい)課』の職員のほとんどが男性なのも、女性では品物が重くて運べないという理由によるとのことだった。

			　

			「と、聞いていましたけど、ヘリオドールさん」

			「何よ！　文句あるならさっさと言いなさい！」

			「いえ、文句ではないんですけど」

			　鑑(かん)定(てい)課で繰り広げられる少年と魔女の口論。近くの席で青い石の鑑(かん)定(てい)を行っていた職員は、ちらり、と手伝いに来ていた魔女へ視線を向けたが、すぐに知らない振りをして作業を再開した。

			　ヘリオドールは、男でも苦労するような重さの岩石をいとも簡単に運んでいた。

			「……あっ、あんた、まさか私がこれを自分の力だけで持ってると思ってるんじゃないの!?　違うから！　これは魔法を使って、石の重みを軽減しているだけよ!?」

			「そんなに必死にならなくても。……でも、魔女はいろんな魔法が使えて便利ですね。土魔法で石の重みを減らしてるとか？」

			「え？　一時的に私の腕(うで)の力を増(ぞう)幅(ふく)してるだけよ。今の私なら、あんたを片手で持ち上げてぶん投げられるんだから」

			「それはすごいですねぇ」

			　品物一つ一つに魔法をかけるより、このほうが効率がいい。女を捨(す)てている感が半端ないのだが、これが使えるものは使い、仕事に常に全力投球のヘリオドールのやり方だ。

			　半ば自(じ)棄(き)になって自慢げに説明すれば、職員に可(か)哀(わい)想(そう)な者を見るような目で見られた。嘲(あざ)笑(わら)われるよりも、ダメージがでかい。

			　デスクワーク中心の住民課や財務課と違って、こちらは力仕事も多いのだ。鑑(かん)定(てい)そのものには、鑑(かん)定(てい)士の免許を持つ者しか携われないので、ヘリオドールがこの課の補助に回るときは、必然的に品物運びに徹することがほとんどだった。

			「ヘリオドールさんは女性なんですから、もう少し軽いものを運んでてもいいと思いますよ」

			「うっさいわね。仕事なんだから仕方ないでしょ」

			「はあ」

			「というかね、あんたには言われたくないわよ」

			　ヘリオドールの視線の先には、さらに巨大な石を持った総(そう)司(じ)がいた。ヘリオドールは、この少年にだけは言われたくなかった。女性とそう変わらない体格の総(そう)司(じ)が、本来持つものではない。持つとしたら、もっとガタイのよい人物。

			　例えば、現在、総(そう)司(じ)に人懐(なつ)こい笑顔を送っているのは、身長二メートルで、鬼のような恐ろしい顔付きに、筋(きん)骨(こつ)隆(りゆう)々の体格。『オーガ』の職員である、ブロッドだ。

			　総(そう)司(じ)はいつも通りの無表情なのでよく分からないが、ブロッドはその泣く子も黙(だま)るような恐ろしい顔に笑みを浮かべている。談笑しているようだった。

			　その光景を、ヘリオドールは驚(おどろ)いた表情で眺(なが)めていた。

			「えええええええ……？」

			「どうかしましたか？」

			「あのブロッドが笑うところなんて、初めて見たわ……あんたたち、私が知らないあいだに仲良しになってたのね……ちょっとびっくりしたわ」

			　何せ相手は、あのオーガだ。ウトガルドの人間である総(そう)司(じ)も、恐ろしい外見の彼には恐(きよう)怖(ふ)心を抱くだろうとヘリオドールは懸(け)念(ねん)していたが、それは杞(き)憂(ゆう)だった。

			　ヘリオドールの視線に気付いたらしいブロッドが、こちらにやって来る。

			「オラに何か？」

			「う、ううん、ただ仲良しだなぁって見てただけよ」

			「ソウジ君には良くしてもらってんだ、オラ。ソウジ君、優しい人だ」

			　ブロッドは嬉(うれ)しそうにはにかんだ。これも見たことがない顔だ。ヘリオドールは、口を開いたまま固まった。その反応に、岩石を持ったまま総(そう)司(じ)は首を傾(かし)げた。

			「どうしたんですか？」

			「どうしたもこうも！　ブロッド君、そんな性格だったっけ!?」

			　ヘリオドールの叫(さけ)び声に、総(そう)司(じ)とブロッドのやり取りを観察していた職員たちは、「よくぞ聞いた！」と力強く頷(うなず)いた。

			　ブロッド・ヒューティム。

			　その魔物に近い容(よう)姿(し)のせいで、周りから恐れられているオーガの男。彼は、その見た目に似合わず鑑(かん)定(てい)士の免許取得者で、課のなかでトップクラスの目利きの職員だ。

			　数々の品物の鑑(かん)定(てい)を淡(たん)々と行う鑑(かん)定(てい)のスペシャリスト。鑑(かん)定(てい)の結果に納得がいかず、鑑(かん)定(てい)士を呼び出せと文句を言う冒険者も、ブロッドの姿を見れば怖(お)じ気(け)付く。

			『……鑑(かん)定(てい)の結果に問題でも？』

			『いっ、いえ、ありません、ありがとうございます』

			　課の人間もブロッドには恐れを抱き、仕事以外では会話をしない、というよりできない。何とか心の距離を近付けるべく気さくに話しかけようとしても、不(ふ)機(き)嫌(げん)そうな表情で睨(にら)み付けてくる。

			『なあ、ブロッド！』

			『……ん？』

			『ごめんなさい、何でもありません』

			　通称・鑑(かん)定(てい)課の怪物(モンスター)。仕事の腕(うで)も怖(こわ)さも超一流。逆らえば殺される。怒らせても殺される。ブロッドの出勤する日は、課は常に緊(きん)張(ちよう)状態にあった。

			　その男が、自分よりもずっと小柄な少年と友情を築いていた。それだけでもかなりの衝(しよう)撃(げき)なのに、素の性格が、外見とあまりにもかけ離れた癒(いや)し系。

			　ざわざわ……。

			　鑑(かん)定(てい)課のメンバーとヘリオドールに電流が走った。今までにない混(こん)沌(とん)とした空気が室内に満ちるなか、平常運転の総(そう)司(じ)が口を開いた。

			「僕もブロッド君も編み物が大好きなんで、そこから仲良くなりました」

			「ソウジ君の作る編みぐるみは可愛(かわい)いんだ。あと、最近は休み時間に羊(よう)毛(もう)フェルトってのもやってんだ」

			　女子力の高いコミュニケーションの取り方だ。

			「というか、総(そう)司(じ)君ってブロッドのことはブロッド君って呼ぶの？　フィリアちゃんやオボロとかには、さん付けなのに」

			「ブロッド君、十九歳なんです」

			　まさかの十代。そして年下。ヘリオドールは仰(の)け反(ぞ)った。

			「最初はブロッドさんって呼ばれてたけと、オラ恥ずかしいから、勇気出して『さん付けやめてくれ』って言ったんだ。そしたら、ブロッド君って呼んでくれるようになったんだ」

			　こんなに饒(じよう)舌(ぜつ)に話すブロッドは、初めてだった。鑑(かん)定(てい)課の怪物(モンスター)の正体は、ただのオトメン。その場にいた全員が、そう結論付けた。

			　さらに極度の人見知りであることも発覚した。今までは、単に恥ずかしがっていただけだと明かされると、職員たちは苦笑した。思わぬ事実と、それを見抜(ぬ)けなかった自身に対して。

			「何だよお前！　滅(め)茶(ちや)苦(く)茶(ちや)いい奴(やつ)じゃん」

			「今からでもいいからさ、ソウジだけじゃなくて、俺とも友達になってくれないかな？」

			「アタシもブロッドさんを見掛けで判断してたわ。これからはいろいろ話しかけてもいい？」

			「う、うん！　こちらこそよろしくだ！」

			　職員たちに囲まれ、満面の笑みを浮かべるブロッド。ヘリオドールは、岩石を指定の場所に運んでいる総(そう)司(じ)の隣に並んで小声で聞いた。

			「まさかあんた、こうなること想像してた？」

			「何のことでしょう」

			「……まあ、いいか。それより今度の日曜日は役所も休みなの。でも、一応アスガルドには来て」

			「何かあるんですか？」

			「遠くからわざわざやって来るのよ」

			　ふて腐(くさ)れた様子で、ヘリオドールが総(そう)司(じ)に答えた。

			「妖(よう)精(せい)の国・フレイヤからティターニア姫(ひめ)が、うちの国、しかもこのウルドの都市にね」

			「妖(よう)精(せい)の国？」

			「フィリアちゃんみたいなエルフが、たくさんいる国よ。お姫(ひめ)様(さま)もものすごく可愛(かわい)いらしいの」

			「そうなんですか……」

			　オタク属性があるので、テンションがいきなり上がると思っていたが、食指が動く話題ではなかったらしい。総(そう)司(じ)は「分かりました」とだけ言うと、さっさと仕事に戻った。

			　どこかほっとしたヘリオドールは、どうして自分が安心しているのだと、軽く自(じ)己(こ)嫌(けん)悪(お)に陥った。

		

	
		
			　

			少年と宝石店

			　

			　魔法や魔物が存在する世界、アスガルド。ではなく、魔法も魔物も存在しない世界、ウトガルド。それも、オタクというアレな人種が大量発生している国日本。

			「……これは」

			　ごく一般的な家庭。その家の一人息子は、早朝から庭の物置小屋を開けて、なかに仕舞われていたものを発見して固まった。朝食の準備ができたというのに、なかなか戻って来ない息子を心配した母親が、サンダルを履いて庭に出てくる。

			　能面のような表情の、高校生ぐらいの年齢の息子に対して、外見年齢二十代前半の母親。しょっちゅう姉弟と間違われているが、れっきとした親子である。

			「総(そう)ちゃん、どうしたの？」

			「母さん……あれは何かな」

			　息子が指差したのは、脚(きや)立(たつ)など工具が積まれている奥に置かれた、木製の扉(とびら)だった。ノブも付いており、どこも傷付いた様子はない。壊れたから外したようには、見えなかった。

			「それ、お父さんがどこからか持ってきたみたいでね。何かに使えるかもしれないからって、そのままにしてるの」

			「……使えるっていうより、使わないようにするために置いてるっぽいけど」

			「そうなのかしらねぇ……きゃっ！」

			　母親の手が物置小屋に触(ふ)れた瞬間、微(び)弱(じやく)な電流が走った。

			「うーん、昔から私がここに入ろうとすると、静電気がビリッと来るのよ」

			「入れないなら、僕か父さんが取るからいいよ。シャベルとじょうろ出してここに置いとくね」

			「ありがとう、総(そう)ちゃん。ふふっ、総(そう)ちゃんがバイトから帰ってくる頃には、お庭に新しい苗植えておかなきゃ。今日はごちそうも作らないといけないし」

			「そういえば、今日、父さん出張から帰ってくるんだっけ……母さん、あれ持って行ってもいい？　バイト先で何かの役に立つかもしれないから」

			「いいけど……どうやって持って行くの？」

			　息子が見ている物を見て、母親は首を傾(かし)げる。そもそも、何に使うか分からない。

			「まあ……どうにかして持って行くから大(だい)丈(じよう)夫(ぶ)」

			「そう。それじゃあご飯にしましょう！　バイト前なんだから、ちゃんと食べていってね！」

			　母親が楽しそうに鼻歌を歌いながら、家のなかへ戻っていく。息子はその後ろ姿を見つつそれを物置小屋の脇に置いていた鞄(かばん)のなかに入れた。その光景を目撃した野良猫が、驚(おどろ)いて逃げ、カラスが飛び去った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ノルンから遠く離れた国、フレイヤ。

			　妖(よう)精(せい)の住(すみ)処(か)と呼ばれており、住民のほとんどがエルフで占められている。また、他国よりも自然に囲まれた地域が多く、そのため妖(よう)精(せい)、精(せい)霊(れい)も集まりやすく、聖域・マナの地も多数存在する。

			　また、住民のほとんどが高い魔力を持っているが、争いを好まず、二十年前の魔王対勇者の戦争のときも、魔王側にも人間側にも付かずに沈(ちん)黙(もく)を続けてきた。

			　それ以前もそれ以降も、他国とは一切関わろうとしなかった、謎(なぞ)に包まれていたフレイヤ。

			　ところが、フレイヤの使者が突然、ノルンにやって来たのである。フレイヤの姫(ひめ)君(ぎみ)、ティターニアがノルン、それもウルドを訪れたいということだった。

			　閉(へい)鎖(さ)的(てき)、排(はい)他(た)的(てき)な国の姫(ひめ)のまさかの来訪宣言に、ノルンの上層部は大パニックに陥った。目的は『他国の暮らしぶりを拝(はい)見(けん)したい』ということだったが、それが建前であるとはすぐに分かった。

			　そんな理由で、わざわざこんな妖(よう)精(せい)霊(れい)が激(げき)減(げん)し、財(ざい)政(せい)難(なん)に苦しむ国に来るはずがないからだ。

			　だが、これはノルンにとっては嬉(うれ)しい出来事でもあった。魔法国家であるフレイヤと交流を図り、親密になれる貴重なチャンスだった。

			　疑問は残されたままだったが、ノルンはティターニア姫(ひめ)を歓迎することを決定した。

			　そして、それから二週間後。ウルドの役所はこの日だけはすべての業務を停止し、ティターニアの滞(たい)在(ざい)地となるのだった。

			　そのため、普段はそれなりにフリーダムな空気が流れている役所は、至るところに見張りの兵士が配置され、ピリピリとした緊(きん)張(ちよう)感に包まれていた。

			　魔力を練(ね)り込まれて精製された特殊な鎧(よろい)と兜(かぶと)は、通常の物よりも防御力に優れ、腰に差した白銀の剣はいかなる物も切り裂く。

			　ノルン軍のなかでも特に有能な兵が、今回の警備に駆(か)り出されていた。

			「それだけ、今回のティターニア姫(ひめ)の来訪が大事なことなんだけどね……」

			　職員のほとんどが役所の立ち入りを禁止され、静まり返った職場に、ヘリオドールは違(い)和(わ)感(かん)を覚えていた。近くを通り過ぎると警備の兵士は頭を下げるが、その鋭(するど)い眼光に思わず萎(い)縮(しゆく)してしまう。無意識のうちに、平然とした様子で隣を歩く少年に身を寄せた。

			　その兵士はヘリオドールのような女性がタイプで、お辞儀を拒(きよ)絶(ぜつ)されてショックを受けていることを本人は知らない。

			「ヘリオドールさん、兵士の人たちが苦手なんですね。鑑(かん)定(てい)課の人たちには普通に接しているのに」

			　兵士の前を通り過ぎてから、総(そう)司(じ)がそう言った。意外そうな口調に聞こえたのは、気のせいではないかもしれない。

			「だって、私たちだって軍の人間とはほとんど関わらないし……襲いかかってくるわけじゃないって分かってても、何か威(い)圧(あつ)感(かん)があって苦手なのよ」

			「そうですか」

			「……あんたは怖(こわ)くないの？」

			「何でですか？」

			「何で怖(こわ)がらなきゃならないの？」と逆に聞き返されている気がして、ヘリオドールは乾いた笑い声を漏(も)らした。

			　そういえば、この少年は兵士よりもずっと恐ろしい存在だった。何が恐ろしいのかと聞かれれば答えに迷ってしまう。しかし、とりあえず怖(こわ)いのは確かだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ティターニア様」

			「……え？」

			「お疲れのように見えますが」

			「あら……申し訳ありません。少し眠ってしまっていたようですわ」

			　気恥ずかしそうに笑いながら、馬車の外の風景、草木の少ない荒れ地をぼんやりと眺(なが)める少女をグリックスは観察した。

			　ふわふわと柔(やわ)らかそうな質感の優しい月色の髪に、アクアマリンのような水の色の瞳(ひとみ)。純白のドレスに包まれた、細く、けれど大きく膨(ふく)らんだ乳房。背中からは薄い蜻蛉(とんぼ)のような羽が、頭部からは二本の触角が生えていた。

		

	
		
			[image: p203.jpg]
		

	
		
			　通常のエルフよりも強い魔力を持ち、フレイヤ国のなかでも数少ない存在とされるハイエルフ。ティターニアもその一人であり、フレイヤの姫(ひめ)君(ぎみ)であった。

			　ゆっくりと進んでいく馬車のなか。彼女の従者であるエルフ、グリックスは、ティターニアと同じように、さして面白くもない風景に視線を向け、密(ひそ)かに抱いていた疑問を口にした。

			「しかし、姫(ひめ)様(さま)。なぜ婚約者様を残してノルンにやって来たのですか？　あなたとの旅行を楽しみにされていたのに……」

			「……婚約者」

			　ティターニアは硬(かた)い口調で呟(つぶや)いた。淡い青の双(そう)眸(ぼう)は、悔(くや)しさと絶(ぜつ)望(ぼう)の色で彩(いろど)られていた。

			「ですが、私は、周りが勝手に決めた結婚相手と結ばれることなど望んでおりません。何が貴族の長男、ですか!?　何が、ハイエルフ同士の婚(こん)姻(いん)ですか!?　私は何度も、彼を受け入れるつもりはないと申し上げました。なのに、皆は……」

			「では、ティターニア姫(ひめ)様(さま)には他に結婚を望んでいる相手がいると？」

			「そうですわ！　だけど……私の願いを叶(かな)えるためにはこうするしかなかった」

			　ティターニアの頬(ほお)に一筋の涙が流れる。まるで水の宝石のような美しい瞳(ひとみ)から流れた雫(しずく)は、それ自体があまりにも尊(とうと)いもののように見えた。

			　グリックスは彼女を慰(なぐさ)めるように名前を呼びながら、内心でほくそ笑んだ。

			（この馬(ば)鹿(か)女……そんなにあの馬(ば)鹿(か)男と結婚したくないってんなら、他の金持ちの変態にでも売ってやるよ）

			　美しい金(きん)髪(ぱつ)と長い耳は変化魔法の産物だ。ぼさぼさ頭に髭(ひげ)を生やした姿が、本来のグリックスの姿なのだが、ティターニアはまったく気付く様子もない。本物の使者は、今頃はフレイヤの王宮の地下室でぐっすり眠っているだろう。婚約者と結婚したくないとほざく小娘は、目の前の男を長年仕えている従者と信じて疑わなかった。

			　強(ごう)盗(とう)、殺人、人身売買など、あらゆる犯罪に手を染めている犯罪組織『漆(しつ)黒(こく)の魔手』。そのリーダー、バイドンこそが、たった今、グリックスに化けている男の正体だった。

			　現在、馬を引いている者も、この馬車を取り囲んでいる護(ご)衛(えい)の兵士のほとんども、犯罪組織のメンバーだ。

			（どういうつもりで、この姫(ひめ)さんがノルンに行くと言い出したのかは知らねぇが、このチャンスを逃すわけにはいかねぇよな？）

			　ハイエルフ、それもフレイヤ国の姫(ひめ)となれば、大変な値がつく。何より美しい。ティターニアには変態趣味を持った、あちこちの貴族の男たちの性の捌(は)け口として、頑張ってもらうつもりだ。

			　いや、まずは『漆(しつ)黒(こく)の魔手』のメンバーの世話もしてもらわなければならない。

			　偶(ぐう)然(ぜん)、ノルンの都市、ウルドの近くに『漆(しつ)黒(こく)の魔手』のアジトはある。あとはこのままノルンに向かわずに、アジトに直行するだけでいい。

			　まず、ティターニアの味を確認するのは、リーダーである自分だろう。そんなことを考えているバイドンを、ティターニアはやけに真剣な表情で見(み)詰(つ)めていた。

			「グリックス、あと何分ほどでウルドには到着するでしょう？」

			「？　間もなくですが……」

			「そう……」

			　ティターニアは右手に握(にぎ)り締(し)めていた物を見下ろした。それは、藍(あい)色の石のペンダントだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　乳(にゆう)白(はく)色(しよく)の宝石が飾(かざ)られた指輪を、天井付近に設置されたランプに近付ける。すると、宝石が淡く光り出して、乳(にゆう)白(はく)色(しよく)から黄色、黄色から橙(だいだい)色と、次々と色が変化していく……。

			　ランプの炎(ほのお)が放つ光を吸い取ったかのように、宝石はランプから離しても、なおも仄(ほの)かな輝(かがや)きを放ち続ける。今度は緑色から青色に変わっていくそれを興味深そうに観察する少年に、オーガの青年は嬉(き)々とした様子で話し出す。

			「うーん、いつ見ても綺(き)麗(れい)だ、『月(つき)兎(うさぎ)のランプ』は！　この石はマナの地でしか取れない宝石で、とっても扱いが難しいだ。石に宿る魂(たましい)と対話しながらゆっくり作らないと、魂(たましい)が拗(す)ねちゃって、宝石から輝(かがや)きを奪ってただの石ころにしてしまうだよ」

			「そうなんですか……」

			　総(そう)司(じ)がまじまじと掌(てのひら)のなかの指輪を見(み)詰(つ)める。その様子にテンションが上がったブロッドは、総(そう)司(じ)の腕(うで)を引くと、ショーケースのところまで連れて行った。

			　なかには、美しい装(そう)飾(しよく)が施(ほどこ)された指輪やペンダント、髪(かみ)飾(かざ)りが陳(ちん)列(れつ)されている。

			　ルビーやガーネットなど、赤系統の宝石を薄くスライスして一枚一枚を丁寧にくっ付けて作られた、宝石の薔(ば)薇(ら)『レッドローズ』の指輪。

			　海の細(さざ)波(なみ)の音が妖(よう)精(せい)や精(せい)霊(れい)によって閉じ込められた、蒼(あお)い宝石『海の追(つい)憶(おく)』が中心で輝(かがや)く、銀のブレスレット。

			　闇(やみ)属性の魔法や呪(のろ)いを吸収する聖なる宝石『閃(せん)光(こう)の護(まも)り手』を、いくつもあしらった豪華なティアラ。

			　どれもウルドはおろか、ノルンでも滅(めつ)多(た)にお目にかかれないアクセサリー類だ。例えば『レッドローズ』の製作には作者の繊(せん)細(さい)かつ高度な技術が求められ、『海の追(つい)憶(おく)』と『閃(せん)光(こう)の護(まも)り手』は石の中の『魂(たましい)』との連(れん)携(けい)が必要となる。

			　それらの難題を見事クリアして、作り上げられた作品たち。これほどまでに見事なアクセサリーが置かれている店は、多くの宝石職人が集まるウルド中心部でも、この店『妖(よう)精(せい)の涙』だけだろうと、ブロッドは確信していた。

			「ソウジ君、こっちにあるのも綺(き)麗(れい)なんだ。いろんな宝石を使って聖杯を……」

			「ブロッド君、楽しそうですね」

			「そ、そう見えるだ……？」

			　冷静さを失わない総(そう)司(じ)の一言に、ブロッドは我に返って動きをピタリ、と止めた。同時に羞(しゆう)恥(ち)で顔を真っ赤にした。

			　その光景をレジ付近で眺(なが)めていた、小人の種族、ゴブリンの女主人は笑った。

			「落ち着きなって、ブロッド。あんたがその子よりはしゃいじゃって、どうすんだい！」

			「だって、この店に友達と来るのは今日が初めてだ。それが嬉(うれ)しくてつい……」

			「何言ってんだい。けど、客は一人でも多いと助かるよ」

			　困ったように笑いながら、女主人は店内を見回した。様々な宝石で作られた美しい装(そう)飾(しよく)品。だが、客は総(そう)司(じ)とブロッド以外にはいない。

			　普段は冒険者がちらほら立ち寄って、気まぐれに買っていくが、本日は妖(よう)精(せい)国から姫(ひめ)がやって来ることを記念して街で祭が行われている。祭に、根こそぎ客を取られてしまったようだ。

			　ただでさえ、今月は売上が少ないというのに。

			「あたしたちみたいな種族には、やっぱりこういう仕事は向いてないのかねぇ」

			「そんなことないだ！　みんな小人種族の凄(すご)さを知らないだけだ！」

			「僕もブロッド君の意見に賛成です」

			「「本当？」」

			　総(そう)司(じ)の言葉に反応して、店の奥からわらわらと小さな人たちがやって来る。小人用の小さなハンマーを持ったゴブリンと、口周りが真っ白な毛で覆(おお)われたドワーフ。店内の商品の製作者だ。

			　総(そう)司(じ)を気に入ったのか、彼の足にしがみついたり、腰の辺りまでよじ登ってくる。それでも顔色一つ変えない総(そう)司(じ)に、ブロッドはすごいと思った。

			「エルフに近い魔力を持っていて、石と話せるし、手先も器用。すごいじゃないですか」

			「そうは言ってもねぇ」

			「もともと細工が上手いって言われてる、ドワーフのワシはまだいいがのぅ……」

			「ゴブリンやオーガはこの厳(いか)つい見た目のせいで、何の取り柄もない荒らくれ者、って言われてるんだ」

			　ゴブリンとドワーフが悲しげに呟(つぶや)く。複(ふく)雑(ざつ)そうな表情を見せる彼らに、ブロッドは眉(まゆ)を八の字にした。

			「自分からそう言っちゃ駄(だ)目(め)だ。ネガティブ精神よくないだ」

			「ブロッドだって、つい最近まで友達ができてなかっただろー！」

			「ううっ」

			　痛いところを突かれて、ブロッドは後(あと)退(ずさ)りをした。そんなヘタレな常連客に女店長は溜め息をついて、総(そう)司(じ)へ向き直った。

			「まあいいよ。もうすぐここも閉めるんだ。何でも格安で売ってやるから、好きなの選んでおくれよ」

			「えっ!?」

			　その言葉にブロッドは女主人、ドワーフ、ゴブリンを順番に見る。全員、寂しそうに俯(うつむ)いた。

			「どこに行っても、ゴブリンだの小人族だのって言ってみんなに馬(ば)鹿(か)にされて、ちょっと疲れちゃったんだよ……」

			「も、もう少し頑張ってみるだよ……！」

			「……どうにかして、皆さんの品物をちゃんと見てもらえればいいんですけどね。そうすれば、あなたたちの腕(うで)も認めてもらえるのでは？」

			「うーん、そうは言っても……」

			　バキン、と大きな音がしたのはそのときだった。全員が入口を見る。そこにはドアがなく、外からの風が入り込んでいた。

			　ドアだったものは床に叩き付けられて、ノブが横で虚(むな)しく転がっていた。

			「……あのドアも、うちを冷やかしに来た冒険者のサンドバッグ代わりにされて疲れちゃったのさ」

			「確かに」

			　片手で顔を覆(おお)う女主人に、総(そう)司(じ)は力強く頷(うなず)いた。

			「そ、そういえばソウジ君、本当によかっただ？」

			「何がです？」

			「ヘリオドールさん……」

			　ブロッドが恐る恐る総(そう)司(じ)の保護者の名前を口にすると、被保護者は「いいんです」とあっさりと答えた。

			（良くないだ……）

			　ブロッドは今頃起こっているだろう惨(さん)状(じよう)を思い、項(うな)垂(だ)れた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ティターニア姫(ひめ)を迎(むか)えるための準備が整った、役所・ウルド支部。その応接室は、二人の職員によって床や壁(かべ)だけでなく、天井までピカピカになっていた。

			　完(かん)璧(ぺき)だった。負のオーラを漂(ただよ)わせながら涙を流す魔女の姿さえ、なければ。

			「うっ……ぐすっ……ひどいわ……こんなことってあるのかしら……」

			　隅(すみ)で膝(ひざ)を抱えて啜り泣くヘリオドールの姿に、その場にいた護(ご)衛(えい)兵や、先にウルドに来ていたフレイヤのエルフ兵は困(こん)惑(わく)していた。

			　あの黒髪の少年とともに掃除をしていたときは、少年に的確な指示を送る姿がクールで仕事ができる大人の女性、という印象だった。

			　だが、掃除が終了して用具を片付けるために、二人が退室してから約十分後。

			　ヘリオドールは、「呪(のろ)われてるの？」と聞きたくなるような暗黒のオーラを放ちながら、なぜか一人で戻ってきた。少年が離れている隙(すき)に口説いてみようかと目(もく)論(ろ)んでいた兵も、とても声がかけられる状態ではない。

			　むしろ、近付きたくない。

			「ヘリオドール？　いったいどうしちゃったのかしらぁ？」

			　そんな闇(やみ)堕(お)ち寸前の黄(おう)金(ごん)の淑(しゆく)女(じよ)に、話しかける猛(も)者(さ)が現れた。今日も今日とて胸元が大きく開いて、見えてはいけないものが見えてしまいそうな服を着たサキュバスのハーフ、リリスであった。

			　彼女は妖(よう)艶(えん)な笑みを浮かべ、膝(ひざ)を抱えて泣くヘリオドールを優しく抱き締(し)めた。

			　むにゅり。リリスの巨乳とヘリオドールのそれなりに膨(ふく)らんだ胸が合わさると、兵の視線は一斉にそこに集中した。

			「うぅ……リリスゥ～……」

			「涙は女の子を綺(き)麗(れい)に見せるアイテムだけど、そんな顔中を濡らすほど泣くものじゃないわ。ソウジちゃんと何かあったの？」

			「う、うん……うああああああああああ!!」

			　密着していた体を少し離して、リリスがヘリオドールに優しい眼(まな)差(ざ)しを送る。すると、ヘリオドールは獣のような雄(お)叫(たけ)びを上げて、眼前の豊満な胸に顔を埋めた。

		

	
		
			[image: p214.jpg]
		

	
		
			　その光景に、ノルンとフレイヤの両国の兵のテンションが上がり、「おおっ」と叫(さけ)ぶ。美女とおっぱいの絡み合いを前にただの男と成り下がった集団をよそに、リリスはさらに魔女の心の闇(やみ)を探っていく。

			「で、ソウジちゃんがどうしたの？」

			「そ、そうじ……掃除が終わったら一緒にご飯食べに行くつもりだったのに……」

			「あら、そうなの？」

			「そしたら、総(そう)司(じ)君ったら酷(ひど)いのよ!?　『今日はこの後は一人で街を歩こうと思います。ヘリオドールさんはお姫(ひめ)様(さま)の護(ご)衛(えい)をしていてください』って言ったのよ!!」

			「あらまあ」

			「今日は祭だっていうのに！　総(そう)司(じ)君には日頃頑張ってもらってるから、欲しいものとか食べたいものとかたくさん買ってあげようと思ったのに!!」

			　母親的思考だった。

			「いつでも私と一緒にいたのに、今日初めて拒(きよ)絶(ぜつ)されちゃった私の気持ちなんて、あんたに分かるわけないじゃない!!」

			　相当ショックだったのだ。確かに総(そう)司(じ)は常に無表情だ。あの顔で来ないでください的なことを言われたら、誰でも傷付く。が、あの少年が何も考えずに一番世話になっているはずのヘリオドールを邪(じや)険(けん)にするとは思えなかった。

			「ヘリオちゃん、ソウジちゃんには何か理由が……」

			「おい、お前たち聞きたいことが……うっ」

			　応接室に入ってきたのは、ノルン国の兵士だった。リリスの巨乳に埋もれて号(ごう)泣(きゆう)するヘリオドール。慈(じ)愛(あい)に満ちた微笑(ほほえ)みでヘリオドールの髪を優しく撫(な)でるリリス。顔を赤らめて前屈(かが)みになっている二つの国の兵。これはひどい。

			　兵士はドアを閉めてさっさと逃げ出したかったが、何とか踏(ふ)み留まった。もしかしたら、大変なことが起こっているかもしれないのだ。

			「お前たちのなかで、ティターニア姫(ひめ)が遅れてやって来るって話を聞いている奴(やつ)はいないか？」

			「……何それ」

			　ハッと顔を上げて、仕事モードに切り替わったヘリオドールの訝(いぶか)しげな声に、応接室内の空気が一変する。

			　そして、彼の後ろから爽(さわ)やかな印象のエルフの男性が入室してきた。フレイヤから先に、こちらにやって来ていた使者だ。

			「大変だ！　ティターニア姫(ひめ)を乗せた馬車が指定の場所にやって来ない！」

			「……それってどういうこと!?」

			「はいはーい、落ち着いて、ヘリオドール」

			　ざわつく室内に突然現れた老人は、幸せそうな笑みを浮かべながら室内を見回した。空気がこれっぽっちも読めていない証(しよう)拠(こ)だ。

			「うひょひょひょ～ティターニア姫(ひめ)様(さま)は来たかのぅ？　わしもハイエルフを見るのは初めてでのぅ」

			「そんなこと言ってる場合じゃないわよ、エロ所長。今、大問題が起こってるかもしれないのに」

			「へ？」

			「フレイヤの城の者から連絡が来たぞ！」

			　よく分からないが、まずい状況であると判断して青ざめる所長を尻目に、使者は懐(ふところ)から小さな水晶玉を取り出した。水晶玉は淡く発光し、そこにはフレイヤにいるエルフの姿が映し出された。焦(あせ)りと困(こん)惑(わく)と恐(きよう)怖(ふ)が混じり合った表情をしていた。

			「いったいどうした!?　こちらはティターニア姫(ひめ)が行方(ゆくえ)不明になっているというのに！」

			『そのティターニア姫(ひめ)が何者かに拐(さら)われたのかもしれないんです！』

			「!?」

			「オゥフ!?」

			　所長が奇声を上げる。兵士たちは石のように固まった。使者は、動(どう)揺(よう)しながらも水晶玉に向かって質問をぶつけた。

			「どうしてそれが分かる？」

			『先ほど地下から呻(うめ)き声がするということで調べてみましたら、姫(ひめ)とともに出発したはずの従者と兵士が閉じ込められていたのです』

			「何者かが従者と兵士にすり替わって、姫(ひめ)と行動をともにしている。そういうことだな。そいつらの手掛かりは何かあるか!?」

			『特には……ですが、従者が魔法で眠らされる直前、犯人の男の手の甲に、獣の爪(つめ)のような刺青(いれずみ)が彫られているのを見たと言っています』

			　獣の爪(つめ)のような刺青(いれずみ)。その言葉を聞いた瞬間、ノルンの兵士たちは目を見開いた。

			「まさか『漆(しつ)黒(こく)の魔手』か……!?」

			「それ、有名な犯罪組織じゃない！　そいつらにティターニア姫(ひめ)が誘(ゆう)拐(かい)されたの!?」

			「えええええ!?　姫(ひめ)様(さま)は!?　姫(ひめ)様(さま)はどうなるんじゃ!?」

			「姫(ひめ)ちゃんは相当美人って聞くから、まず最初に変態さんの玩(がん)具(ぐ)にでもされるんじゃないかしらねぇ」

			　リリスの冷静な言葉に息を呑(の)んだのは、所長だけでなく、フレイヤの兵士も同じだった。

			　驚(きよう)愕(がく)のなかにもやや興奮の色を滲(にじ)ませているのは、高貴な身分の美少女が下(げ)衆(す)集団にあんなことやこんなことをされているところを想像したからだろう。背(はい)徳(とく)感とは、とてもいいものである。

			　駄(だ)目(め)だこいつら、早く何とかしないと。

			　ヘリオドールは痛む頭を押さえながら口を開いた。ここで何もしないわけにもいかない。

			「確か『漆(しつ)黒(こく)の魔手』のアジトは、ウルドの中心部の近くって話よ。姫(ひめ)を拐(さら)ったのが本当にあいつらなら、一度アジトに帰る可能性が高いわ。『漆(しつ)黒(こく)の魔手』を捜(さが)しに行きましょう。リリスはここに残って皆のまとめ役をお願い！」

			「ヘリオちゃんの頼みなら仕方ないわねぇ……」

			　リリスがくすりと笑って右手を掲(かか)げる。すると、手が白く発光を始め、小さなガラス玉が次々と掌(てのひら)に現れてゆく。ヘリオドールはその一つを手に取った。

			「これには、そこのエルフの持っている水晶玉と同じ魔法がかかっているわ。これで連絡を取り合いましょう」

			「はーい、頑張るわねぇ」

			「……呑(のん)気(き)ね、あんた。二つの国の一大事だっていうのに」

			「こういうのは何とかなるものよ。きっとお姫(ひめ)様(さま)のピンチを救ってくれる騎士(ナイト)様が現れてくれるわ」

			　異性と爛(ただ)れた交流をしているリリスにしては、ずいぶんとロマンティックな思想に、ヘリオドールは呆(あき)れて深い息をついた。そんな展開などあるはずがない。

		

	
		
			　

			少年と妖(よう)精(せい)姫(ひめ)

			　

			　トントン。金(かな)槌(づち)で釘を叩く音が宝石店『妖(よう)精(せい)の涙』に響(ひび)く。嫌(いや)がらせで客たちにサンドバッグ扱いされて、ついに力尽(つ)きた元ドア。ぼろぼろになったところは、ところどころ穴も開いていた。

			　よくここまで持ったものだと感心しながらも、ブロッドは音がするほうに視線を向けた。扉(とびら)を失い、外の空気をガンガン取り込んでいたそこには真新しい扉(とびら)が設置されていた。総(そう)司(じ)の手によって。

			「うん……こんな具合でどうでしょうか」

			「完(かん)璧(ぺき)だね～」

			「完(かん)璧(ぺき)じゃの～」

			　総(そう)司(じ)の手伝いをしていたゴブリンとドワーフも、誇(ほこ)らしげに胸を張っている。

			「ありがとうだ、ソウジ君。新しいドアを付けてくれて」

			「いえ、このドア、一応うちから持ってきた物なんですよ。祭が終わったら僕の知り合いの大工さんにお願いして、ちゃんとしたもっと綺(き)麗(れい)なドアを作ってもらいましょうね」

			「そっかぁ……でもソウジ君」

			「はい？」

			　金(かな)槌(づち)をペン回しの要領で華(か)麗(れい)に回転させている総(そう)司(じ)に、ブロッドは勇気を振り絞(しぼ)って聞いた。

			「このドア、どっから持ってきただ？」

			「？　ずっと鞄(かばん)のなかに入れてましたよ」

			「えっ、どうやって？」

			「ちょっと頑張って押し込んでました。ほら、だから見てください。あんなにパンパンだった鞄(かばん)が今はちょっとだけスリムな体型になってます」

			　肩にかけるタイプの総(そう)司(じ)愛用の鞄(かばん)は、彼の言う通り、ここに来たときには「ズシ…」と重そうに膨(ふく)らんでいた。しかし、今は「しょんもり……」と真っ平らになっていた。

			（でも、どう頑張ってもあの鞄(かばん)にはドアは入らないだ……）

			　限界という言葉が彼の鞄(かばん)には存在しないのだろうか。悩むブロッドに、女主人が数枚の金貨を持って来た。

			「ブロッド、ついでで悪いんだけどね。祭の露店から何か美(う)味(ま)そうなものあったら買ってきておくれよ」

			「うん！　あれ？　ちょっとこれ多いだよ？」

			「あんたとソウジちゃんの分さ。ドアのお礼だよ」

			「ありがとうだ、おばちゃん……」

			「さ、さっさと買いに行ってきておくれ。早くしないと、美(う)味(ま)いもん売り切れちまうからね！」

			　フレイヤの姫(ひめ)がこんな国にやって来る。そんなわけでテンションが爆上げの市民によって開かれた祭は、大賑(にぎ)わいだった。露店も数多く立ち並び、品物は特別価格で売られる。ウルドの中心部は昼時になると人混みで溢(あふ)れるが、本日はさらに凄(すご)かった。

			「す、凄(すご)いだ！　ソウジ君は、ぐれないようにするだ！」

			「はい。でも、どこも楽しそうですね」

			「美(お)味(い)しそうなものもたくさんあるだ。何にしようか迷うだ～」

			「はい……おや？」

			「ソウジ君！」

			　総(そう)司(じ)の声色が若(じやつ)干(かん)変わる。突然走り出した友人を、ブロッドは急いで追いかけた。こんなところではぐれたら、祭が終わるまで再会は不可能である。

			　なぜか路地裏に入り込んだ総(そう)司(じ)を追いかけていると、総(そう)司(じ)のさらに前方から男の怒(ど)鳴(な)り声が聞こえた。

			「このクソ女！　手こずらせやがって！」

			「もう逃がさねぇぜ!!」

			「……!?」

			　ナイフを持った男が二人。彼らが追いかけているのは、まだ幼い少女だった。金(きん)髪(ぱつ)に海色の瞳(ひとみ)と、白いワンピースを着た美少女。一瞬、見(み)惚(と)れてしまったブロッドだったが、そんな場合ではないと我に返る。事情はよく分からないが、暴(ぼう)漢(かん)に少女が襲われそうになっている、ということだ。

			　助けなければ。

			　しかし、ブロッドが男の一人にタックルしようとする前に、総(そう)司(じ)が新たな動きを見せた。

			　総(そう)司(じ)は隅(すみ)に積み重ねられた煉(れん)瓦(が)の山に飛び乗り、そこから大きく跳(ちよう)躍(やく)した。そして、暴(ぼう)漢(かん)二人を軽々と飛び越えて、必死に逃げる少女の前に着地すると同時に、向かってきた一人に回し蹴りを喰(く)らわせた。

			　何が起こったか理解できないまま、男は総(そう)司(じ)が踏(ふ)み台に使った煉(れん)瓦(が)の山に突っ込んだ。

			「何だ、テメェ！」

			「嫌(いや)がる幼い少女を追いかけるのは、ロリコンとして一番してはいけないことです」

			「だ、誰がロリコンだ！」

			　男は戸(と)惑(まど)いながらも、ナイフで総(そう)司(じ)に襲いかかろうとする。が、総(そう)司(じ)はその一撃を軽く避(さ)けて銀色に輝(かがや)く刃(やいば)を鷲(わし)掴(づか)みにすると、それを握(にぎ)り砕(くだ)いた。

			「ひいっ!?」

			「自分の性(せい)癖(へき)を否定したい気持ちはよく分かります。だけど、それを隠(かく)すためにナイフで脅(おど)すなんて……」

			「ゾヴジぐー―――――――ん!!」

			「ぎゃああああああ!!」

			　息を切らしながらようやく追い付いたブロッドを見た男は、絶(ぜつ)叫(きよう)した。怪力の持ち主で獰猛な種族とされるオーガ。そのオーガがたった今、ナイフを破(は)壊(かい)した少年に、「もう少しゆっくり走って欲しいだよ！」と叫(さけ)んでいる。

			　それに対して少年は、「すみません」と淡(たん)々とした様子で謝るところを見ると、おそらく少年のほうが格上の立場らしい。

			　あのオーガを手下に置く。その事実に男は震え上がった。まさか、自分たち以外に彼女を狙う勢力がいたなんて。

			「う……うわあああああ!!」

			　男は力が抜(ぬ)けそうになる腰で、必死になって逃げ出した。その手の甲には、獣の爪(つめ)のような刺青(いれずみ)が刻(きざ)まれていた。総(そう)司(じ)は逃げ去る男を、ぼんやりと見送りながら呟(つぶや)く。

			「そんなに、自分がロリコンと知られるのが嫌(いや)だったんでしょうか」

			「多分違うと思うだ……というか、ソウジ君、強いだね。ナイフが……」

			「いえ、そんなことはありません。……君も大(だい)丈(じよう)夫(ぶ)でしたか？」

			　総(そう)司(じ)が、しゃがんで固まっていた少女の顔を覗(のぞ)き込む。ブロッドは自分がいては怖(こわ)がらせてしまうと思い、離れようとしたが、少女はずっと自分を見上げていた。

			「……僕がどうしただ？」

			「……………」

			「……ん？」

			　黙(だま)り込む少女を見下ろしていたブロッドは、あることに気付いた。少女の頭からは、二本の触角が生えている。頭にはふわふわな金(きん)髪(ぱつ)と、海色の瞳(ひとみ)。

			　あの人物と、特徴が酷(こく)似(じ)している。

			「もしかしてティター……」

			「ストップ!!　ですわ!!」

			「キャアッ！」

			　幼女の回し蹴りがブロッドの脛(すね)にクリティカルヒットした。

			　

			　一方、その頃。魔法や魔物が存在しない世界、ウトガルドにあるオタク大国日本。

			　その国のとある空港の出口に、先ほど着陸した飛行機から降りてきた客が続々と押し寄せる。人口密度がマックスになった空間に、顔をしかめながら歩く一人の男がいた。

			　黒髪に黒いスーツ、黒いキャリーバッグを持った黒ずくめの三十代の会社員。周りの女性からの甘い視線を無視して、男は腕(うで)時計で時刻を確認する。その瞳(ひとみ)は、アメジストのような深い紫色をしていた。

			「部長ー、やっと着きましたね。俺、日本が滅(め)茶(ちや)苦(く)茶(ちや)愛(いと)しかったですよ」

			「須(す)賀(が)、オメーに海外出張は向いてないってのが、今回でよーく分かった。日本食ばっかガツガツ食いやがって」

			「そう言う部長は向いてますね。部長だって初めての海外出張だったくせに、妙に肝(きも)が据わってたっていうか。俺は何か事故に巻き込まれて死ぬかもしれないって、一日中思ってましたし」

			　感心した表情の部下に男は溜め息をつく。飛行機に乗る前は、「部長、落ちたらどうしましょう」としか言えなかったくせに、無事に到着したら、怒(ど)涛(とう)の勢いで喋(しやべ)り始めた。

			「あいにく、ろくでもない人生送ってきたからな。大抵のことじゃあビビんねえんだよ、俺」

			「部長、喧(けん)嘩(か)強いですしね！　部長、昔は暴走族のヘッドやってたでしょ」

			「いんや、俺は幹部やってた。そんで後から敵チームに寝返って、元いたチームぶっ潰(つぶ)した」

			「部長すげー！」

			　サラリーマンが公共の場で話していい内容ではない。二人の前方を歩く気弱そうな男が、顔を青くしていた。

			「俺を褒(ほ)めてねぇで、さっさと電話かけろ。嫁(よめ)に着いたって連絡するんだろ？」

			「部長あざっす！　愛(いと)しの良(りよう)子(こ)ちゃんにラブコールしますんで！」

			　そう言って部下が電話をかけ始める。今、彼はこの空港のロビー内で一番幸せな男だろう。部下に誘(ゆう)発(はつ)されたように、上司のほうも電話をかけ始める。

			　先に電話を終わったのは、部下のほうだ。一言、二言会話を交わしてすぐに切られてしまったらしい。哀(あい)愁(しゆう)漂(ただよ)う笑みを浮かべているのが、何とも痛々しい。

			　会社では一ヶ月に一回程度しか見せない笑みを浮かべながら、妻と談笑する上司が電話を終えるまで健(けな)気(げ)に待っていた。

			　じゃあ、もう少しで帰る。その一言で電話を切り終えた上司は、妙に静かな部下を見て怪(け)訝(げん)そうな表情を見せた。飛行機での長旅が堪(こた)えたのか、少し老け込んだように見える。

			「おい、まだ二十代の奴(やつ)がしていい顔じゃねえぞ」

			「俺の家と部長の家の温度差が激しすぎて、心がついていけません……」

			「嫁(よめ)に苛(いじ)められたか」

			「俺のパソコンに保存してあった秘蔵フォルダの存在がバレました……家に帰ったら軍法会議が始まります……」

			　この調子では携帯電話に入っているフォルダも発見されて、消(しよう)滅(めつ)の道を辿(たど)ることになりそうだ。これではフォローのしようがない。

			　部下の肩をぽん、と叩くしか、慰(なぐさ)めの方法は思い付かなかった。

			「でも、部長はいいですよね～。帰ったら嫁(よめ)さんと息子さん、待ってるんでしょ？」

			「いんや、息子はバイト終わったら帰ってくるらしいから、俺より少し遅くなるって言ってた」

			「新しいバイト先、見付かったんですか？　強(ごう)盗(とう)が入ってきたせいでコンビニがボロボロになって、働けなくなったって聞きましたけど」

			「本人はまたコンビニのアルバイトって言ってるが、多分嘘(うそ)だな。書類もこっちの連中が信じ込むように術がかけられていた」

			「こっちの連中？」

			　部下は数回、瞬(まばた)きをした。時(とき)折(おり)、この部長は変な言い方をする。本当に時(とき)折(おり)ではあるが。喧(けん)嘩(か)は異様なまでに強く、頭の回転も速く、家族思いということ以外は、謎(なぞ)に包まれている。

			　部下は、この男が実はどこか違う世界からやって来たのでは、と思っていた。彼の不思議な言葉をからかうものではなく、本当にそうかもしれないと密(ひそ)かに思っているのだ。

			　そんなこと、あるわけないのだが。

			「でも、息子さんも部長に負けず劣(おと)らずって感じですよね。運動神経抜群で勉強もそれなりにできるなんて、弱点なしじゃあないですか」

			「……弱点、一つだけあんぞ」

			　どこか苦みを含ませた声で、部長が言った。

			「えっ、あるんですか!?　だって料理とか手芸もできんでしょ!?」

			「あいつなぁ、歌がとんでもなくヘッタクソなんだって。しかも本人はその事実に気付いてねえし、最近はヘビメタに興味持ち始めてやがる。学校じゃあ手加減して歌えって言わないと、洒(しや)落(れ)にならねえ」

			「歌……歌ってそのくらいよくないですか？　一つくらい苦手なのがあったほうが、女の子にモテますよ」

			「だったらいっぺん聴かせてやるから、防音設備整ってるスタジオに一緒に来い。お前が泣き喚(わめ)こうが、延(えん)々と息子のリサイタルは続くぞ」

			　部長の真剣な眼(まな)差(ざ)しに部下は数秒考えたあと、「やっぱりいいです」と答えた。それは彼にとっては、幸せなことだったのかもしれない。

			　

			「くそっ、やられた！　あの小娘、なめた真(ま)似(ね)しやがって……！」

			　ウルド中心部、入口付近。そこで顔を怒りで赤く染めるのは、変装を解いて本来の姿に戻った『漆(しつ)黒(こく)の魔手』のリーダー、バイドンだった。

			　彼を囲むように立つメンバーたちは、不安げにバイドンを見(み)遣(や)る。ティターニア姫(ひめ)の誘(ゆう)拐(かい)を失敗したことを心配しているのではない。その姫(ひめ)に出し抜(ぬ)かれたバイドンによる八つ当たりが、自分たちに何かないかを案じているのだ。

			　馬車がウルドに近付いたとき、ティターニアの体は突然白く発光した。そして、少女は黄(おう)金(ごん)の羽毛に覆(おお)われた鳩(はと)に変化し、バイドンが捕(つか)まえようとする前に馬車から飛び去っていった。

			　彼女はバイドン扮(ふん)する従者と穏(おだ)やかに会話をしつつも、自身が『漆(しつ)黒(こく)の魔手』に狙われていると気付いていたのだろう。呑(のん)気(き)に暮らしているだけの姫(ひめ)君(ぎみ)ではなかった、ということだ。

			　バイドンは奥歯を噛(か)み締(し)めながら、ウルドへ飛んでいく鳩(はと)を見上げた。

			（でも、残念だったな姫(ひめ)様(さま)。俺らはテメェを逃すつもりはねぇのさ……！）

			　バイドンは、万が一に備えてウルド中心部にもメンバーを待機させていた。彼らには通信魔法で「魔力を帯びた金色の鳩(はと)が飛んでくるはずだから、それの動向を見張っておけ」と命令していた。

			　しばらくして、中心部に待機していた二人から金色の鳩(はと)を発見した、と報告があった。さらに、ティターニアは鳩(はと)から幼い少女に化けた、とも。

			　理由は不明であっても、捕(つか)まえるのには都合がいい。後はメンバーが彼女を捕(と)らえれば、作戦成功のはずだった。

			　だが、彼らは一向にやって来ない。通信もしてこない。何をもたついていやがる。

			　バイドンの苛(いら)立(だ)ちが最(さい)高(こう)潮(ちよう)に達しようとしたとき、ようやく一人やって来た。一人だけ。

			「テメェ！　姫(ひめ)はどうした、姫(ひめ)は!!」

			「そ、それが……」

			　汗だくの男は恐(きよう)怖(ふ)で全身をガクガクと震わせながらも、必死で口を開いた。

			「お、俺らの他にもいたんですよ、姫(ひめ)を狙っていた奴(やつ)らが……」

			「はぁ？」

			　ティターニアの来訪が公になっている以上、彼女を狙う組織は『漆(しつ)黒(こく)の魔手』だけではないと予想はしていた。メンバーも、それは分かっていたはずだった。

			　だが、この怯(おび)えようは異常だ。額に脂(あぶら)汗(あせ)を浮かべ頭を抱える仲間を前に、メンバーたちに動(どう)揺(よう)が走る。

			　バイドンは舌打ちをすると、恐(きよう)怖(ふ)に震える男に詰め寄った。

			「姫(ひめ)はそいつらにかっ拐(さら)われたってわけだな？」

			「はい……奴(やつ)は滅(め)茶(ちや)苦(く)茶(ちや)強くて、オーガを家来にしている凶(きよう)悪(あく)な男でした……」

			　

			「あの犬の形をしているのは風船でしょうか？　私あのような風船は初めて見ますわ」

			「そうですね。細長い風船を捻(ねじ)ったりしてああいう形にしているみたいです。一つ買ってみましょうか」

			「本当ですか!?　嬉(うれ)しいですわ、お父様！」

			　無邪気に微笑(ほほえ)む幼女とともに、動物の形をした風船を見上げる少年。

			　パッと見は兄妹のようだが、幼女の「お父様！」発言がその雰囲気を木(こ)っ端(ぱ)微(み)塵(じん)に破(は)壊(かい)する。

			　獣(じゆう)人(じん)や魔族のハーフは長寿ゆえに見た目と実年齢が釣り合わない場合が多いのだが、いくら何でも十代後半の少年の姿をした父親というのは、少々違(い)和(わ)感(かん)があった。

			「お父様」とやらに犬のバルーンアートを渡している露店の店主も、訝(いぶか)しげな顔をしている。後ろに並んでいた客も、違(い)和(わ)感(かん)マックスで謎(なぞ)の親子を見ていた。

			（やっぱり無理があるだ、ティターニア姫(ひめ)様(さま)……）

			　周囲の好奇心に満ち溢(あふ)れた視線から逃れるため、噴水前のベンチに座っていたブロッドは、切なげな表情を浮かべた。オーガの存在にびっくりして吠(ほ)えまくる子犬にも気付かないくらい、友人と異国の姫(ひめ)君(ぎみ)のことでハラハラしていた。

			　どうして総(そう)司(じ)がティターニアの『父親』になっているのか。それは少し前の会話のせいだ。暴(ぼう)漢(かん)に追いかけられていた幼女がティターニアだと気付いて回し蹴りを喰(く)らったあと、ブロッドは涙目になりながら、彼女と会話がしやすくなるよう、しゃがむように指示された。

			「あ、二人は顔見知りのようですね。どうぞ」

			　何がどうぞなのか知らないが、二人から距離を取る総(そう)司(じ)。どうやら知り合いだと勘(かん)違(ちが)いされているらしい。こんな大物と知り合いなわけがない、と反論しようとするが、まだ残る脛(すね)の痛みとティターニアの睨(にら)みが、それを阻(そ)止(し)する。また、あの細い脚から繰り出される蹴りを受けるのは遠慮したい。

			　ブロッドは、ティターニアにだけ聞こえるような小声を出した。

			「……ほ、本当にティターニア姫(ひめ)君(ぎみ)だ？」

			「はい。今は子供の姿に変えていますが。ですが、よく私だと気付きましたわね……」

			「ま、まあ……でも、何でこんなところにいるだ？　姫(ひめ)様(さま)は今頃役所にいるはずなのに」

			　しかも、なぜ追いかけられていたのだろう。姫(ひめ)の側にいるはずの護(ご)衛(えい)の姿も、見当たらない。

			　ティターニアは、幼い顔をくしゃりと歪(ゆが)ませた。

			「……役所に到着する前に逃げ出してきたのです。鳩(はと)に変身して、馬車から飛んで」

			「え……!?」

			　一国の王女がそんな大それたことをするなんて、重大な理由があるのだろう。ブロッドは身(み)震(ぶる)いをした。

			　まさか、命に関わるようなことが。

			「私……自由に町を歩き回りたかったのですわ」

			　……命に関わるようなことは、なかったようだ。ブロッドは、こてんと首を傾(かし)げた。予想していた反応だったのか、ティターニアはブロッドを見上げて寂しげに微笑(ほほえ)んだ。

			「今回のウルド訪問は私の希望でした。何年も行きたいと言い続けて、ようやく叶(かな)った願い。ですが、それと引き換えに私はとある貴族の男との婚約を強要されましたわ」

			「え……」

			「貴族で容(よう)姿(し)もよく、魔力も高く、私と同じハイエルフ。お母様や城の者には、以前から彼を愛するように言われ続けてきました。ですが、私にはそれができなかった……」

			「えーと……他に好きな人がいるだ？」

			　何気ないブロッドの言葉は図星だったようだ。ティターニアはゆっくり頷(うなず)いた。

			「私、実は前に一度だけ、亡くなったお父様と一緒に、こっそりこの都市に訪れたことがあるのです。そのとき、私はある少年に恋をして……けれど、あの人は私の身分を知って離れてしまった……」

			　ティターニアは、首からさげているペンダントの中心で輝(かがや)く石をそっと撫(な)でた。

			「そんな幼稚な思い出にいつまでも縋(すが)っているなんて、愚(おろ)かですわね、私……」

			「そ、そんなことないだ！」

			「ありがとうございます……私がウルドに再びやって来たのは、あの人との幸せな思い出に浸(ひた)りたかったからです。……結婚の話を持ちかけられるたびに、私は自分がどんなに望んでも、私がフレイヤ国の姫(ひめ)である限り、姫(ひめ)として生きていかなければならないと、気付かされてきましたわ」

			「うぅ……」

			「だから、私は貴族の男との婚約を決断し、ウルドにやって来たのです。『フレイヤ国のティターニア』として生きるため、『ただの』ティターニアをこの地に残すために……」

			「うおぉぅぅぅぅんっ!!」

			　ティターニアの瞳(ひとみ)から涙が零れる前に、ブロッドが号(ごう)泣(きゆう)した。何事かと総(そう)司(じ)がポケットティッシュ片手に駆(か)け寄ろうとするのを、「まだ来ちゃ駄(だ)目(め)ですわ！」とティターニアが止める。総(そう)司(じ)は律(りち)儀(ぎ)に動きを止めた。

			「うぅ……姫(ひめ)様(さま)、可(か)哀(わい)想(そう)だ～～～……」

			「は、はぁ。……それで私のウルド行きが決まったのですが、どうも私はウルドに着いても街を一切歩かせてはもらえず、ずっと役所のなかで護(ご)衛(えい)されることになると分かったのです。それでは意味がありません」

			「ぐすっ……だから姫(ひめ)様(さま)はこんなところに一人でいただ？」

			「はい。鳩(はと)に変身して逃げ出したあとは、護(ご)衛(えい)兵に気付かれないように、この姿になって街を歩いていたのですが、先ほど、あの男たちになぜか追いかけられてしまいまし、て……………………」

			　ティターニアはそこで黙(だま)り込んで、ブロッドと総(そう)司(じ)を交互に見た。何となく、ブロッドはちょっとだけ大変なことになりそうな予感がした。

			「そうですわ……助けてくれたときも思ったのですが、あなたたちにお願いがあります。私とともにこの街を回って欲しいのです」

			（やっぱり！）

			　ブロッドは息を呑(の)んだ。

			「私、恥ずかしい話なのですが、全然この街のことが分からなくて、案内人になって欲しいのですわ。お礼なら後でたくさん……」

			「そんなのはいらないだよ！　でも、ソウジ君はいいけど、僕といて姫(ひめ)様(さま)、大(だい)丈(じよう)夫(ぶ)だ？」

			　オーガである自分といて、大(だい)丈(じよう)夫(ぶ)なのだろうか。恐る恐る聞いてみれば、ティターニアはぷっくり頬(ほお)を膨(ふく)らませた。

			「私は種族のことなど気にしませんわ！　私がそんな些(さ)細(さい)なことを気にする神経質な女に見えまして？」

			「そ、そんなことないだよ！」

			　にっこりと微笑(ほほえ)むティターニアから一瞬幼さが消え、大人びた笑みを見せる。その豹(ひよう)変(へん)ぶりに、ブロッドは思わず背(せ)筋(すじ)を伸ばした。

			　見た目とは裏(うら)腹(はら)に、いろんな意味で女子力が非常に高いブロッドは、このまま姫(ひめ)君(ぎみ)を役所に連れ帰ることができなかった。

			「あの、お話終わりました？」

			　待ちくたびれたらしい総(そう)司(じ)が、近付いて来る。下からは、「お願い！」と視線で訴(うつた)えるティターニア。

			　ブロッドは覚悟を決めた。

			「ソ、ソ、ソウジ君！」

			「ブロッド君、大(だい)丈(じよう)夫(ぶ)ですか？　何か顔がすごい強(こわ)張(ば)ってますけど」

			「この子はティタ、ティタ……！」

			「ティターニアお姫(ひめ)様(さま)、ですよね？」

			　だって、ブロッド君の声が大きくて聞こえちゃってましたよ。そんなことを言われて、ブロッドはがっくりと肩を落とした。

			　総(そう)司(じ)にどうやって説明しようかと巡(めぐ)らせていた思考は、すべて無(む)駄(だ)だったということである。

			「ドラゴンとか精(せい)霊(れい)とか妖(よう)精(せい)とかには会いましたが、お姫(ひめ)様(さま)には初めてお会いしました」

			「私もあなたほど強い方には初めて出会いましたわ。あなたのような細身の者は、強いと言っても魔術に特化しているだけで、あんな身体能力は誰も持っていませんわ」

			　ティターニアは明るく笑った。

			「私のことはティアと呼んで欲しいですわ。私の一日だけの騎士(ナイト)様」

			「こちらこそよろしくお願いします、ティアさん。僕は……」

			「あ、それなのですが……あなたのこと、〝お父様〟と呼んでよろしいでしょうか？」

			「!?」

			　ブロッドは総(そう)司(じ)の横に並んだティターニアを抱えて、総(そう)司(じ)から素早く離れた。

			「お父様って、ソウジ君のことだ!?」

			「カモフラージュですわ。私が子供になっていると知らないとは言え、今頃フレイヤの兵たちが私を捜(さが)しているはず。親子の振りをしていたほうが自然ですわ」

			「ソウジ君、まだ十代だ……」

			　周りが見たら明らかに怪しむだろう、オーガと幼女のやり取り。それを気にした様子もなく、父親役を了承した総(そう)司(じ)に、ブロッドは異世界の人ってやっぱり器が大きいと思った。

			　んなこと思ってる場合じゃないと気付くのは、街の人々の視線に気付いてからで。

			　無(む)駄(だ)にノリがいい総(そう)司(じ)と、もの凄い勢いではしゃぐティターニアに、父娘から兄妹設定に直せとも言えず、ブロッドは一人悩むのだった。

		

	
		
			　

			少年が持ってきた扉(とびら)

			　

			　魔法や魔物が存在しない世界、ウトガルドにあるオタク大国日本のとある空港の前に、一台のタクシーが停まる。それは、例の二人組のサラリーマンの部下のほうが呼んだものだった。

			　後は鬼(おに)軍(ぐん)曹(そう)と化した妻の待つ家へ直行するだけ。安(あん)堵(ど)と恐(きよう)怖(ふ)が絶妙な具合で混ざり合う部下はぎこちない笑みで、部長に先に乗り込むようにうながした。部長は「いらねえ」とあっさりと拒否した。

			「へ？　遠慮しなくていいですよ。部長ん家って、俺の家とけっこう近いでしょ。送っていきますよー」

			「俺は近道使って帰るから、気にすんな」

			「近道ったって……部長、どこでもドア持ってんですか？」

			「まあな」

			　部下はタクシーの運転手に発進するように伝える。家に着くまでの間、気を紛らわすための話し相手が欲しかったのだが、こうなっては仕方ない。一人で心のうちにある恐(きよう)怖(ふ)と戦うしかないようだ。

			　こうして、哀(あわ)れな男を乗せた一台のタクシーが空港から走り去る。十八禁サイトで入手した動画や画像を保存していたフォルダからバレたことにより、出張から帰ってきて修(しゆ)羅(ら)場(ば)が待っている男を乗せた車。地(じ)獄(ごく)行きである。

			（……さて、土産(みやげ)でも買うか）

			　この空港で売っているフルーツ大福はなかに果実が入っている人気商品で、妻と子供の大好物だった。出張先でもいろいろと買ったが、家族のことを考えるとつい手が出てしまう。

			　心のなかでそう言い訳して、自分の大好物を買いに行った。

			　その前に男子トイレに寄った。個室に誰も入っていないことを確認して、いったん外に出てから扉(とびら)に掌(てのひら)を当てる。久しぶりに使う『近道』の点検である。ここ最近は使わずに物置のなかに放(ほう)置(ち)していたので正常に機能するかが少し怪しい。

			　大福を買うのはそれからでもいい。

			　自宅の物置に眠っているはずの扉(とびら)へと『接続』し、トイレの扉(とびら)をゆっくりと開いた。

			　

			　アクセサリーなどの材料となる宝石や金属、作業道具で埋もれた工房。そこの隅(すみ)で膝(ひざ)を抱えて震えていたゴブリンの背中を、『妖(よう)精(せい)の涙』の女ゴブリンの店主が平手打ちする。

			「ぎゃあ！」

			　クリティカルヒット。奥で今月の売り上げの計算をしていたらこれだ。あまりの痛さに床を転がる二人に店主は吠(ほ)えた。

			「あんたたち、ちゃんと店番しな！　品物が盗まれたらどうすんだい！　今日は来ないと思うけど、万が一のことがあったら……」

			「だ、だって怖(こわ)いだもん！　何かおかしいんだよー！」

			「そ、そうじゃ。大変じゃぞ店長。万が一どころではないのじゃ」

			「おばちゃん、早く来て！　オイラたちじゃどうにもならないんだって！」

			　ゴブリンとドワーフが立ち上がり、店主を工房の外へ押し出す。まさか強(ごう)盗(とう)かと焦(あせ)る店主だったが、工房から出た瞬間、別の意味で焦(あせ)った。

			「あっ、そちらの方がこの店の店長ですか！」

			「この宝石は、幻と呼ばれる『氷(こおり)姫(ひめ)の吐(と)息(いき)』！　まさかこんな街で見られるとは！」

			「この石は加工が不可能だと言われていたものだぞ。いやぁ、すごいなこれは……」

			　すごいなこれは、はこちらの台詞(せりふ)だ、と店主は思った。

			　祭の日とて閑(かん)古(こ)鳥(どり)が泣き喚(わめ)いているとばかり思っていた店内。そこは、金(きん)髪(ぱつ)碧(へき)眼(がん)の美しいエルフたちで賑(にぎ)わっていた。

			　ある者は店主を見るなり握(あく)手(しゆ)を求め。

			　ある者は貴重な宝石を見付けて目を輝(かがや)かせ。

			　ある者はカッティングされて指輪となった宝石に、驚(きよう)愕(がく)の表情を浮かべていた。

			「おばちゃん、何だろ、この人たち……」

			「驚(おどろ)いた顔をして店に入ってきたと思ったら、大騒ぎし始めてのぅ」

			「ああ、すみません、驚(おどろ)かせてしまいましたね」

			　店主の後ろで縮(ちぢ)こまるゴブリンとドワーフの言葉に、乳(にゆう)白(はく)色(しよく)の石のペンダントを首から下げたエルフの男性が苦笑した。困(こん)惑(わく)しつつも差し出された白い手と握(あく)手(しゆ)した店主は、続く台詞(せりふ)に絶句した。

			「私たちはフレイ国の住人です」

			「!?」

			　フレイ国は、フレイヤと同じようにエルフが多く住み、妖(よう)精(せい)霊(れい)と共存する美しい国だ。ただし、こちらは他国との交流を盛んに行っており、積極的に素晴らしいと思った文化を取り入れることも多い。

			「今回、フレイヤのティターニア姫(ひめ)がこちらにやって来ると聞きましてね。引きこもり国の姫(ひめ)がわざわざ訪れるくらいだ、この街には素晴らしい何かがあると思って、私たちも来てみたんですよ」

			「は、はあ」

			　何とか状況を把(は)握(あく)しようとする店主だったが、やはりなぜ彼らがこんなボロい店に集団でやって来るのか理解できなかった。爽(さわ)やかな笑みを見せるエルフにただただ頷(うなず)く店主。

			　ゴブリンとドワーフも、顔色を悪くしている。服装や身に付けている装(そう)飾(しよく)品から、ハイエルフほどでなくても、高い身分のエルフだと分かる。

			　そんな彼らが他の人気宝石店でなく、『妖(よう)精(せい)の涙』に目を付けた理由とは、いったい!?

			　三人の思考が一つになる。

			　頭の上にクエスチョンマークを浮かべたのは、妖(よう)精(せい)の涙の従業員だけではなかった。客であるエルフでさえ、不思議そうな表情を浮かべていた。

			「自分で言うのもなんですが、フレイに住むエルフは美しい石を好むんです。そこで、この中心部で美しい宝石細工の店はないかと、探していたんですが……」

			「ええ……みんなで散(ち)ってお店巡(めぐ)りをしようとしていたんです。そして、それぞれ店を決めて入ったと思ったんです。そしたら……」

			「……なぜか扉(とびら)を開いたら、このお店に繋(つな)がっていました」

			「……なんだい、そりゃ」

			　転送魔法だろうか？　しかし、ならば発動の瞬間、扉(とびら)付近から魔力を感じるはずだ。工房にいた店主にも、それは気付けただろう。

			「魔法……にしてもおかしいんですよ。まったく魔力を感じなかったんですから！」

			「でも、僕はこの店に出会えてよかったよ！　噂(うわさ)通り、ドワーフだけでなくゴブリンも宝石細工に長(た)けているんだね！　このネックレスのデザインなんて」

			「あ、それ作ったの、オイラ……」

			「そうなんですか!?　すごい！」

			　巻き起こる称(しよう)賛(さん)の拍(はく)手(しゆ)。ゴブリンは困(こん)惑(わく)するばかりだ。

			「あのさ、オイラたち石を加工する作業中なんだけど、よかったら見学する？」

			「見る！　見ます！」

			「やだ……！　そんなのも見られるなんて！」

			　たとえるなら、ウトガルドの日本という国で、興奮しすぎてクレイジーモードに突入した外国人観光客だ。目を輝(かがや)かせるエルフ集団にビクビクしながらも、ゴブリンとドワーフは彼らを工房へ案内する。

			　静(せい)寂(じやく)が戻った店内に取り残された、店主。視線の先にあるのはあの扉(とびら)。

			　壊れた扉(とびら)の代わりに総(そう)司(じ)が設置していった、あの扉(とびら)。

			「まさかねぇ……」

			　

			『漆(しつ)黒(こく)の魔手』に誘(ゆう)拐(かい)されたとされるティターニア姫(ひめ)を救出するため、ノルン・フレイヤの両国の兵が、祭が催(もよお)されているウルドを中心に捜(そう)索(さく)を始める。

			　しかし、一国の姫(ひめ)を捜(さが)すために街に出た兵士の一部は、思わぬ足止めを食らっていた。

			「だからエルフをうちの店に招待しようとしたら、消えてたんだって！　早くうちの店のドアを調べてくれよ！」

			「はあ？　単なる見間違いじゃあ……」

			「うちの店でもそういうことが起こってんのよ！　確かに店に入ったのにぃぃぃぃぃ!!」

			　街を歩く兵士に助けを求めてきたのは、皆、宝石店の人間だった。エルフの客を店内に入れようとしたら、いつの間にか消えていた。全員が口を揃えてそう言うのだ。

			「あれ、フレイからのエルフだったんだぞ！　あの宝石好きにたくさん買ってもらおうと思ったのに！」

			「ああ、もううるせーな！　こっちはそれどころじゃねーんだよ!!」

			「いいから何とかしろ!!」

			　青空の下、絶(ぜつ)叫(きよう)が響(ひび)く。

			　外から聞こえてくる口論に店主は本気で悩んでいた。

			　あの少年は、とんでもないものを残していった。嬉(うれ)しいと言えば嬉(うれ)しいが、これは夢ではないか……と考えていると、またドアが開いた。また謎(なぞ)の転送魔法によって飛ばされてきた客か、と振り返る。

			「いらっしゃいま……何だい、あんた」

			「何だと言われても、こっちが説明して欲しいっつーか……」

			　入って来たのは、黒ずくめの格(かつ)好(こう)をした三十代の男だった。眉(み)間(けん)に皺(しわ)を寄せて店内を見渡している。

			　彼もまったく状況が掴(つか)めないようである。ゴブリンの女が、怪しい者を見る目で凝(ぎよう)視(し)している。

			　どうやらここは、宝石店らしい。店内はずいぶんと古びているが、なかなかいい品物を揃えていた。ゴブリンやドワーフなどの小人族は、宝石細工や鍛(か)冶(じ)に長(た)けている。ただ、世間では馬(ば)鹿(か)にされがちで、多くは辺境の場で細々と店を開いているが。

			「あんたも、どうやらこの訳の分からない扉(とびら)に連れて来られたみたいだねぇ」

			「いや……これ俺の私物……そもそも、どうしてこんな田舎(いなか)に扉(とびら)があんだよ」

			　呆(ぼう)然(ぜん)としていると、女ゴブリンが首を傾(かし)げた。

			「ここが田舎(いなか)って、あんたどこに住んでんだい」

			「ちょっと待て。ここどこだ、ババア」

			「ババアって失礼だねぇ。あのソウジって子と似てるくせに口が悪いよ。ここはウルド、しかも中心部だ」

			　男は、菫(すみれ)色(いろ)の瞳(ひとみ)を大きく見開いた。その名前を聞いた瞬間に、彼はすべてを理解した。自分の性格の悪さは自覚しているので、似てもらうわけにはいかない、などと思っている場合ではない。

			「……その、俺に似ていない丁寧な言葉遣いの礼儀正しい総(そう)司(じ)とやらは、今どこにいる？」

			　

			　

			　

			「お父様！　次はあのパンが食べたいですわ！　パンのなかに茶色いのと野菜が挟まっていてとっても美(お)味(い)しそうな香りがします！」

			「ハンバーガーってこっちの世界にもあったんですね」

			「今度は僕が買ってくるだ。二人ともちょっと待ってるだよ～」

			　二人の目の前には、幸せそうに微笑(ほほえ)む恋人たちの姿があった。

			「ねえ、お父様」

			「はい？」

			「お父様は、私が大好きな人と結婚するって言っても、許してくれますか？」

			「許すと思いますよ」

			　総(そう)司(じ)は即答した。望む答えだったのか、ティターニアは安(あん)堵(ど)の笑みを浮かべた。しかし、すぐに笑顔が消える。不安そうに総(そう)司(じ)を見上げた。

			「そのせいで、お父様が悲しむことになってもですか？」

			「子供が結婚するのに、どうして僕が悲しむんですか」

			「それは……」

			「子供の結婚を喜ばない親なんて、いないと思いますよ。親の意思に背(そむ)く形になっても、あなたを本当に愛していて大事にしてくれる人が相手なら、僕はそれでいいです」

			　その言葉に、ティターニアは目を見開いて苦笑した。あのオーガと違い、事情も聞かずに父親役を引き受けた総(そう)司(じ)の言葉は、今まで求め続けていたものだった。

			　父親が亡くなってから必要以上にティターニアに愛情を注(そそ)ぐようになった母親も、ティターニアを次期女王にと考えている城の者も、そんなことは言ってくれなかった。

			　位の高い者と結婚させることしか、考えていなかったのだ。

			　誰もがティターニア姫(ひめ)ばかりを見て、ティターニアを見てくれなかった。

			（私……）

			　自由に生きたい。ティターニアは強くそう思った。そこにハンバーガーを無事に買うことができたブロッドが、満面の笑みを浮かべて戻ってきた。

			　包装されたハンバーガーはでき立てで、柔(やわ)らかいパンはほんのり温かく、肉とソースの匂いが食欲をそそる。楽しみにしていたのか、ブロッドは二人にハンバーガーを渡すと、急いで包装を開けてかぶり付こうとした。

			「待ってください、ブロッド君」

			　総(そう)司(じ)の非(ひ)情(じよう)なる一言がブロッドを止めた。絶(ぜつ)望(ぼう)に打ちひしがれる友人に、総(そう)司(じ)は財布を取り出す。

			「せっかくだから、『妖(よう)精(せい)の涙』の皆さんの分も買いましょう。ここのが一番美(お)味(い)しいと思います」

			「確かにここ、一番人気あるみたいだ……じゃあ、お土産(みやげ)はここにするだ！」

			「あの……『妖(よう)精(せい)の涙』というのは？」

			　ティターニアは首を傾(かし)げた。ハンバーガーでテンションが高くなっているブロッドが陽気に答える。

			「僕の友達が働いてる宝石店だ！　とっても綺(き)麗(れい)だ！」

			「あなたも遊びに行ってみますか？」

			「え？　よいのですか？」

			「みんな優しい人だから大(だい)丈(じよう)夫(ぶ)です」

			　今度は、総(そう)司(じ)とティターニアがハンバーガーを買いに列に並ぶ。が、総(そう)司(じ)が突然キョロキョロと周囲を見渡し始めた。

			「お父様？」

			「……誰かに見られているような気がしたんですけど、多分気のせいです」

			　

			　二人からやや離れた場所の露店の脇に避(ひ)難(なん)したヘリオドールは、深い溜め息をついた。気配を殺していたというのに、さすがは新人である。何がさすがなのかはよく分からないのだが。

			『ヘリオちゃーん？　もしもーし？』

			「あ、ごめんなさい……」

			　リリスからの呼びかけに答えながら、ヘリオドールは物陰から総(そう)司(じ)と少女を見る。彼女のことを報告すれば、すべては解決する。

			　あの幸せそうに総(そう)司(じ)に話しかけるティターニアを、役所に連れて帰れば。

			『もしかして、ティターニア姫(ひめ)ちゃん見付かったの？』

			「み、見付かってないわよ！」

			『はーい。それじゃあ何かあったらまた連絡するわねぇ』

			　プツン、と何かが途切れるような音とともに通信器具からリリスの声が消える。ほっと溜め息をついたヘリオドールは、全身から冷(ひや)汗(あせ)が流れるのを感じた。自分がどれほどまでまずいことをしてしまったか、今頃になってビビったのだ。

			　悩んでも、もう遅い。こうなってしまった以上、ヘリオドールができるのはあの二人が危険な目に遭(あ)わないように、見張ることだけである。

			　呆けながら空を見上げたときだった。

			「…………ん？」

			　民家の屋根に、黒い影を見付けた。よく見れば、それは黒ずくめの人間の男だった。総(そう)司(じ)が住んでいる世界の服装だが、今のヘリオドールにはそこまで気にする余裕はなかった。

			　その人間は、総(そう)司(じ)とティターニアのほうをじっと見下ろしていた。

			　まさか『漆(しつ)黒(こく)の魔手』の人間か、と杖(つえ)を握(にぎ)り締(し)めるものの、あることに気付く。

			　男はティターニアは一切見ていないようだった。そう、見ているのは総(そう)司(じ)だけだ。それも獲(え)物(もの)を狙うような目ではなく、見守るような目だった。

			　ヘリオドールからの視線に気付いたのか、男はそちらに菫(すみれ)色(いろ)の目を向けた。思わず杖(つえ)の先端を男へと向ける。しかし、男はそれを一(いち)瞥(べつ)すると一瞬で姿を消してしまった。元からそこにいなかったように、何一つ痕(こん)跡(せき)を残さずに。

			「な、何、あいつ……」

		

	
		
			　

			少年と召(しよう)喚(かん)獣(じゆう)

			　

			「ブロッド君、何ですか、あれは」

			　総(そう)司(じ)が足を止めたのは、街で一番広い広場を通りかかったときだった。そこでは、重厚な鎧(よろい)に光り輝(かがや)く剣を持った剣士と、鋭(するど)い二本の牙(きば)を持った、彼よりも二回りほど大きい狼(おおかみ)の獣が、戦闘を繰り広げていた。

			　周りの観衆は、興奮して大きな歓声を上げている。

			　その光景をじっと眺(なが)めている総(そう)司(じ)に、ブロッドは苦笑しながら答えた。

			「あれは召(しよう)喚(かん)師(し)と腕(うで)比べしてるだよ。ほら、あの狼(おおかみ)の後ろに人がいるのが、分かるだ？」

			　ブロッドの指差す方向には、他の観客よりも明らかにテンションが高い、杖(つえ)を持った男がいた。

			「もっと熱くなれ」だの、「諦(あきら)めるな」だのと、騒いでいる。己の召(しよう)喚(かん)獣(じゆう)の戦いぶりに活を入れる男は、時(とき)折(おり)口角から泡(あわ)を吹いていた。うるさい。

			「この街の伝統的な祭みたいなものだ。ああやって腕(うで)に自信のある剣士や魔導師や冒険者が、召(しよう)喚(かん)獣(じゆう)の強さに自信のある召(しよう)喚(かん)師(し)と戦うだ」

			「なるほど。僕の世界にもそういうバトルがよくあります」

			「本当だ!?」

			　ゲームの話である。

			「さらに召(しよう)喚(かん)獣(じゆう)を集めて、召(しよう)喚(かん)師(し)同士でどちらの召(しよう)喚(かん)獣(じゆう)が強いか競い合い、頂点を目指していくこともあります。僕も前によくやっていました」

			　ゲームの話である。

			「ソウジ君も召(しよう)喚(かん)師(し)だ!?　素(す)手(で)でも強いのに召(しよう)喚(かん)獣(じゆう)もいるなんてすごいだ!!」

			　誤(ご)解(かい)を招くような高校生の発言に一本釣りされたオーガの姿が、そこにはあった。なお、このブロッドの勘(かん)違(ちが)いは、後に総(そう)司(じ)が実際にソフトとゲーム機を持ってこちらの世界に遊びにやって来たときに、解決することになる。

			　その前に話を聞いたヘリオドールの、「あんま期待しちゃ駄(だ)目(め)よ」という意味深な忠告を受けていたのでブロッドに精神的ショックはあまりなく、逆にゲーム機というアイテムそのものに大きな感動を受けていた。

			　彼らの話を聞いていたティターニアは、数回瞬(まばた)きしたあと、総(そう)司(じ)に思い切り抱き着いた。だが、その表情は子供が甘えるときに見せるものではなく、何か疑問にぶち当たった大人の顔だった。

			「……薄(うす)々気付いてはいましたが、やはりお父様は異世界の人間なのですね。香りが違いますわ」

			「僕、香水付けてませんよ。汗を掻(か)いたときに付けるスプレーも無香料ですから」

			「い、いえ、体(たい)臭(しゆう)とかではなくて……風、風の香りですわ」

			　アスガルドとウトガルドに漂(ただよ)う空気は違う。向こうの世界の人間は、この世界とは異なる風の香りを纏(まと)っているのだ。

			「あの伝説の勇者様も、柔(やわ)らかな異世界の風を纏(まと)っていたと聞きます」

			　当時、フレイヤの国は一応は人間側についていたものの、表立って活躍することはほとんどなく、戦争に関する記述が残された文(ぶん)献(けん)もあまり多くは存在しない。それでも勇者の伝説は、民(たみ)にも広く伝わっている。

			　星の輝(かがや)きを集めた、目(ま)映(ばゆ)い光を放つ聖剣に選ばれた、異世界の少女。アスガルドには存在しない風とともに現れ、世界のために戦い、元(げん)凶(きよう)の魔王をも倒した〝聖女〟と謳(うた)われている。

			　自分も見てみたかった、とティターニアは総(そう)司(じ)を見ながら思った。きっと彼のように、あまり損得を考えずに、困っている者たちに手を差し伸べていたのだろう。

			　勇者伝説には一人の魔族が登場する。恐ろしい魔導師だった彼は、魔王の優秀な配(はい)下(か)でありながら、勇者の優しさに改心して彼女のために戦うことを決意した。

			　そして。

			「……ティアさんどうしました？」

			「何かちょっぴり悲しそうな顔をしてただ……大(だい)丈(じよう)夫(ぶ)だ？」

			「あ……申し訳ありません」

			　城に保管されている、魔王戦争について記された数少ない逸(いつ)話(わ)の一つを思い出して、ずいぶんと感傷的になってしまった。心配する二人へ、ティターニアは微笑(ほほえ)んだ。

			　剣士と狼(おおかみ)の対決を見物していた客の数人が、総(そう)司(じ)の姿に声を上げたのはそのときだった。ガタイのよい三人組の男が、強面に満面の笑みを浮かべて駆(か)けてくる。

			　接近してくる謎(なぞ)のガチムチ集団に、ブロッドが若(じやつ)干(かん)引いた。

			「どもっす、ボス！」

			「久しぶりです、ボス！」

			「ボス、今日もかっけぇですね！」

			　謎(なぞ)の呼び名に、ブロッドだけでなくティターニアも動(どう)揺(よう)が隠(かく)せない様子で総(そう)司(じ)を見る。当の本人は臆(おく)することなく、いつもの表情で三人に頭を下げた。

			「どうも、皆さん」

			「いやいや、頭下げないでくださいよ、ボス！」

			「ソウジ君、この人たち誰だ？」

			「家具職人の見習いさんです」

			　以前、やさぐれて泥酔した状態で飲食店に突入、他の客に絡んでいた三人も、立派な見習い家具職人となっていた。その後、親方にしごかれ鍛(きた)えられてきたらしい。彼らの体は以前にも増して筋(きん)骨(こつ)隆(りゆう)々となっていた。

			　あれ以来、家具職人三人組は、自分たちの目を覚まさせてくれた恩(おん)人(じん)として総(そう)司(じ)を敬っている。だが、それらの事情を知らないブロッドは、友人の交遊関係に、不安を抱いた。

			　総(そう)司(じ)の人脈ネットワークを心配したのは、ブロッドだけではない。家具職人三人組も、オーガを凝(ぎよう)視(し)している。

			「ボ、ボス……このオーガとはどんな関係なんすか」

			「ま、まさか、こいつに脅(おど)されて行動をともに……」

			「そんな！　ボスほどの人間を利用するだなんて……！」

			「おやめなさい！　ブロッド様はお優しい方です！　これ以上、この方を悪く言うのなら私が許しませんわ!!」

			　勝手に想像して勝手に怯(おび)えている男どもに叫(さけ)んだのは、ティターニアだった。幼女のあまりの剣(けん)幕(まく)に、彼らだけではなくブロッドも反射的に背(せ)筋(すじ)を伸ばして、「はい！」と返事をした。

			　総(そう)司(じ)はブロッドの肩をポンと叩くと、子分たちへと向き直った。

			「この人はブロッド君と言って僕の友達です。とても優しい性格の人なんですよ」

			「よ、よろしくだ」

			「こ、こちらこそ、よろしくお願いします。というか、すみません！　ボスのご友人なのに酷(ひど)いことを言ってしまいまして」

			　ティターニアの監視の下、両者ともに低姿勢で挨(あい)拶(さつ)をした。誤(ご)解(かい)があったものの、総(そう)司(じ)を尊敬する者同士だ。

			　どうしてかは分からないものの、とりあえずたどたどしく握(あく)手(しゆ)をする三人とブロッドに、ティターニアが満足そうに胸を張る。

			「嬉(うれ)しそうですね、ティアさん」

			「当然ですわ。お父様を慕(した)う者たち同士、仲良くしていただきたいのです」

			「ん？　この女の子はボスのお子さんっすか？」

			「はい、そうです」

			　総(そう)司(じ)が即答する。疑う余地など一ミリも与えさせない、自然な嘘(うそ)だった。ティターニアと一緒にピースサインをして、仲良し親子をアピールしている。

			「マジですか！　めっちゃ可愛(かわい)いですね！　ふわふわしてますね!!」

			　その真っ赤な嘘(うそ)は、総(そう)司(じ)を信仰している男たちの心に何の引っ掛かりもなく浸(しん)透(とう)した。憧(あこが)れの人物の子供、しかも美少女を前にきゃっきゃとはしゃいでいる。

			　彼らには、後でちゃんとネタばらしをしなければとブロッドは思った。

			「あ、そういえばボスもどうですか、召(しよう)喚(かん)獣(じゆう)とのバトル。やっていきませんか？」

			「僕がですか？」

			「ボスなら、ドラゴンでも圧勝できるんじゃないっすかね」

			「いけますかね」

			「ちょ、ソウジ君!?」

			　陽気に喋(しやべ)りながら腕(うで)捲(まく)りを始めた総(そう)司(じ)に焦(あせ)ったのは、ブロッドだった。総(そう)司(じ)が恐ろしく強いのは知っているのだが、召(しよう)喚(かん)獣(じゆう)と戦うとなれば、無傷で済まないだろう。

			　彼が怪(け)我(が)をしたとなれば、ヘリオドールが大騒ぎするだろうし、フィリアが泣いてしまうかもしれない。何よりも、ブロッドが傷だらけの友人を見たくない。

			「やめたほうがいいだ、ソウジ君！　大(おお)怪(け)我(が)したらどうするだ!?」

			「大(だい)丈(じよう)夫(ぶ)です。人のペットみたいなものですから、召(しよう)喚(かん)獣(じゆう)に大(おお)怪(け)我(が)をさせたりはしません。約束します」

			「何でソウジ君は、怪(け)我(が)をしないことを前提に話してるだ!?」

			　自信があるのか、何も考えていないだけなのか、総(そう)司(じ)はキリッとした表情をしていた。もう一度言うが、キリッとしていた。

			　あ、大(だい)丈(じよう)夫(ぶ)かもしんない。総(そう)司(じ)の顔を見たブロッドはそんなことを考え始めた。いよいよ総(そう)司(じ)を止める者は誰もいない。

			「頑張ってください、お父様!!」

			　何よりも、一番反対しそうだったティターニアが、総(そう)司(じ)の活躍を一番期待しているようだった。

			「あのクソガキ……ティターニア姫(ひめ)は俺らのもんだ」

			　そんな彼らを物陰から覗(のぞ)きながら、『漆(しつ)黒(こく)の魔手』のバイドンは顔を歪(ゆが)めていた。

			　

			　ウルド名物の冒険者と召(しよう)喚(かん)師(し)の対決は、たった一人の少年の乱入によって、歴史上類を見ない展開へと進んでいた。街で有能な家具職人にごり押しされるような形で出てきた黒髪の少年へと襲いかかる、三メートル超えの土人形(ゴーレム)。

			　主の命令に忠実なこの無機質な巨人を止める方法は、主からの制止がかかるか、体に刻(きざ)まれた文字を消す以外にはない。一度ゴーレムに狙われた者はただ、その凄(すさ)まじいパワーの餌(え)食(じき)になるしか道は残されていない。

			　ここまでの戦いでも、力自慢の拳術師三名を呆(あつ)気(け)なく退(しりぞ)けてきた。鉄をも砕(くだ)く彼らの強烈な拳(こぶし)や蹴りでもヒビ一つ入らない従者を持った召(しよう)喚(かん)師(し)の男は、突然参加してきた痩(そう)身(しん)の少年へ笑みを浮かべ、ゴーレムに命じた。

			　死なない程度に相手をしてやれ、と。

			　祭なので殺人はご法度だが、『多少』の怪(け)我(が)は負わせるのは全然ありだ。

			　強烈な闘(とう)気(き)を剥(む)き出しにしてかかってきた拳術師と違って、まったく覇(は)気(き)のない表情なのが少し違(い)和(わ)感(かん)を覚えるが、あの顔を恐(きよう)怖(ふ)に歪(ゆが)めてやるのも悪くはない。

			「行け、ゴーレム」

			　召(しよう)喚(かん)師(し)の杖(つえ)と同色の赤い光に包まれた直後、ゴーレムがその鈍(どん)重(じゆう)な体で地響(ひび)きを立てながら少年へと両(りよう)腕(うで)を振り上げた。

			　少年はその絶大な破(は)壊(かい)力を誇(ほこ)る双(そう)腕(わん)を、後ろに飛び退(しりぞ)けることで簡単に回避した。回避後の一瞬の隙(すき)。それを狙っていたのか、ゴーレムは長い脚で少年を蹴り上げようとした。

			　が、少年が跳(ちよう)躍(やく)するのが先だった。ゴーレムの頭部付近まで跳(と)んだ少年はそのまま着地せずに、胸部に飛び蹴りを喰(く)らわせる。

			「そいっ」

			　何とも気の抜(ぬ)ける声とともに放たれた蹴り。自らのゴーレムがその場に膝(ひざ)をつく光景に、召(しよう)喚(かん)師(し)は目を見開いた。

			　驚(きよう)愕(がく)したのは、今までのゴーレムの闘(たたか)いぶりを観戦していた見物客たちも同じだった。拳術師の攻撃を一切通さなかったゴーレムの胸部に亀(き)裂(れつ)が走り、衝(しよう)撃(げき)音の後に大穴が空いていた。さらにヒビは全身に広がり、体を形成していた石の礫(つぶて)がパラパラと落下した。

			　この状態で先ほどのような大きな動きをすれば、完全に崩(くず)れ落ちてしまう。

			　召(しよう)喚(かん)師(し)は、数分前までは自信に満ちていた顔を恐(きよう)怖(ふ)で歪(ゆが)めながら、杖(つえ)を振った。ゴーレムが赤い光に包まれ、その場から姿が消える。

			「お、俺の負けだ。降(こう)参(さん)する」

			「ありがとうございます」

			　勝負が決まり、歓声と拍(はく)手(しゆ)が沸き起こる。自慢の召(しよう)喚(かん)獣(じゆう)をわずか一撃で戦闘不能にさせられた召(しよう)喚(かん)師(し)には同情の眼(まな)差(ざ)しが向けられ、勝者には三人のマッチョとオーガと美少女が駆(か)け寄った。

			「ボス、すげえです！」

			「さすがはボスっすね!!」

			「ボスならやってくれるって信じてましたよ、俺たちゃ!!」

			「ソウジ君、凄(すご)いだ！　ゴーレムをあんなにあっさり倒すなんて、冒険者でもけっこう大変だ!!」

			「かっこいいですわ、お父様ぁ!!」

			　彼らは勝った本人よりもはしゃぎ、美少女以外の四名の雄(お)叫(たけ)びが空に響(ひび)き渡った。それを掻(か)き消すように、白いフードを被り、青い宝石で飾(かざ)られた杖(つえ)を持った男が口を開く。

			「次は俺の召(しよう)喚(かん)獣(じゆう)と戦ってみてくれ!!」

			「はい、かかってきてください」

			　しゅっしゅ。少年は白いフードの召(しよう)喚(かん)師(し)からの挑戦をあっさり受け入れながら、拳(こぶし)で殴(なぐ)るモーションを数回繰り返した。彼の生まれた世界で言えば、シャドーボクシングの動きである。

			　拳(こぶし)が空気を突くたびに放つ風切り音を耳にした男は、生(なま)唾(つば)を飲み込んだ。やはりただ者ではない。だが、自分が求めていたのはこういう戦いだ。格下の相手を倒しても何の喜びも得られない。欲しいのは、強い相手をどうにか倒し終えたあとの達成感。

			「いざ尋(じん)常(じよう)に勝負!!」

			　男は杖(つえ)を空へ翳した。

			「我に応えよ、我に応えよ。電(らい)光(こう)から生まれし愚(ぐ)鈍(どん)なる獣よ。今、ここにその姿を現したまえ！」

			　詠(えい)唱(しよう)に呼(こ)応(おう)するように杖(つえ)の青い石が輝(かがや)き、光が天へ向かって伸びていく。淡い青が広がっていた空に黒雲が立ち込め、一筋の雷(らい)撃(げき)が男の眼前に降りた。

			　目(ま)映(ばゆ)い雷光は獣の形に変形していき、輝(かがや)きが消えたときには、それは巨大な赤黒い牛の獣へと化していた。額には鋭(するど)い角が生え、電流を帯びている。角で突かれれば体は貫(つらぬ)かれ、電撃を浴びることになる。

			　男が使(し)役(えき)している召(しよう)喚(かん)獣(じゆう)のなかでは、一番の戦闘力を持つ雷牛が唸り声を上げ、少年へと駆(か)けていく。先ほどのゴーレムよりも俊(しゆん)敏(びん)な動きに、この後の悲劇を想像した観客から悲(ひ)鳴(めい)が漏(も)れた。

			（総(そう)司(じ)君、何やってんのよ、あの子は!!）

			　白熱する対決を、離れた場所で見物する人物がいた。ピンク色の髪の魔女はハラハラした様子で、突進する牛の先にいる総(そう)司(じ)を見ていた。

			（きゃあああああああ!!　何で避(よ)けずに正面から受け止めるのよー!?　避(よ)けて！　総(そう)司(じ)君、避(よ)けて!!　……じゃなくて、あの子は別に全然心配する必要はないのよ！）

			　逆に、総(そう)司(じ)と戦う召(しよう)喚(かん)獣(じゆう)のほうが心配だと、召(しよう)喚(かん)師(し)が聞いたら「馬(ば)鹿(か)にすんな」と怒られそうなことを考えている魔女の視線の先。そこにはブロッドに肩車してもらい、むさ苦しい男たちとともに総(そう)司(じ)を応援するティターニアがいた。彼女を今すぐ保護しようとはせず、監視に徹している自分自身にヘリオドールが苦笑する。

			　姫(ひめ)が応援している少年は、猛突進してきた雷牛を正面から受け止め、牛の前足を掴(つか)んだまま自分の体をコマのように回転させていた。彼の生まれた世界で言うところの、ジャイアントスイングである。
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			　牛を召(しよう)喚(かん)した男は、まさに開いた口が塞(ふさ)がらないと言った状態だった。雷牛はなすすべなく、振り回されるしかなかった。観客は呆(ぼう)然(ぜん)とするしかなかった。ブロッドと家具職人三人組もさすがにおののく。

			「お父様ー！　どんどん回しちゃってー!!」

			　唯(ゆい)一(いつ)、ティターニアだけが拳(こぶし)を空高く上げて喜んでいた。大の男ですら絶句するような、衝(しよう)撃(げき)的な光景を楽しんでいる。もの凄(すご)く楽しんでいる。

			　ヘリオドールはぽかんと口を開けていた。

			「……あれ、本当に姫(ひめ)様(さま)？」

			　フレイヤの兵士によると、彼女は控え目で大人しい性格らしいが、もしかしたらあれが本性なのかもしれない。王女という華(か)美(び)で閉(へい)鎖(さ)的(てき)な身分に隠(かく)されていただけであり、あんなふうに明るい性格で、元気よく笑う普通の少女なのでは。

			　もしそうだとしたら、総(そう)司(じ)は本当のティターニアを引き出したのだろう。

			　ヘリオドールの脳(のう)裏(り)に浮かぶのは、結婚相手について相談していたティターニアの、寂しさを堪(こら)えるような表情だった。正体を隠(かく)すために疑(ぎ)似(じ)親子を演じているのだろうが、懐(なつ)きようは演技ではない気がする。

			　一つの仮説に辿(たど)り着くのに、時間がかからなかった。

			　まさか、相思相愛にでもなってしまったのか、と。

			（駄(だ)目(め)よ！　相手は姫(ひめ)様(さま)よ!?　総(そう)司(じ)君、連れて行かれちゃったら、王様になっちゃって、二度とウルドに帰って来られないって分かってんの!?）

			　自分も部下がいなくなるのは困る。非常に困る。そうだ、ティターニアの片思いかもしれない。そもそも、姫(ひめ)には婚約者のことがあるので、フレイヤには帰れないだろう。そうなると駆(か)け落ちということになる。

			　わずか十秒でそこまで考えて、ヘリオドールが不自然なレベルで体を強(こわ)張(ば)らせた。この世すべての不幸を見たような顔をして、ゆっくりと首を横に振った。

			「駆(か)け落ち……」

			　自分で言っておいて自分で落ち込むとは、いかなることか。

			　魔女が落(らく)胆(たん)している間も、総(そう)司(じ)はまだ回り続けていた。勝者はすでに決まったようなものだった。不安要素はどこにもない。

			　ようやく総(そう)司(じ)から解放されて、ぐったりしている雷牛。涙目の白いフードの召(しよう)喚(かん)師(し)の背後に立つ、黒いフードの男。

			　彼から、妖(あや)しげな魔力を一瞬だけ感じたように思えた。

			「さて、次は俺と勝負してくれないか……？」

			　二戦目もあっけなく勝利した総(そう)司(じ)へと歩み寄る、黒いフードの男。ゴーレムを一蹴りで沈め、雷牛を振り回した怪力少年に挑(いど)むなんて。

			　観客の誰もがそんなことを考えるなか、男の唇はうっすらと弧を描いていた。

			「よろしくお願いします」と丁寧に頭を下げる少年に対して抱く感情は、怒り。ただそれだけだ。

			　自分の獲(え)物(もの)であるティターニアを横から奪い取り、今こうして大きく注目を浴びている謎(なぞ)の少年。オーガだけではなく、屈(くつ)強(きよう)な男を従えているところを見ると、かなりの実力者であることが窺(うかが)える。

			（気に入らねえな……）

			　自分と同じ、上に立つ者。他の組織の計画を丸々潰(つぶ)した責任くらいは、取ってもらわなければ困る。ティターニアに企(たくら)みを気付かれたのは予想外ではあったものの、奴(やつ)らさえいなければ計画は遂(すい)行(こう)できるはずだったのだ。

			（ボロボロになるまでなぶって、大恥を掻(か)かせてやらねえと気が済まねえ）

			　その後にあの手下たちも蹴(け)散(ち)らして、ティターニアを貰う。残(ざん)虐(ぎやく)な笑みを浮かべながら『漆(しつ)黒(こく)の魔手』のバイドンは、舌なめずりをした。

			　一方、総(そう)司(じ)は、三人目の召(しよう)喚(かん)師(し)を前にして何度も首を傾(かし)げていた。「あれ？　あれぇ？」と疑問を何とか解決しようとする総(そう)司(じ)に、ティターニアが聞いてみる。

			「お父様、どうかしましたか？」

			「いえ、あの人のことなんですけど」

			「あの男が何か？」

			「僕の世界では、こういうときに出てくる人って悪い人が多いんです。それもあまりよくない組織のトップなんですよ。黒いフードの下は無(ぶ)精(しよう)髭(ひげ)でいかにも悪役！　って人が笑ってて……いかにもそんな感じだなぁと」

			　何から何まで正解である。あまりの合(がつ)致(ち)ぶりに、黒いフードの下でバイドンは顔を引き攣(つ)らせていた。これは揺(ゆ)さぶりだろうか。

			　お前の正体なんぞとっくに知っている、と相手に動(どう)揺(よう)を与える作戦。

			　その策にまんまと嵌(は)まってしまった。バイドンは、歯(は)軋(ぎし)りをする。

			「えーとですね。それで今、僕が言ったような台詞(せりふ)を言われて、『どうして分かったんだ』って、悔(くや)しげな顔で歯(は)軋(ぎし)りをするんですよ」

			「も……もういいじゃねえか!!　とっとと戦わせろよ!!」

			　これ以上、喋(しやべ)られるとボロが出そうだ。それ以前に、言葉のナイフによる精神的ダメージが地味に大きい。

			　ここまで馬(ば)鹿(か)にされたのだ。何が何でも、あの少年にはティターニアや部下の前で醜(しゆう)態(たい)を晒(さら)してもらわなければならない。

			　それに最適な召(しよう)喚(かん)獣(じゆう)を呼び出すべく、バイドンは詠(えい)唱(しよう)を始める。

			　もともとは闇(やみ)属性の魔術の使い手ではあるが、召(しよう)喚(かん)師(し)の素質もあったため何体かを使(し)役(えき)していた。そのなかに、少年を打ち破ることが可能な『鳥』がいた。

			（あいつ、馬(ば)鹿(か)力だが魔力はまったくないようだからな。『こういう』耐性は持ってねえはずだ）

			　パワータイプの召(しよう)喚(かん)獣(じゆう)では、間違いなく力負けする。かと言って純(じゆん)粋(すい)な魔法攻撃を主体にしたタイプを呼んでも、微(び)弱(じやく)ながら皮(ひ)膚(ふ)も電流が流れている雷牛を掴(つか)んだところを見ると、通用するか分からない。

			　だが、『精神』に直接ダメージを与える攻撃ならばどうだろう。先ほどの仕返しということではないが、叩くなら、外ではなく内だとバイドンは睨(にら)んだ。

			「我に応えよ我に応えよ。地(じ)獄(ごく)の空を舞いし不(ふ)浄(じよう)なる怪(かい)鳥(ちよう)よ。今ここに舞い降りたまえ！」

			　闇(やみ)の波動を凝(ぎよう)縮(しゆく)した宝石の指輪に、自らの魔力を注(そそ)ぎ込む。妖(あや)しく輝(かがや)く紫(し)紺(こん)の指輪に引き寄せられるように、それは地上に舞い降りた。

			　紅(べに)色(いろ)の美しい翼を羽ばたかせた、頭部だけが人間の女性の『鳥』。透(す)けるような黄(おう)金(ごん)の髪を持ったその鳥は、バイドンへ妖(あや)しく艶(なまめ)かしく微笑(ほほえ)むと、漆(しつ)黒(こく)のフードへと口付けを一つ落とした。

			　その、どこか異様で官能的な光景を見た総(そう)司(じ)が、顎(あご)に手を添えた。珍しく、深く考え事をしているようだった。

			「次の相手は女性なんですか。困りました……」

			「ソウジ君、何言ってるだ！　油断してたら心を持って行かれちゃうだよ!!」

			「あ、違います。僕、そういう目で彼女を見ていたわけでは……」

			「そうじゃないだー!!」

			　どこまでも暢(よう)気(き)な総(そう)司(じ)に、逆に焦(あせ)るブロッド。それは彼らを遠くから見守っていた魔女も同じことだった。

			「まさか、地(じ)獄(ごく)の番人ハーピーなんて呼び出せる奴(やつ)がいるなんて……」

			　ヘリオドールは、忌(いま)々(いま)しそうにバイドンの傍らで優雅に微笑(ほほえ)む怪(かい)鳥(ちよう)を睨(にら)み付ける。

			　罪人の魂(たましい)が向かう場所ニヴルヘイム。ハーピーはそこに棲(す)まう魔物であり、木の姿に変えられた罪人をいたぶる役目を持つ。

			　しかも、その声には魔力が込もっており、彼女たちの美しい歌を聴いた者は、精神を犯され崩(ほう)壊(かい)してしまう。あんな化物を従わせられる召(しよう)喚(かん)師(し)など、そう多くはない。ヘリオドールも召(しよう)喚(かん)獣(じゆう)として現れるハーピーを見るのは、初めてだった。

			「ちょっとヤバいんじゃないの……？　いくら総(そう)司(じ)君でも、ハーピーの歌を聴かされたら……」

			　ハーピーの歌声を無効化するには、魔術で音を遮(しや)断(だん)する結界を張るしかない。総(そう)司(じ)がそんなことをできるはずがないので、自分がこっそりと。

			　ハーピーは、どう戦うか悩んでいるらしい総(そう)司(じ)へと近付こうとする。ヘリオドールの視界が白い光に包まれたのは、その直後のことだった。

			　気付いたときには自分や観客の周囲を、純白の光の膜(まく)が覆(おお)っていた。たった今、話していたハーピーの歌を防ぐための結界だ。肝(かん)心(じん)の総(そう)司(じ)にはそれがかけられていなかったが。

			「んん？」

			　結界を張ったのはヘリオドールだ。彼女も無意識の行動で困(こん)惑(わく)しきっていた。観客への影響を考えれば正しいかもしれない。

			　だが、ハーピーの歌を警(けい)戒(かい)してのことなら、総(そう)司(じ)にも結界を張らなければならないはずだった。白い膜(まく)に覆(おお)われていないのは、総(そう)司(じ)と対戦相手、それとハーピーだけとなった。

			（え……何か胸騒ぎがすると思ってたら体が勝手に……）

			　ヘリオドールが魔術を使うのとほぼ同時に、バイドンはハーピーへと命令していた。

			「行け！　あの澄(す)ました面をぐちゃぐちゃにしてやれえ!!」

			　バイドンの叫(さけ)びに応えるようにハーピーが総(そう)司(じ)へと微笑(ほほえ)みかけ、桃色の唇をうっすらと開いた。瞬間、甘やかな歌声が総(そう)司(じ)へと纏(まと)わり付く。ヘリオドールの結界に護(まも)られた人々は歌が聞こえないため、何が起こったか理解していない。

			　結界の存在に気付いたバイドンも、眉(まゆ)をしかめる。総(そう)司(じ)の部下が総(そう)司(じ)を守るために張ったものとしてもおかしい。そうであるなら総(そう)司(じ)自身に使うべきなのに、奴(やつ)を除いた周りにだけ使っているのだ。

			　総(そう)司(じ)はハーピーの惑(まど)いの歌をしばらく聴いたあと、懐(ふところ)から数枚の楽(がく)譜(ふ)を取り出した。そこには音(おん)符(ぷ)と歌詞が鉛(えん)筆(ぴつ)で書かれていた。

			　彼が作詞作曲した、オリジナルソングの楽(がく)譜(ふ)である。

			「どちらのほうが歌が上手いかという対決なら、僕も喜んで挑(いど)みます」

			「あぁ!?　てめえ、何言ってやがる!!」

			「僕が三ヶ月間頑張って作った曲です。聴いてください。『破壊交響曲(デイストラクシヨン・シンフオニー)』」

			　ハーピーの歌に、歌での対抗。まさかの奇策に混乱するバイドンと、自らの歌を聴いてまったく精神の異常を来(きた)していない獲(え)物(もの)に、わずかに動(どう)揺(よう)するハーピー。彼らの下へ総(そう)司(じ)の歌声が届く。

			「[image: p272OL.png]、ぐぅ……!?」

			　それは、歌なんて生(なま)易(やさ)しいものではなかった。衝(しよう)撃(げき)波、と言っても過言ではない。総(そう)司(じ)の周囲の地面に亀(き)裂(れつ)が走り、地震が発生した。まさに破(は)壊(かい)。

			　荒(あら)々しい風のなかで舞う狂(きよう)気(き)の歌声。ハーピーの美しく柔(やわ)らかい惑(まど)いの歌が、少年から放たれるほろびのうたによって掻(か)き消されていく。

			　声量が大きいとか、音程が外れているとか、音(おん)痴(ち)だとか、そういうのはもう些(さ)細(さい)なことだった。

			　総(そう)司(じ)が歌っている曲のジャンルは、彼の世界風に言えば『ヘビメタ』だったが、それすらも些(さ)細(さい)なことだった。

			　では、何が問題なのか。悶(もだ)え苦しむバイドンにもハーピーにもそれは分からないし、無音の結界に護(まも)られた人々にも分からない。

			　ただ一つ言える事実。

			　それは、総(そう)司(じ)は歌が下手だということだけだった。

			「ギャアアアアアアアアアア……!!」

			　ハーピーの美(び)貌(ぼう)から張りが消えて皺(しわ)が刻(きざ)まれていき、金(きん)髪(ぱつ)が白髪へと変化していく。獲(え)物(もの)をたぶらかすために魔力で作られた美が保てなくなり、本来の老(ろう)婆(ば)へと成り果てる。

			「もうやめてくれえええええええ!!」

			　相手への怒りや憎しみを忘れ去り、ひたすら懇(こん)願(がん)を繰り返すバイドン。『漆(しつ)黒(こく)の魔手』のリーダーとしてあらゆる悪事に手を染めてきたバイドン。もう泣くという行為を忘れてしまっていたバイドン。

			　そのバイドンの瞳(ひとみ)から零れ出す無数の涙は風に吹き飛ばされ、宙を舞い消えていく。

			　だが、そんな男の切なる祈(いの)りは決して届かず、総(そう)司(じ)による破壊交響曲(デイストラクシヨン・シンフオニー)フルバージョンは、この後二分も続いた。

		

	
		
			　

			少年と男

			　

			　総(そう)司(じ)の自慢の歌声を思う存分堪(たん)能(のう)したバイドンは、歌が終わったと同時にその場に崩(くず)れ落ち、老(ろう)婆(ば)となったハーピーは力を失って、煙(けむり)のように消えてしまった。

			　持続時間が切れて消(しよう)滅(めつ)した結界に護(まも)られていた観客は、唖(あ)然(ぜん)としながらも、総(そう)司(じ)が勝ったことに盛り上がっていた。

			「お父様、どうやって倒したのですか!?　私たちには何が起こったのか、さっぱり……」

			「歌いました」

			「……私もお父様の歌を聞きたかったですわ」

			　やめたほうがいい。バイドンの苦しむ光景が目に焼き付いて離れないブロッドは、姫(ひめ)君(ぎみ)の肝(きも)の据わりぶりに戦(せん)慄(りつ)した。

			　前の二人とは比べ物にならないくらいのダメージを負ったバイドンが、再び立ち上がる様子はなかった。無(ぶ)精(しよう)髭(ひげ)に囲まれた口から、泡(あわ)を吹いて失神している。

			　まさに、悪役が正義の味方にコテンパンにされた図だった。フードも吹き飛び、召(しよう)喚(かん)に使用した指輪も粉(こな)々(ごな)に砕(くだ)け、完敗という言葉が似合う。

			　一応介(かい)抱(ほう)するべきか考えていると、見慣れた女性がこちらへ駆(か)け寄ってきた。ヘリオドールが驚(きよう)愕(がく)の表情で、総(そう)司(じ)の両肩を掴(つか)んで揺(ゆ)さぶる。

			「ソウジ君、何、あの破(は)壊(かい)魔法は!?　世界滅亡でもやらかす気なの!?」

			「？　歌対決だったから歌っただけなんですけど……」

			「あんた、歌は世界を救うってよく言うけど！　歌は世界を滅(ほろ)ぼすこともあるのよ!?」

			　あの無意識での結界魔法は、総(そう)司(じ)による破(は)壊(かい)ソングを本能が予知していたことによるものだと判明した。部下のミスは、上司である自分が責任を持ってしっかりフォロー。

			　分からない分からないと思っていた総(そう)司(じ)を、少しずつ理解できてきたという表れなのか。喜ばしいことであり、「今後も惨(さん)劇(げき)はまだまだ起こるぞ！　頑張れよ」な予感に心を震わせるヘリオドールの成長。

			　複(ふく)雑(ざつ)な心境に陥りながら、ヘリオドールは総(そう)司(じ)の頭をなでなでした。

			「まったく……あんたは向こうの人間でまだ子供なんだから、あんまり無茶しすぎちゃ駄(だ)目(め)よ」

			「はあ」

			「そりゃ、私は口うるさくて鬱(うつ)陶(とう)しいかもしれないけど、私は一応総(そう)司(じ)君の上司なんだから」

			「僕はヘリオドールさんを鬱(うつ)陶(とう)しいだなんて、一度も思ったことありませんけど……」

			「え？　本当？　……じゃなくて」

			　ヘリオドールが、ブロッドに肩車してもらっているハイエルフの少女へ視線を向けた。そろそろ夢の時間はおしまいだ。

			　悪戯(いたずら)っ子の面倒を見る大人のようなヘリオドールの笑みに、ティターニアはアクアマリンの瞳(ひとみ)を丸くしたあと、苦笑した。観念したかのように。

			　ティターニアはブロッドから降りると、黄(おう)金(ごん)色の光を纏(まと)った。幼い少女の体がみるみるうちに美しいフレイヤの姫(ひめ)君(ぎみ)へと変わっていく。ざわつく周囲。慌(あわ)てふためくブロッドに、ティターニアは深く頭を下げた。

			「ありがとうございました、ブロッド様。私の詰まらない我(わ)が儘(まま)を聞いていただいて」

			「ひ、姫(ひめ)様(さま)……！」

			「そしてお父様……いえ、私の騎士(ナイト)様」

			　ティターニアは総(そう)司(じ)に頭を下げ、別れを惜しむように笑った。

			「短い間でしたが、私のもう一人のお父様になってくれてありがとう。……私に楽しい一時を与えてくれてありがとう」

			「僕も楽しかったですよ、ティターニアお姫(ひめ)様(さま)」

			「ふふふ、騎士(ナイト)様にはその名前ではなく、ティアと呼んで欲しいですわ」

			「……ティアさん。これでいいですか？」

			「ええ、もちろん」

			　涙ぐんで総(そう)司(じ)の手を握(にぎ)り、自分の頬(ほお)に持ってくるティターニアに、周りはしん、となった。まるで身分の違いによって引き裂かれる、哀(あわ)れな恋人だ。

		

	
		
			[image: p277.jpg]
		

	
		
			「ボスの娘さんは、お姫(ひめ)様(さま)だったんですか！」

			「すげえや、さすがボス!!」

			　そんな空気を読まずに、突然幼女が美少女へ変わり、三人の家具職人はまずは総(そう)司(じ)を褒(ほ)め称えた。何がさすがなのかは、多分本人らも知らないだろう。

			　女性の悲(ひ)鳴(めい)が響(ひび)いたのはそのときだった。

			　声がしたほうに皆が視線を向ける。そこでは、一人の男が怯(おび)える女性の喉(のど)元にナイフを突き付けていた。

			　その周りには、敵意の込もった目で総(そう)司(じ)を睨(にら)み付ける男たち。彼らの手の甲には、黒い獣の爪(つめ)の刺青(いれずみ)が刻(きざ)まれていた。

			　この最悪の状況を誰よりも早く理解したヘリオドールは、杖(つえ)を構えた。

			「『漆(しつ)黒(こく)の魔手』……ね？」

			「へへへ……どこの組織の奴(やつ)らかは知らねえが、うちのリーダーを倒したからっていい気になるんじゃねえぞ」

			「リーダーって誰よ」

			「しらばっくれてんじゃねえ!!　そこのクソガキが妙な術を使って倒した、バイドン様のことだ」

			　え？　誰もが、いまだに倒れたままの総(そう)司(じ)の対戦相手（三人目）を見た。家具職人三人組とヘリオドールが、昇(しよう)天(てん)した無(ぶ)精(しよう)髭(ひげ)の手の甲を見た。

			　変な刺青(いれずみ)が刻(きざ)まれてる。漆(しつ)黒(こく)の何とかという、犯罪者組織のメンバーの証である。

			「あっ」

			「あっ、じゃねえよ！　てめえら、知らなかったとかアホなことを抜(ぬ)かすなよ!?　絶対だぞ!!」

			「この髭(ひげ)の人、偉い人だったんですね。そんな人に僕の歌を聴いてもらえるなんて……光栄です」

			「知らなかった」よりもアホなことを、総(そう)司(じ)がどこか満ち足りた様子で言った。数々の勘(かん)違(ちが)いに振り回されたバイドンが聞いたら、号(ごう)泣(きゆう)間違いなしだろう。

			　ざわざわ……。

			　散々な目に遭(あ)った上司を持つ『漆(しつ)黒(こく)の魔手』のメンバーを、集まってきた街の人々が気の毒そうに見る。嘲(あざ)笑(わら)われたほうがまだマシなこの仕打ち。

			　女性の喉(のど)元に突き付けたナイフを持つ手が、小(こ)刻(きざ)みに震える。

			「やめろ……そんな目で見るんじゃねえ！　泣きそうになるじゃねえか!!　この女を殺されたくなかったら、とっととリーダーとティターニア姫(ひめ)をこっちに引き渡せ!!」

			「……リーダー抜(ぬ)きでそんなに行動力あるなら、あんたら、この髭(ひげ)いらないんじゃないの？」

			「うるせえ!!」

			　背(はい)水(すい)の陣(じん)である子分たちの目は、本気だった。目的を達成するためなら、女性の命など簡単に奪ってしまえるはずだ。迂(う)闊(かつ)に動けば、ナイフがすぐに女性を襲う。

			「分かりましたわ……」

			　膠(こう)着(ちやく)状態が続くと思われたなか、彼らへ向かって歩みを進めたのは、ティターニアだった。ヘリオドールが腕(うで)を掴(つか)んで引き止める。

			「待ちなさい！　あなたが行ってもあいつらが人質を解放する保証は、どこにもないのよ!?」

			「ですが、彼らの目的は私なのでしょう？　私が行けば、あの女性は助かりますわ」

			「行く必要はありません」

			　ティターニアの言葉を遮(さえぎ)り、総(そう)司(じ)は首を横に振る。

			「あの人たちが何なのかは分かりませんけど、ティアさんは行かなくていいと思います」

			「ソウジ様……」

			「というわけで、僕があの女の人の代わりに人質になります」

			「「何言ってんの!?」」

			　驚(おどろ)くべき秘策に、『漆(しつ)黒(こく)の魔手』だけではなく、ヘリオドールも叫(さけ)んだ。今この場にいるなかで、もっとも人質にする意味がない者が自ら人質志願するなんて、誰が想像しただろう。

			「僕は大(だい)丈(じよう)夫(ぶ)です。なので僕が人質になっているあいだに、あの人たちを捕(つか)まえる方法を考えてください」

			「あんた、人質になっている暇(ひま)があったら、自分であいつら倒せるでしょ。歌声でハーピーを老けさせておいて、できないとは言わせないわよ」

			「そこで淡(たん)々とやり取りしてんじゃねえよ!!　いいからバイドン様ともう一人、人質よこせ！　そのガキじゃないなら、もうこの際ティターニア姫(ひめ)でなくてもいいからよこせ!!」

			　さりげなく、支(し)離(り)滅(めつ)裂(れつ)かつ本(ほん)末(まつ)転(てん)倒(とう)な発言をしながら、メンバーの一人がナイフを女性の喉(のど)の皮(ひ)膚(ふ)にピタリと当てる。脅(おど)しのために少しだけ血を流させようと思ったときだ。

			　ぱちん。

			　指を鳴らすような音が聞こえた。それと同時に、ナイフが一輪の黒薔(ば)薇(ら)へと変化した。夜空を覆(おお)い尽(つ)くす闇(やみ)色(いろ)を閉じ込めた花弁。

			　男が思わず見入っていると、薔(ば)薇(ら)の茎が異常なスピードで伸び始めて男の体を数秒で縛(しば)り上げた。

			「う……うわああああああ!?」

			　黒薔(ば)薇(ら)が襲ったのは男だけだった。人質になっていた女性には見向きもしなかった。突然仲間に起きた異変に、他のメンバーが狼狽(うろた)えている一瞬を狙い、女性は総(そう)司(じ)たちの下へと走った。

			「魔王様と勇者殿のドンパチが終わったってのに、こういうどうしようもない奴(やつ)は、いつになってもいるんだな」

			　足音とともに広場に響(ひび)く声。現れる『黒』の男。

			　黒い革靴に黒いスーツに黒いネクタイ。そして、頭に被せられた白銅のフルフェイス式の兜(かぶと)。あまりにもアンバランスで奇妙な格(かつ)好(こう)をした謎(なぞ)の男の乱入に、皆が凍(こお)り付いた。

			「ん？　この声は……」

			　総(そう)司(じ)以外の皆が。

			　漆(しつ)黒(こく)の魔手の残党の足(あ)掻(が)きは、謎(なぞ)の男によって阻(そ)止(し)された。ウトガルドにおける男の戦闘服であるダークスーツに身を包んだ乱入者が、黒革靴をかつん、かつん、と響(ひび)かせて歩んでいく。

			　多くの視線を引き付けるその頭部。真新しい白銀の兜(かぶと)で覆(おお)われたそのなかから聞こえてくる、くぐもった無(む)駄(だ)にいい声。

			（いらない……その頭に付いてる部分、いらない……）

			　人質の安全が確保されたのにもかかわらず、空気が凍(こお)り付く。ウトガルドの衣服に詳(くわ)しいヘリオドールでなくても、兜(かぶと)男の格(かつ)好(こう)がダサいことを、アスガルドの住人は本能的に気付いていた。

			　いや、ダサいなんてものではない。

			　もし向こうの世界で、あんな格(かつ)好(こう)をしてこんなに人が集まっている場所を歩いていたら、確実に呼び止められる。職質だ。この世界だからこそ許される、戦(せん)慄(りつ)のファッションであった。

			　危機(き)一(いつ)髪(ぱつ)のところを救われた人質の女性が、複(ふく)雑(ざつ)そうに顔を背(そむ)けた。助けてくれたことには感謝はすれど、声からして相当の美形かと期待してしまったのだ。

			　わくわくして蓋(ふた)を開けてみたらこの有り様。女のピンチを救うのは、イケメンとは限らない。

			「ひ、いいいいい……何だあいつ……」

			　漆(しつ)黒(こく)の魔手側は、別な意味で恐(きよう)怖(ふ)を覚えていた。ただし、こちらのほうが深刻だ。兜(かぶと)男のとち狂ったファッションセンスにではなく、彼の『力』に恐(きよう)怖(ふ)を抱いた。

			「……あの薔(ば)薇(ら)は、あいつの魔法によるものなのか？」

			「だ、だったらどうして奴(やつ)からまったく魔力を感じないんだよ……っ」

			　漆(しつ)黒(こく)の魔手のメンバーが使用するナイフは、バイドンにより、闇(やみ)属性の加(か)護(ご)を受けている。そのため、金属を容易(たやす)く切り裂くほどの切れ味を持ち、刃(やいば)はあらゆる魔法を拒(きよ)絶(ぜつ)する力を秘めている。

			　その闇(やみ)の力を秘めたナイフを、『魔法』で薔(ば)薇(ら)に変化させるとなると、バイドン以上の魔力が必要だ。

			　だが、兜(かぶと)男からは魔力をまったく感じられない。あの総(そう)司(じ)という少年と同じように。

			　魔法に見せかけた別な方法でナイフを薔(ば)薇(ら)に変えたのか、魔力を表に出さないように制御しているのか。後者ならば、そうできるだけの魔力を持った、相当な実力者である。

			（こいつは……まさか本当に……）

			　格(かつ)好(こう)がヤバくて怖(こわ)い。無茶苦茶強そうで怖(こわ)い。

			　二つの恐(きよう)怖(ふ)が入り混じるなかで、ヘリオドールは彼から目が離せずにいた。

			　彼はおそらくあのとき、屋根の上から総(そう)司(じ)を見守るようにして見(み)詰(つ)めていた。ヘリオドールが気付かなかっただけで、ずっと側にいたのだろう。

			　そして、彼が危険だと判断して、こうして姿を現したのだろう。

			「あの」

			　数々の疑問がひしめき合う広場で、ただ一人、兜(かぶと)に話しかける猛(も)者(さ)がいた。あまりにも残念な歌唱力を披露した少年だ。

			「何してるの？」

			　ヘリオドールを始めとした、総(そう)司(じ)を知る面々が耳を疑った。あの、誰に対しても、悪者に対しても敬語を使う総(そう)司(じ)が、敬語を使っていない。

			「総(そう)司(じ)君、そいつと、知り合い、なの？」

			「多分、僕の父です。海外出張に行ってたのに迷い込んだんですかね……父さん、帰りの飛行機乗り間違えて、こっちに来たの？」

			「え!?」

			「ちげえよ」

			　白目を剥(む)かんばかりに驚(おどろ)くヘリオドールに即座に否定したのは、話題の中心人物だ。

			「俺は、このガキが持ってきた扉(とびら)の妖(よう)精(せい)だ」

			「扉(とびら)？」

			　おかしなことを言い出した。こんなのが妖(よう)精(せい)だったら、世も末だ。ウトガルドで職質されたときにこんな戯(ざ)れ言(ごと)をほざいたら、確実に連行ルートである。

			「あ、そういえば僕、今日こっちに来るときにうちの物置にあった扉(とびら)、持ってきてたんです」

			「あ、店に取り付けてくれた扉(とびら)のことだ！」

			「扉(とびら)!?　あんた今日、私がウトガルドに迎(むか)えに行ったとき、鞄(かばん)以外に何も持ってなかったでしょ!?　そんな大荷物、どこにあったの!?」

			「鞄(かばん)に入れてました。万が一のためにって……」

			　平然とした様子で説明する総(そう)司(じ)の横で、兜(かぶと)男が天を仰いだ。彼の胸中は誰にも理解できまい。ただ、予期せぬ子供の暴走に「あちゃーやっちゃったか」と、怒るに怒れない親の反応だった。ここだけの話、兜(かぶと)男の妖(よう)精(せい)は、『妖(よう)精(せい)の涙』の女主人から、扉(とびら)が店の物になっている経緯を聞いていた。

			「で、妖(よう)精(せい)さんはどうして出てきたのよ……」

			「ウトガルドにある扉(とびら)を、このガキが勝手に持ち出しやがったから、戻せって言いにきた。ガキの親父に声、口調、姿が似てるのは、俺が人間に化けるときのモデルにしたからだ」

			「……本当に父さんじゃないの？」

			「くどいぞ、クソガキ。第一オメーの親父は普通のリーマンだろうが。こっちの世界の存在なんざ知らんぞ」

			　総(そう)司(じ)はまだ、納得できていないらしい。顔を隠(かく)した兜(かぶと)を凝(ぎよう)視(し)している。ポキポキと指を鳴らしながら。

			　兜(かぶと)奪う気だよ、あの子……。

			　そんな予感が場に流れた。しかし、総(そう)司(じ)の父親をモデルにした人格を手に入れたらしい妖(よう)精(せい)は、そのくらいでは動じない。逆におどけた様子で言う。

			「そうかそうか。そんなに父親が恋しいか、総(そう)司(じ)君。何だったら俺を父親代わりにしていいんだぞ。大好きなお父様と呼んでもらおうか」

			「ヘリオドールさん、やっぱりこの人は扉(とびら)の妖(よう)精(せい)さんのようです。父さんはホラー漫画とかミステリー漫画を好むクールな人です。こんな危ないことを言いません」

			「ま、まあ、そうよね……」

			　総(そう)司(じ)が一歩、後ろに引きながら首を横に振る。表面には出さないながらも、微妙に嫌(いや)がっていた。父親と酷(こく)似(じ)した妖(よう)精(せい)の口から飛び出した大好きなお父様発言に、ショックを受けているようだった。

			　総(そう)司(じ)が嫌(いや)がるのは、よっぽどのことだ。

			　ヘリオドールが、貴重な総(そう)司(じ)の反応が見られたことにある種の感動を覚えていると、「おい！」と怒(ど)鳴(な)り声が聞こえた。仲間を一人縛(しば)られたまま放(ほう)置(ち)されている、漆(しつ)黒(こく)の魔手が怒っていた。凄(すご)く怒っていた！

			「妖(よう)精(せい)だか、そこのガキの親父だかは知らねえが、さっさとこいつを縛(しば)る薔(ば)薇(ら)を消しやがれ!!　いくら外そうとしても、ナイフで切ろうとしても、びくともしねえんだよ!!」

			「捕(つか)まえるためのもんなんだから、びくともしたら駄(だ)目(め)だろ、バーカ。そんなのも分かんねえのかよバーカ」

			「キイイイイイイ!!　スゲー格(かつ)好(こう)悪い見た目のくせに腹(はら)の立つ!!」

			　低レベルな挑発にあっさり乗せられたメンバー全員がナイフを構え、兜(かぶと)男を睨(にら)み付ける。同時に、ヘリオドールがティターニアを庇(かば)うように前へ出た。

			　どちらが先に動くのか。ブロッドや家具職人三人組が手に汗を握(にぎ)り見守るなか、兜(かぶと)男が空気をぶち壊すようにぱちんっと指を鳴らした。

			　漆(しつ)黒(こく)の魔手たちの足元に亀(き)裂(れつ)が走り、暗(くら)闇(やみ)の隙(すき)間(ま)から無数の黒い手が這い出てきた。それらがメンバーを捕(と)らえようと迫る。

			「ぎゃああああああああああ!!」

			　闇(やみ)の魔力が込められた手をナイフで斬(き)り付けようとするが、漆(しつ)黒(こく)のなかに刃(やいば)を埋めても、手応えはまるで感じられない。宙を斬(き)るような感覚がしたかと思えば、こちらからは触(ふ)れられないそれに、勢い良く掴(つか)み上げられた。

			　背中を向けて逃げ出す者。腰が抜(ぬ)けて座り込む者。様々な反応を見せる漆(しつ)黒(こく)の魔手が、漆(しつ)黒(こく)の手によって一人残らず捕(と)らえられた。

			　ぱちん。

			　兜(かぶと)男がまた指を鳴らすと、黒い手から黒い電撃が放たれた。闇(やみ)と雷。二つの属性を持った攻撃に男たちが一斉に悲(ひ)鳴(めい)を発した直後、手は姿を消して、彼らは地面へと倒れ込んだ。

			「殺してはいねえよ。しばらくすりゃ目覚ますだろうから、さっさと捕(つか)まえろ」

			　そう言って立ち去ろうとする兜(かぶと)の妖(よう)精(せい)、ではなくて扉(とびら)の妖(よう)精(せい)。

			　兜(かぶと)男の体が透(す)けていく。兜(かぶと)男が総(そう)司(じ)のほうへ振り向いた。

			「クソガキ、あの扉(とびら)はちゃんと外して元の場所へ戻しておけ。そうじゃないと扉(とびら)の呪(のろ)いがオメーを襲う」

			「呪(のろ)いって何ですか？」

			「オメーの部屋にある少年漫画全部が、ホラー漫画に変わる」

			「分かりました。ドアはこちらにいる家具職人の方々にお願いして、あれは家に戻します」

			　交渉成立。総(そう)司(じ)は、宝石店へと走り出した。

			　その後ろ姿を見送った兜(かぶと)男は、広場の中心に設置された少女の石像へと歩み寄った。祈(いの)りを捧(ささ)げている勇者の手に触ると、男は微かな笑い声を漏(も)らす。何かを懐(なつ)かしむように。

			「この頃のお前も、俺は好きだよ」

			　そう言うと、兜(かぶと)男は一瞬にして姿を消した。残された兜(かぶと)だけが、からん、と石(いし)畳(だたみ)の地面に落下して音を立てた。

			『妖(よう)精(せい)の涙』へ走る総(そう)司(じ)は速かった。〝扉(とびら)の妖(よう)精(せい)〟と名乗る変質者が消えるとほぼ同時に、スタートダッシュを決めた。

			　人混みを器用に掻(か)き分けて宝石店へ急ぐ姿は、まさに風。人々はたった今、総(そう)司(じ)が通り過ぎたことすら視(し)認(にん)できなかった。

			「速いだ……ソウジ君。あいつをそこまで慌(あわ)てさせるなんて、その呪(のろ)いというのはよほどのものだ？」

			「ええ……あの子、ホラー漫画はもう読み飽きたって言ってたの」

			　遠い目で、少年の走り抜(ぬ)けた跡(あと)を呆(ぼう)然(ぜん)と眺(なが)めているオーガとは対照的に、魔女は優しい笑顔で少年の本の無事を祈(いの)った。

			　本人曰(いわ)く、総(そう)司(じ)は決してホラーが苦手なわけではない。ホラー漫画好きな父親の影響を受けて、むしろ好きだった。

			　憧(あこが)れの作家の画集展に、行ったくらいだ。

			　しかし、飽きる。大好物であっても毎日食えば飽きるように、そればっか読んだら飽きる。一番大好きな少年漫画を読みつつ、時(とき)折(おり)ホラー漫画を読む。そうして調和を保つのだと、総(そう)司(じ)はいつもより少し真剣な顔で語っていた。

			　今、彼は宝物を守るために必死なのである。

			「まあいいわ。私たちはこいつらをユグドラシルの城に引き渡しましょう。他の奴(やつ)らを呼ぶわよ」

			「あ、あの、ヘリオドールさん」

			　水晶を取り出したヘリオドールへとブロッドが、恐る恐る声をかける。

			「ブロッド君？」

			「オラと……ティターニア姫(ひめ)様(さま)も『妖(よう)精(せい)の涙』に行っていいだ？」

			　ヘリオドールだけでなく、幼女から姫(ひめ)君(ぎみ)に戻ったティターニアも、目を見開いてブロッドを見る。二人の視線を感じながらブロッドは頭を下げた。

			　もうティターニアが姫(ひめ)であることはバレてしまった。本来なら今すぐにでも役所に連れて行かなければならない。

			　だが、ブロッドは彼女をヘリオドールたちに差し出すわけにはいかなかった。まだ連れて行く場所がある。

			「お願いしますだ！　オラたち、このあとはオラの友達の店に行く予定だっただ。せめて最後に姫(ひめ)様(さま)を連れて行きたいだ」

			「僕からもお願いします」

			　!?

			　援(えん)護(ご)射撃を行ったのは、まさかの人物。たった今、風となった少年だった。

			「ティターニアさんとの約束を思い出して戻ってきました。一瞬、自分のことしか考えてなかったです。申し訳ない……」

			　光のような速さで広場に戻ってきた総(そう)司(じ)も、頭を下げる。息切れをまったくしていない様子に野(や)次(じ)馬(うま)たちがざわめくが、ちゃんと約束を覚えていて戻ってきた友人に、ブロッドは目を潤(うる)ませた。

			　事情がよく分からないはずの家具職人たちも、頭を下げた。

			「俺らからもお願いします！　姫(ひめ)さんがボスと一緒にいられるのもこれが最後なら、行きたかった場所に連れて行ってください!!」

			「お願いしゃっす!!」

			「しゃっす!!」

			　五人に頭を下げられて、ヘリオドールはうっと息を詰まらせた。ティターニアも言葉にはしないものの、乞うような視線だ。

			　一度大人しく役所に行くことを了承した手前、言葉にはできないようだ。「行かせて欲しい」とは。

			　ヘリオドールは深く息を吐(は)いてから、総(そう)司(じ)の肩を叩いた。

			「あーもう。ここで駄(だ)目(め)って言ったら、私、血も涙もないように見えるじゃない。それに総(そう)司(じ)君、魔手のリーダー倒してくれたから……今回だけは特別よ」

			「ありがとうございます、ヘリオドールさん。太っ腹(ぱら)ですね」

			「……あんたがいれば姫(ひめ)様(さま)はまず安全でしょ。ほら、早く行ってきなさい」

			　総(そう)司(じ)は、ティターニアのほうを向いた。

			「ではティターニアさん、また子供の姿になってくれませんか？　お店に着いたら元に戻ってもらいますから」

			「え、ええ」

			「それで家具職人の皆さんにお願いがあるんです。今から行く店に、新しい扉(とびら)を設置したいので……」

			「分かりやしたッ！　ボスが気に入る最高の扉(とびら)を用意します!!」

			「では、ブロッド君。ティターニアさんを抱っこしてください」

			「わ、分かっただ」

			　ブロッドが小さくなったティターニアをゆっくり抱き上げる。オーガがハイエルフの美幼女を抱き上げている、アンバランスな図の完成だ。

			　そのブロッドを総(そう)司(じ)が持ち上げる。百キロ超えの巨体が、米(こめ)俵(だわら)のような要領で高校生の肩に乗せられる。アンバランスという言葉では解決できないほどの、奇妙な図だった。

			　そして、総(そう)司(じ)は再び風となる。

			「キャアアアアアアアアアアアアアア!!」

			「速いですわー！　もっと速く速くー!!」

			　絹(きぬ)を裂いたような乙漢(おとこ)の悲(ひ)鳴(めい)と、加速を要求する掛け声。

			　家具職人たちも「しゃあぁぁぁっっ！　俺たちもいったん店に戻るぞ!!」と走り去っていく。

			　残されたのは、漆(しつ)黒(こく)の魔手を名乗っているくせに黒い闇(やみ)の手の餌(え)食(じき)となった犯罪者集団と、魔法でも何でもないもので倒された、そのリーダー。

			　あれほど自分たちを動(どう)揺(よう)させていた事態が、こんなに呆(あつ)気(け)なく終わってしまうとは。ヘリオドールは脱力感を覚えた。

			　

			　一(いち)陣(じん)の風が、本日で閉店する予定だった宝石店に辿(たど)り着く。文字通り風に乗ってここまで来たブロッドがようやく降ろしてもらった瞬間、腰を抜(ぬ)かした。

			　ティターニアは魔法を解除して元の姿に戻ったあとも、幼子のように総(そう)司(じ)の手を掴(つか)んではしゃいでいた。

			「お父様すごいですわ！　私、お父様より速い乗り物に乗ったことありませんわ！」

			「ありがとうございます。でも僕、乗り物じゃないです」

			「ティターニア姫(ひめ)様(さま)……肝(きも)が据わりまくりだ……」

			「それに凄(すご)く素敵で立派なお店みたいですわね！　こんなに人がいっぱい!!」

			　ティターニアの言う通りだった。なかに入り切れないほどの人で溢(あふ)れている宝石店は、新装開店したのでは、と思うほど立派なものだった。

			　他の宝石店に比べるとやや小さいが、白壁の外装には汚れ一つなく、ところどころ傷みが目立っていた屋根も綺(き)麗(れい)に直っている。店から商品を買って出てきた客の話によると、床も大理石仕立てになっているようだ。

			　ブロッドはぽかんと開いた口を塞(ふさ)ぐこともできないまま、店の看板を確認してみた。

			　『妖(よう)精(せい)の涙』と書いてある。ウルドには、同じ店名の店が二軒あったのだろうか。

			「ソウジ君、ここ……」

			「ここですよ」

			「う、うん……」

			　総(そう)司(じ)が道を間違えたわけではない。周りの風景は変わっていないのだ。とすると、やはりここしかない。ブロッドの知っている『妖(よう)精(せい)の涙』ではないが。

			　奇妙な恐(きよう)怖(ふ)感に胸が鷲(わし)掴(づか)みにされていると、店からブロッドの知っているゴブリンの女主人が出てきた。

			「はいよー。そんなに入口に集まられると、なかに入ったお客様が出られないから皆並んでおくれよ!!　これじゃあ閉店とか言ってられないねぇ。あ、ブロッド！　見ておくれよ、さっきからもの凄(すご)い数の客が来てるんだ！」

			「何で!?　それに店も凄(すご)く綺(き)麗(れい)だ！」

			「エルフの集団が入ってきたと思ったら、ソウジ坊やに似てる男が来て、顔を隠(かく)す物はないかって言うから貰い物の兜(かぶと)を渡したんだよ。そしたらお礼だって言って、店に魔法をかけて綺(き)麗(れい)にしてもらったんだ」

			　妖(よう)精(せい)って凄(すご)い。ブロッドの脳(のう)裏(り)に浮かんだのは、兜(かぶと)を被り背中から薄羽根を生やした総(そう)司(じ)だった。

			「それにしても……あんた、そこのべっぴんさんはもしかして……」

			「ふふっ、私の騎士(ナイト)様がおすすめするお店に、遊びに来てみましたわ」

			「は、はあ……？」

			「それと、このお店を楽しんだあとはもう一回、ハンバーガーを食べに行きますわよ！」

			「ええっ!?　ここに行ったあとは役所に行くんじゃ……」

			　衝(しよう)撃(げき)の提案をしたティターニアにブロッドが驚(きよう)愕(がく)の声を上げるが、本人は聞き入れる様子もなく、総(そう)司(じ)の腕(うで)を抱き締(し)めて悪戯(いたずら)っ子のように笑っている。

			「だって、せっかく元の体でソウジ様と歩けるんですもの。もっと楽しまなければ損ですわ、損！」

			「ひ、姫(ひめ)様(さま)……？」

			「大(だい)丈(じよう)夫(ぶ)ですわ、私には最強の騎士(ナイト)様がついていますから！」

			　子供の姿のままで街を巡(めぐ)るのも楽しかったが、どうせなら本当の姿で、彼といろんなものを見て、いろんなものを食べて、はしゃぎたい。後で怒られたときは、自分が謝ればいいだけの話だ。

			　今まで我(が)慢(まん)していた分、これからは自由に生きるつもりだ。フレイヤの国の姫(ひめ)ではなく、ティターニアとして。そうしてもいいのだと教えてくれたこの少年と、もう少し一緒にいても罰(ばち)は当たらないだろう。

			「ソ、ソウジ君、いいだ!?」

			「いいんじゃないでしょうか。ティアさんが楽しんでくれるなら、それでいいと思いますよ」

			「ソウジ君～～～！」

			「さっすがですわ、ソウジ様！」

			　これでまだ続くことが確定した幸福な時間をどうやって過ごそうかと考えながら、ティターニアは総(そう)司(じ)に笑いかけた。

			　そして、かつての想い人を思い出す。もう顔すらおぼろげで、どんな声だったのかも危(あや)うい。そんな彼との思い出にすがってやって来たこの場所で、自分は大切なものを見付けることができた。

			（さよなら、私が初めて好きになった人）

			　少し悲しくて切なくて、視界が涙で滲(にじ)む。だが、辛(つら)く苦しくはない。

			　繋(つな)いだ少年の手から伝わる体温が、ティターニアを優しく慰(なぐさ)めてくれているような気がした。

		

	
		
			　

			エピローグ

			　

			「へえ……こんなになる前は、ぼろぼろだったのね」

			　全然想像付かないけど。

			　ヘリオドールは今、ウルド中心部で一番人気であろう宝石店を見上げた。

			　ゴブリンとドワーフの宝石店『妖(よう)精(せい)の涙』。どこから見ても新築同然の店は、少し前まではドアも壊れていたおんぼろだったとは思えない。

			　人間が作った物より質の高い商品を求めて、毎日行列ができている。昼休みを狙ってやって来たはいいが、これでは店に入れるのはいつになるかも分からない。

			　ヘリオドールはがっくりと肩を落とした。

			「扉(とびら)の妖(よう)精(せい)のご利益ですかねぇ」

			　隣にいる少年は、待つ気満々のようである。ここに来た理由を思い出して、魔女がむっと顔をしかめる。

			　総(そう)司(じ)が今日、ここにやって来たのは、先日ウルドを騒がせたお姫(ひめ)様(さま)のためである。あのあと、ティターニアはフレイヤの国に帰ったものの、彼女からは総(そう)司(じ)宛に手紙が届くようになった。総(そう)司(じ)はいろんな意味で恩(おん)人(じん)なので、それは当然だろう。そこまではいい。

			　問題は宛名の部分だ。

			「……『愛(いと)しい私の騎士(ナイト)様』って何よ、それ」

			「何ですか、ヘリオドールさん？」

			「べっつに。というか、どうしてあんたがティターニア姫(ひめ)のために、宝石買いに来てんのよ。そんなのフレイヤのお偉いさんに任せておけばいいのに」

			　

			『ソウジ様の選んでくれた宝石を身に付けたいのですわ』

			　

			　本日届いた手紙には、そう書かれていた。なので向こうの国の重(じゆう)鎮(ちん)ではなく、総(そう)司(じ)自身が選ばなければならないのだが、その文面を読んだときから、ヘリオドールの心は晴れない。

			　分厚い雲に包まれたままで、目(ま)映(ばゆ)い日光はどこへやらだ。

			（祭のときにちょっとだけ思ってたけど、まさか本当に相思相愛なんじゃないでしょうね!?）

			　ティターニアはフレイヤに戻ったあと、婚約の話を破(は)棄(き)した。つまり、現在はフリーの身。

			　チャンスとばかりに求(きゆう)婚(こん)してくる貴族の男たちを無視して、誰かに手紙を送っているらしいお姫(ひめ)様(さま)。その誰かが、今隣にいるのだ。ヘリオドールは盛大に焦(あせ)った。何でもないような顔をしながら、内心で焦(あせ)りまくっていた。

			（総(そう)司(じ)君が十八歳になる前に誰かが好きになっても、私には関係ないわよ、そりゃ。でも、せっかく見付けた新人が、フレイヤに連れて行かれるなんて、絶対駄(だ)目(め)だから！）

			　ヘリオドールがぐるぐると思考の海を泳いでいると、店からひょっこりとゴブリンが姿を見せた。この店の天才宝石職人である。

			「あっ、ソウジさんだ！　おーい、こっちこっち！　早く入りなよ」

			「あら、いいんですか？」

			「ソウジさんは、この店の神様みたいな人だから特別！」

			　二人の会話など一切耳に入っていないヘリオドールは、延(えん)々と考え続けた。ティターニアが、いつか総(そう)司(じ)をかっさらいに来るのではないかと。

			「うう……何だって、こんな特にかっこよくない子に、みんな集まっちゃうのよ……」

			「ヘリオドールさん、お言葉に甘えて入らせてもらいましょう」

			「あんた甘え上手っぽいし、甘やかし上手っぽいもの……だからフラグばっか立っちゃうのよぉ……」

			「ヘリオドールさん、大(だい)丈(じよう)夫(ぶ)ですか。熱中症にでもなりましたか？」

			　ぶつぶつと呟(つぶや)き続ける魔女の苦悩など知ったこっちゃないとでも言うように、総(そう)司(じ)は上司に淡(たん)々と話しかけていた。

			　

			　数時間後、ヘリオドールは空を見上げた。アスガルドでもこちらの世界でも空の景色は同じなようだ。太陽が沈みかけており、爽(さわ)やかな青は燃えるような赤に染まっていた。

			　二つの世界を行き来するために使っている古びた洋館。そこを通っても、空だけは変わらない。不思議な気分にさせられる。

			「……あの、僕、何かしましたか？」

			「へっ？」

			「いつもはこちらの世界に着いたら、そこでお別れなのに……」

			「……はっ!?」

			　総(そう)司(じ)に指摘されて、ヘリオドールは気付いた。少年と一緒になって歩いていたことに。

			「あんたがちゃんと帰れるか、心配なのよ！」と世話焼き感満(まん)載(さい)な台詞(せりふ)を言おうとしたが、ヘリオドールの口からは、あ、う、と単語にならない声ばかりが出た。夕日に染まっていた頬(ほお)は、さらに赤く染まる。

			「あ、あんたともっとずっと一緒にいたいなーって思ってるんじゃないわよ！　ただ、気が付いたらこうしていたというか……安心しなさいよ!?　私はあんたに変な気持ち、持ってるわけではないんだからね!?」

			「分かってます」

			　ヘリオドールですら理解しきれていない感情をあっさりと受け流す総(そう)司(じ)に、動(どう)揺(よう)の色は見られない。その無関心さに、ヘリオドールは頬(ほお)を膨(ふく)らませた。

			　フィリアも、レイラという謎(なぞ)の女も、あの妖(よう)精(せい)国の姫(ひめ)も、どうしてこのような少年に惹(ひ)かれているのだろう。総(そう)司(じ)よりもいい男はたくさんいるから、そっちに行けばいいのだ。

			　そうすれば、こんな訳の分からないことで自分が悩む必要はないのに――。

			「ヘリオドールさん、もうこの辺で。あなたも、ここから洋館に戻らなければいけませんし」

			「……はいはい」

			「あと、それからこれを」

			　総(そう)司(じ)が鞄(かばん)から取り出したのは、細長いベージュ色の小さな箱だった。受け取れ、ということだろう。差し出されたそれを手に取る。ほとんど重みは感じられない。

			　金色の瞳(ひとみ)を丸くするヘリオドールに、総(そう)司(じ)はぽつりと口を開いた。

			「いつもお世話になっているお礼です。前にあそこで予約していたものなんです。あまり高くはないんですけどね」

			「え、あ、ありがと」

			「……ヘリオドールさんには感謝しきれないくらい感謝しています。新しいバイト先も紹介してくれたし、いろいろな体(たい)験(けん)ができましたから」

			「……………………」

			「あなたに出会えてよかったです」

			　ヘリオドールの周囲に赤い薔(ば)薇(ら)が咲き誇(ほこ)った。いや、ただの幻である。だが、そんな幻覚を見せるほどの破(は)壊(かい)力が、その一言にはあった。

			　ヘリオドールは金魚も驚(おどろ)く速度で、口を開閉させながら、震える手で箱を開ける。

			「え……えええええええっ!?」

			　なかに収まっていたのは、黄(おう)金(ごん)色に輝(かがや)く宝石をあしらったペンダント。

			「ヘリオドールって、宝石の名前だったんですね。綺(き)麗(れい)だったので買ってみました」

			「私の名前……」

			「では、失礼します。また今度お会いしましょう」

			「え、ま、待って！」

			　呼び止めようとするヘリオドールの声に気付いていないのか、総(そう)司(じ)は走って行ってしまった。

			　彼の韋(い)駄(だ)天(てん)の如(ごと)き走りっぷりに追いつけるはずもなく、魔女は顔を真っ赤にしてその場にへたり込んだ。

			　小さな箱のなかの、ヘリオドールと同じ色をした金色の瞳(ひとみ)は、困(こん)惑(わく)とわずかな期待で揺(ゆ)らいでいた。

			「もしかしてあの子……私のこと……」

			　いやいやと首を横に振るが、沸き上がった想像は頭のなかから消えてくれようとはしない。やけに急いで去って行った少年の後ろ姿を思い出すと、胸の辺りがぎゅう、と痛んだ。

			　しかし、不快感はない。彼からの思わぬ贈り物を愛(いと)おしそうに見(み)詰(つ)めるヘリオドールは、幸せそうに微笑(ほほえ)んだ。

			「ふん……好きなら好きってちゃんと言いなさいよ。照れて逃げ出さずに」

			　面と向かって言ってくれたら、考えてあげてもいいのに。

			　

			「ただいま」

			「おかえり、総(そう)ちゃん！　どうしたの、そんなに急いじゃって」

			　息を切らして帰って来た息子に母親は首を傾(かし)げるが、総(そう)司(じ)は「気にしないで」と一言告(つ)げるとリビングへと向かった。そこでは、先に帰宅していた父親がアクション映画を観ていた。

			「ただいま、お父さん」

			「おかえ……おい!?　何さらっとＤＶＤの電源切ってんだ!?」

			「アニメが始まるんだ。ごめん、父さん」

			　小言などどこ吹く風の総(そう)司(じ)に、父親は怒っても効き目はないと判断したのか、大人しくＤＶＤプレーヤーからディスクを取り出した。

			「お前……まさかこのために走って帰ってきたんじゃ」

			「うん、そうだけど……？」

			「馬(ば)鹿(か)だな……もう少し話を続けてれば完全に落ちたのに」

			「何の話？」

			　チャンネルを変えながら不思議そうに尋(たず)ねる総(そう)司(じ)に、父親は「何でもねぇよ」と答えながら思った。天然たらしほど、恐ろしいものはない、と。

			「あ、私も見ていい？　このアニメ好きなのよ」

			「いいよ」

			　母親が目を輝(かがや)かせてリビングにやって来る。二対一。父親は味方のいないアウェー状態から逃げるようにしてテレビから遠ざかった。始まったアニメのオープニングを食い入るように観る二人の姿は、母子というより姉弟の図のようだ。

			「そういえば、母さんってさ」

			「なあに？」

			「勇者とか魔王とかって信じる？」

			　息子の問いかけに、母親は目を丸くした。

			「うーん……そういうのって本当にいるのかしら？」

			「やっぱり信じない？」

			「ううん、私はこの世界のどこかにそういう人がいるって、信じるわ。でも、どうしてそんなこと聞くの？」

			「似てるからかな」

			　そう言うと、総(そう)司(じ)は意識をテレビ画面へと集中した。母親も「？」と首を傾(かし)げながらも、同じように画面に目を向けた。父親はそんな二人を、彼にしては珍しく苦笑しながら見(み)詰(つ)めていたが、母親は振り向いて頬(ほお)を膨(ふく)らませた。

			「何よー、その顔。子供みたいって思ってるでしょ」

			「思ってねぇよ」

			「そんな顔をしないでよ」

			　

			『あなたもそんな顔をしないでよ』

			　その抗議の言葉に、菫(すみれ)色(いろ)の目が大きく見開く。だが、すぐに「悪い悪い」と軽い口調で謝った。

			　ほんの少しだけ、声は震えていた。

			　

			〈『異世界の役所でアルバイトはじめました』②へ続く〉
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